今年 の 秋 は 早起き と 夜 更 か し を し て み ま せん か ? MM 


お 2 中 井 精 也 & 魚 住 誠一 が 5 軸 手 ブレ イ 高 感度 で 撮る 
ソニ ー 


ちょ っ ぴり お し ゃ れ で 新鮮 な 世界 が 楽し め る 


絶対 に 失敗 し な い 
1 写真 の 
撮り 方 
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キヤ ノン 


- 上 語 MV19 
WP ノ 


ナチ 
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1 型 高 倍率 に 待望 の 薄型 モデ ル &EVF 搭 載 モ デル 
人 キャ ノン PowerShot 9X/G5X 
に 」 カラ ー も モノ クロ も 強い A3 コ ン パ クト プリ ンタ ー 
ェ フ ソン EP-10V 」 
責 カー ルツ ァ イ ス と 共同 開発 し た デジ タル 時 代 の MF ば ンズ 
コシ ナ ZEISS Milvus シ リー ズ 
新型 の 裏面 セン サー 搭載 で 画質 が 進化 し た 360 度 カメ ラ 
リコ ー イ メー ジン グ RIEUH THETA S 
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[SPECIAL GALLERV] [特別 企画 ] [NEW PRODUCT REVIEW] 
RUAD T0 028 自 援 り が で きる 新 エ ント リー 096 1 型 CMOS の 高 倍率 ズー ム に 
ALASKA EE ン PowmSNet 89X 
ン 5 ォ ャ ン ン PawerSh 
松本 紀生 coo 電 n 
< テ ーー 099 1 型 高級 コン パク ト に 
1 = EVF モ デル が 登場! 
Ws 。 等 バン PnwerShot B5X 
に 1 中 原 一 雄 
一 mem0rieS 一 ニル ッ た 
HARUKI CH 唐 生 秘話 、TAMRON 新 SP は テン タ ル 昌代 OME レ シズ 
ンー ③ ュ ZEISS Milvus 
大 和田 良 
新 SP シ リー ズ ae 
[FI 日 本 BP SPECIAL] 上 者 と 1 ee の me クッ ズ 還 庫 
Formula 1 ンタ ビュ ー Zeta Super Slim 
SUZUKA- 赤江 一 1 液晶 保護 ガラ ス の 衝撃 
9.24・25・26・27 036 秘 異 の 5 軸 手 ブレ 補正 & る 
熱田 護 IS 409600 の 他界 っ 1 混ん 360 胡 カ メラ 
ソニ ーQ7SI 名 立 リコ ー イ メー ジン グ 
RICOH THETA S 
& 萩 窪 圭 
F1 日 本 5P SPECIAL レ ポー ト 106 CO 
5 ン バ パク ト プ リン ター 
セン EP-10W 


[連載 ] 


中 井 縛 也 が ニコ ン で 撮る 
ニッ ボン 鉄道 紀行 N Rail 
Rail4 生駒 鋼索 線 
風 と 木 と 水 が 教 えて くれ た こと 
第 2 回 静か な 晩秋 の 奥 日 光 と 
秋 真 っ 盛り の 日 光 へ ポ 半 テ 
プロ フェ ッ シ ョ ナル の た め の プ ログ ラム AUTO 
$% 回 3 つの シー ン で 検証 する 
被 写 界 深 度 の 傾向 上 se 
四季 の 風景 レッ スン 
第 回 朝日 に 照ら され て 輝く 新雪 の 大 地 
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絶景 の 星空 風景 
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Photographer 魚住 謗 一 X Model 高田 秋 
ボー トレ ー ト コラ ボレー ショ ン 
第 回 は し ゃ ぐ 彼 女 
Photoshop レ タッ チ 事 
第 回 「 光 と 影 ] を 印象 的 に 再現 する 
大 和田 良 
写真 で 伝え た いこ と Season03 
第 回 海野 和男 
斎藤 先生 に 聞く 写真 の いろ は 
第 5 回 シャ ッ タ ー 速 度 を 変え た 
写真 な ら で は の 表現 
写真 家 に 聞き まし た 最近 買っ て 良かっ た モノ 
第 5 回 山崎 友 也 


149 伊達 ※ 一 の 技術 の フカ ボリ | 19 
第 5 回 な ぜ 山 MX 5A8 は フラ ッ グ シッ プ 機 へ と 
進化 を 遂げ た の か ?. 
153 ふく だ くん 通信 
第 5 回 白い サル の 赤ちゃん 


164 ゆき びゅ ー の めざせ 温泉 カメ ラマ ン 
第 5 回 大 町 温泉 衝 ( 長 野 県 ) 
166 Editor's Choice 

第 5 回 リコ ー イ メー ジン グ HH THETA 


174 江戸 ゆる り 坂 道 英 歩 
第 5 回 市 ヶ 谷 (新宿 区 ) 山野 勝 、 川 正 次 
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130 


168 
169 


Overview Exhibition of Photography 
第 6 回 New York 19838X10 
一 田中 長徳 一 


フォ トコ ン テ ス ト 

11 月 号 選考 

デジ タル フォ ト 部 門 半 を x ハ ー ビ ー・ 山 ロ 
組 写真 部 門 凌 者 < 小 過 基 

フォ トコ ン テ ス ト 応 募 要項 

年 間 ポ イン ト 結 果 & 投 稿 の 注意 事項 


部 門 の 応募 の 手順 は 「GANREF」 (http://ganrefjp/) に 
登 動 し まし た 


184 私 の 写真 を 変え た LENS デジ カメ 新 製品 情報 


第 15 司 ニコ ン AF-S NIKKOR 154 
14-24mm 72.8 ED mk 159 


186 石 直 子 の 今月 の お 気に入り ! ポン 


デジ カメ NEWS 調 査 隊 
最新 売れ 筋 カ メラ レン ズ 通 信 
New Product Report( 佐 々 木 啓 太 ) 


癌 キヤ ノン EF50mm F1.8 STM 「OPICEINFORMATION 


143 


188 遠い 光 、 一 二 万 年 前 に 夢見 た 東京 167 


第 4 回 わ ず が 5 年 前 、 阿佐 ヶ 谷 住宅 は 


「 残 し た いも の 」 フ ォ ト コン テス ト 
読者 プレ ゼン ト 170 集まれ ! DCM 写 真 部 


広大 な 田園 だ っ た 172 写真 展 最新 情報 176 遇 付 
小 株 縛 192 編集 後記 
撮影 情報 の 読み 方 


本 誌 の 提 影 情報 は 項目 名 を 富 昧 し て 以下 の 類 番 で 記載 し て いま す 。 


カメ ラ 名 レン ズ 名 偽 点 下 離 (35mm 痢 換算 ) 
記録 モー ドー 揚 影 地 


モー ド ( 打 り 、 


シャ ッ タ ー 達 度 、 吉 出 補正 ) - 15O 感 度 ご ホワ イト バラ ンス 


人 本 誌 で の 実勢 価 格 は 、2015 年 10 月 上 


に すべ て 編集 部 で 独自 調査 し た も の で す 。 標準 価格 、 実 勢 価格 、 定価 な ど 価格 素 記 に つい て は 
戸 り の な 限り 、 すべ て 税込 の 価格 に な っ て いま す 。 上 W な ど 商 標 は 釧路 し て いま す - 


005 


坦 肪 テウ ニッ ク の 2 


機能 を し っ か り 理解 し て レン ズ の 特徴 を 覚え て さま ざま な 技 を 使っ て 
カメ ラ が 使え る よう に な る ! 効果 の 生か し 方 が 分 か る ! 自分 らし い 写 真 が 撮れ る ! 
ーー ンド し ルレ ルコ | 」 ーー ワー ド 

CC ZETT (Eorr3 CPZ CTTEDZ9GZ2 GTMCPTZEEEP ZZZEa 
CETT Grczz3 Cm La し 】 シ ルー 』 し < フト 』 
CPZ3 CFPZ3 EFZ3 La スロ ー シ ッ クー 』 


定価 (本 体 1600 円 + 税 ) im 
鈴木 知 子 著 144 ペ ー ジ ン B5 変型 判 | 400m+ ぁ gy 
ISBN978-4-8443-3941-0 


 ※ イ ン フ レス 直販 参考 価格 で す 。 


嘩 富 な イラ スト を 使っ て 
カメ ラ と レン ズ と 


撮影 ナク ニック まや さ し く 解説 ! 


[お 問い 合わ せ ] info@impress.co.jp | 株 式 会 社 イ ンプ レス 


The Theme 
in 
November 


[ 慰 薄 藻 沖 ] 


ざ %eC 〇 同一 - 理 民 


p 
カ * ラ : キ ヤノ ン EOS 5D Mark 
レン ズ :EF24-70mm F2.8LUSM 
信 点 呈 離 : 24mm 

蝶 出 モー ド : プ ログ ラム AE 

数 り :F3.2 

シャ ッ ター 吉 度 : 1/50 移 

工 出 補正 0EV 

感度 :100 

ホワ イト パ バランス: 大同 光 

提 地 : サン トリ ー ニ 島 (ギリ シャ ) 


内 和 拉 (esieey 


1967 年 、 福 岡上 生ま れ 。 東京 写 真 専門 学校 
( 更 東 京 ビジ ュ アル アー ツ ) 卒業 。 現在 は 日 本 
写真 学院 に て 講師 を つと め る 。 写真 展 に 「 ディ 
ング ル の 光 と 風 ]「 潮 大 」「 学 校 へ 行う 
「 ル 十里 」 な ど 。 写真 集 「DINGLEー デ ィング 
ルー ほか 著書 多数 
http://wwwikazuyukrokajimarcom/ 


エー ゲ 海 に 浮か ぶ 島 、 ギ リ シ ャ の 「 サ ント リー 
二 島 ]、 断 崖 の 上 に 白壁 の 家々 が 密集 する イア の 
街 は 、 カ メラ を 手 に し た 観光 客 で に ぎわ っ て いた 。 
この 場所 らし い 写 真 を 撮る な ら 日 中 の コン トラ ス 
ト の 高い 光 が ベ スト だ が 、 日 差し が と て も 強く 、 
そし て 暑い 。 イ ス は 日 陰 で だ らし な い 格 好 を し て 
寝 て いて 、 ネ コ の 姿 を 目 に する こと は ほとん ど な い 。 
その 気持 ち は よ くわ か る 。 私 も 日 中 は ホテ ル で の 
ん びり 過ごし た 。 

日 が 暮れ て く な る と 、 イ ヌス や ネコ た ち は 笑 
動 を 始め る 。 人 びと も また 発 だ 。 で も 、 早 
朝 な ら 人 影 は ほとん ど な く 、 自 分 の ペー ス で 街 歩 


き を 楽し め る 。 ほ ん の り と 色づい た 光 に 照ら きれ 
た 風景 は フォ ト ジ ェ ニッ ク で 、 日 中 の 無色 遊 明 の 
それ と は 印象 が 違う 。 と くに 太陽 が 顔 を 出す 前 
の 柔らか い 光 は 、 街 全体 を 優し く 包み 込む よう 
で 魅力 的 だ 。 

ある 朝 、 大 陽 が 昇る 方 角 に 向かっ て 黄 皆 れ て 
いる イス に 出合 っ た 。 観 光 客 を 相手 に 撮ら れ 慣 
れ て いる の だ ろう 。 満 足 の いく カッ ト が 撮れ る ま 
で 、 じ っ と ポー ズ を 決め て いて くれ た 。 光 と いい 、 
被写体 と いい 、 ロ ケー ショ ン と いい 、 完 全 に 「 撮 
ら 5 され た 」 感 が 強い の だ が 、 こ の 旅 の 想い 出 の 1 
枚 に な っ た 。 


023 


~、 W まま 


写真 家 7 人 の 人 和 td 
っ EVEN 5 


EF100-40 
241mm(386mm 
1800 移 
森 を 抜け て 走る 観光 特急 「 ゆ 。 
車 は 画面 9 
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キャ ノン EOS 7D Mark TI 
00mm F4.5-5.6LIS TUSM 
(320mm 相 当 ) 
ル 直 出 (F5、 17800 和 ) 


ISO 1000 WB : オ ー ト 
S 字 カー ブ の 出口 、 先 頭 を 走る 選手 を 
狙っ た 。 選 手 の 顔 付 近 の 測 婦 点 を あ 
ら か じ め 選 ん で お き 、 少 し 斜め の 構図 
に する こと で 虫 動 感 を 表現 し て いる 
撮影 田中 宣明 


ルー ク ・ オ ザワ 


EF100-400mm 
F45-5.6LIS TUSM 


低 加 連続 提 果 
秒 の 例 因 内 
ー ン に 応じ て 変更 


9 一 1 コマ 
定 が 可能 。 シ 


り 入 れ た こと で 


ぅ 量感 が 表現 で きた 。 構図 の 変 

機体 全体 を 写す と 小型 機 の よう な イメ ー ジ で 主要 の み を 切り 取り 胴体 を 入れ た が や や 材 

と ら え られ る 屈 な 仕上 が り に 化 に 素早 く 対 る の が ズー ムレ ンズ の 利点 
01 


1 | 本 還 に 変化 を つけ て 人 力 の ある 飛行 機 写真 を 狙う 


着陸 する た め ( ら 側 に 向 か ル な 青空 の た め 、 
っ て くる 飛行 機 を 調 本 計 随 語 R | は 少な い 。 こ 


の 機体 は 小型 た 作品 か ら 車 輪 や 主 相 を 大 胆 に 


カッ ト し た 作品 まで 、 構 図 の 往 調 


相克 二 7 証人 で て とら えた 3 
着陸 た いっ て も スピ ー ド は 時 速 カス タマ イズ 
200km に も 及 氷 定 し て いる 抵 束 連 鞍 所 


機体 の よう に 見 せる こと も で きる 
人 設 EF100-100mm は ズ 
で 撮 が 大 きい た め 、 機 体 全体 


ング の 幅 自分 の 仕 」 


ける こと が で きる の だ , 
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ee』 疾走 感 を 表現 する た め im 背景 を 吟味 し て 機体 を 
低速 シャ ッ タ ー で 流し 撮り 03 | くっ きり と 浮か び 上 が ら せ る 


日 没後 、 残 照 の 空 や 空港 ター | 機能 は 含 記 具 に 設定 。 ま た 、 手 大 空 に 離 陵 する 飛行 上 
機構 は 流し 撮り に 最適 は 時 速 300km を 超 | 景 の 山 の 形 と 飛行 機 が ピタリ と 
選択 。 流 し 撮り で 離陸 | 化 さ れ た 垂 請 議 2 に 変更 し て いる と いう 間 上がっ て し ま | 致し た こと で 自 い 機 体 が 浮か び 
機 の 疾走 感 を 表現 し 測 | 1/20 秒 と いう スロ ー シ ャ ッ タ ー う 。 行先 や 乗客 数 に よっ て 変わ る その わずか 1 秒 後に は 松 
エリ ア 選 択 モ ー ド Ah も 手持 ち で 流し 撮り 撮影 が 行 離陸 する か は 分 ! 線 を 越え て 中 途 半 端 な 構 凶 に な っ 
100-400mm の IS 機構 は 強 か ら な い の だ が 、 離 陸 す る 位置 を ! て し まっ た 。 シ ャ ッ タ ー チ ャ ンス 
六 H、AF カス タム 設定 ガイ ド 衣 い 味 方 と な る ある 程度 は イメ ー ジ し て 、 調 屋 記 | を 巡 守 で も の に し よう 


HH っ た 。 | 陳 庄 愉 で 追い 続け よう 。 今 回 は 背 


- し て 、 ス ロー シャ ミ プレ 補 1 


キヤ ノン EOS 7D Mark 
EF100-400mm 
F4.5-5.6LIS TUSM 
200mm(320mm 相 当 
り 公 先 AE(F7.1、 
1/800 秒 、 0.7EV 

ISO 200・WB: オ ー ト 


(F5、 1720 秒 0EV 
ISO 1000- WB: オ ー ト 
シャ ッ ター 速度 は 1/20 
秒 に セッ ト し て 、 カ メラ は 
右 か ら 左 に 振る 。 背景 
が 傾 か な いよ う 水 平 に 振 
る こと を 意識 し よう 


を 章 氷 F で 飼い か 
ける 。 自分 の 思い 描い た 
と ころ に 来 た 腹 間 に 錠 恨 


キャ ノン EOS 7D Mark 
EF100-400mm F4.5-5.6L IS 
USM 100mm(160mm 相 当 
シャ ッ ター 便 先 AE(F7.1、 1710 秒 
0EVW 15O 1000・WB: オ ー ト 


機体 後方 に ピント は 合っ て いる が 


OK カッ ト か ら 1 移 後 、 山 の 生 線 を 
越え て 主要 が 空 に 溶け 込ん で し ま 
っ た 。 山 も 機体 で 句 れ て し まい 中 
造 半端 な 仕上 が り に な っ た 


も コク ピッ ト に 含 っ て いれ ば OK 


後部 胴体 を カッ ト し て 青空 を 多く 取 


キャ ノン EOS 7D Mark 
EF100-400mm 


トーー」 FL56LISTUSM 
三 | 200mm(320mm 相 当 
一 マニ ュ アル 獲 出 (F5、 17640 秒 


ISO 5000-WB : オ ー ト 


x 
動き の 速い ラグ ビー の 撮影 で 
EF100-400mm は 、 も っ と も 高 張 度 な 中 央 の 
F45-5LIS HUSM 江上 を 選択 。 どん な 動き に 
も 対応 で きる よう に 準備 を する 


こと が 大 切 だ 


Fwel 動き が 激しい スポ ー ツ は 
カス タマ イズ し た AF で 対応 


前 後 左右 、 動 き の 激しい スポ ボー 組み 合わ せる こと で 
ツ を 撮る と き は 、 測 距 点 を あら か 多 計 未 独 を 含め る と 、 合計 6 パ 
じゅ 琴 録 し て お く と 撮 ター ン の AF 設定 を 利用 で きる 
て る こと が な い 。 導 披 写 体 と の 距離 や 構図 の 変 1 
と 四 IPZ ボ 多 罰 に それ ぞ れ 異 幅広 い ズ ー ム 城 で 素早 く 対 応 し 、 
な る 測 距 点 を 割り 当て 、 さ きら 6( 余分 な 空間 の な い フ レー ミン グ で 
導 横 位 加 和 RI コス の 設 | 全 し し る こと が で きる よう に な る 


、 


キヤ ノン EOS 7D Mark 


= テ し EF100-400mm F4.5-5.6L IS 
kd USM 158mm(253mm 相 当 ) 
ん っ マニ ュ アル 和 (FI1、 0 
5200/ WB:0 リ 
金色 の 外装 が 独特 な 「 惑 る 列 


EF100-400mm 車 」 を 箇 光 問 メー ム で 撮影 
F4.5-5.6L IS USM AI サー ポ AF1 吉 AF で 多 車 


正面 の 測 距 点 に 設定 。 確 実 
に 追い か け て くれ た 


L 1 露光 間 ズ ー ム を 使っ て 
列車 の 躍動 感 を 表現 


[露光 開 ダ ー ム 」 に よる 流し 
撮り は 、 動 感 を 表現 する テク ニッ 
ク の ひと つ 。 ス ロー シャ ッ タ ー に 
設定 し て 、 列 車 の 動き に 合わ せ 
て ズー ムリ ング を 動か し な が ら 撮 
影 する 。EF100-400mm は ズー ム 


方 式 が 回 転 式 に 変更 きれ た た め 、 
ズー ム 操 作 が 行い や すい 。 三 脚 便 
用 時 は 、 手 プレ 補正 機構 は オフ が 
推奨 きれ て いる が 、 ズ ー ミ ング に 
よる 振動 を 抑制 する 目的 
還 議 に モッ ト し て 撮影 し て いる 


タッ チラ イン か ら ラ イ 
ン ア ウト で ボール を 取 
る 選手 を 狙う た め 
顔 の 位置 に 合う 測 
玉 点 を 登録 し て お く 


横 位置 の 構図 は 画面 中 央 の 測 
距 点 を 選択 。 高 精度 な AF が 激 し 
い 動き に も し っ か り 追 従 する 


OK カット と 同じ 条件 で 三脚 を 使用 し て 
撮影 。 手 ブ プレ 補 正 機構 を オフ に し て い 


S ヨ SN3 ヨ W N ヨ A ヨ S 


直売 価 格 300.000( ヶ ー ス フー ド 付き 税別) / き 
Specification 


* レ ンズ 構成 : 16 辞 21 枚 *。 
・ 役 り 思 枚数 :9 枚 


< 開放 
0 り 朝 タ や 夜間 な ど 低 明度 下 
・ 最 知 所有 の シー ン で も 開放 灯 りか ら 
* フ ィ ル ター 第 : ぉ 77mm シャ ー プ な 描写 力 を も つ 
atsog FEF100.400mm が 1 本 あ 
・ 手 フレ 本 正 効 果 :4 箕 分 ” れ ば 、 多彩 な 表現 を 生か 
ロ (ClPA 基 準 肖 ) し た 提 果 が 楽し め る 


EF100-400mm F4.5-5.6L IS USM 3 ひ 0 と と が 3 スス 


テ 


フィ ー ル ド が 広い ス オ 
シー ン を 撮る に は 望遠 メー 
ム が 必携 だ 。 こ の レン ズ は 
動き の 激しい 競技 で も 自 
分 の 思う よう な 画 角 で 撮 
る こと が で きる 


と に か く 抽 写 力 が 素晴らし 
い 。 手 ブ レ 補 正 機構 の 進 
化 に よっ て 、 手持 ち で の 流 


し 撮り が 簡単 に 行え る 。 
時 に は 夜間 の 飛行 機 撮影 
に も 使っ て いる 


キヤ ノン 株 式 会 社 “ キ ヤノ ンマ ー ケ ティ ング ジャ パン 株 式 会 社 
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EOS M の 最新 機種 、EOS M10 が 発表 され た 計 * 
北欧 テイ スト を 取り 入れ た ボディ カラ ー を ライ イン ア ッ プ する な ど 、 女性 ユー ザー を 意識 した カメ ラ で 、 
フェ イス ジャ ケッ ト な どの アク セ サ リ ー が 豊富 に 用 意 さ れ て い 


77,500 由 生後 (EF.M15-45mm F3.5-63 IS STM と | * 、 
計 .M22mm F2 STM ダ ブル レン ズ キ ッ ト > 
Ye < 
四 ウ Fo5M0 
EhM5-4omi35 あ 5 9 
^ 相当 
項 り 根 寺 Jr 10 
Wi * 
の 音 衝 オスロ か ら 電 齋 で は 
ル ア 棒 ) 六 自殺 
| 人 $ 育 の 高林 の 
リ 上 j い る 


028 2 少 カ メ ラ ャ ガ し / 茸 5 人 は 球 代休 用 し r 計 ギ い 本 の 92 押 の 和 S き 8 外 正 呈 ze 上 
1 】 


7 ド 間 誠 / u 引 ) 1 AI7 邊 っ 


キヤノン EOS M10 EF_M22mm F2 STM 

22mm (35.2mm 相 当 ) 絞り 公 先 AE(F5.6、 115 秒 

ー03EV) ISO 100・ WB: オ ー ト 

礎 の 中 で 出会っ た 若い 家族 。 小 さ な テン ト を 張り 、 休 日 を こ 
の 場所 で 過ごす そ : 22mm パ ン ケ ー キ レン ズ で 、 周 囲 の 
雰囲気 も 取り 入れ た 構図 を 作 


キャ ノン EOS M10 EF-.M22mm F2 STM 

22mm(35.2mm 相 当 ) ご 絞り 優先 AE(F2.2、 1780 秒 1.0EVI 
ISO 800・WB! オ ー ト 

タ 暮 れ の 街 を 散歩 中 に 遺 遇 し た 真っ 白 な 犬 。 お と な し く お 座 
り を し て 、 し っ か り と カメ ラ 目線 を くれ た 。 チル ト 式 の 背面 液晶 
モニ ター は この よう な ロー アン グル で は 大 活躍 する 


キヤ ノン EOS M10 EF-M22mm F2 STM 22mm(35.2mm 相 当 ) 
絞り 條 先 AE(F3.5、 1/4.000 秒 、 士 0EV) ISO 400- WB: オ ー ト 
オス ロ に は お 洒落 で すてき な カフ ェ が た くさ ん ある 。 窓 越し か 
ら 外 の 風景 を 1 枚 撮影 し た 。 落ち 着い た 店 内 に 対し て 、 落書 
き さ れ た 建物 の ギャ ッ プ を 楽し む 


キヤ ノン EOS M10 EF-M22mm F2 STM 22mm 
(35.2mm 相 当 ) 六 り 公 先 AE(F3.2、 1/400 秒 、 0.3EVI 
ISO 400/ WB : オ ー ト クリ エイ ティ ブフ ィ ルター: ラ フ モ ノ クロ ー ム 
キヤ ノン EOS M10/ EF-M55-200mm F4.5-6.3 IS STM - 100mm(160n ショ ー ウ ィ ン ド ウ に 飾ら れ た ウエ ディ ング ドレ ス 。 クリ エイ ティ ブ 
絞り 優先 AE(F6.3、 1/800 秒 、 一 0.3EV) 。 ISO 100。 WB : オ ー ト フィ ルター の ラフ モノ クロ ー ム で 撮影 。 色彩 が な く な る こと で 、 
オス ロ の 中 央 駅 周辺 の 広場 。 か わい らし い ド レス を 落 た 少女 が 、 ダ ンス を し な が ら うれ し そう に 歩い レー ス の ディ テー ル が 強調 され た 
て いた 。 ハイ ブリ ッ ド CMOS AF エ の お か げ で 、 ほん の 一 大 も 逃さ ちえ る こと 
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ゃ 
G 初心 者 ター ゲッ ト 
E OS M10 は EOS M3 の 後継 幾 で は 
な く 、 エ ント リー クラ ス に 位置 づけ 
ら 5 れる カメ ラ 。 し か し スペ ッ ク を 見 る と 、 
エン トリ ー と 片づけ て し まう に は も っ た い 
な い 数 値 が 並ぶ 
撮像 素子 に は 1.800 万 画素 の APS-C 
CMOS モ ン サ ー を 採用 し 、 画 像 処理 エン 
ジン の DIGIC 6 を 搭載 し た こと に より 、 高 
感度 で の 撮影 で も 細部 まで コン トラ スト が 
し っ か り し 表現 され る 。 な お 、AF は 位相 
差 AF と コン トラ スト AF を 組み 合わ せ た 
EOS M2 と 同等 の ハイ ブリ ッ ド CMOS 
AF II が 搭載 され て いる 。AFE 測 距 点 は 
M3 と 同じ 49 点 の た め 、M2 よ り も 広い 範 
囲 を 測 距 す る が で きる 。 ま た 、 ほ と ん 
の 操作 は タッ チ パ ネル で 行え る た め 、 ボ 
ディ 背面 の ボタ ン 類 は 最小 限 に 抑え られ て 
いる の が 特徴 だ 。 そ し て 一 番 斬 新 だ と 感じ 
た の は 、 撮影 モー ド の 表示 方 法 。 縦 に 一 覧 
で 表示 きれ 、 ス マー ト フ ォ ン の よう に 上 下 
に スク ロー ル し て 選択 する 。 ス マ ホ と いえ 
ば 、 ワ ンタ ッ チ スマ タン を 利用 する こ 


SO で EOS M3 と 同じ 画像 処理 エン 


DIGIC 6 を 搭載 


最新 の 画像 処理 エン ジン DIGIC 6 の 搭載 に より 、EOS M10 
は ディ テー ル の 表現 力 が 高まっ た 。DIGIC 5 と 比較 する と 、 最 


大 で 細部 の コン トラ スト が 30% ア ッ プ し た と いう 。 


間 の 撮影 で も 、 美 し い 画像 が 得 ら れる 。 ま た 、 ノ イズ リ ダ ク シ ョ 


ン 性 能 の 向上 で 、DIGIC 5 より も ノイ ズ 量 は 約 1/4 


キャ ノン EOS M10- EF_M22mm F2 STM 22mm(35.2mm 相 当 ) 
り 何 先 AE(F3.2、 160 秒 、 一 0.7EV) ISO 3200・ WB: オ ー ト 


の 新型 EOS M 


と で 、 撮 影 画像 を すぐ に SNS ア ッ プ し た り 、 
シェ ア が で きる の も うれ し い 機 能 だ 。 エ ン 
トリ ー ユ ー ザ ー で も 1 に 使い こなせ る 。 

そし て 、 今 回 の メイ ン 機 能 と も いえ る の 
が 「 自 撮り モー ド 」。 今 や 女性 が カメ ラ を 選 
択 す る と き に 自分 撮り が 簡単 、 か つき れい 
に で きる こと は 重要 事項 。3 型 で 180 度 チ 
ルト 式 の 背面 液晶 モニ ター 
し て 、 自 分 の 姿 を 確認 し な が ら 6 
背景 の ぼかし 具合 と 明る さ 、 美 肌 効果 が 


調整 で き 、 そ れ ぞ れ の アイ コン を タッ チ し 
て 設定 する 


識 し た ほん の 少し 丸み 
ド デ ィ は 、 ど ん な シー 
カラ ー バ リエ ーション は 


女性 ユー ザー を 意 
を 帯 び た シ ンプ ル な 
ン に る 馴染 む 
warm white、Black x Black、northern 
gray の 3 色 。 中 で も 、 北 欧 を イメ ー ジ し た 
よう な northern gray は ほか の メー カー に 
は な いか わい らし い 色 。 そ の ほか 、 カ ラフ 
ル な ボディ ジャ ケッ ト な ど が アク モ サ リー 
と し て 用 意 き れ て いた り 、 自 分 らし く カ ス 
タマ イズ で きる 楽し い カ メラ の 登場 だ . 


ジン お も な スペ ッ ク 比 較 


ボディ 側面 に は 
スマ ホ ボ タン と NFC マ ー ク が 
用 意 さ れ て いる 


還 は 便 位 な 点 


高 感度 で の 夜 


本 人 条 理 エン ジン 


に 削減 され た 。 六 


14.000-30 移 


4.000-30 秒 4.000-30 移 


94.2 コ マー 秒 


ISO 100-12800 ( 鬼 


IsO 10012800 
ISO 25600 相 当 


5O 100 一 12800 (拡張 で 
5O 25600 相 当 ) 


、 HDR 逐 補 正 、 ブ ログ 
ム ) 


し 


イド 3.0 型 は :2) 


44.4(D) mm 


約 110.9(WIx68.0(HX 


10.8(Wx66.6(H 4.9(W)x65.2(HDX 
0) mm 


クキ カー ド 含む 


366g( 本 体 + パ テリ ー 


1301g( 本 体 + パ ッ テ リー バ # 約 274g (本 体 キ パッ テリ ー 


ラク カー ド 含む) 


030 デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 11-2015 


SSR で EOS シ リー ズ 初 と な る 


育 面 液晶 モニ ター を 180 度 チル ト す る と 、 背 面 液 
唱 モ ニタ ー に 自分 撮り モー ド ボ タ ン が 表示 され る 。 
ボタ ン を タッ チ す る と 、 自 分 撮り モー ド に 切り 替 わ 
る 。 各種 調整 の パラ メー ター し た ら 、 効 果 を 
確認 し て シャ ッ タ ー ボ タン を 押す 。 


OR で 入門 者 も ワン ラン ク 上 の 表現 に 挑戦 で きる 


絞り は 「 ぽ かす 」 と 「 く っ きり 」 ホワ イト バラ ンス は 寒色 」 と 「 暖 色 ] な ど 、 
エン トリ ー ユ ー ザ ー に と っ て 、 難 し い 写 真 用 語 を 分 か りや すい 言葉 に 置き 
換え て いる 機能 。 誰 で も ボケ や 色 を 調整 し た 写真 を 撮る こと が で きる 。 


キヤ ノン EOS M10 EF-M18-55mm 
F3.5.5.6 15 STM 50mm(80mm 相 当 ) 
クリ エイ ティ ブ ア シ スト (F5.6、 1750 柳 、 
OEV) "ISO 1600 WB : オ ー ト 


クリ エイ ティ プア シ スト で 「 ば か す 」 と 「 寒 色 ] を 
調整 。 全体 的 に 青 味 が か っ て 、 色 の イメ ー ジ 
が 強い スナ ッ プ と な っ た 


カス タマ イズ 用 の 
別売 アク セ サ リ ー が 充実 ! 


上 か ら 53 番目 の 美肌 モー ド は 二 に する と 肌 の 
色 が 明る く な り 、 ぽ ぼかし が か か る 


キャ ノン EOS M10/ EF.M15-45mm F3.5.6.3 5 
STM 15mm(24mm 相 当 ) "自分 握り モー ド 
F3.5、 1740 秒 、 0EV) 15O 2000- WB : オ ー ト 


ショ ッ プ の ボス ター の マネ を し て 1 枚 。 24mm 


EOS M10 に は ラフ モノ クロ ー ム 、 油彩 風 、 水彩 風 、 ジオ ラマ 風 、 魚 眼 風 、 
トイ カメ ラ 風 、 ソ フト フォ ー カ ス と 、7 種類 の クリ エイ ティ ブフ ィ ル ター が 
用 意 さ れ て いる 。 選択 す る だ け で さま ざま な 表現 を 楽し め る 。 


『 し ー 

「 油 彩 風 」 の クリ エイ ティ ブフ ィ ルター で 撮影 。 
カラ フル な 盤面 が こっ て り と し た 色 味 で 面白 い 
表現 に な っ た 


キヤ ノン EOS M10 EF-M55-200mm 
F4.5.6.3 5 STM 135mm(216mm 相 当 
絞り 優先 AE(F5.6、 1/100 秒 、 二 0EV 
ISO 800・ WB: オ ー ト 


Pr 


EF-M15-45mm F3.5-6.3 IS STM 


フェ イス ジャ ケッ ト グリッ プ っ EOS M10 の キッ トレ ンズ と し て 発表 され た EF-M15-45mm F3.5- 
6.3 IS STM は 、 35mm 判 換算 に する と 約 24 一 70mm と な り 、 使い や す 
3.800HF に 人 00 い 万 能 な 画 角 。 STM(Stepping Motor) を 採用 し て いる の で 、 ス ムー ズ 
5.900 四 章 和 結語 な AF を 実現 し て いる 。 EF-M18-55mm F3.5-5.6 IS STM と 比較 する 
と フェ イス ジャ ケ と 、 全長 は 約 263% 小 型 化 され 、 コン パク ト で 持ち 運び も 楽 だ 。 2 色 の カラ 
ブー ッ ト や グリ ッ プ ーー バリエ ーション が ある の で 、 カメ ラ の ボディ カラ ー に 合わ せ て 選び た い 。 
の 上 | は コイ ン な ど を 
4 鼻 使っ て ネジ で ・ 隔 人格 お も な スペ ッ ク キャ ノン EOS M10 
装着 する 35.000F 間 後 。。 レ ンズ 本 10 
E0S M10 の ボディ に  EOS M10 の 右側 に 装 = 発売 子 定 日 殺 り 腕 根 和 数 :7 枚 20mm(32mmm 相 当 ) 
は め る タイ プ の ジャ ケッ ト 着 する タイ プ の グリ ッ プ 。 2015 年 10 朋 司 族 絞り:F3.5 ご 6.3。 紋 り 優先 AE(F4、 1/50 徐 
は 全 7 タイ プ で 価格 は 2 握っ た と き の 安 定 感 が 生 F タ ー の 。 ー1.0EV ISO 400 
種類 ある 増す フィ ルター 在 :@49mm WP オト 
大 きき 標準 マー ムレ ンズ の 


ポ ディ ジャ ケッ ト & ネ ックス トラ ッ プ ネッ クス トラ ッ プ 


約 の 60.9x44.5mm 便利 を と ころ は 、 答 細 


信友 素材 の ポ 0 まき 130g な 画 角 の 調 束 が 簡単 
ディ ジャ ケッ ト と ネッ 8 こ で きる こと 。 肉眼 に 


クス トラ ッ プ 。 カラ ー ホネ ディ ジャ ケッ ト 
は ホワ イト と ブラ ウン 5 300 由 章 和 


カラ ー: グ ラフ ァ イ ト 、 
シル バー 


対象 商品 (EOS M10 の 全 キッ ト の 中 か らい ずれ か ) を 叶 入 し た 方 、 先着 20.000 名 に お 好き な フェ イス ジャ ケッ ト or グリ ッ プ を 1 つ プ レ ゼ ント 。 
な く な り し だ い 終了 。 詳し く は http://canon.jp/ を 参照 。 [All Canon プ ラチ ナ ・ キ ャ ン ペ ー ン ] は P.158 を 参照 


赤城 最初 に 今回 の SP 35mm F/18 Di VC 
USD と SP 45mm F/1.8 Di VC USD の 開発 


Di VC USD」、「SP 70.200mm F/28 Di VC 
USD」、「SP 90mmF/2.8DiMACRO11 


コン モ セプト や 商品 企画 は 、 ど の ぐら い 前 か ら 考 VC USD]」 な どの 新 モ デル を 発売 し て き 「 - 坦 二 
えら れ て いた の で し ょ うか 。 一 般 的 に タム ロン で 、 市場 で も 「 最 近 の SP シリ ー ズ は いい よね | いみ と 思い ます が 0 
と いえ ば 90mm マ クロ と と いう 評判 が り 、 ユ ー ザ ー か ら も [次 は 大 佐藤 そ われ て し まう と ( 笑 ) 


が 出 て きた の か ズ メ ー カ ー と し て タム ロン が アイ デン ティ ティ を 
し て いく と き ( ライ ン ア ッ プ は 必要 
と 判断 し まし た 。 今 回 、SP シ リー ズ を 刷新 す 
る と いう 意味 も あり 、 2 
いく と いう 意味 に ' お いて も 、 
ろ え る こと か 
赤城 後発 だ か ら 新 戦略 が 必要 で す よ ね 。 目 
| を 惹く の は 明る い F 値 だ と 思い ます 。 で も 、 あ 
と いう リク エス ト が 出 て きた の か な と | えて F1.8 を 選ば れ た と いう の は 、 言 葉 は 悪い 
系 城 海外 の 方 か ら も リク エス ト が 多かっ た ん | で す が 、 普 及 タ イプ の イメ ー ジ が な き に し も ちあ 
で し ょ うか | 5 ず で す 。 ビ うし て FI8 を 選ん だ の か 、 そ れ が 

上 

上 

| 

上 


象 が 強い わけ で す が 、 突然 
驚き まし た 
レン ズ を や ろう と いう 話 は 、10 生 


昌 径 単 焦点 レン ズ を 」 と いう 声 
な と 認識 し て いま す 

赤城 単 ンズ は どう し て も 
より る 販売 数 は 少な て な り ま すね 
場 か ら の 要求 が 強く あっ 
佐藤 そう で すね 。 英 社 の 
が 良い こと も あり 、 こ こ か ら 
体 を 見 直 を うと いう 


佐藤 単 
以上 前 か ら 何 度 も あり まし た 。 し か し 、 高 倍率 


、 大 口径 ダーム 、 マ クロ レン ズ を 優先 さ 
れる こと が 多かっ た で すね 
始め た の が 2012 年 の 春 ぐ らい だ 
外 と 長く か か っ た な と いう 印象 で す 

赤城 以前 か ら 企画 が あっ た の に 実現 し な か っ 
た と いう の は 、 マ ー ケ ティ ング ダグ 部署 か ら 「 売 れ 
な い だ ろ う 」 と いっ た 声 が あっ 


佐藤 より 、 い よい よ 佐藤 海外 も 国内 も 、 両 方 で す 。 弊 社 は 単 謎 な ん で す よ 

市 場 の 要 て きた と いう 部 分 が あり ます 。 点 レ ンズ の ライ ン テ アッ プ が まっ た く 手 つか ず と 佐藤 実は 最初 に 決め た の は 焦 』 
2010 年 の 「SP 70-300mmF Di VC 羽 況 が あり まし た の で 、 そ の まま ( ん で す 。35mm と 45mm と いう 2 本 で す が 、 
D」 あ た りか ら カ メラ の 高 画素 化 が 進む な ど 、 く の は や っ ぱり レン ズ メ ー カ ー と し て は パラ ンス と し て 一 番 層 が 厚い の が 
E 学 設計 の 基準 自体 を 見 直さ ね ば と いう 気持 | が 悪い じ と いう こと で 、 単 焦点 も ライ ン テ ッ プ に | 35mm が 最 有 力 だ ろう と いう ぅ 声 が 社内 か ら 出 
ち が あ り ま し た 。 そ し て 「SP 24-70mm F/2.8 | 入れ よう と いう 事 に な り ま し 1 て きま し た 。 も 5 ちろ ん 、 お 客 様 の リク エス ト に 


誕生 秘話 、 TAMRON 新 SP シ リー ズ は こう し て 生ま れ た ! 


軸 抽 VC 李 す る こ 和 
個性 的 な 単 焦点 を 作り た か っ た ! 


イン タビ ュー* 赤 寺 


ェ ーー| sr 45mm FE/1.8 Di VCUSD ーー 


レン ズ 恒 成 8 先 10 枚 

拉 り お 根 衝 数 :9 枚 (円形 り ) 
開放 絞り :F1.8 

最小 米 り :F16 
最短 所 影 写 工 0.29m 
最大 提 影 倍率 0.29 倍 

フィ ルター 待 : @67mm 

大 きき 

ゅ 80.4x91.7mm (キャ ノン 用 
@80.4x89.2mm (ニコ ン 用 ) 
重き : 約 540g (キャ ノン 用 ) 
約 520g (ニコ ン 用 


フロ ント レン ズ が 凹レンズ で ある こと が 特徴 的 な SP 45mm F/1.8 Di 
VC USD。 リア の GM レ ンズ (ガラ スモ ー ル ド 非 球面 ) で 非 点 収差 、 サ ジ 
タル コマ を 補正 する 
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SPECIAL INTERVIEW 較 


も 35mm と いう 要望 は 強く あり まし た 。 

赤城 2 本 同時 と いう の は 最初 か ら 決 まっ て い 
た ん で すか 

佐藤 そう で すね 。 遅 まき な が ら 単 焦点 レン ズ 
を や る に あたり 、9 月 2 日 の 発表 会 の 「 原 
戻り ます 」 と 発表 し まし た 。 映 社 が レン ズ 
専門 メー カー と し て これ か ら プ ラン ド を 作る に 
あたり 、 よ り 趣 味 性 の 高い 方 々 に 提案 し て いく 
- は 単 焦点 が 不可 欠 だ ろう と 考え まし た 。 よ り 
一 般 的 な 50mm と いう 案 も あっ た ん で すけ れ ど 
進め て いく 中 で 、 当 社 は 最後 発 な 
より 自然 な 画 角 で 出し た いと いう 流 
っ て 。 そ こ か ら 45mm と いう 案 が 有力 に 
な っ て きま し た 。 標 準 イ コー ル 50mm だ け で は 
な いと いう 事 を 提案 し た か っ た の で す 

赤城 それ は 面白 いで すね 。 で も 、 か つて は ニ 
ッ コ ー ル の パン ケー キ や 、 カ ー ル ツァ イス の テ 
ッ サ ー、G プ ラナ ー に も 45mm は あり まし た 
し か し 、 標 準 レン ズ は 激戦 区 で すか ら 、 こ こ に 
ぶつ け て くる に は 、 何 か 個性 が 必要 で す よ ね 
佐藤 ひと つが 防 振 ( 手 プレ 補正 ) を 載せ る こ 
と で す 。 現在 の と ころ 単 焦点 標 誰 レ ンズ で 防 振 
が 内 蔵 さ れ て いて 、F1 台 の 大 口径 レン ズ は あ 
り ま せん 。 も う 1 つ は 最短 撮影 距離 、 意 外 と 標 
准 レ ンズ は 近寄れ な いな 、 と いう 感じ が し て い 
まし た 

赤城 F1.8 と いう 明る さき を 採 用 し た の は 光学 


〇 スイ ッ チ 部 の 交 騰 還 間 間 間 


VC ( 手 プレ 補正 機構 ) お よび 
フォ ー カ ス の スイ ッ チ も 細かく 
調整 が 行わ れ た 。 製品 版 に 対 
し て 試作 版 2 で は 丸み を 帯び 
た スイ ッ チ 、 試作 版 1 で は 細 
身 の スイ ッ チ で ある こと が わか 
る 。 こ の ほか に も 堅 さや 突起 
する 量 な ど が 検討 され た と いう 


性 能面 な の か 防 振 
化す る た め な の か , 
い の で す が 。 

安藤 どちら か と 言え ば 、 後 者 の 大 きる で すね . 
赤城 営業 か ら は FL4 に し て くだ さい と か 言わ 


な の か 。 そ れ と も 小型 
光学 設計 の 方 に お 聞き し た 


ぜひ 、 素 晴らし い 


撮っ て くだ さい ぁ 


株 式 会 社 タ ムロ ン 
映像 事業 本 部 
商品 企画 部 部 長 


佐藤 浩司 氏 


スナ ッ プ 写真 を た くさ ん 


G レン ズ キ ャ ッ プ (フロ ント ) の 変遷 較 軒 


昨今 の トレ ンド で ある 中 央 部 を つま むこ と で 着脱 が で きる 
レン ズ キ ャ ッ プ を 採用 。 試作 版 2 の で は デザ イン 重視 で つま 
み 旦 が 少な く 、 試作 版 1 は ロゴ カラ ー と つま み の ト ルク ( 想 


さ ) を 改善 し て 製品 版 へ と 落 地 し た 

製品 版 試作 版 1 試作 版 2 
れ な か っ た ん で すか 
誠 藤 それ は あり ます 。 た だ F1.4 に する と 日 径 


く な る の と 、 防 振 の 機構 も 合わ せ て 大 
きく な っ て し まい ます . 

系 城 大 きる や 重き を 無 入 す れ ば 技術 的 に は 
F1.4 と 防 振 の 組み 合わ せ は 可能 と いう こと で 
す よ ね 

宴 誰 それ は も ちろ ん で きま す 。 た だ 商品 と し 
て 手軽 に スナ ッ プ な ど で 使っ て も らい た い の で 
大 きる 重き は 無 入 で き な い 。 そ うす る と F1.4 
は な いよ ね と いう 結論 に か な り 早 い 段 階 で 玉 っ 
て いま し た 

系 城 価格 より も サイ ズ ? 

佐藤 サイ ズ で すね 

赤城 た だ F18 で も 、 ユ ー ザ ー 的 に み ま す と そ 
う 小 さく は な いで す よ ね 

戸谷 防 振 と フロ ー テ ィング 内 蔵 の た 
めで す 。 そ こ に 尽き ます 。 防 振 が な け 
れ ば コン バク ト に で きま す が 、 商 品 コ 
ン モ プ ト と し て る 絶対 的 は 外し 
た く あ り ま せん で し た 。 さ きら 6 に 最短 | 
影 距 離 $ 短 く 、 し か も その 性 能 に こ だ 

わり た か っ た わけ で す 。 それ を 両立 する た め の 
結果 だ と 思っ て いた だ ける と うれ し いで す . 

容 藤 フロ ー テ ィング で 全 城 均一 な 性 能 を 出す 
こと を 追求 し まし た 。 画質 を 重視 し た 結果 、 各 
群 の 移動 量 が 大 きく な っ て し まい 、 メ カ 設 計 の 
方 に 8 負担 を みか け て し まい まし た 

赤城 つま り 性 能 の 保持 と 防 振 を 内 蔵 し た 結 
果 が この サイ ズ と いう 訳 で すね 。 こ ちら も あえ 
て 意地 悪 を し て 開き ます が 、 そ の 2 つが な けれ ば 、 
か な り コ ン パ クト な レン ズ が で きる ? 

安藤 理論 的 に は 可能 て す 。 し か し 、 こ の 2 本 


能 


【(1 


人 身近 な モノ を 
アー ティ ステ ィ ッ ク に 
写し て くだ きい 


株 式 会 社 タ ムロ ン 
映像 事業 本 部 
設計 技術 部 技 監 


戸谷 聴 氏 


| 
1 
| 
| 
| 
上 
1 
| 
1 
上 
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フロ ー テ ィング で 均一 な 
性 能 を 出す こと を 追求 。。 


け で いえ ば 防 振 の た め に レン ズ を 動か さ な い 方 
が 良い の で す が 、 そ れ が 製品 と し て 使っ て も ら 
える か と いう と また 別 の 話 で す 。 防 振 を 入れ て 、 
ある 程度 の 大 きる で 、 気 軽 に た くさ ん 撮影 し て 
も らい た いと 考え て いま す 。 

赤城 そう か も し れ ま せん ね 。TF1.4 の 大 口径 レ 
ンズ より も 、 今 回 の SP レン ズ は 絶対 に 使い や 
すい と 思い ます 。VC ( 手 プレ 補 正 機構 ) が ある 
た め 、 楽 れる と いう 言い 方 も 変 で す が 、 


ビギナー の 人 で も 使い や すい 。 

佐藤 防 振 を 搭載 する こと に よっ て 画質 へ の 影 
響 は どう な る の か 、 と いう 話 は 絶対 に 出 て きま 
す 。 し か し 、 手 プレ は それ 以前 の 問題 で す 。 画 
素数 が 多く な り 最 近 は 何 億 と いう モン サー も 靖 
発 発表 され まし た 。 光 学 性 能 を 大 切 に し な が ら 、 
今回 の VC 


し か し 、 プ レ は 大 敵 と 考え まし た 
は 極力 、 E が 劣化 し な いよ う 
ョ ン し た 結果 、35mm が 約 3 筑 、45mm で 約 
35 段 と し まし た 。 意 外 と 少な いと 思わ れる か 
も し れ ま せん が 、 段数 を 抑え た 理由 は 光学 性 能 
を 維持 する こと を 最 優先 に し た 結果 で す 。 

赤 尋 開放 値 を て F2 に すれ ば も う 少 し 小 き く な 
り そ う で す が 、 や は り 営 業 的 に は F2 で は 厳し 
いと いう 判断 が あっ た の で し ょ うか ? 

安藤 や は り F1 台 と いう スペ ッ ク は 誤 れ な い 
と 考え まし た 

赤 最短 撮影 距離 の 画質 へ の 自信 は 並々 な 
ら ぬ も の が あり ます ね . 


安藤 性 能 は フロ ー テ ィング に すれ ば ある 
程度 解決 し ます が 、 そ れ を メカ の 中 に まとめ る 
こと に 一 番 苦 労 し まし た 

戸谷 外観 か ら で は 分 か ら な い 部 分 な ん で す . 
安藤 ほとん ど ズ ー ム みた いな 感じ で す よ ね , 
戸谷 他社 の レン ズ で す と リア フォ ー カ ス で 後 
ろ の レン ズ だ けが 動く タイ プ が 多い の で す が 、 
た ぶん それ だ け だ と 、 近 接 性 能 を 誰 持 する こと 
が で き な い と 思い ます . 

安藤 近 距 離 で す と 湾曲 が 変動 し ます の で . 
戸谷 それ で フロ ー テ ィング と いう 考え 方 で な 
いと 性 能 が 出 な いと いう 話 に な り ま し た 。 そ う 


の 記 散 歩 レン ズ と し て 
常に 一 緒 に 
持ち 歩い て くだ さい ぁ ぁ 
株 式 会 社 タ ムロ ン 


光学 開発 本 部 
本 部 長 博士 (理学 ) 


安藤 稔 氏 


033 


034 デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 11-2015 


する と ほとん どの レン ズ 群 を 動か みさき なく て は な 
ら 6 なくなり 、 ズ ー ム レン ズ の よう な 補 雑 さき に な 
っ て きま す 。 し か も 、 防 振 群 の レン ズ も 背負 っ 
て 動か さき な けれ ば いけ な い 。 そ の あたり が 一 番 
つら か っ た で す 。 そ れ も サ イズ に 影響 し た 部 分 
で すね 。 

赤城 AF 性 能 は どう で すか ? 

鎌 野 フロ ー テ ィング の た め に メカ の 負担 が 高 
《、 限 られ た モー ター の 推力 で 動か みす と な る と 、 
めい っ ぱい 背伸び を し た 状態 で す 。 加 く 動か し 
すぎ る と AF の 品位 や 信頼 性 を 落と す 要 因 に 
な り ま す 。 そ うし た バラ ンス を と っ て 動か し て 
いる の で 、 劇 速 と は 言え を ませ ん が 、 ス ムー ズ な 
ピン ト 合 わせ を 実現 し て いま す . 


〇 ブラ ンド リン グ の 変遷 王 還 還 還 呈 症 


新 SP シ リー ズ の デザ イン 特徴 で も ある プラ ンド リン グ . 
ザイ ナー が 求め る ルミ ナス ゴー ルド (手前 ) に する 
工場 と 何 度 も や り と り を 行っ た と 戸谷 (設計 技術 部 技 監 
は 苦労 段 を 語っ た 


赤 域 そこ は 丸 いと 言え ば いい の に 、 真 面目 
な ぁ ( 笑 )。 つ まり 、 フ ロー ティ ング だ か ら と い 
っ て 、AF が 遅く な る と いう 心配 は な いと いう 
わけ で すね 

仁 野 そう で すね 。 そ こ は 安 て くだ さい 

赤 大 超 音波 モー ター を 変え る と いう 選択 肢 は 
な か っ た の で すか ? も っ と トル ク の ある も の に 

そう する と サイ ズ が る ら に 大 きく な っ て し まう 
の で すか 

戸谷 あく まで この サイ ズ が マス ト だ と いう よ 
うな 考え 方 が 設計 側 に あり まし た 

赤城 決め られ た ボディ サイ ズ に 収め る と いう 
考え 方 が あっ た の で すね 

佐藤 そう で すね 。 本 来 、 目 標 と し て いた サイ 
ズ は も う 少 し 小 き か っ た ん で すけ ど ね ( 笑 )。 そ 
こ は 画質 と の トレ ー ド オフ で 予定 より も 少し だ 
け 大 きく な り ま し た 。 

赤城 機構 設計 も そう で す が 、 と に か く 画 質 面 
と 性 能面 と も に トッ プク ラス で 試行 錯誤 し た 結 
果 、 こ の サイ ズ に な り ま し た と いう こと で すね 。 


人 手 プレ 補正 が 

付い て いる の で 

キレ イ な 夜景 を 

た くき ん 撮っ て くだ さい 
株 式 会 社 タム ロン 


基礎 開発 本 部 
本 部 長 代理 


舘野 登 史 邦 氏 


戸谷 言い 方 は 悪い ん で すけ れ ど も 、 性 能 を 出 
す た め に は これ だ け レ ンズ が 重く な る よ 、 こ れ 
だ け レ ンズ を 動か みき な けれ ば いけ な いと いう こ 
と で 、 こち ら も 騙さ れ た 感じ が な くも な い ( 笑 ) 
で も それ を クリ ア し な いと いけ な い の で 。 
赤城 お 互い ケン カ し た り し な が ら ( 笑 ) 
佐藤 それ に 近い も の は あり ます ね 
3) 

赤城 最 乱 撮影 距 離 は 35mm が 20cm 
で 45mm が 29cm が 、 最 初 か ら 目 標 
数 値 が あっ た わけ じゃ な く て 、 そ れ ぞ 
れ が 『 い や 、 こ う や れ ば も うち ょ っ と い 
ける 。 逆 に そう や る と で か く な る か らち ょ っ と 
そこ は な ん と か し れ く れ 」 と いう の で せめ ぎ あ っ 
た 結果 が その 数 値 で すか 

佐藤 ある 光学 設計 者 が 「 最 短 域 の cm は 血 
の 1cm」 と 言っ て いま し た 。 今回 の 2 本 は 最短 
撮影 距離 に 強い こだわ り を 持っ て 設計 し た 結果 、 
45mm で 29cm、35mm は 20cm を 実現 し て い 
ます が 、 こ れ も 機 構 設計 に 相当 に 苦労 
思っ て いま す 。 マ クロ レン ズ で は あり ませ ん が 、 
マク ロ 風 に る 使え ます 」 

赤城 昔 の レン ズ は マク ロ 領 域 で は 距離 指 
ライ ン を 引い て 、 そ の 位置 で 使う と 性 能 が 
し 落ち ます よ と いう 意味 を 示し て いま し た 。 私 
は 中 心 が 良けれ ば いい と いう タイ プ で す 。 画 面 
中 央 に ある 虫 や 花 が きち ん と 写っ て いれ ば 周辺 
は 少し 悪く て も 大 丈夫 。 少 し 真面目 すぎ た ん 
じゃ な いで すか . 

佐藤 最近 は 高 倍率 マー ム 6 寄 れる 方 向 に 設 
計 を 変え て いま す が 、 こ ちら は 主 に 中 心性 能 の 


〇 デザ イン の 変遷 王 還 間 間 


左 が 製品 版 (35mm) と 右 が デザ イン モッ ク 。 ほとん ど 見 
た 目 で は 区 別 が つか な い は ほど 酷 似 し て いる 。 デザ イン モッ 
ク に 対し て 、 い か に 直実 に 製品 版 が 再現 され て いる の か 
が わか る 


維持 で すね 。 で も 
し た いと 考え て いま す . 
最短 の 描写 力 は か な り 良 いで すね 


は それ と は 違う も の に 


気軽 に 解像力 の 
ある 写真 を 
うれ し いで す ぁ 

株 式 会 社 タ ムロ ン 


映像 事業 本 部 
設計 接 術 部 部 長 


鴨 田 征 明 氏 


楽し し で いた だ けた ら 6 


安藤 こだわ り の ポイント で すか ら 。 

佐藤 ぜひ 、 ユ ー ザ ー に も アビ ー ル し た いと 思 
っ て いま す . 

素 城 大 口径 レン ズ で すか ら ボ ポケ 味 の 間 題 も あ 
り ま すね 。 今回 の 2 本 は ポケ ヶ 味 も か な り よ い 印 
象 で す 。 


ぎ 最 短 撮影 距離 と ボケ 味 
その こだわ り が 武器 


2 タ 


佐藤 そう 言っ て 頂け る と うれ し いで すね 。 ボ 
まし た か ら 

すし な く て も 、 シ ミュ レー シ 
ョ ン で ポケ の 効果 は 分 か る ん で す よね 

実 雇 そう で すね 、 あ る 程度 は 。 で も 、 や っ ぱ 
り ポケ ヶ 味 は 最終 的 に は 実物 で 写 さ る な いと 分 か 
ら な いと ころ が また まっ て いま す 。 

赤城 撮影 条件 と か 距離 と か 光線 と か 拒 写 体 
の 形 と か エッ ジ と か で ポケ の 見 え 方 が 違う 
宴 朋 そう で う ね . 

赤城 ポケ ヶ 味 で 言う と 、 例 えば F1.4 の 方 が 大 
きく ぼけ る わけ で すか ら 、F1.4 に な ん て 意見 も 


出 て きま せん か ? 話 を 森 し 返す わけ で 恐縮 で 
す が 
佐 誰 確か に ボケ ヶ 味 と いう 意味 で は 、F1.4 と 


いう 要望 は 非 っ た で すね 

赤城 で も 最短 撮影 距離 が 短い か ら 、 ポ ケ 効 
果 は それ ほど 変わ ら な い , 

究 藤 今回 の 2 本 は 最短 撮影 距離 が 短い で すか 
ら 5 寄る と すご い ポ ケ が 強く な り ま す 。 料 理 や テ 
ー プ ルフ ォ ト を 撮っ て も ら う と 、 そ の 描写 力 と 
いう か ポケ 味 を 感じ て も ら え る と 思い ます 
素 城 僕 も 撮っ バラ ンス の い 
い 、 驚 き の 描写 だ と 思い まし た 。 想像 
スケ の 良き を 感じ た し 、 ポ ボケ 6 重たい 感じ で は 
な いし 、45mm は どこ まで も シャ ー プ で す 。 対 
し て 35mm は シャ ー ブ な ん だ けど 、 開 放 で は 味 
わい が あり ます ね . 

佐藤 性 格 が 達 いま すね 。 多 分 設計 者 の 性 格 
の 違い か も し れ ま せん 

赦 城 レン ズ 構 成 で は 、 そ の レン ズ が どの 役割 
を 示し て いる の か 教え て いた だ け ま すか 

究 藤 LD や XLD は 倍率 の 色 収 差 を 補正 し ます 。 
ガラ スモ ー ル ド 非 球面 レン ズ の うち 、 絞 り の 近 


人 % ぜ ひ 、 撤 写 体 に 

どん どん 寄っ て 
近接 に よる 描写 を 
味わっ て みて く 〈 だ さい 。。 
株 式 会 社 タム ロン 

光学 開発 本 部 

光学 開発 一 部 部 長 ) 


促 澤 公昭 氏 


し HTCVKbRb 所 vCh ト いし "5 こ 5 ト ⑮ ト た キト 5 ト 55 ぺ 6 ペ ボ パト 6{0{j5 ぺ ツ げ { ゾ ド ハ ぺ ベ 』〈 く パソ 55【|[ ピ 8S)」Hu55 見 | 


く の ぁ の は 球 画 収 差 、 像 面 に 近い も の は 像 面 湾 


曲 を 補正 する た め の も の で す 内 ーー ) 財 
赤城 周辺 光量 も 十分 に 良好 で す が 、 開 品 効 ト | Je 
も 開示 し な いん で すか 最大 手 1 
介 - 数 価 と し て は 公開 し て いま せ 4。 yl | 誠 me 
赤城 も っ た いな いで すね 。 僕 の イメ ー ジ で は 、 ーー 
いい 線 で す よ ね レン ズ で 像 面 湾曲 を それ ぞ れ を 補正 し て いる 玉 」 1 『 層 /: 
仲 湯 開発 人 6 自 信 が ある 部 分 な の で うれ し い 本 に) 


評価 


光量 の 落ち 方 6 すご く 自 
然 で す . それ を 再現 する た め に 工場 と 何 度 6 や り 取 り を 
、 僕 は どちら か と いえ ば 落ち て いる 行い まし た イン タビ ュー 取材 を 
すけ ど ね 赤城 ご 自身 の 満足 度 は いか が で すか ? 
の 低下 は レン ズ の 味 の ひ と つ で 
す よ ね 味 で は いい 味 を 出し て 落ち 
て くれ ます 。 45mm も 同じ よう な 方 向 で 仕上 
げ て いま す 


赤城 


ス に カ が 入 
カー も 単 点 し 


は 画像 処理 ポレ ンズ 効 
落と し た りす る ぐら 5 い 
レン ズ 設 計 、 全 体 の 特徴 と いう 意味 
し ょ うか | 赤城 
安藤 35mm は 基本 的 に 後 


あっ て 、 そ れ に ワイ ドコ ン バ ー タ ー 


プル ガ ウス 


し まし た 


る と いう 感覚 の レン ズ 例 上 は 新 SP シ リー ズ の プロ ダク トロ ゴ 

い ほ う は 45mm で すね 。 思 レン ズ 群 が | だ と 思い ます が 、 今 後 は 社名 ロゴ 6 こち ら 50 

いう レト ロフ ォ ー カ スタ イブ で す 。 一 般 的 に わっ て いく と い * は な い の で すか ? た め に 大 口径 焦点 レン ズ の 存 名 
る と ディ スト ーション 補正 に は 弱く な 佐藤 これ は 、 あ くま で も プロ ダク トロ コ 


か も し れ な い が 
われ る こと に な レ は 、 狂 点 中 離別 の 


に 写 体 に 朱 
『 大 文 価 で お い 


問題 が 7 新 SP シ リー 
し か る も 周辺 城 の MTF が 結構 高い り ま す 。 海外 の 


45mm の 画 角 だ 


赤城 これ は 標準 レン ズ の 仲間 で す が 、 レ トロ 字 の 方 が 読み や すい と いう こと が わか り ま し た 
フォ ー カ ス な ん で すね 今回 、 す べ て 大 文字 の ロ 用 し た の は 、 海 
仲 澤 変形 で す が 、 レ トロ フォ ー カ ス で す 外 の 人 に 6 タム ロン と いう 言葉 が バッ と ロゴ と 


安藤 レン ズ 構 成 の どこ の 部 2 っ て 防 振 し て 分 か る と いう こと が 一 番 の 理由 で す 。 タ ム 

る の か と いう 問題 も あり ます 。 ガ ウス タイ ロン の 新 SP に 対す る 一 種 の 意思 表明 で すね 
プ だ と それ を 割り 当て る と ころ が 笛 し いん で す 赤城 今後 、SP プ ラン 関し この と の 
赤城 な る ほど に も レト ロフ ォ ー ンズ の コン モ プ ト に お いて レン ズ 設 計 さ れ て い され る と と も 最近 の 傾向 と し て あ 


カス に する 意味 が ある ん で すね . 


安藤 防 振 を どこ に する か 、 あ と は フロ ー テ ィ 佐藤 その 通り で 
ング 『 一 般 的 な 1 赦 城 大 口径 レン ズ を 開放 絞り で 使う 場合 

的 に 言え ば ミラ ー レ ス 機 の ほう が フォ ー カ ス の 精度 に 優れ ィ 640 秒 、 0EV 
5mm が パラ ンス 型 、45mm は 高 コ ント ラス ト ます 。 今回 も 絞り 開放 で 撮影 し て 、 絶 対 に ピ 2 


開放 F1.86 


型 だ と 言っ て いい か も る しれ ま せん ント は 外せ な い 
赤城 新 SP は これ まで と まっ た く デ ザイ ン 


いう 場合 は 、、 ラ イブ 


活用 し まし た 。 こ うな る と ミラ ー レ ス 


EE』 りな レン ズ は デザ イン | の と 同じ で す 。 ミ ラー レス 機 用 の レン 
な く て いい と いう 考え 方 も あり ます 。 デ ザイ ン の 要望 は な いん で すか 


に 疾 る と いう の は 、 お 金 新 佐藤 現在 は ご 要望 を お 聞き し て いる よう な 段 
製品 は 鏡 胴 部 の リン グ が 特徴 で すね 、 や は り イ 生 で す 。SP シリ ー ズ を ミラ ー レ ス で 展開 する 可 
メー ジ を 大 きく 変え た か っ た の 能 性 は もち ろ ん あ る と 思い ます 
佐藤 この リン グ は 主張 し な | この 単 
い 仕 様 を 目指 し まし た 

嶋田 デザ イナ ー が 目指 し た 「 ル ミナ スゴ 
ド 」 と いう 色 に 仕上 げ る こと に と て も 苦労 し ま ひ 、 ご 期待 く 
し た 。 デ ザイ ナー か ら 色 見 本 が 来る 赤城 な る ほ 


ほ わ り ま せん よね 


終わ る つも り は まっ た く あ り 


和 
全 


035 


T 


昌 広い ダイ ナミ ッ ク レ ンジ 上 約 4.5 段 分 の より 静か に な っ た 
14bit 非 圧縮 RAW S 軸 手 プレ 捕 正 高 耐久 シャ ッ タ ー 


広い ダイ ナミ ッ ク レ ンジ が 大 き な 特 徴 の 1 つ で ある a7S 7 や a7R と 同じ く 、5 軸 ボディ 内 手 ブレ ブレ ー キ 機構 に より 、 先 幕 と 後 募 、 ど 
ミッ クレ ンジ を 最大 限 生 か す た め 、 補正 を 内 蔵 。 ビ ピッ チ と ヨー の 角度 ブレ 、X 軸 、Y 軸 の ちら も シャ ッ タ ー の 振動 を 50% も 低減 
新た に 14bit 非 圧縮 RAW フォ ー マ ッ 天 現 シフ トブ レ 、 そ し て 回 転 ブレ を 補正 する 。Sonnar T* 少な い シ ャ ッ タ ー シ ョ ッ ク と 静音 化 に よ 


る 人 に うれ し い 仕 様 だ 。 し か も 有効 約 1.220 FE 55mm F1.8 ZA を 使用 時 、 約 4.5 段 分 の 効果 が り 、 静 か な 場所 で も 提 影 し や すい 。 ま た 
万 画素 な の で 、 フ ァイル サイ ズ が 大 きく な る 非 圧縮 RAW で も 扱 得 られ る 。 g 7S よ りさ ら に 暗 所 に 強く な っ た 電子 先 幕 シャ ッ タ ー の 使用 で 、 シ ャ ッ タ 
いや すい 。 従来 か ら の 圧縮 RAW に も 対応 し て いる , ー の 耐久 性 は 約 50 万 回 を 誇る 。 


メニ ュー 画面 で 非 圧縮 RAW と 圧縮 RAW の 選択 が で きる 。 画質 重視 
は 非 圧縮 RAW、 連 写 重 視 は 圧縮 RAW な ど と 、 用 途 で 使い 分 けら れる 


* 発売 日 2015 年 10 有 16 日 * 実勢 価格 452.000 由 前 後 ** 藤 井 智弘 


高 
合 


圧倒 的 


7S は q7 と 画素 数 も 最高 感度 も 同じ 。 で は 実際 TL の 方 が 滑ら か 。 ISO 12800 以 降 は 明らか に 差 が 出 て 
撮影 し た 結果 は どう な の だ ろう か 。a 7S TL で 作品 を 撮影 くる 。ISO 12800 で は 約 1 段 、ISO 51200 を 超え る と 
し た 魚住 氏 が 高 感度 テス ト を し て みた 、 と いう の で 見 せ て 1 段 以上 の 違い だ 。 ま た 、g7S は ISO 102400 か ら 色 
いた だ いた 。 拡 大 し て みる と 、ISO 3200 まで は まっ た く 調 が 崩れ て くる が 、o7S IL は ISO 409600 ま で 安定 感 
と いっ て 良い ほど 差 が な い 。ISO 6400 で わずか に 7S が ある 。 や は り 高 度 特性 は 進化 し て いる よう だ 


IsO 51200 IsO 102400 ISO 204800 ISO 409600 


EE IsO 6400 IsO 12800 jsO 25600 IsO 51200 IsO 102400 IsO 204800 IsO 409600 
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較 ー4EV の 暗 所 で も 利く 較 全 画素 読み 出し 


169 点 ファ スト イン テリ ジェ ント AF 4K 動 画 が 本 体 記録 に 


TIS/ り 「 


高 感度 で の 画質 が 向上 し 、 5 ェ ー ィ ーーー ィ ーー ロロ コン トラ スト 検出 方 式 7S は フル サイ ズ 機 で 4K 動 画 が 撮れ る こと で 話題 と な っ た が 、 
軸 ボ ディ 内 手 ブレ 補正 も 搭載 g7S で は 25 点 だ a7S ほそ 妹 に は 外部 レコ ー ダ ー が 必要 だ っ た 。 し か し 、o7S IT は 
する q7S LT は より 暗 所 に 強 の うち 9 を 殺 分 化し て 、 ディ 単体 で 4K 動 画 記録 が 可能 だ 。 フ ル サ イズ 観 城 で 画素 加算 の 


濡 距 を 実現 し た 。 高速 い 、 な い 、 全 画素 読み 出し を 実現 。 S-Log3 や S-Gamut3.Cine に も 対 
か も どこ に ピン ト を 合わ せ て いる の か 、 | 応 し 、 プ ロ 仕 欄 の 動画 記録 幾 能 も 持つ 。Super 35mm 領 寺 の フル 
つかり 二 虹 し な が ら 舞 早 で きら HD 動 画 や 、 フ ル HD で 120fpS の スロ ー モ ーション も 可能 だ 。 


く な っ た 。 そ れ に 加え て 、AF 
も 一 0EWN 誠 82 ス 


ISO 6400 で F1.8、 黄色 の 枠 は 35mm フ ル 


は 中 央 部 の 9 点 17640 秒 と いう 晴 
2 M ゆ と い う 晴 サイ ズ 撤 域 。 全 画 未読 
る こと で 一 気 に 169 点 まで 増 さ 。 育 景 に は 強い 光 み 出 し に より 、 高 柄 細 で 
加 。 ま すま す 夜 間 で の 撮影 に be 滑ら か な 高 画質 4K 動 画 
強く な っ て いる 。 3 が 可能 だ 。 ま た フル HD 
3 は 、 フ ル サ イ ズ 画 角 だ け 
0 の で な く 自 い 枠 の Super 
も 快適 な AF が 期待 で 01 と 
1 35mm に も 対応 し て 
に 入る だ ろう 


つま り 、a 7S と 数 : 
画質 に な っ た 仕様 


は 同じ で も さら ファ イン ダー は nc7R で 好評 の 、 倍 率 0.78 倍 
の XGA OLED Tru-Finder を 搭載 。 ツ テイ ス 


47 II、g7R と 2 世代 目 入 し た a7 
リー ズ 。 超 高 感度 を 持つ g 7S も 2 世代 目 の g 7S 
Il が 二 場 し た 。 デ ザイ ン は a7 II、a7R を 踏 化し た の は 画質 だ け で は な い 。 AF は 25』 T ヤ "コー ティ ング が 施さ れ 、 タ リア な 視認 任 を 誇る 
舞 。 シ リー ズ ら し い 一 貫 性 を 感じ る 。g 7R II で の ファ スト イン テリ ジェ ント AF 50 刀 本 
は 、 画素 数 、 最 高 感度 と も に 前 モア ル か の レリーズ 耐久 性 を 持つ 低 振 動 シ ャ ッ タ 
ら 飛躍 的 に アッ プ し た 。 上 ころ が ca7S 本 ー な ど 、a 7S か ら 進 化し た と ころ は 多い 
II は 、 フ ル サ イ ズ 有 効 約 1.220 万 画素 、 「 高 感度 感度 度 画 質 に 妥協 する ボディ 単体 で 記録 可能 な 、 全 画素 読み 
最高 感度 ISO 409600 と 、 前 モデ ル の a こ こ 出し に よる 4K 動 画 機能 も 騙 玉 せな い 
7S と 数 字 上 の 変化 は な い 。 し か し 、 画 時 代 は つい に 終わ っ た 」 圧倒 的 に 高 感度 に 強く 、 強 力 な 手 ブ 
像 処理 テア ル ゴ リ ズム を 進化 さき せ 、CMOS と 補正 を 内 蔵 し 、 一 4EV 対 応 の AF を 
モン サー の 性 能 を より 引き 出す こと に 成功 、 ダ イ ー 4EV と いう 暗 き で も 測 距 が 可能 。 AF 速 度 は 持つ g7S IL。 こ れ ま で 不可 能 だ 表現 が 
ナミ ッ ク レ ンジ の きら な る 向上 や 、 高 感度 特性 の 約 2 倍 も 高速 化 さ きれ た 。 そ し て a7 エ 、g7RII で きる は oc7S II の 特徴 を クロ ー ズ 
向上 を 実現 し た 。 そ し て RAW は 、 新 広い に ぁ 搭 載 さ れ て い f 内 5 軸 手 プレ 補正 を 探 " プ す る と と も に 、g7S I で 作 撮影 し て いる 
ダイ ナミ ッ ク レ ンジ が 生か せる 14bit 非 圧縮 RAW 用 。 約 45 段 分 と いう 高い 補正 効果 が 得 ら れる 魚 信 誠 一 氏 の 写真 を 参考 に 、 そ の 進化 を 検証 する 


さらに 、 フ ル マ グ ネ シ ウ ム 合 金 ポ ディ や 


⑥ USB 給 電 に 対応 マグネシウム 合金 採用 9 倍率 0.78 倍 の EVF 1 
USB 給 電 は バッ テリ ー を 取り 背面 も マグ ネ シ ウ ム 合 全 で 堅 一 眼 レフ の 光学 ファ イン ダー 
出す 必要 が な く て 便利 中 。 重量 級 レ ンズ で も 安心 姜 玖 する 0.78 倍 の 視野 


⑲ 3 型 約 123 万 ドッ ト 液晶 き 握 りや すい グリ ッ プ 形 状 旨 ダ イヤ ル ロ ッ ク 機構 
明る い 場 所 で も 見 や すい エク 重い A マ ウン トレ ンズ で も し っ 不用 意 に モー ド ダイ ヤル 
スト ラフ ァ イ ン 液晶 か り 構え られ る 転 する の を 防ぐ 


g7sm g75 
35mm 間 フル サイ ズ CMOS セ ン サ ー 35mm 判 フル サイ ズ CMOS セ ン サ ー 
約 1.220 万 画 夫 51.220 万 画素 
内 プレ 突 機 吉 
革 圧 補 
E 400( 振 5O 100 一 102400( 拓 天 で 
409600 に 圭 ) $ 計 折 人 iISO 50 一 409600 に 対応 ) 


169 店 コン トラ スト 検出 方 式 
EV-4-20 

(SO 100 相 当 、F2 レ ンズ 合用 
178.000 一 30 秒 、 バル ブ 
FET2EEEg2 

0.5 型 電子 式 ビ ュー ファ イン 


5 点 コ ント ラス ト 検出 方 式 
V-4-20 

ISO 100 相 当 、F2 レ シズ 合用 ) 
(8.00030 秒 、 バルブ 
高 約 5 コマ 移 

5 型 電子 式 ビ ュー ファ イン ダー 


3 更 TFT / 約 123 記 トト 
ファ イル 形式 : XAVC S、 AVCHD 
MP 


120p(XAVC 5 最大 1.920x1.080. 
Op(XAVC S. AVCHD) 
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g7S 500mm F4 G SSM 500mm 


絞り 全 先 AE(F4、 1/2.000 移 、 0.3EV) 
ISO 400" WB: 大 昌光 


フィ ッシュ アイ コン バー ター16mm 
マニ ュ アル 器 出 (F3.5、 176 秒 ) ご ISO 25600・ WB : 電 球 
G7S に と っ て ISO 25600 は 、 も は や 非常 用 で 
る 感度 だ 。 これ まで は 光 の 線 に する し か な か - 
っ か り と 描写 で きた ご 
ノイズ が 圧倒 的 に 


ジー 


、 コン トラ スト が あり 、 鮮 鋭 度 も 高い 


ニー か ら a 7S II が 衝撃 的 に デビ ュー し た 時 勢 
衝撃 釣 な ポイ ント は た くさ ん ある が 、 あ え 反応 する よ 各 メ ー カ ー 
て 5 つ に # 感度 城 の 圧倒 的 な 美しき 


低 昭 度 時 の AF 性 能 、OVF を 越え を た と いっ て も 
過言 で は な い EVF、 そ し て 約 45 万 円 と いう 価格 と 、 
その 値段 に し て 画素 数 を 7S と 同じ 約 1.220 万 
画 キー プ し た と ころ だ 。 読者 的 に も 最後 の 2 
つの ポイ ント は 衝撃 的 
も 、g 7S か ら 価 格 7 ま が っ た ら 、 剛 
画素 数 で は 勝負 で き な い の で は ? 


6、 ツ ー 


と 技術 革新 


Ch い ( 笑 ) この カメ ラ だ 


万 円 を 超え る も の 
た っ た 
い お 金 を 払う 。 つ まり 
求め られ な い 人 ! 


存在 する 。 で 


' の プロ の マー ケッ タダ 
な い は ず は な い 。 つ まり 、 現在 の 拉 


僕 が 開発 部 長 だ 
も いい か ら 前 モデ ル よ り も 画素 数 を hrUzA ん 
* そ うだ けど ( 笑 )、 し な いと 


な く 作品 を 狙え A マ ウン ト 500mm で 撮影 。 マウ ント アダ プター LA-EA3 
で 、 列 車 を し を 使え ば 、A マ ウン トレ ンズ を 装着 し 、169 点 の AF 枠 で 撮 
既存 の カメ ラ より も 暗部 の 影 で きる 。 約 5 コマ ー 秒 の 高速 連 写 の ほか 、 サイ レン ト 揚 
影 も 可能 な の で 、 動画 と 合わ せ て 撮る と き に も 便利 


ISO 25600 で 作品 が 狙え る この カメ ラ で - 
想像 を 超え る 鉄道 写真 に 挑戦 し た く な る 


か ら 発 売 き れ て いる が 、 そ れ と 逆行 する よう に 次 々 


それ は この カメ ラ の 目的 が 明確 な 証拠 で も ある 
と 思う 。 素人 の 僕 で 例え ば 、300mm の 望 剖 レ ンズ は 、 数 万 円 か ら 60 
要 な 人 は 
巡り の 明る さと 描写 力 の た め に 、10 倍 近 


回 cosol 


ッ ニ ー g7S エ / Vano-Tessar T* FE 24.70mm 
F ZA OSS 35mm 絞り 優先 AE 

(F8、 17400 秒 、 一 1.3EV) ISO 400・ WB: 日 了 
美しい の は 高 感度 時 だ け で は な い 。 約 1.220 万 画素 に 
抑え た こと で 、1 画 素 の 面積 は 広がり 、 豊 か な ダイ ナミ ッ 
クレ ンジ を 誠 っ て いる 。 青空 や タ 焼 け の よう な 微妙 な トー 
ン も 、 な め ら か な 連続 性 と と も に 美しく 表現 で きる 


TSZD 


中 井 精 也 の イチ オシ 機 


測 距 点 が 169 点 に 増え て 
AF は 一 4EV の 低 照 度 対応 


AF 枠 が 169 点 に 増え た 「 ファ スト イン テリ ジ 
ェ ン ト AF] は な ん と 一 4EV の 低 照 度 環境 下 で 
も 合 焦 可 ペー ジ の 作品 は 完全 に 真っ 暗 
な 状態 で 揚 影 し た が 、 空 を バッ ク に わずか に 浮 
か び 上 が る 程度 の 電柱 に 、AF で ピン ト を 合わ 
せら れ た の に は 交 性 し た 。 室 内 程度 の 時 い シ 
ー ン な ら 、 スト レス の な い AF 揚 影 が 可能 だ 


mm 
っ 
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ー g7S Sonnar T* FE 55mm F1.8 ZA 55mm 日 が か な り 傾い て き に 屋外 で 撮影 。 上 下 を レフ 板 で 挟む こと で 、 夕 方 の 柔らか い 光 を 存 分 に 使っ た 
ュ ア ル 材 出 (F1.8、 17160 秒 ) 15O 800。 WB : オ ー ト 1SO 三 度 は アッ プ し て いな いも の の 、 常 用 友 度 で 撮影 し た 。 や か な 肌 が 再現 され て いる 


それ ほど 


頭 ISO 800 


PE り と と ら え て 写 真 に する 
ー ト レー ト が 楽 し いく な る 超 高 感度 カメ ラ 


レー ト 撮 影 の 基本 は ライ ティ ング の 良 プ の 「R] と 、 高 感度 々 イプ の 「S」 に シ リーズ 展開 
条件 で 撮影 する こと だ され て いる 。 さ ら に ノー マル タイ プ と R タ イプ は 5 る れ た 。 初代 7S と スペ ッ ク 上 は 変わ ら な 
で コン トロ ー ル し た り 、 ス トロ ボ 軸 手 プレ 補正 と いう 大 き な 武 器 を 手 に し た 2 世代 の 感度 特性 は 明らか に 異な る 画質 だ 。 夜 、 
モッ ティ ング し た り し て 、 被 写 体 で ある モ 目 へ と 進化 を 遂げ 、a 7S も II 型 に 加わ っ た 街灯 で 撮影 し た ISO 25600 の 写真 を 見 て も 、 高 
美しく 撮影 する こと が 求め られ る 。 も ちろ ん 、 ウ 今回 、g 7S の モデ ル と し て モレ クト し た の は 感度 で 撮影 し た こと を 感じ きせ な い ク オリ ティ ー 
日 テレ ジェ ニッ ク 2015(- 選 出さ れ た 大 澤 玲 美 ち TL 型 に な っ た こと に よる 5 軸 手 プレ 補正 や 約 0.78 
ゃ ん 。1980 年 代 を 思わ せる クラ シカ ル な ハウ スス 倍 の 視認 性 の 高い ファ イン ダー、-4EV の 暗 所 
与え られ た 時 間 は 午後 3 時 で も 6 スト レス な く ピ ント が 合う AF 精度 な ども 含 
め て 、a 7S に よる ロー ライ ト ボ ー ト レー ト に ウツ 
オズ ミ は すっ か り 、 は まっ て し まっ た 


くり する ぐら い ノ イズ レス の 写真 が 液晶 に 写 


で きる こと な ら ば 、 よ り 自 然 
た いと 考え て いる 。 そ ん な ウオ ズミ 
えて くれ る の が g7S II だ . 
は ノー マル モデ ル の c 7 に 対し て 、 高 解像度 タイ 


gc7 シ リー ズ 


040 デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 11-2015 モデ ル ゃ 大澤 球 美 (オス カー プロ モー: 


ピン ト の 山 が つか みや すい 


MF で ピン ト 合わ せ を する こと が 多い が 、o7S TI の ファ イン ダー が と て 
も 見 や すい と 感じ た 。g7S で は ファ イン ダー 倍率 が 約 0.71 倍 5 
07S II は 約 0.78 倍 を 実現 し て いる こと に より 、 細 部 の 確認 が し や すい 
の だ 。 今回 は あえ て 暗い シー ン を 選ん で 撮影 し た が 、 夜 の 公園 や 低 用 
度 の 路地 で も ピン ト の 山 は つか みや すく 、 スト レス は 感じ な か っ た 


| 約 0.78 倍 の ファ イン ダー 倍率 で 


TIS/ り 「 


g7ST エ SonnarT' FE 55mm 
FT.8 2A 55mm マニ ュ アル 世 出 

F1.8、 17125 秒 ) 15O 25600- WB : オ ー ト 
遊ん で いた 子ども た ち は 家 に 帰り 、 誰 も いな 
く な っ た 夜 の 公園 。 街灯 の 明か り を 利用 し て 
表情 を 明る く 見 せい る 。 不 自然 な ノイ フ 
淫 き 上 が り は な い 。 今 まで 撮れ な か っ た シー 
ン で 撮影 で きる 楽し き を 感じ た 


回 sosooo 


ソニ ー 7S 1 SonnarT* FE 55mm 
F1.8 ZA 55mm マニ ュ アル 介 出 

F1.8、 17125 秒 ) - ISO 5000・ WB : オ ー ト 
太陽 が 完全 に 沈ん だ 後 、 
明 を 1 つ 点 け て 撮影 。 ウオ 
し を 防止 する た め に も 、1 


|・ IESE5 


ソニ ー g7S TSonnarT* FE 55mm 
FT.8 ZA 55mm マニ ュ アル 角 出 

F1.8、 1/125 秒 ) ご ISO 3200・ WB: オ ー ト 
タ 方 の 衝 光 に な っ た 光 が 差 す 窓辺 で 撮 虹 。 
も は や ISO 3200 が 低 成 度 に 思え て くる よう 
な クリ ア な 画質 だ 。 窓 の 外 に 見 えて いる グリ 
ー ン の 発色 も 詳 や か で 、 室 内 に 居 な が ら に 
し て 爽やか な イメ ー ジ が 表現 で きた 
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y 抽 Ka 識 つ ける 
年 國 jlk 浴び で 動き 出す 街 


雄 福 井 衣 子 
森 秀 行 / 米 田 誠 sm・ 福 井 麻 衣 選 
ッ 


MV/ 


写真 1 


モデ ル 0 も mm 


3 


4 ーー 


|] 7 7/ 
人 才 タデ 
あ 
写真 表現 に お いて 、 時 間 の 変化 は と て も 重要 で ある 。 4 


その 変化 が 最も ドラ マチ ッ ク だ と 言わ れる の が 

光 の 強 さ や 色 が 刻々 と 変わ る 日 の 出 の 前 後 。 

また 、 街 が 寝静まっ た 深夜 の 写真 も 昼間 と は 違う 空気 が 漂う 。 
そこ で 今月 は 、 一 般 的 な [夜景 」 の 撮り 方 で は な く 

も っ と 時 間 に こ だ わっ た テク ニッ ク を 紹介 する 。 
早起き と 夜 更 か し で 、 も っ と ドラ マチ ッ ク な 1 枚 を 撮影 し よう 。 


"シャ ッ タ ー 速 度 < 
 、 計 現す る 油 時 。 


今回 の 特集 で 解説 する 早朝 と 深夜 に 撮っ た 写真 を 読者 の 皆さま か ら 募 集 し ます 。 
方法 、 其 間 な どの 詳し い 情 報 は GANREF を ご 賢く だ さい 


WELLE も 述 計 


早朝 と 洒 夜 に 撮る 写真 
財 草 フ ォ トコ ン テ スト 抽 湯 1 


Gollery 


私 が 早朝 に 撮る 理由 


吉村 和 失 | あッ タタ マッ シーナ 


世界 の 「 朝 ] を テー マ に 人 旅 を 続け で いる 。 朝 に 惹か れる 理由 、 そ れ は 朝 に は た だ 美しい だ け で は な い 、 不 思 議 な カ が 
隠さ れ て いる か ら だ 。 早朝 、 潜み 切っ た 大 気 の 中 で 、 地上 の すべ て の 生命 が 光 の 志 み と と も に 再生 し て いく 姿 を 見 つめ 
て いる と 、 た ま ら な い 愛 お し さ で 心 が 満 た され て いく 。 同時 に 、 昨 喋 ま で 感じ て いた 心 の 悩み や 戸惑い が フッ と 消え 去り 、 
今日 も 1 日 頑張 っ て 生き て みよ うと いう 活力 の よう な も の が みな ぎっ て くる 

イタ リア 、 ド ロミ テ 地 方 、 サ ンタ - マ ッ ダレ ー ナ に 清 在 し て いた 私 は 、 まだ ル を 出 て 、 昨日 の 夕方 に 見 
つけ た 「 教 会 礎 と 岩山 の パラ ンス が 良い 場所 」 に 行っ て みた 。 外気 温 は 3C。 秋 が は じ ま っ た ば か り だ と いう の に 真冬 
並み の 寒さ だ 。 ブル ブル と 体 を 吉 わ せな が ら 待機 し て いる と 、 や が て ガイ スラ ー の 荒 々 し い 山容 が 朝日 に 照ら され 、 あ た 
り が 急速 に 明る く な っ て い ハイ ライ ト 部 の 白 飛び と シャ ドウ 部 の 黒 つぶ れ に 注意 し な が ら 、 先 出 を 0.7EV ず つ 変 え 
て 5 枚 の 写真 を 撮る 。 残念 な が ら 、 近く に ある 育 の 高い 岩山 に 獲 魔 され て 、 集 落と 森 に 光 が 計り 注ぐ こと は な か っ た が . 
イタ リア の 上 田舎 に 潜む 凛と し た 朝 の 空気 感 を 作品 に で きた 私 は 満足 だ っ た 


044 デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 11-2015 


リコ ー イ メー ジン グ PENTAX 645Z 
HD PENTAX-DA645 28-45mmF4.5ED AW SR 
39mm(30mm 相 当 ) "絞り 條 先 AE 

F11、1/10 秒 、 07EV) ISO 100・ WB: オ ー ト 


よし むら か ず と し 1967 年 長野 県 生ま れ 。 長 野上 立田 
川 高卒 業 後 、 東 京 の 印刷 会 社 で 仙 く 。 退社 後 、1 征 間 
の カナ ダ 暮 らし を きっ か け に 写真 家 と し て デビ ュー。 以後 、 
東京 を 提 に 世界 各国 、 国 内 各地 を 巡る 旅 を 続け な が ら 、 
章 各 的 な 提 影 活動 を 行っ て いる 。 2003 年 カナ ダメ ディ ア 
次 大 人 愛 資 。 2007 征 日 写真 位 会 区 新人 賞 野営 近 
若 に 「「 イ タリ ア の 最も 美しい 村 」 全 諸 破 の 旅 | ( 講 設 社 )、 
Moments on Earth 一 吉村 和 徹 初 の ペスト ショ ッ ト アル 
バム 1988-2015 (日 本 カメ ラ 社 ) な ど 。 

http://www.kaz-yoshimuracom/ 


つ し か 間 の 存在 を 意識 する よ 
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が ある 。 思い 起こ せ ば 夜景 を 
さま ざま な 被写体 に か 


『 こ の 時 間 帯 を 計 


と 名 づけ た 深夜 の 城郭 は 


折り 価 先 AE(F8、 1 
ォ オート 


つ し : 1968 年 生ま れ 。 多 麻美 
科 卒 業 、 同 大 学院 中 退 
タ ア ド バ タイ 


http://wwwnightonearih.jp 
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私 が 早朝 に 撮る 理由 


圭 06:00 ニコ ン DS 記 
小 本紀 晴 | az ao 


ISO 2000・ WB: 大 陽光 


こばやし きせ い : 1968 年 長野 県 生ま れ 。 東京 工芸 大 学 
短期 学部 写 真 科 座 業 後 、 新 聞 社 に カメ ラマ ン と し て 入社 。 
いう ちか ら 人 々 1995 年 「 ASIAN JAPANESE」 ( 新 滞 社 ) で デビ ュー. 


イン ド ネ シア 、 パ リ 島 で 行わ れる ムラ ステ ィ と いう 祭り の 一 場面 。 ニュ ビ (パリ ヒン ドゥ ー 教 の 新年 ) の 直 間 
団 訪 で 、 村 の 神様 を 海 まで 運び 、 清 め る 儀式 だ 。 島 の 人 に と っ て と て も 大 切な も の で 、 海岸 に は ま 


が ぞろぞろ と 集まり は じ め る 。 ニュ ビ 当 日 は 国際 線 、 国内線 問わ ず 飛 行 機 の 発着 も 止ま る ほど は 新 月 と 決ま っ 1997 年 「DAYS ASIAI (情報 セン ター 出版 局 ) で 日 本 写 

て いる の で 、 前 日 も 月 明か り は な い 。 真 協会 新人 賞 愛 賞 。「days new york」 (平凡 社 ) 
この 三 真 は 儀式 が は じ ま る 直前 の 姿 だ 。 日 の 出前 、 少し だ け 海 側 の 空 が 明る く な っ て きた 時 間 甘 。 海 が 背景 と な る よ 「 SUWAI( ア クセ スパ プリ ッ シ ング ) 「 父 の 感触 | (文革 

うに カメ ラ を 構え た 。 人 々 の シル エッ ト を で きる だ け 出 し た いか ら だ 。 この と き 、 山 側 に カメ ラ を 向け る と まだ 深い 陰影 で 人 ) 「 二 て 六 ( 昌 放送 出版 協会 ) な ど 著書 数 。 最 新作 

の 湊 は は っ きり 見 えな か っ た 明る い 部 分 を 狂っ た 。 早朝 は 度 を か な り 頻 繁 に 変え る 。 この 時 は 盛 度 メモ ワー ル 写真 古屋 恋 一 と の 二 O 年 ]( 入 六 )、 

を ISO 2000 に 設定 し 直し て いる 。 日 の 出前 は か な り の 速 さ で 光 の 表情 、 夫 出 が 変わ っ て いく の で 、 撮 り た いも の を 明 号 真 「KEMONOMICHII( 和 を 青 社 ) が ある 。 

確 に 決め て 、 そ こ だ け を 狙う 。 欲 張る と 撮り 逃す 確率 が 高い 。 実際 に 太陽 が 顔 を 出す と 光 は 急 に 硬く な る 。 南国 の 場 NRN 


合 、 日 差し が 強く 、 写真 に | 


き 昼 間 と 区 別 が つか な いこ と も ある の で 、 太陽 が 次 を 現 わ すま で が 勝負 どこ ろだ 
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私 が 深夜 に 撮る 理由 


23:45 
武蔵 野 線 東川 ロー 南越 谷間 


な か いせ いや : 1967 年 東京 都 生 まれ 。 鉄 道 の 車 両 だ け 

鉄道 る すべ て の も の を 被写体 と し て 

視点 で 録 道 を 提 影 し 、「1 日 1 鉄 !] や 「 ゆ る 鉄 」 な ど 新 

叶え る こと の で き を れ 、 カ ャ ン ル 04 年 胡 め 5 ブロ 
感度 揚 影 が 実現 し た 8 桂 フ ォ ー ト ナカ イ 代表 。 写 
録 で き な か っ た 11 録 (イン 2015 生 講談社 出 上 文人 


性 能 で し か な 度 撮影 か れ た 人 写真 間近 。2015 生 日 本 王 真 会 新光 
党 。 近著 に 世界 一 わか りや すい 
真 の 教科書 (インプレス) な 


http://railman_cocologrnif 


早朝 と 深夜 は 時 間 と の 勝負 


人 bm クニ グ 10) 早朝 と 深夜 の 撮影 は 時 間 と の 勝負 。 光 の 条件 が 刻々 
/ アス と 変化 する た め 和 失敗 は 許さ れ な い 。 ここ で は 数 少な い 
ーー 
つら ル E チャ ンス を モノ に する た め の 基 礎 知 識 を 紹介 する 。 


選び で 伝え た い 時 間 が 強調 され る 人 


ソック ビ さ メー ィ ヽ 遇 
早朝 と 深夜 が 伝わる シー ン 
早朝 と 深夜 の 撮影 は 、 昼 間 に 比 べ る と 限ら れ 私 た ち が ま だ 眠っ て いる 早朝 か ら 働 き 
た 時 間 と の 勝負 と な る 。 時 間 を 表現 す 邊 師 や バン 屋 、 豆腐 屋 . 
その 時 間 持 有 の 披 写 体 や シシ ー ン を 撮影 する と 、 号 
真 を 見 た 人 が 撮影 時 間 を 想像 し や すい 。 例 えば . 


ン の 高い 人 々 の 様子 が 汐 力 的 だ 。 そ し て 、 工 事 
現場 な ど は 、 量 間 は 去っ ぱく 労働 者 の 姿 が ある が 
真夜 中 に は 誰 6 い な く な り 、 ま っ た く 〈 く 違う 空気 に 
邊 し て くれ る 。 深 夜 は 深夜 独 持 の テン ショ | 包ま れる の が 面白 い 


深夜 の 酒場 


キヤ ノン EOS M3 EF-M22mm F2 STM キヤ ン ン EOS SD Mark 皿 - EF50mm F1.2L USM 
22mm - 紋 り 條 先 AE(F2.2、 160 移 、 +0.3EVI 50mm 絞り 優先 AE(F2.5、 1/40 秒 、 土 0EV 
ISO 6400・ WB : オ ー ト ISO 320・ WB: オ ー ト 


深夜 の 誰 も いな い 工 事 現場 。 暗 間 の 中 、 そこ だ けが ライ 漁師 の 仕事 実 は 、 早 朝 な ら で は の 光景 だ 。 光 を 
ト で 照ら され て いる 風景 。 角 ま り 返 り 恐 い 容 囲 気 も あり な する 真剣 な 姿 に 惚れ 惚れ する 。 青白 い フ ラッ ト な 
が ら も 、 人 工 物 の 境 が 美しく も 感じ る 名 間 だ 光 は この 夜明け 前 だ け の 空気 が 感じ られ る 


キヤ ノン EOS 5D Mark 皿 - EFS0mm F1.2LUSM 50mm 
絞り 優先 AE(F1.6、 17160 秒 、 0.3EV) ご ISO 6400・ WB : オ ー ト 
ある ホテ ル の ラウ ンジ で は 、 生 バン ド の 演奏 で 人 々 が ダン ス を 楽し ん で いた 
お 漂 が 入り 、 テン ショ ン も 高く な っ て いる 。 真夜 中 な ら で は の 人 々 の 風景 


に の 作り 方 で 時 間 の 雰囲気 を 表現 する sm 大 村 裕 里子 


〒 朝 6 し い 空 間 と 被写体 に 迫る 深夜 


人 間 は た いて い 早 朝 に 起き て 、 そ れ ぞ れ の 活動 深夜 は 寄り の 
を は じ め る 。 し た が っ て 「 朝 ] と 聞く と 、 人 は 「 は 
じ ま り 」 や ゃ 「 広 が り ] と いっ た イメ ー ジ を 持つ . 
の イメ ー ジ を 写真 で 表現 すれ ば 、 よ り ダ イレ クト 
に 時 間 の イメ ー ジ が 伝わる 。「 は じ ま り 」 や 「 広 が 
り 」 は 、 引 き の 構図 で ダイ ナミ ッ ク に 表現 を し た 
- 方 、 深 夜 は 人 間 が 眠っ た り 、 静 
か に 過ごす こと の 多い 時 間 帯 で ある 。 し た が っ て 
夜 」 と 開く と 、 人 は [静寂] の イメ ー ジ を 持つ 
そう いっ た イメ ー ジ は 、 第 写 体 に 迫る 「 寄 り 」 の 
構図 で 表現 を し た 方 が 伝わり や すい . 


キヤ ノン EOS 5D Mak / コ シナ ZEISS Otus 1.4755 キャ ノン EOS 5D Mark 
55mm - マニ ュ ア ル 費 出 (FB、 1/1.600 秒 ) ナ カー ルツ ァ イ ス Makro-Planar T*2750 50mm 
_ i5O 400-WB:5.100K マニ ュ ア ル 村 出 (F2、 1740 和 ) 15O 800" WB:2.600K 
一 般 的 に 引き の 構図 は 画面 の 中 の 情報 〈 

9 に 本 央 M 本 モノ レー ル の 車内 か ら 橋 の 上 に 朝日 が 出る タイ ミン グ を 狙っ て 提 影 条 窒 を 演出 する た め 、 被 写 体 に 寄っ て シン プル な 画面 構 
な りす ぎ や か さき が 出 て し まう か ら だ 。 そ し た 。 大隅 に 街 全体 が ダイ ナミ ッ ク 成 に し た 。 背景 を 黒 一 色 に する と 深夜 っ ぼ さ が 増す が 、 
うい っ た 意味 で は 背景 の 整理 も ポイ ント と な る と 「 広 が り 」 を 感じ きせ る [引き 」 の 構 さみし く な りす ぎ な いよ う 、 ネオ ン を 差し 色 に し た 
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早朝 な 深夜 c 最 写真 ⑩③ 


[の 利用 方 法 で イメ ー ジ を 膨らませ る “" 居 電 座 胡 了 ③ 3 
早朝 は 逆光 と 終 光 を 狙う 


で も 撮影 し や すい 

も 終 光 も 寅 出 補正 が 大 き な ポ イン ト と な る 
で 朝日 の 克 き を 表現 し た い 場 合 は 、 明 る め 
に 吉 出 を 補正 し 、 シ ル エ ッ ト 表 現 の 場合 は 因 
を し っ か り と 締め る 。 終 光 の まだ ら を 生か す と 、 
街 を 立体 的 に 見 せる こと も で きる 。 立体 感 を 出 
し た い 場 合 も 明る め に 補正 する と 良い 


きわ し く 、 キ ラキ ラ と 輝い て いる 
また 、 朝 の 色 を 残し た ロ 
ッ ト の 表現 で も 早朝 の 印象 は % 
真 を 撮る に は 順 光 以外 、 つ まり 
用 する と 良い 。 早 朝 は 太陽 が まだ 低い 位置 に あ 


ンチ ッ ク な シル エ 


キャ ノン 
EOS 5D MarkT 

計 16.35mm 

了 28LUSM 

16mm 

絞り 優先 AE(F5、 
1500 秒 、 +0.5EV 
ISO 100. 

WB: オ ー ト (M2、B2 
低い 位置 の 光 が サ イ 
ド か ら 建 物 に 当たり 
まだ 太陽 の 光 が 届か 
な い 場所 と の コン トラ 
スト を 利用 し て 立体 感 
を 作っ た 


キャ ノン EOS 5D Mark 1 EF70-200mm 

F4LUSM 200mm 赦 り 優先 AE(F5.6 

1S00 移 、 1.3EV) ご ISO 640 WB : オ ー ト (G4) 
爽やか な 朝 の イメ ー ジ に する た め 、 早 朝 の 路地 裏 で 太 
陽 が 逆光 の 位置 に な る 方 向 か ら 撮影 し た 。 逆光 十 覧 出 
補正 で 朝 徹 を 感じ させ る こと が で きる 


キヤ ノン EOS SD Mark エー EF16-35mm F2.8L USM 
16mm 級 り 作 先 AE(F5、 17500 秒 、 +0.5EV) 

ISO 100・ WB: オ ー ト (M2 B2 

朝日 に よる 迎 光 で シル エッ ト に な っ た 被写体 の 引き 締め 効 
果 を 生か し 、 切り 絵 の よ うな 余人 を 感じ る 1 枚 に 仕上 げた 


[で 前 を ドラ マチ ッ ク に 演出 する に は 中原 ) | 
スト ロボ 光 を 工夫 し て 深夜 を 彩る 


深夜 の 街 は 光 が 少 な いた め 、 表 現 が 限ら れ て 照射 角 を 制御 で きる クリ ッ プ オン スト ロボ を 持っ ル 露 出 で 地 明 か り で の 宮 出 を 先 に 決め て お き 、 
『、 ス トロ ポ を 使う こと で ドラ マチ ッ ク な て いる な ら 照 射 角 を 狭く し て 痢 に 浮か び 上 が る " ら ス トロ ポ を ON に し て 調 光 補正 で 全体 の 


i 
] 

深夜 の スナ ッ プ で スト ロ ポ を 使う | よう に する 表現 が お すす め 。 さ ら に 応用 テク ニッ | 明る さき を 調整 する こと だ 。 ま た 、 ス トロ ポ の 発光 
| 


合 、 た だ 正面 か 発光 し た だ け で は 面白 《 ない. ク と し て 、 リ モー ト 発光 すれ ば 立体 感 豊か な 表現 ける と 、 色 を か ぶ 
スト ロボ ポ の 特性 を 生か し て ひと 工夫 し て みよ う 。 | が で きる 。 ス トロ 


面 に カラ ー フ ィ ル ター を 
表現 も で きる 


うま く 使 う コ ツ は マニ ュ ア 


ルター を 使用 


スト ロボ の 前 面 に 市 
販 の 青い セロ ファ ン 
を 貼り 付け て いる 


キャ ノン EOS SD Mark 皿 EF24-70mm F4L キャ ノン EOS 5D Mark 本 EF24-70mm F4LIS USM キヤ ノン EOS 5D Mark 息 EF24-70mm F4LIS USM 
IS USM 24mm マニ ュ アル 人 出 (F5.6、 44mm マニ ュ アル 署 出 (F8、 1/100 秒 38mm - マ ニュ アル 剰 出 (F4、 1760 移 ) 

1/30 秒 ) ご 15O 200 WB : 自 電 球 ISO 800- WB: オ ー ト ISO 1250・ WB: オ ー ト 

広角 で 撮影 し 、 ク リッ プ オ ンス トロ ポ の 照射 訪 正面 か ら 花 に 直接 照射 する と 立体 成 が な く な っ て し まう 赤色 条 を 強調 する た め 、 全 体 に 青い 色 を 被せ た い 。 そ 


を 意図 的 に 狭く し て 被写体 の 中 央 | 
射 。 間 に 光 が 浮き 上 が る 効果 を 狙 


み 照 "が 、 リ モー ト で 結 め 後ろ か ら 半 逆光 を 意図 的 に 作る こと こ で 、 青 い カ ラー フィ ルター を スト ロ : 
で 立体 感 の ある ドラ マチ ッ ク な 写真 に な る 光 は 夜 の 静けさ を 表現 し や すい 色 だ 


装着 し た 。 青い 
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で 時 間 が 持つ 印象 を 強め る ms 大村 拉 里子 
| ⑮ ぶ 5 | 早朝 の 日 差し と 深夜 の 痢 を 作る 


早 1.0EV 


キヤ ノン EOS 5D Mark コシ ナ ZEISS Otus 1.4755 55mm 

炒り 発 AE(F5.6、 17200 秒 、 1.0EV) ISO 125" WB:4.400K 

朝 、 部 陵 す る 前 の 飛行 概 を ガラ ス 越 し に 撮影 し た 。 電 出 を プラ ス に 捕 正 する こと で 、 海 の 青 さや 久 行 機 の 白 さ 
が 際立ち 、 交 や か な 早朝 らし さ を 表 現す る こと が で きた 


キヤ ン ン EOS SD Mark 皿 ご コシ ナ ZEISS Otus 1.4755 55mm 
六 り 人 先 AE(F4、 17400 移 、 2.0EV) "ISO 200- WB:5.000K 
早朝 、 ブ ー ル に 反射 する 朝日 を 撮影 し た 。 逆光 で ある が 、 夫 出 を プラ ス に 捕 
正す る こと で 木 が 黒っぽく な る の を 防ぎ 、 朝 の 明る さ を 表現 する こと が で きた 


キャ ン ン EOS 5D Mark 
コシ ナ ZEISS Makro-Planar T*2750 "50mm 

拉 り 便 先 AE(F2、 1740 移 、 1.0EV) ISO 800・ WB :4.800K 
深夜 、 白熱 灯 に 照ら され る 薔 落花 を 撮影 し た 。 マイ ナス 
補正 を し て 画面 全体 を 暗く し て 深夜 らし さ を 演 出し た 。 被 
写 体 の 後ろ に 光源 を 配置 する こと で 、 被写体 が 沈ま な いよ 
うに し て いる 


早朝 らし き を 表現 する た め に は 、 思 い 切っ て 露 
出 を プラ ス に 補正 し て 、 明 る 〈 仕 上 げ る 。 朝 の 
柔らかく 、 包 み 込 む よ う な 光 は 人 間 に 早 朝 の 明 
る い 日 差し を 感じ きせ る 。 で きる だ け シ ャ ドウ 部 
を な くす よう な イメ ー 
補正 を か ける と 良い 。 特に で は 、 拉 写 体 
きっ ぽく な り が ちな の で 、 こ の 手法 は 有効 だ 
あえ て レン ズ フ ー ド を 外し て 、 フ レア や ゴー スト 


一 方 、 深 夜 ら し き を 表現 する た め に は 、 大 胆 に 
ナス に 補正 し て 、 画 面 全 体 を 暗く 
暗い 露出 は 人 間 に 導 と 深夜 を 感じ きせ る 
に 撮影 を し て 、 メ イン と な る 被写体 
ぶれ し な い 程 度 に 補正 する 
写 体 と 背景 の 明る る の バラ ンス を 見 
佑 め る こと が 重要 だ 。 撮影 する シー ン は 被写体 の 


ば 、 画 面 全体 を 暗く 調整 し た 場合 で も 、 ネ オン 
が バッ クラ イト と な る の で 、 メ イン の 接 ツ 
ル エ ッ ト と な っ て 浮き 立っ て くる 。 ま 
| は 差し 色 と し て も 活躍 する 。 暗 く 、 平 地 

が ちな 深夜 の 写 
る の だ 、 画 面 全体 に キラ キラ し 
を 入れ て し まう と 、 に ぎ や か に な りす ぎ て 


、 さ きら に プラ ス 


背後 に ' あ る と ころ が 好ま し い 。 光源 と 感じ られ ず 深 夜 の イメー ジ か ら 遠 ざか っ て し まう 
を 取り 入れ る の ち 手 だ ま し て は 、 車 や ビル の ネオ ン が お すす め 。 そ うす れ の で 注意 し た い . 
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| 早朝 は プラ ス 補 正 で 明る くす る 


早朝 らし き を 演出 する と き は 、 プ 
ラス 補正 を し て 明る 〈 仕 上 げ る 。 露 
出 補正 の 値 を 考え る と き は 、 画 面 
全体 を 明る 《 す る と いう より も 、 シ 
明る 〈 く 持ち 上 げ る 、 と 
いう イメ ー ジ で 調節 する と 良い 。 ユ 
ント ラス ト が つき に くい シー ン を 選 
その 方 が 、 光 が 回 り 
朝 ら 6 しい 上 上 が る 
白 飛び し すぎ る と 皇 
な る の で 妥 注 意 . 


キヤノン EOS 5D Mark 四 


1/100 秒 、 二 0EV) ISO 125 WB:3.900K 


真 が つま ら な く コシ ナ ZEISS Otus 1.4755 55mm - り 人 AE(FS 6 


を する こと で 、 人 物 の 前 面 
る 朝 らし い 写真 に 仕上 が 


空港 で は し ゃ ぐ 女 子 学生 2 人 組 を 撮影 し た 。 十 2.0EV 直 出 を プラ ス に 補正 
まで 光 が 回 り 込み 「 始 まり 」 と 「 希 望 」 を 感じ きせ 


イナ ス に 補正 
嗣 整 する 。 補 正す る と き は 、 


- 起 


は っ きり と 分 か る か ら だ 。 そ の 結果 
キヤノン EOS 5D Mark 四 / コ シナ カー ルツ ァ イ ス 


静 窟 が 感じ られ る 「 深 夜 らし い Makro-Planar T*275050mm 
真 に 仕上 が る F2.8、 1730 ゆ 、 よ 0EV SO 2000WB:2.500K 


深夜 、 道 端 の 棚 に つい た 水滴 を 揚 影 し た 
写真 に 仕上 げた いと 思っ 
「 深 夜 」 ら し さ を 感じ させ た 


白い 水滴 が 間 に 包 まれ る よう な 
の で 、 痛 景 が 暗く な る よう に 2.0EV 補 正 し て, 


慎 | 
朝焼け の グラ デー ショ ン を 
美しく 描く 露出 の 決定 


ブルー アワ ー と も いわ れる 夜明け の 空 の 色合い は 、 変 
わり ゆく グラ デー ショ ン が 滑ら か で 、 美 し い トー ン を 見 
せ て くれ る 。 こ の 微妙 な 色 と 明 る さ の 変化 を 描く に は 、 
グラ デー ショ ン の どの 色 を 適正 吉 出 に する か が ポイ ント 
に な る 。 そ の た め に は 露出 補正 で 調整 する 。 空 の ブル ー 
が 黒く つぶ れず に 、 か つ 赤 味 の 強 い 部 分 が 適切 に 再現 
で きる よう に する た め に は 、 赤 味 の 強 い 部 分 が 適切 な 明 
る さと な る よう に 窮 出 を 決定 し よう 


sw 斎藤 友 臣 


『 が : 富士 フイ ルム X-T1 
白 飛 び が 多い XF10-24mmF4 R OIS 


10mm(15mm 相 当 

拉 り 公 先 AE 

(F7.1、6 秒 、+1.0EV 
15O 800/ WB: 大 昌光 


明る く な っ て き 


うに 、 カ メラ の 決定 寺 


空 が 暗 す きる 


士 フイ ルム X-T1 
XF10-24mmF4 R OIS 
10mm(15mm 相 当 ) 
絞り 條 先 AE 

(F7.1、1 秒 、 -07EV) 
ISO 800 WB: 大 陽光 


0.7EV し て 少し アン ダ 


ー め に 上 


け の グ 
れい に 表現 で きた 


富士 フイ ルム X-T1 
XF10-24mmF4 R OI5 
10mm(15mm 相 当 ) 

拉 り 優先 AE 

(F7.1、 6 秒 、 OEV) 
ISO 800 WB : 大 陽光 
カメ ラ が 決定 し た 名 出 
値 の 写真 。 白 飛び が 
少な く 、 デ ー タ と し て は 
問題 の な い 画像 だ が 、 
黒 つぶ れ が 多く 、 赤 味 
の 印象 が 詳 い 写真 と な 
っ て し まっ た 
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| ⑯) 6 で 時 間 の イメ ー ジ を は っ きり させ る ッッ 茂 手 本 秀行 
W B で 早朝 と 深夜 の 意味 を 表現 


ニコ ン p7oo 

AiS Nikkor 24mm 728 

24mm 

マニ ュ アル 引出 

F4、 5 秒 、 一 07EV) 

IsO 800・ WB : オ ー ト (A5 M2) 
美しい 星空 を 眺め た 夜明け 、 そ 
の まま 散歩 に 出かけ た 。 夢 見 る 
時 間 か ら 覚 め て 、 現 実 の 時 間 が 
は じ ま る 静か な イメ ー ジ を 、 大 きく 
アン バー に 調整 し て 表現 し た 


= コン De00 
AF-S NIKKOR 50mm 71.8G 
50mm 
太り 人 先 AE 
(F1.8、 1640 秒 、 +0.3EV) 
ISO 800・ WB: オ ー ト (A1 M2) 
まさ に 今 、 日 が 昇 ろう と いう 
頃 。1 日 の は じ ま り を 楽し み に | 
思う 時 間 を 表現 し た い 。 ア ン 
パー と マゼンタ 方 向 に WB を 
役 調 整 する こと で 赤 味 を 足し 
て いる 


ニコ ン D600 AF-S NIKKOR 24-70mm 72.8G ED 26mm 

マニ ュ アル 引出 (F2.8、 10 秒 ) ISO 6400 WB: 電 球 

ガソリン スタ ンド の 屋根 が 宇宙 船 の よう に 見 えた 。 そん な 空想 を 楽し も 深夜 の 写 
真 は WB を 電球 に し て 、 全体 に 青 味 を 足し て 宇宙 を 表現 し た 


写真 の 色 再 現に は [ 測 色 的 色 再 現 ] と 「 好 まし い 
色 再現 ] が ある 。「[ 測 色 的 色 再現 ] は 現物 の 色 を 再 
現す る こと で ある が 、「 好 まし い 色 再現 ] と は 多く E 一 般 的 に 、 
の 人 が 好ま し いと 感じ る 色 を 再現 する こと だ 
伝え る に は 「 好 まし い 色 再現 ] 以 
羽 的 な 色 作 り が 重要 で ある 。 色 の 好 
に お いて は 、 色 その も の より る まず 被写体 、 
し た いも の が 何で ある か が ポイ ント と な る 。 早朝 
や や 深夜 が この よう な 色 で ある と いう イメ ー ジ だ 


0 も し く は 深夜 が どの よう な 意 | 伝え た た いな ら プ ルー に 動か す と 
調整 し た い ン と マゼンタ は の 導 の と し て 
色 の 調整 は WB の 微 調整 の 色合い を 強 
これ は RAW 現像 時 に 設定 し て も カメ ラ で 設定 し 味 を 抑え た いと SHA 
て も ぉ 構わ な い 。WB の 設定 は ブル ー (B) か 本 で ある 。 指 標 と な る 色 再 現 が あっ た 方 が 色 の 
A) へ の 色合い の 変化 と 、 グ リー ン (G) か ら 補正 は 行い や すい の で 、 オ ー ト WB で 撮影 し て か 
マゼンタ (M) に 色合い が 変化 する 2 軸 の 組み 合 | ら 徹 調 向 を 行う 、 オ ー ト WB で は 、 さ ま ざ ま な 被 
わせ に よっ て 調整 する 。 例 えば 、 早 朝 の 暖か きる を や シー ン を 判別 し て 正しく 、 か つ 好 まし い 色 
表現 し た いな ら ア テンパ バー の 方 向 へ 、 深 夜 の MC な る よう 設計 され て いる か ら だ . 


よる 。 ダリ ー 
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叶 朝 k 深 夜 c 最 写真 ⑲③ 


| 朝焼け は A5 M3 で 赤 味 を 強調 ーー 


朝焼け の シー ン は 上 空 の 青い 色 


合い を 残し つつ 、 雲 の 赤 味 を 強調 
する と エネ ル ギ ッ シュ な 印象 と な り 、 
1 日 が は じ ま る こと させ る よ 


うな 色 の 表現 と な る 。MI 方 向 の 調 
整 で 青い 色合い を 調整 し 、A 方 向 
の 調整 で 


2 ニコ ン D600 AF-S NKKOR 50mm 71.8G 
赤 へ の グ ボ 50mm マニ ュ アル 有吉 出 (F2.8、 1780 秒 
150 100/WB: オ ー ト 
ント と な る の で 、 いつ な が り と っ 
NG の 美 し オー ト WB は 涼し い 感 じ の 色合い で 、 夜 明け 大 きく アン バー 方 向 に 調整 する と 朝生 
な る よう に 調整 し た い . の ドラ マチ ッ ク な 印 久 は 型 い られ る 。 マゼンタ を 加え て 空 を 薄 貸 


け の 色合い が 強調 され 、 これ か ら 昇る 太陽 の 強 さ を 感じ 
、 夜 が 明け 切ら な い 感 じ を 強調 し た 


| 早朝 の す が す が し さ は B3 G2 で 作る 


早朝 の イメ ー 
きれ いな 空気 。 こ の 空気 選 


ー ン と プ ブルー の 調整 


と いえ ば 、 澄 ん だ 語 回 
区 は 、 グ リ 
で 表現 で きる 
な どの 朝 

『 か ぶっ た 色 味 に 
牧 す る と 良い 。B の 調整 で 青 味 
足し て か ら 、G-M 方 向 の 色 か ぶ 
り 補正 で G 方 向 に 調整 する と 、 草 


AFS NIKKOR 24.70mm 
m 絞り 優先 AE(F4、 1730 秒 
1.3EV) 15O 200・ WB: オ ー ト 

空 が グレ ー に な り 、 朝 の 空気 感 は 表現 で き  B を 3 に し て ブル ー を 強め る こと で 、 少 し 肌 寒 涼 や か な 朝 の 空気 が 表現 で きた 。 草原 の 緑 を 

て いな い 強調 する た め に G も 調整 し た 。 草 が し っ と り と 生き 生き し た 印象 に な っ た 


| 人 工 光 は B6 G5 で 色 か ぶり させ る Bs25RYBAIGSy 


現代 の 常光 灯 や 水銀 灯 は 、 か つ 
て の それ ら の よう に 必ず し も 緑色 が 
か ぶる わけ で は な い 。 し か し 、 イ メ 
する 者 会 の 夜景 の 色 は 、 水 銀 
灯 で 緑 か ぶり し た よう な 色合い だ 
B で 青 味 を 足し 、 早 朝 を 表現 する 
色 味 より 6G 


ニコ ン D750 AF-S NIKKOR 300mm 74E 

55)。 人 T PF ED VR 300mm 絞り 優先 AE(F4、 1/2 稼 
0EV ISO 800・ WB: オ 

冷た く て 硬質 な 都会 の 夜 の 色合い 

『 た く て 現 質 な 都会 の 夜 の 名 オー ト で は 都会 の 夜 の 無機 的 な イメ ー ジ に 


に な る な ら な か っ た 


て 青 味 を 加え る と と も に 、 強 い グリ ー ン か ぶり も 与え た 
無機 質 な 夜景 と な っ た 


| 星 景 は 電球 で 青 味 を 強め る 


真 の 場合 、 青 味 は 強め の 
表現 で きる 

全体 を 青く 調 
色 モ ー ド (ニュ コン 


整 し よう 


せる 。 き ら ー 
RE ン De00- AF-S NIKKOR 28mm 71.8G 
明 瞳 度 の 設定 が で きる カメ ラ で は 、 28mm - マ ニュ アル 表 (F2. 2 和 ) 5O 6400 H 
Bi オー 
明 『 を 上 げ る と プル ー の 中 で 星 
1 障 度 を 上 げ る と プル ー の 中 で 時 生 色 イズ の 萌 鶴 か 、 全体 的 に 赤く な っ て し  WB の 詳細 酸 定 で 提 正 する と 、 捕 正 長 が 足り な い の で 電球 の 設定 し た 。 ノイ ズ の 赤 味 が 


が は っ きり 


き 立 つ 


補正 され て 、 青い 星空 が 表現 で き 
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| ⑯)/ で 深夜 の 微 光 を 写し 止め る PR 
高 感度 を 使っ た 深夜 の スナ ッ プ 


賭 い 深夜 は 時 を 読も 2 いと 舞 れ な と っ 
て いる 読者 も いる か も 知れ な い が 、 最 近 の カメ 

は 高 感度 に 強い た め 、 手 持ち で も 十分 に 紅 9 
可能 だ 。 撮影 モー ド は 日 中 と 同じ く 絞 り 優先 AE 
で 良い が 、F 値 は 開放 絞り 付 、 感 度 は 


O 3200 一 6400 く らい の 間 で 調整 する 。 手 プレ ス に 補正 すれ 
補正 機能 6 積 昼 的 に 活用 し た い 」 | 手 プ レ 8 し づら 
| また 、 夜間 は 絞り 優先 AE で 撮る | 
て くる 傾向 が ある た め 、 撮 影 結果 を 見 な 
デマ イナ ス に 補正 し て みる こと も 大 事 だ . 


多才 な る た め 
一 石 一 鳥 だ 。 深夜 の 場合 、 街 に 
存在 する 明か り は 哲 林 や 信号 な ど 限 られ た も の し 
か な い 。 こ れ ら の わずか な 明か り を どう 使う 


置き な が ら 身 軽 な スナ ッ プ を 楽し みた い 


キヤノン EOS 5D Ma EF24.70mm F4LIS USM 40mm キャ ノン EOS 5D Mark  EF24-70mm F4LIS USM 27mm 
科 り 人 先 AE(F2.8. 180 秒 、 一 20EV) 1SO 3200 WB : 大 陽光 才 り 人 先 AE(F2.8、 1720 秒 、 0EV) ISO 6400WB :4.200K 
街灯 が 灯る 歩道 は ISO 3200 で 撮影 。 マン ホー ル へ の 衝 灯 の 反射 と 境 く の 信 非常 に 暗い 公園 だ っ た た め 、ISO 6400 で 撮影 し た 。 また 、 あ えて 外出 を 捕 正 
号 の 玉 ボ ポケ を アク セン ト に 。 一 2.0EV 補 正 し て 、 光 と 間 の メリ ハリ を 出し た せ ず 、 水 銀 灯 に 毅 ら され た 間 を 浮き 上 が ら せ て ミス テリ アス な 究 囲 気 に し た 
ココ 引 xe 相 倉 陽 人 
で 星 を は っ きり と 写す 本 
二 日 路 ee 県 ミ で 
星 を 点 像 で やら える た め の シ ャ ッ タ ー 速 度 は 、 っ と 短い 露光 時 間 だ と 星 の 光 が 弱 く な っ て し まう 。 | また 、 逆 に シャ ッ タ ー 速 度 を 遅く し て 星 の 光 中 
長年 の 経験 か 4 区 ご と に 決め て いる 。 [| 撮影 場所 や 天候 に よっ て 撮影 状況 は 変わ っ て し ま | を 長く 描く 《 表 現 も ある 。 絞 り は F28 に 設定 、30 


16mm な ら 20 秒 、24mm な ら 15 秒 、35mm なら うぅ ので 絶対 と は 、 レ ンズ の 開放 下値 と | 秒 の シャ ッ タ ー 加 度 で 50 枚 撮 


10 秒 と いう 具合 だ 。 そ れ 以 上 の スロ ー シ ャ ッ タ ー 有 「 点 像 を 保つ ため の ギリ ギリ の シャ ッ タ ー 速 度 
だ と 、 わ ず か に 光 跡 が 流れ て いる こと が 多く 、 も 把握 し て お きた い 


し 、 画像 処理 ツ 
フト で 比較 明 合 成す る と 、 か な り 光 跡 が は っ きり 


ソニ ー g7 エ Diggon T* FE 35mm F1.4 ZN 3Smm ご 季 り 全 先 AEF1 4. 10 秒 、 キャ ノン EOS 7D Mark 20mm F1 8 EX DG ASPHERICALRF 20mm(G2mm 相 
1.0EV ISO 3200・ WB: オ ー ト 当 アル 寺 出 (F2.8、 30 秒 ) ISO 2500 WB: 白 欠 球 OM MM 
写真 は 沖縄 西表 島 で 撮影 し た 1 枚 。 35mm の 作 点 距離 の た め 10 秒 で 提 昌 30 徐 の 長 時 間 吉 光 で 撮影 し た 星 の 光 邊 を 50 枚 つなげ た も の 。 シャ ッ ター 速度 
し た 。 星 の 光 を は っ きり と 写し 止め る こと が で き を 遅く する こと で 、 星 の 動き が 表現 で きる (撮影 中原 一 雄 ) 
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叶 朝 k 深 夜 c 地 写真 ⑲③ 


区 2 | で 適正 協 出 を コン トロ ー ル 中 村 胃 太 1 O ひ | 
光源 に よる シャ ッ タ ー 速 度 の 違い 


ター 吉 度 は 人 う 。 地 六 み り 列 に 人 切な シャ ッ タ | 貼 し な る の で 、 他 度 で の 所 影 が 可能 だ 光 
| っ た て な い 場 所 の 場合 は F4 で 30 秒 得度 は 
と な る 。 も ちろ ん 、 シ ャ ッ タ ー 速 度 と 合わ せ 
入り と 1SO 感 度 も 適 家 調整 し た い , 


深夜 の 暗い 場所 に お いて 、 適 正 | 得 よ う 
と する と 、 明 る い F 値 を 使用 し た と し て も る 、 あ る 
程度 の 露 要 と な る 。 ま た 
る さ の 違い に より 、 適 正路 出 を 得る た め の シ ャ ッ ほ 絞り 込ん で も 10 秒 了 の シ ャ ッ タ ー 連 度 


で 適正 


秒 キヤ ノン 30 秒 キヤ ノン 
10y Eo5sowan Eosso ww n 

殺 24-105mm F4L 24-105mm F4L 

IS USM 24mm IsUSM 24mm 

マニ ュ アル 艇 出 マニ ュ アル 和 出 

(F8、 10 秒 (F4、30 秒 ) 

ISO 100 白 色 光 打 ISO 1600 自 名 蛍光 条 

測光 条 が 足元 か ら 照ら し て 山上 に 位置 する 公園 を 撮 


影 。 ま 灯 が な く 真 


いる シー ン 。 道 の 奥 ま で 見 


通せ る ほど 明る い 。10 秒 っ 暗 な だ 。 30 秒 の シ 

で 適正 起 出 と な っ た ャ ッ タ ー 速 度 で 細部 が 見 え 
て きた 

キャ ノン キヤ ノン 

EOS 5D Mark EOS 5D Mark 

EF24-105mm FL EF24-105mm F4L 

IS USM 24mm Is USM 24mm 

マニ ュ アル 杉 出 マニ ュ ア ル 作出 

(F8、 2 秒 (F4、10 秒 ) 


ISO 1600 邊 名 蛍光 殺 
まっ た く な い 場 所 の 


ISO 100 白色 江 洒 
光源 付近 は 明る いも の の 、 
2 秒 で は だ いぶ 暗い 印象 と 
な っ て し まっ た 


円] の 変化 に よる 色 の 違い sa 中 村田 | 1 ③ | 
〒 朝 の 演 の 変化 を 知っ て お く 


| 日 の 出 を 迎え る と 、 大 陽 近 辺 の 赤色 が 一 屋 濃 て 
| な る 。 日の出 後 の 40 分 程度 は ダラ アー ショ ン が 
| 


1 日 の 中 で 最も 空 の 色 に 変化 を 感じ る 早朝 の 空 は 日 の 出 時 刻 の 60 分 前 か ら 水 平 線上 
で きる の が 早朝 と 夕方 だ 。 特に 1 日 の は じ ま り を うっ すら 赤 味 が 現れ る 。 その後 の 空 の 様子 
泉 人 す る 日 の 出 の 頃 は 、 気 温 が 低く 、 訂 も 少な 目まぐるしく 変化 し て いく 。40 分 前 に は 空 
いこ と か ら 浴 ん だ 風景 が 撮影 で きる け て の グラ デー ショ ン 


美しい の で 、 シ ャ ッ タ ー チ ャ ンス が 続く 。60 分 後 
に は 太陽 は 完全 に 上 が る 


演出 され て 、 


日 の 出 60 分 前 日 の 出 40 分 前 


空 の 変化 を 日 の 出 時 刻 の 前 後 60 分 に 渡り 、 
と ら え た 写真 。 街 の 夜景 と 空 の グラ デー ショ ン 
を 提 影 する に は 日 の 出 40 分 前 か ら 30 
分 スト で ある 。 大 陽 が 出 て か ら は 、 空 
の グラ デー ショ ン が 急激 に 変化 する た め 、 シ ャ 
ッ タ ー チ ャ ンス を 逃さ な いよ うに し た 


055 


福井 麻衣 子 | 


H 整 、 昇 りか けた 太陽 の | 低い アン ダル か ら 、 ち ょ うど 木 の 陰 に 入る 貞 間 を 
狙 っ た 。 露出 を プラ ス 補 正 し て も 、 閥 の 自 い 毛 
並み が 飛ん で し まわ な いよ うに する た め だ 。 お お 
よそ 画面 の 左 1/3 あ た り に 猫 を 配置 し 、 目 線 の 
先 に 白い 空間 を 作り 、 殖 の 見 つゆ る 先 を 想像 す 


早朝 を 少し 超え た 
送 光 の 中 に 現れ た 猫 を キラ キラ と し た 究 囲 気 を | 
り 取 っ た 。 昇り か け の 朝 の 早い 時 間 の 
を 狙う チャ ンス だ 。 今 回 は 日 の 
で 、 し ゃ が , 


太陽 は 
る 芝生 を 猫 が ウロ ウロ し て いた 


る よう な イメ ー ジ と し た 。 動 き 回 っ て いる 撤 写 体 
な の で シャ ッ タ ー 速 度 は や や 加 め に な る よう に 設 
定 し て いる が 、 絞 り を 変え た た く な か っ た の で 絞り 
優先 AE で ISO 感 度 を 調整 する こと で シャ ッ タ ー 
加 度 を コン トロ ー ル し て いる 


男 K) STEP フ ォ ト テク ニッ ク は 


-] 逆光 の 向き を 探し て 
財 ンー 上 全 の き を 出す 


大 胆 に プラ ス 補 正 し て 
朝 の 爽やか さ を 演 出 


逆光 で は 皿 出 補正 
が 重要 ラス 
計 側 に し て キラ キラ 感 
を 狙う か マイ ナス 側 
六 に し て シル エ : ト 効 
果 を 狙う か で 大 きく 
印象 が 異な る 。 左 
上 の よう な 中 途 半 
葉 な 寺 出 捕 正 は 
失 到 写 真 に 見 え や 
すい の で 注意 。 白 
飛び が 気 に な る 坦 
合 は 振 影 時 に ある 
程度 補正 し て お い 


困 露出 
ビ 


+0.7EV 


k 太陽 光 


館 光 倒 を 向 


今回 の 撮影 現場 は この よう な 場所 で ある 。 画面 左側 の 
芝生 が ちょ うど 、 芝生 の 中 に 撮影 者 が 立ち 入ら ず 、 逆 光 
を 狙え る 場所 だ っ た の で 、 向 か っ て 左側 に 何 か 良 い 接写 
体 が な いか 探し 


e 住 る 


WB 補 正 で 緑 を 足し て 


回 WB 
ビ 


逆光 時 に プラ ス 捕 正 する と ふん わり し た 夫 囲 気 や キラ キ 
ラ し た 光 を 得る こと が で きる が 、 色 が その ぶん 薄く 感じ ら 
こと も ある 。 そ の 場合 は WB 補 正 で 軽く 色 を 乗せ よ 
う 。 今回 は 芝生 に 合わ せ て 緑 (G) を プラ ス し て いる 
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街 


路 を 広角 で 倍 か ん し て 


都会 に 訪れ る 夜 の 静けさ を 伝え 


早朝 : 栄 夜 cs 写 真 ⑩③ 
支 

人 
0:0U 


鶴巻 育子 eruens 


明る い 時 間 帯 は 人 々 で 賑わう 街 。 そ れ が 深夜 


違う 顔 を 見 せる 
その た 
どの 店 も 閉まり 、 
深夜 の 0:00 過 ぎ か ら 明る く 


人 々 が 


1 時 間 


街 に 動き が な いこ と を 


れ を 深夜 に 撮っ 


る 人 に 号 間 と の ギャ ッ プ を 


周 づ sTEP フ ォ ト テク ニッ ク | 
回 構 図 
ビ 


高い 場所 を 探し て 
人 気 の なさ を 伝 える 


街 の 模 子 が よく 見 渡せ る 橋 の 上 や 、 ホ テル の 部 屋 な ど 
の 高い 場所 を 探し て お く 。 高 い 位置 か ら ハ イア ング ル で 
撮影 する と 、 道 か ら 撮影 する より も 人 気 が な いこ と が 確認 
し や すく な る た め だ 


5mm 相 当 で ロー タリ ー 
も の 。 道路 と いう 
の 人 気 の な さ を 表現 する と いう より 
し た グラ フィ カル な 表現 に な っ て い : 


その 肥 囲 気 を | 伝え る の が 目的 の た め 、 長 時 間 吉光 で | 感じ で 0 レン ズ は 荘 唱 で 切り 取っ て 
は 、 レ スト ラン や 飲 の 軌跡 入れ る こと も し まう より も 広角 を 使う 。 家 の 窓 を 写す こと で 
1 日 中 、 人 | 人 々 が 眠っ て いる と 想像 させ 、 街灯 ( 
な る 前 の 3:00 ご ろ の そ い そり 静 ま り か えっ た 】 
困 画 角 広角 で 環境 を 入れ て WB 太陽 光 に する こと で 
レ ひっ そり 感 を 出す ン 街灯 の 色 味 が 忠実 に 


街 条 の 色 は 国 に 


の 街灯 の 色 味 を 
見 た まま の 印象 で 
吾 現 する た め 、 


オー ト や 電球 に し 
て し まう と 、 補 正 さ 
れ て し まい 赤 味 が 
薄れ て し まう 


キヤ ノン EOS M3 EF-M11-22mm F4.5.6 5 STM 


13mm(21mm 相 当 


絞り 人 先 AE(F10、1/6 秒 、 一 0.3EV) 15O 6400 


WB: 大 陽光 


教会 の 十字 架 と 星 の 3 つ の 十字 を 
与 し 込ん で 祈り の 場所 を 表現 する 


船橋 分 onoon | 


い を 込め て 、 教 会 の 尾根 に ある 十字 架 
る 南 十 、 ダ イヤ モン ド 十 
』 ニモ 十字 の 4 つの 十字 で 構成 し た 。 撮 影 で は 星 
注 
5 くし 、 明 る い 星 


大 に し て 、 星 像 が 最も シャ ー プ に 
える よう ピン ト を 合わ せる 。 ピ ント 位置 が 決ま 
モル テー プ で ピン トリ ング : 有 』 か な 
ほし て お く 。 気 温 は - 10 じ て らい まで 


中 央 に 入れ 、 ラ ヨ 下がり 、 湿 度 も 高い の で 、 ヒ ー タ ー を レン ズ に 巻く 


天の川 の 中 


間 が 流れ て いく 。 そ て いる 


祈っ て いる 。 そ の 思 


慎 づ sTEP フ ォ ト テク ニッ ク 1: 


ほ 拓 | シミ ュ レ ーション ソフ ト で 
馴 時 電 対象 や 時 期 を 検討 


星空 と 教会 た 入れ る 星空 を きれ い に 写 す 


1S0 應 度 は 星空 が 
うま く 写 る よう に 
3200 に 。 紋 り は 
周辺 の 星 像 が 
で の を 防ぐ た め 
開放 か ら 1 衣 り し 
て 、 皿 光 時 間 は 
星 が 流れ な いよ う 
っ に 20 秒 と し た 
ISO 3200 WB は 街灯 の ナ ト 
リウ ム 殺 対応 に し 
て 、 ピクチャー コン 
トロ ー ル 6 
ラル に し た 


広角 & ロ ー ア ング ル で 回 ISO ISO 3200 の 高 感度 で 
ビ 


ISO 1600 


ステ ラナ ビ ゲ ー タ と いう ソフ ト を 使う 。 21:00 ご ろ に 天 の 
川 が 真 上 に 飼 立 し 、2 時 間 後に 教会 の 十字 上 架 と 天 の 
川 の 中 の 3 つの 十字 が 良い パラ ンス に な る と 起 定 


ニコ ン D810A AF-S NIKKOR 14-24mm 72.8G ED 14mm マニ 


20 秒 ) 15O 3200 


光 殺 け トリ ウム 


キヤ ノン EOS 5D Mark 四 EF24-105mm F4LIS USM 47mm 一 り 居 先 AE(F16、 1/20 移 、 0.3EV) 1SO 400- WB : 大 陽光 


光 で 刻々 と 変わ る 表情 に 着目 し て 
一 面 の 棋 に 覆 わ れ た 絶景 を と ら え る 


金子 美智 子 | 


小田 代 が 原 の カ ラマ ツ が 商 色 く 色づい た の で 、 
日 の 出前 か ら 撮 影 に 臨ん だ 。「 小 田代 が 原 の 貫 廊 
人 」 と 呼ば れる ダケ カン パ の を 画面 の 真ん中 に し 
て 、 夫 で 真っ 臼 に な っ て いる 湿原 と 金 必 風 の よう 
に 貴紀 人 の 後ろ に 立つ 黄色 く 色 づい た カラ マツ 


し 込み 、 光 り 輝 く 様 子 を 広い 構 で そろ えて お こう 。 ま た 、 撮 影 で は 絞り 優先 
図ら えて いる 時 間 を 追う ご と に 刻々 と 拉 写 使用 し 、 レ ンズ 摘 写 を 生か し て 画面 内 の 披 
体 の 表情 が 変わ っ て いく た . 以上 は 粘っ | 清 床 を シャ ー プ に 描写 する た め 、 F16 ま 
て 撮影 を 行い た い 。 小 田代 が 原 は 広角 で る 望 ん で いる 。 た それ を 超え る と 回 折 現 
で 5 切り 取れ る の で 、 持 参 す る レン ズ は 幅広 い 焦 | 象 で 描写 が 甘く な る の で 絞り 過ぎ な いよ うに する 


で 絞り 


司 K) STEP フ ォ ト テク ニッ ク | 
亜 時 刻 日 の 出前 に 赴き 回 構 図 斜 光 と 陰 を 入れ て 回 画 角 主役 の 大 き さ で 
ビ ピ ビ 


表情 の 変化 を 撮る メリ ハリ を 出す 脇役 を 変え る 


幻想 的 な 朝もや 
脇役 


陰 を 入れ て 複線 誘導 sa 


メイ ンカ ッ ト と 同じ 場所 で 1 時 間 早 い 5:30 に 撮影 し た も の 小田 代 が 康 の 貴婦人 を 主役 に 画面 を 構成 。 その 後ろ に メイ ンカ ッ ト は 47mm で 多く の 要素 を 入れ た も の だ が 、 上 
だ が 、 ま っ た く 異 な る 表情 を 見 せ て いる 。 山 の 裏 に 太陽 ある カラ マツ の 黄色 と 右 方 向 か ら 差し 込む 仙 光 を 強調 し の 写真 の よう に 、200mm の 望 癌 で 主役 の 小田 代 が 原 
が あり 、 上 空 に ある 雲 に 朝焼け が 反射 し て 空 が 焼け て い て 構図 を 整え た 。 人 間 は 明る い 方 に 目 が いく た め 、 手 前 の 貴婦人 を 大 きく 撮る と 、 夫 水 に 包ま れ 区 り 光 く 様子 を と 
る 。 日 の 出前 の 気温 の 変化 で 朝もや が 現われ て 幻想 的 に 陰 を 入れ て 明る い 主 役 の 方 に 視線 を 誘導 し て いる ら えら れる 。 主役 と 脇役 を 意識 し て 構図 を 決定 し よう 
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記 フォ ト テ クニ ッ ク ヒーーーー 


額縁 効果 を 生か し て 

ン 視線 を 奥 に 誘導 する 
手前 の アー チ を 癌 招 の よ 
うに と 5 え 、 抜 ける 橋 の 景 
色 と と も に 、 色 の コン トラ ス 
ト で 引き 立て 合う 相 図 を 
っ た 。 ほ か の 要素 は 本 
か ら 排 除 し 、 見 て いる 人 が 
こ て いる 感じ に な 
れ ば いい な と 考え て 、 ア ン 
グル は 目線 の 高 さ に 決定 
し て いる 


要素 を 少な くし て 
橋 へ の 期待 感 を 強調 


少し 部 れ た 位置 か ら 
橋 夫 の アー チ も 含め 
横 位 置 で と ら えた か 

ト 。 要素 が 多く 何 を 撮 
り た い の か 分 か ら な 
い 。 ま ず は 自分 が 何 
敵 と 盛 


言葉 に し な 
を 整理 し て いく と 良い 
だ ろう 。 今回 は 「 ア ー 
チ の 内 側 と つなが る 
橋 へ の 期待 感 」 だ 


ISO 感 度 を 上 げ て 
ーー フレ 対策 を 行う 


薄暗い 早朝 に 、 手 持ち 撮影 し て いた の で SO 感度 は 手 ブレ レ 
な いよ うに ISO 3200 と し た 。 せ っ か く 撮 影 し て も 手 ブ レ を し て 
いて は も っ た いな い の で 、 早 朝 の 撮影 で は 高 感度 を 使用 し た 
り 、 可 能 な ら ば 三 周 や ー 脚 を 持参 する な ど 、 自 分 な り の 手 ブレ 
対策 を し て お きた い | 


キヤ ノン EOS 5D Mark 四 " EF24-70mm F2.8LT USM 35mm 絞り 作 完 AE(F2.8、 17100 秒 、 +0.7EV) 


を 人 の 少な い 早 朝 に 
し っ と り と で 仕上 げ る 


福井 麻衣 子 


スポ ボット で ある カレ ル 橋 。 恒 
、 な る べく 人 を 入れ ず 静 か に ほ 橋 を 行き 来 き し な が ら テ アン グル を 探し 、 橋 の 出入 
撮影 する た め に は 早朝 が ベス ト だ 。 日 の 出 か ら 日 橋 か ら 、 続 く 橋 を 眺め て いる よう な 構 
出 30 分 後 く らい の 明け て 行く 空 と 、 ま だ 残る 朝 の 空 の 青き 
外灯 の 明か り を 狙い 、 完 全 に 日 が 昇っ た ら 撮影 # ま れる よう に 、 橋 塔 の アー チ は 内 側 だ け で な く 手 前 


いう ち に スタ ン バ イ を し た の 外側 も 少し 入る よう に 気 を つけ て 、 橋 の モンタ 
ー か ら ま っ すぐ に 切り 取る よう に 気 を つけ た 。 時 
り の 朝 だ っ た が 、 ラ イト アッ プ さ れ た アー チ 内 側 
の アン バー と 、 外 の 早朝 の プル ー が 色 の コン トラ 


スト を 生み 、 お 互い を 引き 立て 合っ て いる 。 


プラ ハ の 人 気 観 
も 夜 ぁ 魅 力 的 
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早朝 ! 栄 夜 c 最 写真 ⑩③ 


人 の 気配 を 排除 し 眠ら 5 ない 都市 を 5 
スロ ー シ ャ ッ タ ー で 表現 する 人 


| 22:00U 


所 だ ろう 。 ス ロー シャ ッ タ 


る 場 人 


事 の 光 跡 を 表現 す 
カメ ラ の 設定 は マニ ュ ア ル 露 出 で 、 光 源 


深夜 の 都市 は 眠る こと が な い 。22: 
も 人 告 の シン 


舌 く な る と 薬 華 街 を 際 


行き - 見 する と 時 間 の 早い | る は 人 間 の 気配 : 出る F 値 を 先 に 決め 、 次 に シャ 
と 同じ よう 1 つ 大 き な 培 い が 都市 の 深夜 を 表現 する 大 都市 で 伸ばし て いく と 良い だ ろう 。WB は 


それ は 人 間 の 存在 日 没後 の 19.00 や 20:00 は 深夜 に く が 狙い の も の が 深夜 に よく マッ チ す る 


過 づ STEP フォ ト テ クニ ッ ク | 
訓 構 区 | 光 跡 入れ て 回 り | F 値 を 調整 し て 回 露光 | ND フ ィ ル ター で 
レ 


静 と 動 を 対比 ーー 光 条 の 長 さ を 検討 スロ ー シ ャ ッ タ ー に 


深夜 の 街 の 活動 を 表現 する た め 、 低い 位置 か 
積極 的 に 入れ て 光 跡 が よく 写る 構図 と し 、 街 の 
静 ) と 車 の 光 誤 ( 動 ) を 対比 。 街 並 意識 し て 
つも の 目線 に 三脚 を 立て る と 街 の ダイ ナミ ズム が な い 


切な サイ ズ を 
リ が な く な り 、 大 きす ぎる と く 車 の 光 人 を 本 
は F13 を 最適 と し た し 、 120 秒 の 長 時 間 窟 光 を 行っ た 


ィ ルター を 半 江 


キヤ ノン EOS 5D Mark 色 EF16-35mm F2.8L USM 21mm ご マニ ュ アル 緒 出 (F13、 121 移 ) ISO 50 WB :3.000K(M+5 


真夜 中 の 高速 道路 で と ら え る 
ドア ミラ ー に 映っ た 疾走 感 の 迫力 


大 村 裕 里子 won 


『1 カ所 に 入る と それ が アク モン ト に な 
に メリ ハリ が つく 。 今回 は 、 後 半 
光る 須 間 を 狙っ て 撮影 し た 


る と 、 真 夜中 で も パ 


【 は どう し て 6 写真 全 | 強い ) 
画面 全体 が 暗い 印 | り 、 画 面 全 
差し 色 が 画面 っ た の ヘッ ドラ イト が 
この 場合 は オレ ンジ 色 | 以上 の 2 点 を 考 席 し て 撮 影 


真夜 中 の 写真 


真夜 中 の 写 中 


車 の 疾走 感 を 表現 し た 。 ま ず 時 間 帯 は 道路 が 
降 が オス ス メ 。 助 手 席 に 座り 、 象 に な る 


円 づ sTEP フ ォ ト テク ニッ ク | 


六 | | ミラ ー の 中 の 被写体 を | 一 』 A | 映像 の 車 に 謗 出 | 疾走 感 と プレ 感 は 
| 杜 1 主 科 に し て 提 放 AI ピン ト を 合わ せる 直 出 1/50 秒 で 両立 で きる 
疾走 感 を た 6 
を 遅く し て 、 被写体 
を ぶれ させ た 方 が 
伝わり や すい 。 メイ 
ンカ ッ ト は 、 車 の 振 
動 で や や ぶれ る 
1/50 秒 で 撮影 し 
秒 まで 遅く する と . 
ぶれ すぎ て 何 が 写 
て いる の か 分 か ら 
な く な る の で 注意 
が 必要 だ 


ー の 中 に 映っ た 景色 に ピ 
ント を 合わ せ 、 ミ きり と 見 える 
よう な 構図 に し た 後続 の 車 が ハッ キリ と 映る 
の で 、 高 速 道路 を 族 走 し て いる 紛 囲 気 を 出せ る 


絞り を 浅く し た 状 | 


宣 士 フイ ルム X100T 23mm(35mm 相 当 ) ご マニ ュ アル 示 出 (F2、 1750 移 ) - ISO 800 


キャ ノン EOS M3 EF_M18-55mm F3.5-5.6 5 STM 


早朝 、 空 が だ ん だ ん し 明る く な り 始 め 
活気 の ある 昼間 の 街 と は 違っ た 、 眠 り カ 
た 街 の 様子 は 消 々 し い 
朝日 が 昇る 時 間 帯 を 


閣 う た め 、 あ ら か じ 8 


節 に よっ て 


エゴ 


日 の 出 の 時 間 
を 活用 し て も 良い 


ソー 太陽 に 向かう よう に 


18mm(29mm 相 当 


を 探し て 


街 の 様子 を 伝え る 


鶴巻 育子 


待つ 。 太陽 が 昇る 位置 は 季 


東 の 方 向 に 抜け 


の ある 長い 道路 を 探し て ま 
覚め | ある 場所 は 、 朝 も 夕方 も そこ 
肝 半 気 を 出し た く 、| て 印象 的 な 光 


、 雨 上 が り の 道路 の 反射 


を 美しく 見 せる こと が で きる 。 広 角 レ ンズ で 多く 


、 街 の 究明 気 を 伝え る の と 


フォ ト テ クニ ッ ク は 


東向 き の 道 を 探し て 


線路 の 反射 を 生か す 


偶 誠 出 合う こと も ある が 、 ち ょ うど 太 隔 が 昇っ て くる 東向 
き の 見 通し の 良い 道 を 探し て お く 。 最近 に 


性 の 位置 や 
れる スマ ホ ア プリ が ある の で 、 それ 
ろう 


広角 で 周囲 を 入れ て |: | マイ ナス 補正 し 
和 レレ 誠 め の 


広角 レン ズ を 使用 し て 


ーション が 美しく 出る 露出 を 決め る の が ポイ ント 


に 振り すぎ て も 良く な い 
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ニー g7R Distagon T* FE 35mm F1.4 ZA ご 35mm ご プロ グラ ム AE(F2、 15 秒 、 OEV) ISO 400-WB :5.000K 


が に 撮っ て 
淡い 青 に 包ま れ た 池 の ( 
柏倉 陽介 | 


| 池 の ほ と り に 待機 し た 。 日 の 出 の 斜 光 や 昼間 の 
日 差し が 入り 込む より る 、 全 体 的 に 均一 な 光 で 
池 を 撮り た か 太陽 が 昇る 前 で あれ ば 淡い 
普 に 統一 され 、 写 真 全体 が 幻想 的 な 色合い | 
まる と 考え た 。 ま た 、 日 の 出前 の 


を オー ト に する と 明 か い 色 に な る の で 、 マ ニュ ア 
ル で 5.000K に 固定 し て いる 。 こ の 日 は 運 良く 無 
風 で 鏡面 に し や すか っ た が 、 水 面 に わずか な ゆら 
めき が あっ 絞り を 開け 気味 に し て シャ ッ 
衣 ぎ 、 水 面 の 動き を 止め て いる 


(長野 県 共 野市 ) は 農業 用 の た め 池 で 
ら 、 日 本 を 代表 する 画家 東山 艇 表 先 生 
- 描 いた 有名 な 風 風 が 止め ば 森 が 
好 に 映り 込み 、 美 し い 光 景 が 現れ る 。 撮影 地 に 
到着 し た の は 深夜 2.00, 日 の 出前 の 薄明 か りか ら 


| フォ ト テ クニ ッ ク は 
池 の 鏡面 を 利用 し て 色合い を 想像 し て 階 調 補正 機能 で 
ン 上 下 の シ ン メ トリ ー に ン 日 の 出前 を 狙う ン 明暗 差 を 均一 化 


ーー 
鑑 面 の 映り 込み に よる 不思議 な 風景 を 強調 し た か っ た の 日 の 出前 の 青い 時 間 帯 を 過ぎ る と 、 太 旦 光 に よっ て 酷 調 補正 機能 は と り わ け ダ イナ ミッ ク な 風景 に 多用 する 
で 、 上 下 に 空 を 入れ 込み 、 森 が 空間 に 浮か ん で いる よう 木々 に 本 来 の 色 が 現れ て くる た め 、 目 指す 雰囲気 か ら 少 。 場合 が ほとん ど だ が 、 今 回 の 撮影 で は 明る い 空 と 暗い 礎 
な 立体 成 を 狙っ た 。 写真 の 中 央 に 水平 線 を 配置 し 、 上 し 外れ た 色合い に な っ て し まう 。 自分 が 何 を 撮り に 来 た の の 明暗 差 を 均一 化す る 用 。 全体 の トー ン を 整え 
下 に 完璧 な シン メト リー を 作る か 、 握れ る 時 間 項 は いつ な の か を 事前 に 把握 し よう て < れ 、 こう し て 落ち 着い た 景色 に も 効果 を 発揮 する 
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早朝 な 深夜 c 最 写真 ⑩③ 


育 景 に 光 跡 を 配置 し て 5 
華やか な 夜 の ポー トレ ー ト を 撮る 深夜 


ー- 22:00 
魚住 誠一 cuuoxm | 


夜 の ポー トレ ー ト 撮影 は 、 い わ ず も が な 暗い の 
で 、 モ デル の 上 顔 を 明る く 写 3 むず か し い 
そこ で 手 っ 取り 早い の が スト ロ : な 

が 顔 は 明 
真っ 暗 に な り 、 面 | る と 、 モ デル の 上 顔 は 明る く 、 か っ 背景 の 車 の 


1 跡 を 自然 な 状態 で 伸ばす こと が 可能 だ 。 ス トロ 
ま ボ ポ は モデ ル の 斜め ゅ 上 か ら 顔 に 当て て 、 影 が で き な 
いよ うに 顔 を 明る くす る と 同時 に 、 ス ロー シャ ッ 
ター で 車 の テー ル ラ イト か ら 促 びる 光 跡 の ライ ン 


を 作っ て いる 


ンク ロ で 撮影 す 


る 〈 な る 6 の の 、 今度 は 背景 


周 うー 1: 


同朋 | 後 幕 シ ンク ロ に し て 記 | レン ズ の 真 上 か ら 誠 光 | 15 秒 の 露光 だ と 

入る に 時 を 人 hi は す | 久 度 4 部 ス トロ を 生計 まっ て し まう 
ッ ラー ゲ 間 Gb め る 3 還 

直前 に スト ロボ を 発 


光 す る 機能 。 ス ロー 
シャ ッ タ ー に よっ て 光 
跡 を 写し た 後 、 モデ 


ル に スト ロボ を 照射 す 
る の で 、 背 景 の 車 の 
光 跡 が ライ ト か ら 
に 伸び る よ . 
で きる 。 一 般 的 ( 
トロ ボ ポメ ニュ ー の 詳細 ー 

設定 で 設定 する 。 先 モデ ル の 顔 に 不 自 希 を 影 が で き な いよ うに 、 レ ンズ の 正光 外 を 作る た め と 、 車 の 像 を 消す た め に スロ ー シ ャ ッ タ ー 


ァ ー 草 シ ンク ロ の 生 真 は 面 佳 め 上 か ら スト いる 。 内 蔵 スト ロ =。 に する 。 上 の 写真 は 1/15 秒 で 撮影 し た も の 。 光 動 の 長 
ie 4 まり | 跡 ボ で も 可能 だ が 、 顧 に 影 を 作ら な いた め に 、 外 部 スト ロボ さ が 短い し 、 車 の 像 が し っ か り と 写し 止め られ て し まっ た 
間 還 人 び て 不 を ワイ ヤレ ス で 使用 すれ ば 上 射 有 度 の 自由 度 が 高まる 172 秒 程度 の スロ ー シ ャ ッ ター で 撮影 する 


キヤ ノン EOS-1D X ご タム ロン SP 35mm F/1.8 Di VC USD 35mm ご マニ ュ アル 細 出 (F4.5、 172 移 ) ご 15O 200- WB: オ ー ト モデ リル e 池田 ショ コラ (オス カー プロ モー ショ ン ) 


| 


08:80 


星 の 軌跡 を 画面 に 取り 和信 れ て 
絶景 を より 一 層 の 異 世界 に する 


写真 の 場所 は 説明 の 必要 も る ない ほど 撮り 尽く 
され た 場所 の 1 つ で あろ う 、 茨城 県 の 神 貴 で ある 。 
海 か ら 突 き 出 た 岩場 に 鎮座 する 鳥居 が 、 と て も 
印象 的 だ 。 こ こ で 撮影 され る 写真 の 多く は 日 の 
出 を 狙っ た 6 の だ が 、 今 回 は 早く 現地 に 入っ て 


米田 誠 sooyYnsds 


| 真夜 中 の 情景 を と ら え よう と 考え た 。 当 日 は 曲 
| が た くさ ん 輝い て いて お り 、 こ の 異質 な 世界 感 を 
より 印象 的 に 切り 取る た め 、 数 十分 と いう 時 間 
| 人 で 星 を と ら え て 時 の 流れ を 演 出し て いる 。 そ 
| の 際 、 シ ャ ッ タ ー を 開け っ 放し に する 伝統 的 な 撮 


影 が 去 で は 、 デ ジタル カメ ラ の 場合 、 空 が 明る て 
な りす ぎ て し まっ た り 、 イ メ ン サ ー が 長 時 
間 作 動 す る こと に よる 熱 の 影響 で 、 ノ イズ まみ れ 
に な っ て し まう た め 、 複 数 枚 の 写真 を 使っ た 「 比 
較 明 合成 」 と いう 手法 で 仕上 げ て いる 。 


慎 K) STEP フ ォ ト テク ニッ ク ほ 


二 図 | 完成 を イメ ー ジ し て 
加 構 空 の 配分 を 検討 


鳥居 を 主役 に 考え て いる が 、 そ の 存在 感 が 強い た め 、 
中 央 ど 真 ん 中 へ の 配置 は 選 け て いる 。 空 の 割合 を 大 きく 
と る こと で 鳥居 と 星 の パ ラン ス に | 

人 跡 が 描か れ た 最終 形 を イメ ー 


マニ ュ ア ル 露 出 で 
99 枚 分 撮る 


回 撮影 
レ 


合成 前 の 1 枚 


F2.8、30 秒 の マニ ュ ア ル 覧 出 で 撮影 。 同一 構図 の 写 
真 を 連続 撮影 し て いく 。 失 影 方 法 と し て は 、 連 写 モ ー ド 
に 設定 の 上 、 レ リー ズ の シャ ッ タ ー を ロッ ク し て 連続 撮影 
し て いる 。 イン ター バル 要 能 より も 撮影 間 同 が 短い 


99 枚 の 写真 を 
比較 明 合成 する 


比較 明 合成 は Photoshop で 行う の が 一 般 的 。 た だ 、 こ 
の 方 法 は 処理 に 時 間 が か か る の で 、 比較 明 合 成 に 特 化 
し た フリ ー ウ ェ ア を 使う の も 手 だ 。 Web で 代表 的 な も の が 
見 つか る 。 パソ コン へ の 負荷 も 少な く 使い 方 も 簡単 だ 


キャ ノン EOS 5D Mark m/ コ シナ ZEISS Makro-Planar T* 2750 ZE 50mm ご マニ ュ アル 細 出 (FB、 1/100 秒 ) ISO 200- WB :4.600K 


早朝 の 飛行 機 の 窓 か ら と ら える 
朝 も る や に 包ま れ た 都市 の 非 現実 感 


朝もや に 包ま れ た 都市 の 非 現実 感 を 表現 する 
に は 、 か な り の 上 空 か ら 谷 か ん で 撮影 を すべ きだ 
と 考 ぇ 、 早 朝 6:00 過 ぎ に 飛 行 機 に 乗っ た 際 に 窓 
か ら 東 京 の 告 を 撮影 し た 。 撮影 時 に 最も 気 を つ 
ける べき こと は 3 つ 。1 つ め は 、 シ ャ ッ タ ー チ ャ ン 


大 村 袖 里子 …… NNNNNNN 


ス を 見 逃 き な い こと 。 当 た り 前 だ が 飛行 機 は 勝 
手 に 進ん で し まう の で 、 自 分 の 良い と 思っ た 場所 
で 止ま る こと は で き な い 。 集 中 し て 良い と 思っ た 
タイ ミン グ で ひたすら シャ ッ タ ー を 切る こと が 大 
切 で ある 。2 つ め は 、 窓 の 映り 込み に 注意 する こ 


と で ある 。 機 内 の ライ ト な ど が 映り 込ま な いよ う 
に 、 窓 に ぴっ た り と レン ズ を 付け て 撮影 を すべ き 
で ある 。3 つ め は 、 街 全体 を 償 か ん で 収め る 場合 は 、 
絞っ て 撮影 を する こと 。 絞 っ た 方 が パー ス が 際 立 
ち 、 写 真 に 奥行 き が 生ま れる 。 


| 3 STEP フ ォ ト テク ニッ ク 


背 の 高い 被写体 で 
主役 を 明確 に する 


X 


被写体 が 朝もや に 埋もれ て し まう 


都市 の すべ て が 朝もや に 飲み 込ま れ て し まう と 何 を 伝え 
た い の か 分 か ら な く な っ て し まう の で 、 主 役 と し て 東京 の 
象徴 で ある スカ イツ リー が 目立つ よう な 構図 に し た 。 街 の 
象 徹 で ある ビル が 目立つ よう な 構図 で も 良い 


主役 は 1 つ に 絞っ て 
浮遊 感 を 強調 
X 


主役 


スカ イツ リー の ほか に 、 川 を 大 きく 画面 内 に 取り 入れ て み 
た 。 これ で は スカ イツ リー が 主役 な の か 川 が 主役 な の か 
分 か ら な く な っ て し まう 。 できるだけ 主役 を 1 つ に 紋 り 、 そ 
の 浮遊 成 を 出し た 方 が 意図 が 伝わり や すい 


十 2.0EV の ハイ キー で 
非 現実 感 を 演出 


X 


朝もや の 白き を 際立た せ 、 ス カイ ツリ ー を 浮き 立た せ て 非 
現実 感 を 演出 する に は 、 ハ イキ ー に 仕上 げた 方 が 良い 。 
喘 正 堆 出 で 撮影 を する と 手前 の 街並み が 目立っ て し ま 
い 、 現実 的 な 雰囲気 に な っ て し まう 
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キヤ ノン EOS 5D Mark TEF17-40mm F4L USM 17mm 絞り 人 完 AE(F8、 17350 移 、 よ OEV) 1SO 1600" WB : 4.800K 


あふ れる 色彩 と 
され た 構 
郡川 正 次 | 


渋谷 駅 周辺 の 再開 発 で 最後 まで 残っ た JR 小 
駅 も 改修 工事 が 始ま っ た 。 そ ん な 休日 早朝 の 駅 
周辺 は オー ルナ イト 者 た ち で 人 流 
える こと が な い の だ が 、 始 発電 車 が 出 て し ば らく 
の 間 ひ と と き の 静 か な 時 間 帯 が 訪れ る 。 遠から 


ず し て 見 る こと が で き な く な っ て し まう 風景 。 そ 
れ を し っ か り 記録 し て お く こ と は 写真 と いう 6 の 
| が 背負 わな けれ ば な ら な い 使命 れ ち も 未来 ま 
見 通せ る よう な 良く 晴れ た 日 に 、 駅 周辺 の 
人 波 に 上 悪 わき され な い 早 朝 を 選ん で 撮り た いと 思 


の 歩道 橋 の 上 だ 
ん ど な く て カメ ラ ア ング ル を 


た り 、 構 図 を 工 
こと が 気 落 ね せ ず に で きる 。 カ 


司 フォ ト テ クニ ッ ク | 


広角 の 遠近 感 で 手前 の 要素 に 近づき 4.800K に 設定 し て 
アン 奥 に 延び る 迫力 を ン 奥行 き を 強調 ン Rd 涼感 を 出す 


早朝 の 清涼 感 を 出 
青 味 が か っ 
合い に し た か っ 
た の だ が 、 カ メラ の | 
WB を 自 孝 電 球 に 
設定 し て し まう と 青 
味 が 強く な りす ぎ て 


同じ 場所 を 時 間 帯 (15 時 ) と 焦点 距離 (24mm) を 変え メイン カット よ り も 撮影 ポジ ショ ン が 左 に 
て 撮っ た も の だ が 印象 は 大 きく 変わ る 。 通行 人 は 画面 の = っ て いる 。 右 の 実 内 板 が 究 て し まっ て : 
アク セン ト に で きる が 、 焦点 下 離 は 24mm で は 遇 に 突き る 。 また 画面 の アク セン ト と し て 重要 な 役割 を 果たし て い 
抜け て いく よう な 遠近 感 が 乏しく も の 足り な い る 歩道 橋 の 手すり へ の 青空 の 映り 込み が 得 ら れ な い 


る 。 これ を 4.800K| 
に 調整 し て いる 
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早朝 ょ 深 


上 弦 下 弦 の 月 の 明か り を 生か し て 
星 と 地上 の 両方 を 幻想 的 に と ら え る 


茂 手 木 秀行 < roo | 


満月 の 夜 に は 
が 明る すぎ る 
月 を 狙う と 星 も 写り 、 地 上 の 』 
され て 双方 を 写し 取れ る 。 さ 
る 時 間 も し く は 月 が 沈む 時 間 を 狙う と 良い 


の 星 が 写ら な い 。 満月 | 齢 に よっ て 時 間 は 前 後 する が 、 お お むね 22.00 一 

の | 200 の 間 だ . その 時 間 、 上 中 
く 照 6 時 間 、 
逆光 で 
F 剖 の ) 


出 て くる 時 間 


月 


、 地 上 の 風 
る い は 下 中 の / 
星空 も 地 ト 5 


ょ 深夜 c 拉 写真 ⑩③ 


事前 
う 。 月 の な い 夜 の 星 
の り よ うに な る が 、 


商 度 な 明る さき の 照明 に 
か り と 写し 止め られ る 


周 づ sTEP フ ォ ト テク ニッ ク | 


jp ム | 月 齢 を Web で 調べ て 
1 | 上下 莉 の 月 を 知る 


月 齢 は 事前 に Web で 


星座 が 引き 立つ 7 
黄金 バラ ンス に WB 


調べ る と 良い 
の ペー ジ ]」 の 月 秋 


11 月 19 日 前 人 
の 期間 に 空 の きれ いな 


昌 TF 宮 


と ころ に 行こ う 
色 を 表現 し た い 
こよ み の ペ ー ジ 制 構図 と な る 。 
URL:htip://koyomi や 目 立 
visnejjp 8 線 を 中 央 に 請 凍 で きる 


を 示し た 。 色 温度 
を 青い 方 に 動か し 
て イメ ー ジ する 色 
含 い を 作る 。 夜空 
は 酸 の 度合 いや 問 
く の 市 街 光 の 彫 紋 
を 大 きく 受け る の 
で 、 色 合い が 大 き 
く 変化 する こと も 覚 
えて お こう 


ニュ ン D700 AI Nikkor 24mm 72.8S 24mm だ マニ ュ アル 細 出 (F2.8、 30 秒 ) ISO 1600 


北極 星 を 正確 に と ら え て 
光 跡 の 中 心 を 山頂 に 合わ せる 


に ある 男 体 山 と 絡 帯 に 撮影 し て いる 。 街 明か り が 山 に 
ぐる 回 る 光 跡 の 円 周 撮 3 か | で 、 男 体 | っ きり と 撮影 で きた 
北 の 空 の 星 は 1 時 間 に 15 度 移動 する が 、 こ こ で 
で と ら え る の で は な く 、 線 を 引く 光 跡 と 
り が 減る | な る よう に 、 パ ルプ で 時 間 を か け て 撮影 し て いる 


の よう な 撮影 は 、 や みく も に レン ズ を 向け て 撮れ 
る も の で は な く 、 北 極 星 が ど こ に ある か を 正確 に 
把握 し つつ 、 ほ か の 被写体 と どの よ うに 絡め る の 


は 星 を 


づ sTEP フ ォ ト テク ニッ ク | 


時 雇 | コン パス を 使っ て | ライ ブ ビ ュー で を | バル プ 機 能 で 
| 導 星 を 見 つけ る MT し て 確 に 加入 1 22 の 長沙 に 


北 栖 星 と ト 合わ せ 
山肌 の 位置 フ 


ント を し っ か り 合 
、 被 写 体 そ の も 


MF に 切替 


仕上 が り 設定 は 16mm で 大 きく 空 を 入れ 星 の 円 周 の 動き を 入れ る 

スタ ンダ ー ド か 。。 メイ ンカ ッ ト は 、 カ メラ の バル プ 指 能 を 使っ て 時 間 を 

忠実 設定 に か け な が ら 、 星 の 円 周 の 動き を 提 影 する 方 法 を と 
て いる 。 何 枚 も の 写真 を 揚 影 し て その 写真 を パソ コ 
ン の ソフ ト で 合成 させ る 方 法 は 用 いて いな い 


北極 星 は 2 等 星 で 比較 的 明る い 星 な の で 見 つけ る こと が で き 
る 。 北斗 星 の 柄 の 先端 部 分 の 星 か ら 数 えて 6 番目 と 7 番目 
の 星 を 結び 、 そ の まま 5 倍 延 ば し た 所 に ある 。 また 、 ス マー ト フ 
ォ ン な どの コン パス を 使っ て 北 を 向き 、 例 えば 北緯 36 度 で あれ 
ば 、 地 上 か ら 36 度 の 高 さ の 位置 に 北極 星 が あ る 


キヤ ノン EOS 5D Mark 田 EF16-35mm F2.8L TUSM 16mm ご マニ ュ アル 徐 出 (F9、 25 分 ) ご ISO 200- WB : オ ー ト 


本 | トー 


副題 の 緑 で 主役 の 
ーー 渓流 を 引き 立て る 
写真 は メイ ンカ ッ ト と ほぼ 同じ 表 


撮影 位置 か ら 狙 っ た も の だ に の 
が 、 同 じ 恋 構図 な が ら 渓流 を ) 

主体 に 写し て いる 。 渓流 の 様 
子 は よく 分 か る も の の 、 その 深 


立体 成 が 出る よう に | 
を 取り 入れ た い 


\ー ミ ング で 変わ る 
ーー 表現 の 違い を 撮る 


広 訪 で 真下 の 渓流 か ら 奥 の 
峡谷 まで を と ら え る と 、 レ ンズ 
の 描写 特性 に よっ て 遠近 醒 
が 主張 され る 。 手前 に 広がる 
流れ の 様子 が 鮮明 に 描か れ 、 
広大 な 風景 と な る 。 一 方 、 焦 
点 嘘 離 を 伸ばし て 奥 の 狭い 
部 分 を 狙う と 絶壁 に 囲ま れ た 
中 を 流れ る 急流 を 表現 で きる 


4.000K に し て 

ン 記憶 色 に 近づけ る 
夜明け 間近 の 神秘 的 な ブル ー 
トー ン を 表現 する た め に 、WB 
を マニ ュ アル で 4.000K に し 
て 青 味 を 強調 する 。 渓流 の 
青 や 木々 の 緑 の 色合い が 幻 
想 的 に 仕上 が る 。 一 方 、 カ メ 
ラ 任 せ の オー ト で は その 印象 
が 太く な っ て し まう 。 RAW で 
撮影 し て 現像 時 に 役 調 整 を 
行っ て も 委 い 


昌 


EF24-105mm F4LIS USM 32mm 
、+0.7EV) 1SO 200 WB :4.000K 


キヤ ン ン EOS 5D Me 
拉 り 企 先 AE(F18. 


渓流 の 人 を 生み 出す 


斉藤 友 覧 oroc | 


夜明け 間近 の 風景 は アル ー ト ー ン が 強く 表現 ける に は 大 きく 開 脚 で きる 三脚 が 有利 だ 。 ま た 、 
きれ て 静けさ が 漂い 、 神 秘 的 な 表情 を 見 せ て く 暗い 時 間 帯 の 撮影 は シャ ッ タ ー 連 度 が 遅く 、 カ 


れる 。 今 回 は 神秘 性 を より 強く 描写 する た め 深 メラ ブレ に は 細心 の 注意 を 払い た い 。PL フ ィ ル 
い 財 谷 手取 渓谷 (石川 県 白山 市 ) は 手 雪解け 水 独特 の 色合い や 輝き が 描 
取 川 の 急流 が 岸壁 を 浸食 し て 作り 上 げた 帳 谷 で ま 度 を 4.000K で 撮影 。 カメ ラ ア ング ル を 真下 に 向 # 写 で き な い た め 使用 は 控え た 方 が 良い だ ろう 


071 


(Fl0、1/1 060 和 !OEy) 
ISO 400 WB: 呈 天 た 
廷 々 と 続く 原野 の 一 角 に 攻 千 頭 の カ 

衝 り リブ ー が 集う 。 た Y 
厨 か 辻 ら を 解放 じ て く れる 。 天敵 
不在 で も 常に 笑 の 危険 に さ 9 さ 弄る 


区 2 で 
駅 
サテ い 
内 こ 
E、 
… ニニ 
和 
EN 
と 
: 
「 
計 
に 
ンー で ^ - 
し 
(2) 


ュー 
27 Ge に 2 


カリ プー た ちの 束の間 の 休息 ーー 


何 を 撮っ た か より も どう 撮っ た の か ー。 そ こ 
っ て アラ スカ を 撮り 続け て いま す 。 撮 
影 を 通し て 得 られ る “充足 感 " を 大 切 に し た い 
か ら で す 。 初 め て 彼 の 地 を 訪れ て か ら 今 年 で 
22 年 に な たり ます が 、 こ の 信条 を 貫き 通す 強 さ 
が ほし いと 、 い つも 願っ て いま す 。 
で きる だ け 人 の いな い 原 野 で 、 長 期間 、 一 人 
で キャ ンプ を し な が の 撮影 スタ イ 
。 こ の 過程 を むろ そ か に する と 、 い い 写 
し て 56 心 か ら の 喜び は 得 ら れ ま せ 
we 、 ヒ グ っ を 撮る 場合 
イド を 雇い ます 。 や は り 命 あっ て の 取り 組み で 
すか ら ね 。 
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カリ プー や 紅葉 の 撮影 で は モス ナ で 北極 海 沿 
岸 ま で 運ん で も らい 、 無 人 の ツン ドラ で テ 


り ま す 。 オ ー ロ ラ を 撮る の は 氷河 の 上 。 自作 の 
か まく ら で 50 日 間 ひたすら 6 光 の 舞 を 待ち ます 。 
作品 に 現れ る と は 思い 
ませ ん 。 効率 的 に 撮影 を する 方 法 6 あ る の で す 
が 、 そ れ は も っ と 年 を と っ て か ら に し て お くつ 
も り で す 。 ア ラス カ を 通し て 得 ら れる 充足 感 と 
は 、 僕 に と っ て 生き て いる 証 の よう な も る の な の 
で し ょ う 。 
さあ 、23 年 目 の ア ラス カ で す 


写真 展 情報 


松本 紀生 写真 展 
プラ スカ 原野 行 


一 19:00(※※ 最 終日 は 14:00 ま で ) 
| ョ ー10 月 5 日 (日) 14:0015:30 
(無料 100 名 事前 受付 ) 
※ フ ォ ト サ ロ ン 札幌 は 2016 年 1 月 8 日 ( 水 )… 
1 月 13 日 ( 木 ) ま で 


りす 


ニコ ン D4S AF_S NIKKOR 80-400mm 
4.5-5.6G ED VR 400mm 

シャ ッ ター 優先 AEF5.6、 172.000 秒 、 
ー03EV) ISO 1250 WB: 晴 天 

タタ 暮れ 時 の フィ ヨル ド の 海 。 シ ュー と い 
う 重 低 音 と と も に 5m ほ どの 比 柱 が 、 秦 
を パッ ク に 浮か び 上 が っ た 。 何 度 見 て も 
飽き る こと の な い ザトウクジラ の 呼吸 シ 


ン D4S AFS NIKKOR 80-400mm 
14.5-5.6G ED VR 400mm 
シャ ッ タ ー 便 先 AE(F5.6、 12.500 徐 、 
0EV) ISO 2800・ WB オー ト 


その ヒグマ は 10m 先 の 川 の 浅瀬 で べ ニ 


ザ ケ を 追い 掛け 回 し て いた 。 追う も 透 げ 
る も 必死 。 こち ら の 存在 な ど お 構い な し 
で ある 。 政 魔 者 で な いこ と が 何だ か 拉 し 
か っ : 


ニュ ン D4/ タ ムロ ン SP15-30mm F/2.8 
DiVCUSD 24mm 
シャ ッ ター 優先 AE(F4、 1/1.000 秒 
ー0.3EV) ISO 400 WB: 晴天 
標高 6.190m、 北米 大 陸 最 高峰 デナリ 
の 頂 が 紅く 染まる 。 巨 大 な 要 宣 が 太陽 
の 光 を 浴び 、 あ た か も 命 を 吹き 込ま れ て 
見 える 。 そん な 荘 上 C な 鹿 問 


ニコ ン D4S AF-S NIKKOR 80-400mm 
4.5-5.6G ED VR 400mm 

シャ ッ タ ー 人 先 AE(F6.3、 175.000 株 、 
ー0.3EV) ISO 400- WB: オ ー ト 

ブリ ー チ と 呼ば れる ザトウクジラ の 大 ジャ 
ンプ 。 弾け る よう に 海面 を 突き 破り 飛び 
上 が る 迫力 に 圧倒 され 、 流れ る よう に 宙 
を 舞う 美 し さ に 候 を 飲む 。 40 ト ン の 華 記 
な る 古代 


ニュ ン 0810 AF-S NIKKOR 
74G ED VR 50mm 

マニ ュ アル 間 出 (F6.3、 4 秒 ) ISO 800. 

WB: 晴 天 

功 和 期日 没 直 後 。 昌 の 青 と 夜 の 

黒 と が せめ ぎ 合 うほ ん の ひと と き 、 辺り 

が 甘 に 包ま れる 。 画 面 右 下 に は キャ ン 
星空 を 愛 で 、 オ ー ロ 


ン D800- Ai AFS Zoom-Nikkor 
17-35mm 72.8D IF-ED プ 30mm 
絞り 優先 AE(F11、 1200 移 、 0.3EV) 
IsO 200-WB 
8 月 末 の 北極 園 。 地 を 忠 う 広大 な 紅葉 
に シャ ッ ター を 切る も 、 不 意 の 雨 に 中 止 
を 余 仙 な くさ れ た 。 だ が 、 し ば ら 5 くす る と 
雲 の 切れ 間 か ら 強 烈 な 日 差し に よっ 
虹 が 現れ : 


D810 AFS NIKKOR 1424mm 
2.8G ED 14mm 

マニ ュ アル 船出 (F2.8、 4 秒 ) 

ISO 1600。 WB: 晴 天 

西 か ら 伸び た 一 条 の 光 が 頭 上 を 越え て 
束 の 地 平 線 へ 。 形 を 変え 、 輝 き を 加 濾 
する 凌 は 生き 物 の よう 。 月 と の コラ ボ に 
恵まれ る 機会 は まそ うそ うな い 。 ま 

笛 か ら の 凌 り 物 だ 


ン D800。 AFS NIKKOR 
14.24mm 72.8G ED 計 14mm 

マニ ュ アル 衝 出 (F2.8、 4 秒 ) 

ISO 1600 WB: 量 天 

画面 左下 に 鎮座 する の は 北米 大 陸 
最高 峰 。 だ が 地球 を 取り 巻く オー ロ 
ラ の スケ ー ル に は か な わな い 。 全 天 
を 覆う 光 の 乱舞 は 数 時 間 に も 及 ん 
だ 。 氷点 ー40C も 昔 で は な か っ た 


少し の アイ デア と 工夫 で 見 慣れ た 景色 を 一 変 させ る テク ニッ ク が あり ます 。 
ここ で は マン ネリ を 打破 で きる ワン ラン ク 上 の 撮影 技 を 紹介 し ます 。 


gmxe 鈴 木 知 子 ネッ 65 コ 8 


露光 間 カ メラ 回 し 
低速 シャ ッ タ ー で カメ ラ を 回 転 させ て 動き を 出す 


ソニ ー go7 FE 24-240mm F3.5.6.3 
24mm シャ ッ ター 優先 AE(F10、1715 秒 、 二 2.3EV) 
ISO 100 WB: 大 性 光 

遊園 地 の 回 転 木馬 を 主題 に 起 光 間 カ メラ 回 し で 提 
影 。 カメ ラ 回 し と いっ て も グル グル と 回 すわ け で は な 
い 。 中 心 内 を 意識 し て 素早 く カ メラ を 回 転 させ よう 


ご 呈 1 * 絢 〇 回 転 させ な いと 動き が 出 な い 
/ 回 転 木馬 は カメ ラ 回 し を し な いで 撮る と 、 まっ た く 
ド 動き が 感じ られ な い 。 実際 は 動い て いな い 被 写 
香 光 広角 


aY 
\ 
水平 アン グル アイ レベ ル 閉じ る 作 連 体 で も 回 転 が 加 わる こと で 動い て いる か の よう 
に 表現 で きる 


止ま っ て いる 回 転 木馬 に 堅 動 感 を プラ ス す る テク ニッ ク 


露光 間 カ メラ 回 し は 、 露 光 中 に カメ ラ を | 度 に 設定 。 あ と は 画面 中 央 に メイ ン の 被 写 度 に よっ て イメ ー ジ は 大 きく 変わ り ます 。 
グル ッ と 回 転 さ せる テク ニッ ク で す 。 露光 | 体 を 配置 し て 、 カ メラ を 回 転 さ せな が ら シ ャ ッ タ ー 速 度 は 遅く し すぎ る と 、 手 ブレ 
間 ズ ー ミ ング は ズー ムリ ング を 回 し ます が 、 | ャ ッ タ ー ボ タン を 押す だ け で す 。 ポ イン ト を 起こ し ます 。 手 ブレ が 発生 する と 中 心 軸 


こち ら は カメ ラ を 直接 回 し ます 。 撮り 方 は | は カメ ラ の 中 心 軸 を 意識 し て 回 すこ と 。 同 | が ぶれ て し まい ます 。 は じ め は 、1715 秒 


シャ ッ タ ー 優 先 AE で 遅 め の シャ ッ タ ー 速 ヨ じ シ ャ ッ タ ー 速 度 で も カメ ラ を 回 転 する 速 ま くら い を 目安 に 挑戦 し て み ま し ょ う 。 
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青色 強調 


WB や ケル ピン 値 で 作る クー ル な 世界 観 | 


キャ ノン EOS 5D Mark 四 EF16-35mm F2.8L 
USM 26mm 絞り 像 先 AE(F2.8、 1/3.200 秒 、 
1.0EV) ISO 100・ WB: 自 熱電 球 

時 り 空 だ っ た が ホワ イト バラ ンス を 白 欠 電 球 に し て 、 
青 の 世 界 を 演出 し た 。 色 が 濃く な りす ぎ な いよ う 、 
コン トラ スト を 少し 強め て いる 。 緊張 感 を 伝え る よう 


な 移 け さ を 表 現し た 
ン 
ン 
に ソニ ーo7 エー FE 24-240mm F3.5-63 OSS 115mm 


、 本 り 條 先 AE(F6.3、 17125 秒 0.7EV) |SO 640 WB: 大 陽光 


グ 族 N 
上 
プ 


EE 背景 の 夕焼け に 皿 出 を 合わ せ て 形 を 狙う 「 。。 
4 


逆光 時 に 狙え る シル エッ ト 撮 影 | 点 で す 。 逆光 で な いと 撮れ な い の 送 光 


は 、 形 が ハッ キリ し た 被写体 を 選 | 


ぶ と 意図 が 伝わり や すい 写真 に な 
り ま す 。 被写体 を アッ プ に し すぎ 


る と 、 分 か り づ らく な る の で 注意 5 


し まし ょ う 。 こ の 手法 の 最大 の 魅 
力 は 、 被 写 体 を シル エッ ト に する 
こと で 、 服 や 建物 の 色 な ど 、 細 
か い 要 素 が 引き 算 さ れる と いう 


望遠 レン ズ で 
画面 を 整 


で 主題 を 大 きく と ら え 、 硝 
景 を 整理 し て いる 


3 


で 、 太 陽 の 位置 が 高い 時 間 帯 は 
シル エッ ト 撮 影 は 難し く な り ま す 。 
| 太陽 の 位置 が 低い 朝 や 夕方 、 室 
内 の 窓 を 利用 する の が オス ス メ で 
す 。 シルエット 撮影 の ポイ ント は 
露出 補正 を マイ ナス 側 に 設定 、 少 
| し 暗め に する こと で 形 が くっ きり 
| と 浮か び 上 が り ます 。 


円 


夢 の 中 の よう な 雰囲気 に する に は 
WB を 白 熟 電球 に 変更 


青色 強調 は 、 お も に WB の 設定 を 変え て 、 青 
い 世 界 を 作り 出す 方 法 で す 。 青 を 強調 する こと 
で 静寂 や 神秘 的 な イメ ー ジ を 写真 に 埋め 込む こ 
と が で きま す 。 屋外 で 風景 を 提 影 する 場合 、WB 
は 白熱 電球 や 蛍光 灯 を セレ クト すれ ば 、 青 を 強め 
る こと が 可能 で す 。 ほ か に も ケル ビン 値 を 低く す 
れ ば する ほど 、 画 面 が 青く な り ま す 。 プ リセ ッ ト 
され た WB より も 微 調整 が し や すい の で 扱い や す 
い 場 合 も あり ます 。 単純 に 青 だ け を 強調 する と 、 
ベタ ッ と 重たい 印象 に な る こと が あり ます 。 そ ん 
な と き は 露出 を 明る くし た り 、 コ ント ラス ト を 高 
くし て 、 画面 に メリ ハリ を 加え る と 良い で し ょ う 。 


G WB : オ ー ト は 
見 た め の イ メー ジ 
どん より と し た 明り 空 だ っ 
た の で 、 オ ー ト で 撮影 す 
る と 、 ネ ム た い 印 象 に な 
っ て いる 。 色 が 写真 に 与 
える 影響 は 大 きい の だ 


日 没 時 に 富士 山 と 人 物 を シル エッ ト に し て 提 影 し た 。 シル エッ 
ト で 表現 する と 服 の 色 が 黒く 表現 され る た め 、 余計 な 要素 が 
排除 され 、 スッ キリ し た 印象 に な る 
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玉 7 


キラ キラ と し た イメ ー ジ の 玉 ボ 
ケ は と て も 魅力 的 。 こ の 玉 ボ ケ の 
正体 は 点 光 源 。 点 光源 を 大 きく 
ぽか すこ と で を 作る こと が 
で きる の で す 。 点 光源 と いう と 電 
球 の よう な 照明 を イメ ー ジ する か 
も 知れ ませ ん が 、 晴 れ た 日 の 水 
辺 の 反射 や 木漏れ日 も 京 光源 ( 
な り ま す 。 玉 ボケ の 発生 源 は 、 光 


KN 
ロン / 


| が 反射 し て いる 場所 な の で 、 逆 光 
気味 な と ころ を 探す よう に し ます 。 
カメ ラ の 基本 設定 は 絞り 優先 AE 

し て 開放 F 値 で 撮影 し ます 。 ま 

に 、 望 可 レ ンズ を 使え ば 、 ボ ケ を 

より 大 きく 表現 で きま す 。 カ メラ 

と 被写体 、 痛 景 まで の 距離 も 関 

係 し て くる の で 、 シ ー ン や 被写体 

に 応じ て 決定 し まし ょ う 。 


ッ ソニー g7 エー FE 70-200mm F4 G OSS 149mm 


0 画面 端 の 
点 光源 は 歪む 


画面 交 の 玉 ボ ポケ が レモ ン 


衣 で 多く 見 られ る 


ホワ イト バラ ンス 十 色 彩 モ ー ド 十 
フラ ス 補 正 で 涼やか な 色 を 作る 


色相 ずら し は 、 カ メラ 内 に 搭載 され て いる 色彩 
モー ド や WB を 調整 し て 非 現実 的 な 色 を 演出 す 
る こと を いい ます 。 写真 は 見 た まま を 起 実 に 写す 
表現 が 一 般 的 で す が 、 非 現実 的 な イメ ー ジ の 世界 
を 作り 出す こと も で きま す 。 い つも と は 少し 違っ 
た 写真 が 撮り た いと き に ぜひ 試し て みて くだ さい 。 
写真 の 色 を 劇 的 に 変え る の は 、WB で す 。 暖 色 
系 に する か 寒色 系 に する か 、 大 き な 選 択 は WB で 、 
その あと の トー ン 調 整 は 色彩 モー ド を 使っ て 色 を 
作っ て いき まし ょ う 。 さらに 色 に は 露出 も 大 きく 
か か わっ て きま す 。 露出 補正 で 明る さ の コン トロ 
ー ル も 忘れ な いよ うに し まし ょ う 。 


色相 ずら し we 


設定 を 微 調整 し て 非 現実 的 な 色 に 


SN 普通 に 撮る と 


ッ =ーg ョ ン E24240wm は なる 3.06S 、、 平凡 な 色 に 

11Bmm / 作 完 AE(F6.3、 1320 秒 、+20EV) 先 を 志 実 

洒 ( 人 | 地 の 節男 息 実に 

Rs て 果 詳し と る と ち も し ろ み が 

2 か バラ 計 意 じ られ な い 仕 上 が リ 

ス は 蛍光 殺 に 設定 。 ビグ リー ン を 足し 5 キッ 
し て 、 幻 想 的 で や わら 中 達 


で 遊ん で みよ う 


| 良 。 か い 団 気 を 目指 | 
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さか さま 
上 下 左右 を 反転 させ て 不可 思 議 さ を ア ッ プ ー 


ッ ニ ー g75 Vario-Tessar T*| 
FE 24-70mm F4 ZA OS5 67mm 

撤 り 任 先 AE(F4、 180 秒 、 2.0EV) 

ISO 250・ WB: 大 陽光 

この 写真 は レタ ッ チ ソ フ ト を 利用 し て 反転 し た 。 水 た 
まり な ど に 風景 を 映し た 写真 は 、 さ か さま フォ ト に 合 
わせ や すい 。 空 を 写 さ な い ほ う が 不 思 講 な 効果 が 強 
調 され る 


3) 空 を カッ ト し て 現実 感 を な くす 


映り 込み と さか さま 表現 は 相性 が いい 。 現実 馬 
が 感じ られ な い 構 図 を 意識 し て 撮影 し て みよ う 


映り 込ん だ 景色 を 上 下 反転 させ て みる 


普段 見 て いる 景色 を さか さま に し た ら 、 
どう 見 える の か な ? そん な 遊び 心 多 戦 | 
し た い 表 現 で す 。 撮 影 の と き に カメ ラ を さ | 
か さま に する 、 また は 撮影 し た 画像 を | 


| Photoshop な どの レタ ッ チ ソフ ト を 使っ て まれ る よう に し て み ま し ょ う 。 こ こ で 感 の な い 写 真 が この 表現 に は 合っ て いま す 。 


写真 の 基本 が 学べ る 書籍 を 発売 ! 


| 上 下 、 ま た は 左右 を 反転 する こと も で きま 


す 。 ど の よう な 写真 で も 、 さ か さま に すれ 
ば お も し ろく な る わけ で は あり ませ ん 。 さ 
か さま に する こと で 、 何 か し ら の 意味 が 生 


上 


上 


は 大 き な 水 た まり に 映り 込ん だ 風景 の 画 
像 を 、180 度 上 下 反転 させ まし た 。 鏡 の 
中 に 入り 込ん だ よう な 、 不 思 議 な 世界 感 
を 表現 で きま し た 。 さ か さま に し て も 遺 和 


すず ちゃ ん の は じ め て の 
衝 =29- カメ ラ と レン ズ 
* 鈴木 知子 著 定価 1.600 円 + 税 


今回 紹介 し た 
テク ニッ ク の ほか に も 
34 個 の 技 を 掲載 ! 
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本 ドン 生 ま 
ニッ ポン 鉄 


Ril | 


( 良 県 ) ト 


NN 


今回 の 相棒 カメ ラ 
三 ヨ コジ コン is 村 
D5500 Df 
2 | | 
1 ト ィ ゴ 
し ーー 回 省 


ン DS500 AF-S NIKKOR 80-400mm 
74.5-5.6G ED VR 400mm(600mm 相 当 
直り 優先 AE(FS.6、 1/180 柳 
ISO 800。 WB : 晴 天 日 際 
強烈 な 坂道 を 登っ て くる ミケ] 。 間違い な く 幼 子 は 
泣く 。 夜 間 も 撮 影 し た が 、 あ まり に も 車内 が 丸見え 
に な る た め 、 夕方 の この カッ ト を 採用 

ニコ ン Df AF-S NIKKOR 16-35mm 74G ED VR 

一 鐘 り 優 先 AE(F8、 1640 秒 0.7EV 
ISO 200 WB : 晴天 日 際 宇山 寺 線 鳥居 前 一 山寺 
日 常 の 風景 の 中 に 、 突 然 現れ る 「 ブ ル 」。 この イン 
バク ト 満点 の 風景 を 、 地 元 の お ば ちゃ ん は 華 朋 に ス 
ルー。 踏切 に ケー ブル が むき 出し な の も 第 恒 

ン D5500 AF-S NIKKOR 80-400mm 
174.5-5.6G ED VR 300mm(450mm 相 当 

マニ ュ アル 臣 出 (F5.6、 1/250 牧 

ISO 400 WB : 晴天 日 陰山 上 絹 室山 寺村 屋 表 


山上 株 は 、 そ の 由 縮 ある 風景 と は まっ た く 無関係 に 
音楽 会 ] と E 会 」 が テー マ 。 これ は オル ガン を 
模 し た 「 ド レミ ] 号 


AF-S NIKKOR 16-35mm 74G ED VR 
絞り 人 先 AE(F4.5、 1/4.000 移 、 1.3EV) 

3200 WB : 晴天 日 際 山 上 上線 格 屋 表 駅 

さす が ケー ブル カー だ け あ り 、 信 じ ら れ な い 急 折 を 合 
ー ム も 騙 坂 。 爽やか な 風景 の 中 を 、 苺 シ 
ョ ー ト ケー キ が 横切る 


sheye-Nikkor 
105m 5mm(16mm 相 当 ) 

衣 り 條 先 AE(F5.6、 1/4.000 秒 、 0.5EV) 

ISO 400・ WB : 晴天 日 除 宇 山寺 線 

ケ 」 の 窓 か ら 「 ブ ル ] を 望む 。 間違い な く 日 本 イ 
バク ト の ある 列車 交換 風景 だ 。 ほ か の 追 頃 を ゆる 
さ な い 「 ゆ る 鉄 」、 大 好き ! 


日 本 は それ ほど 広く な い が 、 関 東 と 関 
西 で は か な り 感 覚 カ 


昌 
違い な く 不 採用 に な る だ 
か ? ネタ な の か ? 本 気 と 書い て マ 
か ? も し か し た ら す べ て が 当て は まる か も し 
れ な いこ の ケー ブル カー を 
る 関西 人 っ て スプ い な と 、 
で あっ た 


前 置き が 長く な っ た が 、 こ こ は 奈 良 県 を 走 
る 生駒 ケー ブル で 、 正 式 に は 生 馬 負 線 と い 
う 。 生 駒 山 と いえ ば 、 春 日 山 、 奈 良 山 と と も 
に 「 平 城 京 の 三山 ] に 具 げ られ る 由緒 ある 山 
だ し 、 日 本 初 の 営業 用 ケー ブル カー と いう 歴 
史 が ある に も か か わら ず 、 ま っ た く ト さ 
な いぶ ぷっ と ん だ 車両 が 運行 きれ て いる の が 、 
この 路線 の 最大 の 魅力 だ ろう 。 全 
いう 短い 路線 だ が 途中 の 宝山 寺 駅 で 線路 は 


km と 


途切れ て お り 、 訂 側 が 宝山 寺 線 、 山 頂 側が 


山上 線 と な る 。 宝 山寺 線 を 走る の は 、 犬 を 
模 し た 「 ブ プル 」、 猫 を 模 し た 「 ミ ケ 」。 山 上 線 
で は オル ガン を 模 し た 「 ド レミ 」 と ケー キ を 模 
し た 「 ス イー が 運行 中 。 こ の ベタ 過ぎ る が 


ゆえ に ほか の 追随 を 許さ ない イン パク ト の あ 
る 車両 と 、 由 緒 あ る 生駒 山 の 風景 と の ハー 
モニ ー を 狙っ た が 、 ー す る わけ な い 
の だ っ た . 


中 井 精 也 (な か いせ いや ) : 1967 年 


ミ 衝 生まれ 。 2004 年 胡 か ら 毎 日 1 少 ず 鉄 写真 を 提 玉 する ブロ グ 「1 晶 1 録 を 継続 中 。 広告 雑誌 写真 の 撮影 の ほか 
株 式 会 社 フォ ー ト ナカ イ 代表 。 著 午 に 「 世 界 一 わか りや すい デジ タル 一 課 レ フカ メ 


写真 の 教科 書 」 (イン プレ ス ) が ある 。 http 


請 演 や テレ ビ 出 演 な ど 幅 広く 活動 し て いる 


railman_cocologrnifty.com 
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ッッ / 
静か な 晩秋 の 奥 日 光 と 
秋 上 真っ 盛り の 日 光 へ 


日 光 東 照 宮 へ は 東武 日 光 
駅 か ら バ パス で 10 分 。 車 の 
場合 は 日 光 I.C. か ら 2km。 
小田 代 ヶ 原 は 東武 日 光 駅 
か ら バ パス で 60 分 。 三 本 松 
停留 所 下車 、 徒歩 5 分 
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(P.088) キ ャ ノン EOS 5D Mark 
EFZ0.200mm F2.8LIS LUSM 

70mm マニ ュ アル 欠 出 (F16、 175 紗 ) 
ISO 400・WB: 大 陽光 

朝日 が 見 る と 、 森 の 科 は ピン ク に 地 ま 
っ た 。 ワ イド レン ズ に 変え た か っ た が 、 
この よう な 色 は すぐ に な く な る の で 、 装 
芽 し て いた レン ズ の 広角 側 で 後ろ に 下 
が り 、 午 屈 な 画面 に な ら な いよ うに し た 


(P.090) キ ャ ノン EOS 5D Mark 
EF24-70mm F4LIS USM 44mm 
マニ ュ アル 散 出 (F16、 1720 秒 ) 

ISO 400/ WB: 大 同人 

肖 絆 で 何 も 見 えな か っ た 湿原 が 開け て 
きた 。1 本 の 木 を ポイ ント に し て フレ ー ミ 
ング 。 ハー フ ND フ ィ ルター を 使っ て 湿 
原 と 空 の 堆 出 を 整え て 、 を 印象 的 に 
表現 し た 


(P.091) キ ャ ノン EOS Kiss X71 
EF-S18-55mm F3.5-5.6 IST エ 18mm 
(28.8mm 相 当 ) マニュ アル 引 出 (F11、 
1780 秒 ) H 

小さ い 渓谷 だ が 、 な か な か 絵 に な る 場 
所 だ っ た 。 か な り の 急流 だ っ た の で 白 
飛び し な いよ うに 感度 を ISO 1600 に 
上 げ て 、 あ る 程度 速い シャ ッ ター 速度 
を 確保 し た 


昨年 の 11 月 、 テ レビ 番組 の ロケ で 栃木 
県 の 日 光 へ 向かっ た 。 ま ず 訪 れ た の が 、 大 
き な 杉 が 立ち 並ぶ 旧 日 光 街道 。 カメ ラ を 
肩 に 下げ て 、 歴 史家 の 方 と 会 話し な が ら 
歩く の を 撮ら れる の だ が 、 や は り 私 は 写真 
家 の 立場 な の で 途中 で カメ ラ を 構え る こと 
を 期待 きれ る 。 と は 言っ て も 、 
ば 総計 に カメ ラ を 出さ な いよ うな 真っ 尽 間 
の 街道 で 、 無 理 や り 撮 ら な く 《 て は いけ な い 
の だ か ら 大 変 。 私 は 自 景 以 外 は まっ た 
撮ら な い の で 、 ち ょ っ と し た スナ ッ プ は 
あり えな い 。 そ し て 、 ロ ケ 中 に 撮っ た 作品 
が テレ ビ で 映し 出さ れる と な れ ば 、 そ こそ 
この 写真 を 撮ら な く て は いけ な く (な る 。 番 
組 の 中 心 と な る 街道 の 歴史 を ひも 解く 場 
面 は 日 中 に 撮影 され 、 ス トー リー に そっ て 
ロケ 場所 も 移動 する る の で 、 る その 時 間 帯 に 
本 気 の 作品 を 作り 上 げ る の は ほぼ 不可 能 
そう な る と 、 共 演者 が まだ 眼 っ て いる 早朝 
の 時 間 乏 に 自分 で 撮影 を し な く て は いけ な 
く な る の だ , 

旧 日 光 街 道 で 2 カッ ト だ け 撮 影 し 、 次 に 
向かっ た の が 日 光 東 


『、 欧 米 人 
巻 で は 中 国人 の 爆 
『、 ア ジア 系 の 観 


欧米 人 は この 2 
の だ と 言っ て いた 
淵 と いう 作 


次 に 訪れ た の が 憶 満 ヶ 


私 は いま 


川 を 訪れ > 
た こと が な か っ た 番 
そし て 川 の 構 に は 、 


赤い 帽子 と 前 掛け 


けけ た お 地蔵 様 が 何 十 体 も 並び 、 不 思 
議 な 光景 だ っ た 。 私 に と っ て 、 お 地蔵 欄 


は 被写体 外 だ が サー ビス 精神 で 撮影 する こ 
と に し た ( 笑 ) 

翌日 の 早朝 は 、 こ の 時 期 う まく いけ ば 夫 
水 と 窒 の コラ ボレー ショ ン が 期待 で きる 小 
田代 ヶ 原 に 行っ た 。 着 いた 時 は 霧 が 多 す 
ぎ て 有名 な 貴婦人 の 木 も まっ た く 見 えな 
か っ た の で 、 森 に 入っ て 朝日 で ビン ク 色 に 
染まる 鶴 を 撮影 し た 。 や が て 堆 


街 道 の 歴 


っ て きた の で 車道 に 戻り 、 
を 撮影 。 し ば 6 て し て 
下がっ て くる と 、 木 々 に 肥 水 が 付き は じ め 
た が 、 ホ テル な く て は いけ な い 時 間 
と な り 、 こ こ で 撮影 は 終 自分 が 
画 し た ロケ で は な い 撮影 は 、 い ろ い ろ な 
こと が な か な か 難し い 


路 が 漂う 湿原 
日 の 出 後に 


= 戻ら 


や は り * 『 朝 は 本 気 の 撮 影 へ ha 


ホテ ル に 戻る と 、 共 演者 が テラ ス で ゆっ 
くり 新聞 を 開い て いた 
朝 撮影 の な い テ レビ ロケ に 出 た いも の だ と 


一 度 で いい か ら 早 


米 美知子 (dozs:| 


1967 征 東京 都 生ま れ 。 アマ チュ ア 時 代 に は 全国 規模 コ 


て いる 。 写真 集 「 礎 に 流れ る 時 間 | 
メー 穫 合 出 后 ) を ど 著書 数 
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さま ざま な オー ト 機 能 を 使っ で 撮る 新 機軸 の フォ ト テ クニ ッ ク 


プロ フェ ッ シ ョ ナル の た め の 


写真 - 文 e 


岡嶋 和幸 
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な 

し 敵 固 放 に 活 用 する こと で 、 シャ ッ タ ー チ ャ ンス に 強く な っ た り 、 構 
胃 


・⑩: 


| ク グラ ム AWTO 


日 進 月 歩 で 進化 し て いる カメ ラ の さま ざま な オー ト 機 能 。 これ ら の 特徴 を 理解 し 

に 集中 で きた りす る の だ 。 
サイ ズ 、 APS-C、 マイ クロ フォ ー サ ー ズ の 被 写 界 深度 に 着目 。 遠景 、 遠近 、 マ クロ に お いて 、 
プロ グラ ム オ ー ト は どの よう な F 値 を 導き 出す の か 、 検証 ・ 分 析 を し て み : 


3 つの シー ン で 検証 する 被 写 界 深度 の 傾向 


いま の 撮影 スタ イル に プロ グラ ム オ ー ト 


を は じ め と する オー ト 機 
むこ と で 、 よ り 効 率 良く 効 
快適 に 撮影 が 行え る よう に な 
表現 力 テッ プ に も つなが る は ず 。 そ の 検証 
と 実践 的 な 使い こなし を 提案 する フォ トレ 
ッ ス ン の 第 1 回 の テー マ は 「 被 写 界 深度 」 だ 

露出 モー ド は 、 赴 出 を 決め る 3 要素 [絞り 
シャ ッ タ ー 加 度 ] [ISO 感 度 ] を どの よう に 
設定 する の か を 選ぶ 機能 だ 、 ほ と ん どの 機 | 
で 「 プ ログ ラム オー ト 」「 絞 り 優先 オー ト 
「 シ ャ ッ タ ー 優 先 オ ー ト 」]「 マ ニュ アル 規 出 
の 4 つの 露出 モー れ て いる 
いずれ も カメ ラ が 制御 する の は 絞り と シャ 
ッ タ ー 速 度 だ け 。ISO 感 度 る 制御 で きる 赴 


| 撮影 スタ イル が 確 


の 果 的 
分 けた い 
る 被写体 や シ 


ン が 決ま っ て きた り 、 


れ か 1 つ に 絞り 込ま れ て いく ケー ス が ほ と 
ん ど だ ろう 。 と ころ が 、 プ ログ ラム オー ト 
ご け は 最初 か ら そ の 選択 肢 に 含ま れ な いこ 
と が 多い よう だ 。 私 
の 高い 起 出 モー ド で ある だ け に これ は ちょ 
っ と 残念 で ある 


露出 モー ド の 中 で は 絞り 優先 オー ト が | 


- 番 人 気 
り を 変え て 被 写 界 深 | 
の で は な く 、 と に か く 開 放 絞り で アウ ト フ 


に 撮 | 


自身 、 最 も 使用 燥 度 | 


+ー カ ス 、 あ る い は 絞り 込ん で パン フォ ー 
カス と いっ た 具合 に 、 絞 り を 固定 する ケー 
ス の 方 が 多い よう だ 。 、 そ れ だ と 
ぽ け すぎ た り 、 中 途 半端 な ぼけ 具合 に な っ 
た り 、 ら な か っ た りな 
ど 、 イ メー ジ ど お り の 結果 が 得 ら れ な いこ 


見 [撮影 距離 」 


バン フォ ー カ ス ( 


や 絵 作 り に よっ て 変化 する か ら だ 
* プ ログ ラム オー ト の 出番 で ある 


よう な F 値 に 設定 きれ て 、 被 
の よう に 変わ る の か 、 い くつ か の 条件 で 実 
証し て みた い 


| 被 写 界 深度 の 特性 を 理解 し 


被 写 界 深度 が 浅い 上 


被 写 界 深度 が 深い 


大 きい 撮像 素子 サイ ズ 小さ い 


画 角 、 提 影 下 離 、F 値 が 同 
れ て いる 撮像 素子 が 大 きく な る ほど 袖 写 界 深度 は 浅く 、 小さ く な る ほど 深く な る 


に な る よう に 撮影 し た 場合 、 デ ジタル カメ ラ に 搭載 さ 


長い 焦点 距離 


レン ズ の 焦点 距離 が 長く な る ほど . 


つま り 望 癌 に な る ほど 彼 写 界 深度 は 浅く な る 。 


知 く な る ほど 、 つ まり 広 訪 に な る ほど 被 写 春 深度 は 深く な る 


近い 撮影 距離 


近づく ほど 撤 写 界 深 度 は 浅く な る 。 反対 に 


提 影 宅 元 が 長く な る ほど 、 つま り 被写体 か ら 離 れる ほど 入 写 界 深 度 は 深く な る 


短い 友 対 に 作 』 
問 い : 撮 が 短く な る ほど 、 つ まり 撤 写 
絞る 


F 値 が 小さ く な る ほど 、 つ まり 絞り を 開け る ほど 被 写 界 深度 は 浅く な る 。 反対 に F 値 
が 大 きく な る ほど 、 つ まり 絞り を 絞り 込む ほど 徹 写 界 深度 は 深く な る 


遠い 


ピン ト 位 置 よ り 手前 に な る ほど 徹 写 界 深度 か ら 外れ て ぼけ や すく な る 。 反対 に 近く 
る も の ほど ぼけ に くい 。 この 前 方 深度 は 後方 深度 より 浅く な る 傾向 が ある 


近い 


ント 位置 より 後ろ に 離れ る ほど 拓 写 界 深度 か ら 外れ て ぼけ や すく な る 。 反対 に 近 
に ある も の ほど ぼけ に くい 。 この 後方 深度 は 前 方 深度 より 深く な る 傾向 が ある 
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風景 な どの 遠景 を 撮影 す 
体 を 披 写 界 深度 内 に 収め て 、 
ン フ ォ ー カ ス に 仕上 げ よ うと す 
多い だ ろう 。 そ の 場合 は 必 
り を 絞り 込む こと に な る と 思う が 、 
値 が 最適 な の だ ろう か ? 


me 


は ある の だ ろう か ? 


、 遠 景 撮影 に な いて プロ グラ ム オ 


絞り と シャ ッ タ ー 
を カメ ラガ が 自動 で 制御 する ブロ グラ ム 
オー ト で は バン フォ ー カ ス が 得 ら れ に くい 


され る F 値 の 違い や 被 写 界 深 
度 の 変化 に つい て 検証 し て みよ う 。3 タ イ 
プ の 撮像 素子 サイ ズ 、 開 放 F 値 の 明る い レ 
ンズ と 暗い レン ズ 、 広 角 、 標 準 、 望 剖 の そ 
れ ぞ れ の 画 角 で 撮影 し て 、 そ の 結果 を 比 


較 し て みた 


望遠 (200mm 相 当 ) 


F8、 1/320 秒 、 0.3EV 


キヤ ノン EOS 5D Mark 皿 


F7.1、 1/250 秒 、 土 0OEV 


キヤ ノン EOS 5D Mark 皿 


F5.6、 1/640 秒 、 一 0.3EV 


キヤ ノン EOS 5D Mark 中 
05mm F4L IS 


F9、 1/200 秒 、 0.3EV 


E16mm F2.8 


F9、 1/125 秒 、 0EV 


キャ ノン EOS 5D Mark 

| EF24-105mm F4L IS USM 
F8、 1/160 秒 、 0.3EV 

リコ ー イ メー ジン グ K-3 HI 
smc PENTAX-DA 35mmF2.4AL 


F8、 1/160 秒 、 0.7EV 


キヤ ノン EOS 5D Mark 想 


EF70. IS い 


F6.3、 1/400 秒 、 寺 0EV 


| Somnar Tr 185mm F1.8 2A 
F5.6、 1/500 秒 、 土 0EV 


6000 


F9、 1/160 秒 、 土 0EV 


F5、 1/500 秒 、 +0.3EV 


Vario-Tessar Tw E 16-70mm F4 ZA OSS_ 


リコ ー イ メー ジン グ K-3 


F8、 1/200 秒 、 0.3EV 


IT 


F5、 1/640 秒 、 0.3EV 


| HD PENTAXDA 16.85mm F3.5.5 6ED DC WR | 暗 


77 H 

| DT 55.200mm F4.5.6 SAM 

F5.6、 1/400 秒 、 0.3EV 
ン バ ス 0I 


F5.6、 1/800 秒 、+0.7EV 


オリ ン バ パス OM-D E-M1 
iT 


|F7.1、 17320 秒 、 +0.3EV 


撮影 時 の 共通 設定 は 、 多 分 割 測光 、 障 調 本 正 機能 は オフ . 


ペー キー\NI ロ N ユ る 


王 M1 の み ISO 200) 、 手 プレ 本 正伸 構 は オフ 、 JPEG 記 録 、 三脚 を 使用 。 夫 出 は ブラケット 可 影 を 行い 


ロレ 4 


ト の 傾 


テス ト を 行っ た 撮影 現場 の 天候 は 晴れ 
で 順 光 、 光 量 6 た っ ぷり だ 。 撮影 距離 6 十 
分 に 離れ て いる 。 結 果 は 、 前 景 と 背景 の 
どちら も 無限 遠 と 、 拉 写 界 深度 内 に ほとん 
ど 収 まっ て いる 。 た と ぇ 開放 絞り で も る ほぼ 
パン フォ ー カ ス の 仕上 が り 。 和 朱 写 界 深度 が 
浅く な りや すい 望遠 を 含め て 、 す べ て の 組 
み 合 わせ で パン フォ ー カ ス が 得 ら れ た . 

F 値 に 注目 し て みよ う 。 広 角 と 標準 は ほ 


オリ ン バ パス OM-D E-M1 
IK( 虹 


F9、 1/200 秒 、 0EV 


WB は 大 陽光 、 仕 上 が り 設定 は 初期 設定 (リコー イメ ー ジ ング K-3 は 鮮やか で は な く ナチ ュ ラル 
開 者 が 適正 宮 出 と 判断 し た も の を 掲載 し て いる 


ょ どの 撮影 抄 件 で も パン フォ ー カ ス が 得 ら れる 


と ん ど が F8 前 後 で 、 マ イク ロフ ォ ー サ ー 
は 開放 下値 の 明る い レ ンズ だ けが F5 と 開 
け 気 味 の 傾 向 。 光 量 は 十分 な の に 絞り 込 
まな い の は 、 レ ンズ 性 能 と 関係 が あり そう 
だ 。 撮像 素子 が 小さ いぶ ん 、F5 で も ほか 
の フォ ー マ ッ ト と 同等 の 被 写 界 深度 を 確保 
で き て いる 。 望 遠 は F5.6 一 7.1 と 、 フ ォ ー 
マッ ト や レン ズ に 関係 な く 同 様 の 結果 だ . 
吉 出 補正 を プラ ス に する と 、 広 角 と 標準 


オリ ン バ パス OM-D E-M1 


|F7.1、1/400、 +0.7EV 


1S0 感 度 は 最低 度 (オリンパス OM.D 


は ある 程度 まで は シャ ッ タ ー 下げ て 
F 値 を キー プ し よう と する 。 こ れ に 対し て 、 
手 プ レ 防 止 の た めか 、 望 遠 は 絞り を 積極 
的 に 開け る 傾向 。 逆 に マイ ナス 補正 し た 
場合 は 、 広 角 と 標準 は F9 一 11 あ た り ま で 
絞り 込ま れ た あと 、 シ ャ ッ タ ー 速 度 を 上 げ 
る 。 これ は 回 折 現象 を 避け る た め だ ろ う 
これ に 対し て 、 望 遠 は 絞り 込ま れず 、 早 
い 段 階 か な ら シ ャ ッ タ ー 速 度 を 上 げ て くる 


叶 
】 
仙 
に 
トコ 
宮 
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(2 遠近 | 被写体 を 同じ サイ ズ に し た 場合 の 背景 の ボケ の 違い 


背景 を ぼかし て 被写体 を 浮き 立た せ た い 
こと が ある 。 そ の 場合 は 絞り 優先 オー ト で 合 に な る こと も る ある だ ろう 
開放 絞り に 設定 と いう ケー ス が 多い と 思う プロ グラ ム オ ー ト で は ちょ うど 良い ポケ 開放 F 値 の 明る い レ ンズ と 暗い レン ズ 、 広 
が 、 ポ ボケ 具合 は 焦点 距離 や 撮影 距離 、 背 ヨ 具合 は 得 ら れ な い の か 。 遠 近 の ある シー ン 角 、 中 望遠 、 望 剖 の それ ぞ れ の 画 角 で 撮影 
景 距 離 な ど に よっ て 培っ て くる 。 そ れ に よ | に お いて 、 プ ログ ラム オー ト で 設定 され る | し て 、 そ の 結果 を 比較 し て みた 。 


背景 が ぼけ すぎ た り 、 中 途 


ケ ヶ 具 下値 の 違い や 被 写 界 深度 の 変化 に つい て 検 


証し て みよ う 。3 タ イプ の 撮像 素子 サイ ズ 、 


200mm 相 当 


ピン ト は 木 の 幹 の 中 央 に 合わ せ た 。 育 景 の ポケ 具合 を 比較 する た め に 、 その 一 部 を 拡大 し て いる 
キヤノン EOS 5D Ma キヤ ノン EOS 5D Mark 四 キヤ ノン EOS 5D Mark 


EF24mm F1.4L USM EF85mm F1.8 USM EF200mm F2L IS USM 


F3. 2、 1/40 秒 、 0. 7EV | F2.5、 1/80 秒 、+0.7EV F2、 1/100 秒 、 0.7EV 
| キヤ ノン EOS 5D Ma ] キヤ ノン EOS 5D Mark キヤ ノン EOS 5D Mat 


EF24-105mm F4L IS USM EF24-105mm F4L IS USM EF70-200mm F4L IS USM 


F4、 1/25 秒 、 十 1.0EV F4、 1730 秒 、 +0.7EV 
リコ ー イ メー ジン グ K-3 ソニ ー o77 


|sme PENTAXDA 。 Sonnar T* 135mm 
55m | 1.8 2 


F2、 1/80 秒 、 OEV F2、 1/60 秒 、 +0. 7Ev 
リコ ー イ メー ジン グ K-3 ソニ ー go77 T 
ro - 


F4.5、 1/15 秒 、 0.7EV 


M.ZUIKO DIGITAL ED MZUIKO DIGITAL ED 
る | 12mm Fa0 は 40-150mm F2.8 PRO 


| F1.2 ASPH./ POWER 0..S 
F2.8、 1/100 秒 、 0EV 
オリ ン リン バ 


MZUIKO DIGITAL ED MZUIKO DIGITAL ED 
12-50mm F3.5-6.3 EZ 1 7 ES 75-300mm F4.8-6.7 TH 


ハー キー\NI ロ N ユ て 


F3.5、 1/60 秒 、 0EV F5.6、 1/20 秒 、 0EV ー F5.1、 1/40 秒 、 土 0EV 


提 影 時 の 共通 設定 は 、 多 分 割 測光 、 階 誤 補正 模 能 は オフ 、WB は 太陽 光 、 仕 上 が り 設 定 は 初期 設 定 (リコ ー イ メー ジン グ K-3 T は 鮮やか で は な く ナ チュ ラル )、1SO 感 度 は 最低 感度 (オリン パス OM-D 
IM1 の み ISO 200) 、 手 ブレ 補正 機 惨 は オフ 、 JPEG 記 録 、 三 親 を 使用 。 監 出 は ブラ ケッ ト 撮影 を 行い 、 笠 者 が 條 正吉 出 と 判断 し た も の を 掲載 し て いる 


| フロ クラ ム ォ ー ト の fm 332 


日 除 で 光量 が 少な く 、 ど の 組み 合わ せ | ほぼ 同 じ だ 。 画 角 と F 値 が 同じ 場合 
も 絞り は 開放 付近 に 。 手 プレ を 軽減 する 撮像 素子 サイ ズ が 大 きい 方 が : ケ 時 は 多く 、 
た め に 積極 的 に 絞り を 開け て いる 。 開 放 | これ は 被 写 界 深 度 の モ オ リー どおり 。 開 放 
F2 未 満 の レン ズ は その よう な 状況 で も 開 下値 が 暗め の レン ズ は 、 そ の ぶん 被 写 界 深 
放 綱 り に な ら な い が 、 い ずれ も 絞り 優先 オ 度 が 深め に な る た め ポ ボケ 量 は 少な い 
ー ト で 開放 F 値 に 設定 し た 場合 と 結果 は 被写体 が ほぼ 同じ 大 きる で 写る よう に 


撮影 距離 を 調整 し て いる が 、 画 角 が 異な 
る た め 画 面 に 入る 背景 の 男 囲 や 大 きき さも 
ほな る 。 撮 像 素子 サイ ズ と 下値 が 同じ 場合 、 
広角 、 中 望遠 、 望 剖 の ポケ ヶ 量 に 違い は 見 
ら 5 れ な い 」 距離 は 異な る が 、 撮影 距離 
の 調整 で 被 写 界 深度 が 相 条 され る よう だ 。 
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マク ロ | 近接 撮影 時 の 背 


景 の ボケ 具合 


マク ロレ ンズ を 使っ た 撮影 で は 、 ビ ント 
は 拉 写 体 の 一 部 分 だ け で 、 そ の ほか は 大 き 
〈 ぼ ぽか し た い 場 合 と 、 被 写 体 の 全体 を シャ 
ー プ に 見 せ た い 場合 が ある 。 い ずれ も 絞り 


優先 オー ト で 絞り を 開け る か 、 絞 り 込 む 


上 


| だ が 、 後 者 を 実現 する の は 難し い 。 


か と いう こと に な る が 、 被 写 体 が 小さき く な 
る ほど 撮影 距離 か な り 、 そ の ぶん 撤 写 
界 深度 6$ 浅 《 な る 。 そのため 前 者 は 容易 


プロ グラ ム オ ー ト で マク ロ 撮 影 を 行う と 、 


前 者 と 後者 の どちら 寄り の 結果 が 得 ら れ 
る の か 。 小 さい 被写体 を 接写 し て 、 設 定 
され る F 値 の 違い や 被 写 界 深度 の 変化 に 
つい て 、3 タ イプ の 撮像 素子 サイ ズ で 比較 
し て みよ う 。 


キヤ ノン EOS 5D Mark 皿 


EF100mm F2.8L 
マク ロ IS USM 


キャ ノン EOS 70D 


EF-S60mm F2.8 
マク ロ USM 


オリ ン バ パス OM-D E-M1 


パナ ソニ ッ ク 
LEICA DG 
MACRO-ELMARIT 
45mm / F2.8 
ASPH. / MEGA OLS」 


F2.8、 1/6 贅 、 +0.3EV 


電影 時 の 共通 設定 は 、 多 分 割 測光 、 央 調 本 正 機能 は オフ 、WB は 大 了 光 、 仕 上 が り 設定 は 裕 設定 、 ISO 感 度 は 最低 感度 (オリ ン パ ス の み ISO 200) 、 手柄 正 機構 は オフ 、 JPEG 記 録 、 三脚 を 合 


用 。 夫 出 祖 正 値 を 恋 え て 拉 財 を 行い 、 その 傾向 を 見 る と と も に 、 筆者 が 最良 と 考え た 十 0.3EV の み 載 し て いる 


7 本 撮像 素子 の サイ ズ に か か わら ず 開 放 絞 り が 選択 され る 


室内 で の 撮影 で 光量 が 少な いた め 、 手 
プレ の 幅 減 な ど で き る だ け 速 い シ ャ ッ タ ー 
加 度 を 確保 し よう と 、 い ずれ も 開放 絞り の 
F2.8 に 設定 され て いる 。 と に か く ぼ ぽか し た 
いか ら と 、 絞 り 優先 オー ト で 開放 下値 に 設 


| 
| 
| 
| 


定 し た 場合 と 結果 は 同じ と いう こ 

撮像 素子 サイ ズ 別 に 
イズ が 最も ボケ 量 が 多い 。 それ に 対し て 
APSC は 投写 界 深 度 が ほん の 少し 深め で 、 
マイ クロ フォ ー サ ー ズ の ポケ 景 も ほとん ど 


と に な る 


| APSC と 同じ に 見 える 
見 て いく と 、 フ ル サ 


F2.8、 1/13 贅 、 +0.3EV 


これ は 焦点 距離 
が 若 十 異 な る た め 、 同 じ よ うな 画面 構成 に 
する た め に 少し 近づい た か ら だ ろう 。 マ ク 
ロ 撮 影 で は 撮影 距離 が 被 写 界 深度 に 顕著 
に 影響 する こと が 分 か る 。 


プロ グラ ム オー ト で 狙い どおり の 被 写 界 深 
度 は 得 ら れる の だ ろう か 。 こ れ が この 連載 で 
まず 最初 に 検証 し て みた か っ た こと な の だ が 、 
今回 、 遠景 は 光量 た っ ぷり で 絞り 込ま れ や す 
く 、 較 江 と マク ロ は 光量 が 少な いた め 絞り が 
開け られ や すい 条件 。 絞り 優先 オー ト で F 値 
を 設定 する まで も な く 、 い ずれ も 通常 設定 す 
る で あろ う 絞り に 近い 値 が 選ば れ て いて 、 被 
写 界 深度 も 無難 な 結果 が 得 られ た 。 露出 補 
正 を 行う と 、F 値 と シャ ッ タ ー 速 度 が どの よ 


うに 変化 する の か も チェ ッ ク し て みた が 、 今 
回 の 条件 で は 選ん だ F 値 を で きる だ け キ ー プ 
する よう な 傾向 が 見 られ た 。 

被 写 界 深度 に つい て は F 値 だ け で な く 、 焦 
点 距 離 や 撮影 距離 と の 組み 合わ せ で 大 きく 
変わ る 。 絵 作り を 考え る と き 、 レ ンズ ワー ク 
や フッ トワ ー ク が ボイン ト と な り 、 そ れ ら が 
変わ る た びに 絞り を 絶妙 に 調整 し て イメ ー ジ 
どおり の 被 写 界 深度 を 得る と いう の は 、 提 影 
する 被写体 や シシ ー ン に よっ て は 対応 し きれ な 


F 値 は プロ グラ ム オ ー ト が 導き 出す 値 を 参考 に し よう 還 還 還 婁 


い 場 合 も ある 。 そ の よう な と き 、F 値 の 設定 
は 、 ま ず は プロ グラ ム オー ト で カメ ラ に 任せ 
て し まう と いう の も 有効 だ ろう 。 も ちろ ん 、 
幅広 い 被写体 や シー ン に 対応 する に は F 値 だ 
け で な く 、 選 ば れる シャ ッ タ ー 速 度 に も 意識 
を 向け な けれ ば な ら な い 。 

次 回 は いろ いろ な 光 の 条件 、 被 写 体 や シー 
ン な ど 、 よ り 実 践 的 に 、 プ ログ ラム オー ト で 
撮影 する と 設定 され る F 値 や 被 写 界 深度 が ど 
の よう に 変わ る の か を 検証 し て みよ う 。 


岡内 和幸 (お か じ ま か ず ゆ き ) : 1967 和 福岡 上 生まれ 。 東京 写真 専門 学 校 ( 現 ・ 東 京 ビジ ュ ア ルアー ツ ) 評 。 現在 は 日 本 三 真 学 陀 に て 講 大 を つと め る 。 写真 展 に 「 デ ィング ル の 交 と 風 ] 「 浦 彩 学校 
へ 行こ う 員 「 十 九里] な ど 。 写真 集 「 デ ィング ル ] (ソフ トバ パン ククリ エイ ティ ブ ) ほか 著書 多 。 htp://www kazuyuKiokajima.Com/ 
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ル 材 出 (F4.9、 17640 秒 ) ISO 12 
し い 場 面 だ っ た が 、 クリ エイ ティ ブフ ィ 


を ドラ マチ ッ ク に 切り と る こと が で きた 


1 型 CMOS の 高 倍率 ズー ム に 待望 の 薄型 モデ ル が 登場 ! 
キヤ ノン ・ - 


人 気 の コ ン パ クト カメ ラ と いえ ば 、1 型 の 撮像 素子 を 搭載 し 、 高 倍率 っ ぅ > シル 
ズー ムレ ンズ を 搭載 し た モデ ル 。 4.2 倍 ズー ム を 搭載 し た キヤ ノン の 
PowerShot G7X の 大 ヒッ ト は 記憶 に 新しい 。 今月 は 光学 3 倍 と な り 
な が ら も 、 さ ら な る 小型 < 軽量 化 に 成功 し た 新型 の G9X を 紹介 する 。 


98mm 103mm 
重き 約 209g( パ ッ テ リー、 記 録 メ ディ ア 含 む G7X よ り も 高 さ が 約 2.5mm 低 く な っ た 。 重 さ は 約 95g 軽 量化 
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キシン PoverShotG9X 
19.14mm(53mm 相 当 ) 
プロ グラ ム AE(F4.5、 17640 秒 、 土 0EV) 
ISO 125- WBi オ ー ト 
ガラ ス へ の 映り 込み の シー ン 。 映 っ た 
先 の 景色 に し っ か り ピ ント が 合っ た 。 手 
の ひら に 収まる サイ ズ な の で 積極 的 に 
さま ざま な アン グル を 狙い た く な る 


1 型 CMOS の 2.020 万 画素 と いう 大 型 
ン サ ー を 措 載 し な が ら 、 よ く ぞ 30.8mm の 
薄 き を 実現 し た | と いう の が PowerShot 
G9X を は じ め て し た と き の 感 想 だ . 

1 型 の 撮像 素子 と 言え を ば 、 こ れ ま で 各社 
の プレ ミア ムラ イン に 位置 する “ちょ っ と 
大 き な " コン パク ト デ ジ カメ に 採用 され て 
きた 大 型 モ ン サ ー だ が 、 そ れ が 手のひら サ 
イズ どこ ろ で は な く 、 名 刺 を ひと 回 り 大 き 
くし た て くらい 小 型 ・ 薄 型 の G 
た | これ は すご いこ と な の だ 。 こ 
の よう な 極小 ボディ で あり な が ら 28-84mm 
相当 の 光学 3 倍 ズ ー ム を 搭載 し て お り 、 き 
ら に 広角 端 の 開放 絞り は F2.0 を 実現 。 大 
型 の 撮像 素子 を 搭載 し た コン パク トカ メラ 
に あり が ちな レン ズ の 突出 も 最小 限 に 抑え 
られ て いる 。 そし て 重き は 約 209g と 
PowerShot GZX よ り も 約 95 g 軽 い 


! ら 、 


@ ヤン ン PowerShot GX 
10.2mm(28mm 相 当 
プロ グラ ム AE(F5.6、 1/500 柳 、 
ISO 125- WB: オ ー ト 
クリ エイ ティ ブフ ィ ル ター 「 ジ オラ マ 風 」 
で 撮影 。 高い 所 か ら 見 下ろ し て 撮影 す 
る の が ポイ ント だ 
り 和 替え は タッ チ パ ネル で 簡単 に 行え る 


13.76mm(38mm 相 当 
OEV 
OEV 


各種 フィ ルター の 切 


た 際 に 使っ て みる と 、 光 学 の 3 倍 メ ー ム 
は 広角 か ら 標 準 の ま 【 を ほぼ カバ パー する 
た め 使い や すく 、AF の 合 焦 ス ピー ド る も 十 
分 な 速 る で 快適 だ 。 撮影 モー ド は G7ZX 同 
様 に 絞り 優先 AE や シャ ッ タ ー 優 先 AE は 
も ちろ ん の こと 、 マ ニュ アル 露出 や バル ブ 
モー ド ま で サポ ー ト され て お り 抜 か りな い 

シー ン モ ー ド も 「 星 空 ] や 「 手 持ち 夜景 ] な 
ど 実用 性 の 高い モー ド が 多数 用 意 さ れ て い 
る 。 個 人 的 に 大 好き な クリ エイ ティ ブシ ョ 
ッ ト が 搭載 され て いる の も うれ し い 。 こ の 
小さ き な ポ デ ィ で 大 抵 の 撮影 は カバ ー で き て 
し まう だ ろう 。 操 作 面 で は ボディ が 非常 に 
小 き い に も か か わら ず 、 背 面 液晶 モニ ター 
に は 上 位 機種 と 同じ サイ ズ で ある 30 型 の 
タッ チバ ネル を 搭載 し て いる 。 代 わり に ポ 
タン の 数 が 減っ て し まい 、 使 う 前 まで は 操 
作 面 で 不安 6 感じ た が 、 タ ッ チ バネ ル の 反 


キヤ ノン PowerShot G9X 


クリ エイ ティ ブシ ョ ッ ト (F3.2、 17250 秒 、 
ISO 200-WB: オ ー ト 
ピン ト が 合っ た 水滴 部 分 は きれ い に 解 
像 し 、 背景 が まれ い に ぽ け て いる 。 カメ 
ラ が 自動 で さま ざま な フィ ルター を か け て 
くれ る クリ エイ ティ ブシ ョ ッ ト で 撮影 


@ ポン ン PowerShot G9X 
30.6mm(84mm 相 当 ) 

プロ グラ ム AE(F4.9、 17320 秒 、 土 0EV) 

ISO 125・ WB: オ ー ト 

遺 くに 船 が 通り か か る の を 見 つけ て と っ 

メラ を 構え て 構図 を 作り 、 望遠 端 

起動 も 速く 、 ス ムー ズ に 

撮影 する こと が で きた 


応 が 良く 、 し ば らく 使っ て いる と すっ か り 
慣れ て し まっ た 。 ま た 、 メ ニュ ー 構 成 が 
EOS と 同じ UI と な っ て いる た め 、EOS の 
サブ プ 機 と し て 考え た と きる 違和感 な く 使 え 
る だ ろう 。 カ メラ 内 で 絵 作り を 追い 込む 
に は 少し る の 足り な い メ ニュ ー 項 目 か な と 
感じ る 点 る ある が 、RAW も サポ ー ト され 
て いる た め 、 こ だ わり 派 は 後 で じっくり と 
RAW 現像 で 調整 で きる 

しれ ま で の G シリーズ に は な か っ た USB 
充電 に 対応 し て いる の も ポイ ント だ 。 
ー ト フォ ン の 充電 に も 使え る モバ イル バッ 
テリ ー(microUSB) を 使え ば 外出 先 で い 
つ で も 充電 で きる た め 、 安 心して 撮影 に 集 
隊 型 の ボディ に 大 型 モ キン サ ー と 
搭載 され た カメ ラ が 出 て 
ポケ ッ ト に 入 


スマ 


本 企画 は 試作 機 を 使用 し て 制作 し て いま す 。 その た め 実際 の 製品 と は 外 玲 画質 な ど で 結果 が 異な る 場合 が ある こと を ご 了承 くだ さい 。 
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当 の 光学 3 倍 ズー ム が 搭載 され て 
いる 。 こ れ は 一 眼 レ フ 用 の キッ ト 
レン ズ に 採用 され て いる 標準 ズー 


ムレ ンズ と ほぼ 同じ 画 角 だ 。 広角 


な ら で は の 開放 感 あ る 写真 も 3 


キャ ノン PowerShot G9X 10.2mm 
(28mm 相 当 ) - プ ログ ラム AE(F7.1、 
11.250 秒 、 キ OEV 


キャ ノン PowerShot G9X 
(84mm 相 当 ) ププ ログ ラム AE(F7.1 


ISO 125 WB: オ ー ト 171.250 秒 、 0EV) 


人 2.84mm の 3 倍 ス ー ム 


35mm 判 換算 で 28-84mm 相 


し め る し 、 ズ ー ム すれ ば 近づけ な 
い 被 写 体 を 切り 取る こと が で き て 
幅広 い 被写体 に 対応 可能 だ 。 さ 
ら に デジ タル ズー ム を 使う こと で 
12 倍 (252mm 相 当 ) まで 拡張 す 
る こと が で きる 。 


306mm 


ISO 125- WB: オ ー ト 


遥か 彼方 に 見 える 煙突 に ズー ム 。 84mm 時 の 引き 寄せ 効果 は 申し 分 な い 。 旗 点 距離 


に と 5 われ な い 自由 な スナ ッ プ が 楽し め る 


約 57mm 望 吉 敵 時 で も レン 
トーーーーー+ ズ の 操り 出し は 最 
小 限 に 抑え られ て 
いる 。 6 格 8 枚 の 3 
倍 ズ ー ム レン ズ を 


搭載 


和 30.8mm 
則 


キヤ ノン 
PowerShot G9X 
10.2mm(28mm 相 当 
マニ ュ アル 夫 出 

(F2、 1/1.000 秒 

ISO 125" WB : オ ー ト 


レン ズ は 広角 端 で 
F2.0 と 明る く 、5cm ま 
で 寄れ る 。 大型 セ ン サ 
ー と 相まって コン デジ ら 
し く な い 、 た っ ぷり の ボ 
ケ が 楽し め る の も G9X 
で の 撮影 が 楽し い 理 
由 の ひと つ だ 


っ [ 
締 / リモ ー ト が 可能 な BULB 撮 影 


G7X に は な か っ た 撮影 モー ド 「 バ ル ブ ] が 搭載 
され た 。 シャッター ボタ ン を 押し て いる 間 だ け 露 
光 さ れ 、 さ ら に キヤ ノン の スマ ー ト フォ ン ア プリ 
Canon Camera Connect と 連携 すれ ば 、 リ モ 
ー ト で の バル ブナ 撮影 が 可能 。 カ メラ を 直接 操作 し 
な く て も 撮影 が 可能 な の で 、 こ の アプ リ を 使え ば 
バル プ 撮 影 も 容易 だ 。 夜 間 の 車 の 光 跡 撮影 や タタ 
イミ ング が むず か し い 花 火 の 提 影 で 便利 だ 。 


キヤ ノン の スマ ー ト フォ ン ア プリ Canon 
Camera Connect を 使用 する と 、 バ ル 
ブ 揚 影 の と まき は シャ ッ タ ー ボ タン を 押し て 
起 光 され る 。 光 跡 の タイ ミン 
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(人物 ス タイ リッ シュ ボディ 


G7X と 比べ て 横幅 
5mm の ダウ ン サ イ 
グ 。 厚 さ は 9.6mm ス リム 
化 され て いる 


内 蔵 ス トロ ボ の 調 交 範 
囲 は 、28mm 時 で 
50cm 一 6m、 84mm 
時 で 50cm 2.4m 


バッ テリ ー は G7X と 同 
じ 専 用 リチウム イオ ン 
充電 池 の NB-13L を 
採用 し て いる 


っ て いる 。 メニ ュー タブ は タッ チバ パネ 
ル を スワ イプ し て 切り 替え られ る 


由 
区 オー ト Np ファ ルター を 搭載 


G9X に は カメ ラ 内 に 3 段 分 相 
当 の ND フィ ルター が 内 蔵 さ れ て 
お り 、 被 写 体 の 明る さ に 合わ せ て 
自動 的 に 設定 され る 。 白 飛び の 
恐れ が ある 晴れ た 日 の 明る い 場 


面 で も 安心 し て 開放 で 撮影 で き 、 
スロ ー シ ャ ッ タ ー が 必要 な 場面 で 
も 有効 だ 。 一 眼 レ フカ メラ 並み に 
表現 の 幅 を 大 きく 広げ て くれ る 
機能 だ 。 


キャ ノン PowerShot G9X 
10.2mm(28mm 相 当 ) 
マニ ュ アル 欠 出 (F2、 172.000 秒 ) 
ISO 125・ WB: オ ー ト 


ころ 、 花 が 自 飛 び し て し まっ 
と が で きた 


キヤ ノン PowerShot GyX 10.2mm(28m 相 当 
マニ ュ アル 條 出 (F2、 1/800 秒 ) ISO 125 ご WB : オ ー ト 

オー ト ND フ ィ ル ター 機能 を オフ に し て 開放 紋 り で 撮影 
た 。 オン に する と シャ ッ ター 速度 が 遅く な り 、 白 飛び を 防 


キヤ ノン PowerShot G9X 
マニ ュ アル 細 出 (F11、63 秒 
4 車線 の 道路 を 行き 交 う 車 の ヘッ ドラ イト と テー ル ラ イト の 光 跡 を 撮影 し た 。 スマ ー ト フォ 
ン で タイ ミン グ を 合わ せ て ライ ン の コラ ボレー ショ ン を 表現 し た 


11.2mm(31mm 相 当 ) 
ISO 125WB : オ ー ト 


PUINT POINT 抽 


24-100mm F1.8-2.8 の レン ズ 


1 型 CMOS モ センサー 


PowerShot 
G3X と 同等 の 
2.020 万 画素 1 
型 の CMOS セ ン 
サー を 搭載 


PINT 


バリ プン グル 液 晶 モ ニタ ー 
胡 右 に 約 175 度 、 上 


る パリ アン グル 液晶 


PowerShot G7X と 同様 の 9 群 11 枚 (両面 非 球面 レン ズ 
1 枚 、 片 面 非 球面 UA レ ンズ 1 枚 、 片面 非 球面 レン ズ 1 
枚 、UD レ ンズ 1 枚 ) を 搭載 


PowerShot 


発売 子 定 日 2015 年 10 月 22 


予想 実勢 価格 99,000 円 前 後 


PowerShot G9X と 同時 に 発表 され た PowerShot G5X は 、 大 ヒッ ト し 
た PowerShot G7X の ズー ムレ ンズ は その まま に 、 EVF を 搭載 し た 新 モ 
デル 。 今月 は 操作 感 と スペ ッ ク を 中 心 に 最速 レポ ー ト し た い 。 


だ わり の 操作 5 *x 中 原 一 雄 


G5X G7X 
撮像 素子 :1 措 CMOS 有効 画 来 数 
2.020 万 画素 人 虐 序 8.8 一 36.8mm 
24 一 100mm 相 当 ) 間 放 F 値 
F1.8 一 F2.8 連 写 達 度 : 5.9 コ マ / 秒 
ISO 際 度 :ISO 125 一 12800. 
表面 液晶 モニ ター: 3 製 104 万 ドッ ト 


大 まき: 約 112.4X76.444.2mm iio| | 


重き : 約 3779( バ ッ テ リー、 記録 メデ ィ ア 含む わ ) G7X よ り も ひと 回 り 大 きい ボディ サイ ズ 


メニ ュー 構成 は デジ タル 一 眼 の 
E0S シ リー ズ と 同等 


上 部 に は モー ド ダイ ヤル 、 霊 出 補 
正 ダイ ヤル 、 ズー ムレ バー を 拉 載 


() 光 軸 の 直線 上 に 配置 
され て いる EVF は 画面 いっ 
ば い に フ ル で 表示 が 可能 
カメ ラ の 弓 位 置 と 横 位 置 に 
対応 し て 表示 され 、 表 示 情 
報 も カス タマ イズ が 可能 
( 右 ) EVF 用 の レン ズ 


小型 な が ら スト ロボ が 内 蔵 され て い 
る うえ 、 ホッ トシ ュー も 搭載 する 


ボディ 前 面 に も 電子 ダイ ヤル を 挫 
載 。 各種 機能 が 割り 当て られ る 


動体 に も 強 い 120fps の 高速 表示 EVF に 驚き 


PowerShot G シ リー ズ に 、 待 望 の EVF いる 。 一 般 的 な EVF は 解像度 が 高く て も 。 チバ ネル 式 の バリ テン グル と な っ た こと も 
内 蔵 モ デル が 敬 場 し た と いう 名 前 色 再 現 性 が 肉眼 と は 異な り 、 違 和 歓迎 し た い 。 チ ルト 式 で は 位 置 の と き に 


じ る も の も あっ た が 、G5X の EVF を 実際 
肉眼 に か な り 近 い 見 え 


か ら 考 えれ ば G7X と G3X の 中 間 に 位置 す 
る モデ ル だ が 、 単 純 に 上 位 下位 と いっ た 関 
係 性 で は な く 、 独 自 の コン モ プ ト を 持っ 
新型 モデ ル だ と 考え た 方 が 

スペ ッ ク を 見 る と 、2.020 万 画素 の 1 型 モ 
ン サ ー を 搭載 し 、 レ ンズ は 24 一 100mm 相 
当 (F18 一 28) の 明る い 
採用 。G7X の スペ ッ ク を 引き 継ぎ つつ 、039 


不便 を 感じ る こと が ある が 、 バ パリ アン グル 
な ら ア グレ ッ シ プ な アン グル が 狙い や すい 

操作 面 で は ボディ 前 面 に 右手 の 人 差し 指 
で 操作 が 可能 な 電子 ダイ ヤル が 配置 され 
て お り 、 フ ァ イ ン ダー か ら 目 を 離さ ず に 操 
作 で きる 。 個 人 的 に 便利 だ と 思 
ム グ リ ッ プ 横 に 付い て いる 動 
普通 に グリップ し て いる 間 は 反応 し な い 絶 


に の ぞい て みる と 
EVF の | 
ァ イ ン ダー に 比べ て 動体 ( 


メニ ュー 設定 で 


方 を する 


則 い と いう と こ 
な め ら か さき 優 先 ] 
で 120fps 
示 が 可能 だ 定 の 60fps で 
る 十分 に な め ら か : ほ ] は 明らか に 


の 「 高 速 ] 表示 に する こと で 体 


2 倍 メ ー ム を 


型 236 万 ドッ ト の 有機 EL 内 蔵 EVF と バリ 
アン ダル 液晶 を 搭載 し て いる の が 特徴 だ 

- 番 の ポイ ント で ある 内 蔵 EVF は 広い 
色 城 を 持ち 、 高 い コ ント ラス ト を 実現 し て 


違い が 分 か る ほど 残像 が な く 、 よ り 自 然 

通常 は 1.024x 
768pixel の 表示 解像度 が 1.024 x 384pixel 
に な る )。 ま た 、 背 面 液晶 モニ ター が タッ 


六 本 企画 は 試作 禁 を 使用 し て 


妙 な 位置 に 配置 きれ て いる 。G9X 同 様 
USB 充 電 に る 対応 し て お り 、 本 格 的 な 撮 
影 か ら 普 段 使 いま で 死角 の な い 高 ラン ス 
な 仕上 が り に な っ て いる カメ ラ だ と 感じ た 


( 作 し て いま す 。 その た め 実際 の 再 品 と は 外 畠 質 な ど で 結果 が 人 な る 場合 が ある こと を ご 了承 くだ さい 。 099 


Otus に 肉薄 する 
描写 力 を 誇る 標準 レン ズ 


高生 細 な が ら 柔 ら か さ が あり 、 美 し い ボ ケ の グラ デ 
ョ ン が 得 ら れる 。 開放 絞り に お いて も フリ ン 
が 少な く 、 自 然 な 描写 に 感じ られ る の が 印象 的 
=。 得 られ る 像 が 明る く 、 思 っ て いた より も スム ー 
ズ に ピン ト を 合わ せら れ た 。 シン プル で ソリ ッ ド な 新 
デザ イン で 非常 に 現代 的 な フォ ルム に な っ て いる 


レン ズ 構 成 較 


異常 分 了 
ガラ ス 
非 面 レン ズ 


Spe 


希望 小 売価 格 160.380 円 

紋 り 値 :F1.4ー16 レン ズ 構成 8 生 10 枚 
最 和 所有 次 :45cm 最大 提 影 倍率 
0.15 倍 フィ ルター 径 : の 67mm 大 きき 
約 の 83x86.3mm (ZE) 、 約 83X83.8mm 
ZF.2) 重き :840g(ZE)、790g(ZF.2) 


2015 年 冬 か 52016 年 春 


電 b * マ ウン ト 
N I ZE (キヤ ノン 用 ) 
ス 内 ZF 2( ニ コン 用 ) 


ーッ smsx 大 和田 良 


@・ コシ ナ ZEISS | :szs 


レン ズ か ら フ ー ド に か け て の デザ イン 
は 流れ る よう な 一 体 成 が あり 、 機 能 
性 と デザ イン 性 を 両立 し て いる 。 フ 
オン ト の 視 紹 性 も 高く 、 細 部 まで こ 
だ わり を 感じ る こと が で きる 


@145 画 記 曽 軸 | 


美しい ポケ が 被写体 を | 1 


フォ ー カ スリ ング は 適度 な トル ク 感 が 
あり 敏 調整 し や すく 、 ピ ント を 固定 
後 、 誤 っ て 動く よう な こと も 少な い 。 
絞り リン グ は クリ ッ ク 感 が あり ( 切り 
替え 可 )、 正 確 な 設定 が 可能 だ 


ー リ ング に は シン ボリ ッ ク な ブル ー 3 
を 使用 。 レン ズ そ の も の の デザ イン Q 
と と も に ボディ に 装着 し た 際 の 差し 

色 と し て も 非常 に 美しい 。 目 に つく 

よう な 主張 で は な いと ころ が 良い 


YY て る 中 望遠 レン ズ 


な フォ ー カ スコ ント ロー ル が 要求 され る 。 時 に は ライ 
ブ ビ ュー で 拡大 し な が ら ピ ント を 合わ せる な ど 、 レ ン 
ズ の 描写 力 を 最大 限 に 生か せる 環境 で 使い た い 


Spccification 
希望 小売 価格 : 221,400 円 

絞り 値 : F1.4 一 16 レン ズ 性 成 : 9 群 11 枚 
最短 区 ・80cm 最大 提 影 人 

約 0.13 惜 フィ ルター 径 : ゐ 77mm 大 き さ 
約 @90.2x96.9mm (ZE) 、 約 @90.2x94.4mm 
(2F2) 恒 :1.160g(ZE)、1.120g(ZF.2 


100 デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 11-2015 
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Specification 


設 り 値 :F2ー22 
レン ズ 午 成 7 群 9 枚 


フィ ルター 待 : @58mm 
大 きき 


計 き : 625g(ZE)、 
580g(ZF2) 


ニコ ン p75035mm 
赦 り 優先 AE(F2. 174.000 移 
ー07EV 


滑ら か な ボケ が 魅力 の 
携帯 性 の 高い 万 能 レ ンズ 


希望 小 売価 格 : 133.920 円 


約 @77.2x75.3mm (ZE) 、 
約 @77.2x72.8mm (ZF.2) 


15O 100- WB: オ ー ト 


ュ 但 2/50w 


近接 みか ら シ ャ ー プ か つ 
柔らか な 標準 マク ロ 


マク ロレ ンズ と いう 使い 方 は も ちろ ん 、 常 
ンズ と し て 非常 に 有用 な 的 


ティ ル ラ イフ だ け で な く ス ナッ プ や ボー トレ 
ー ト に も 役立つ だ ろう 


Specification 
世 小 売価 格 : 163.080 円 
絞り 値 :F2 一 22. 

レン ズ 構成 6 群 8 枚 
最短 温 昌 下 離 24cm 
最大 揚 虹 倍率 : 0.5 信 | 
フィ ルター 生 : @67mm| 


大 きき 


適度 に 広い 画 角 を 持っ た 標準 レン ズ と し て 使い や すい 35mm。 人 肌 の 質感 再現 も 良く 、 前 
スナ ッ プ や 風景 で は 絞り 込ん で フラ ッ ト な 描写 を 得る こと も で きる 。 シリ 


後 の ポケ も 滑ら か 
ー ズ 最 軽 量 で 携帯 性 も 良く 万 能 型 の レン ズ だ 


約 @80.8x66.7mm (ZE)、 
約 @80.8x64.2mm(ZF.2) 
曹 さ :640g(ZE) 、5709(ZF.2) 


ニコ ン p750 50mm 


ーー 5O1250-WB オ ー ト 


絞り 居 先 AE(F2、 17250 秒 、 0.7EV) 


撮る 喜び 、 見 る 喜び 、 持 つ 喜 び を じ っ 
くり と 味わえ る レン ズ 群 で ある と いう の が 、 
6 本 の レン ズ を 持ち 、 撮 り 歩 いた 印象 だ 

MF レン ズ は 、 高 画素 化 さ きれ た 現在 の デ 
ジ カ メ に と っ て 特別 な 機材 選択 に な る で あ 
ろう こと は 多く の 方 が 感じ て いる は ず だ . 
特に 拉 写 界 深度 の 浅い 状態 で ポー トレ ー 
ト な どの 動体 を 撮影 する の は な か な か 難し 
い 。 し か し な が ら そ れ を 含め て 均質 的 な 写 
真 と は 條 う 新た な 、 あ る い は 回 帰 的 な 映 
像 を 得 ら れる こと が この レン ズ の 持つ 可能 
性 の 1 つ だ ろう と 考え る と 、 撮 影 に お いて 
と た ん に 自由 で 挑戦 的 な 思考 を 持て る 


ビ ピント を 合わ せる と いう 行為 が 加わ る だ け 
で 、 身 体 性 が 飛躍 的 に 高まる こと が その 理 
貼 の 1 つ だ ろう 。 撮 る 喜び と いう 6 の を 感 
じき る せ て くれ る も の で も ある 

レン ズ の 写り に つい て だ が 、 新 設計 され 
た 50mm と 85mm で は 開放 絞り に よる 撮 
影 に お いて も 大変 細やか で 自然 な コン トラ 
スト が 得 ら れ 、 抜 け の 良き を 感じ る と と も 
に 豊か な 立体 感 を 表現 可能 だ 。MTF 上 で 
は 判断 で き な い 部 分 が 多々 あり 、 設 計 者 
と 製造 者 の 理念 と 信条 が 詰め 込ま れ て い 
る こと が 伝わる 。 画 面 に 大 きく 写し 出し 
た と き の 、 細 部 の 「 写 っ て いる 」 感触 は 見 


る 喜び を 存 分 に 満た し て くれ る だ ろう 。 
今回 は D750 を 用 いた が 、 デ ザイ ン と し 
て も よく 似合っ て いた 。 さ ら 6 に 良い ファ イ 
ンダ ー を 求め る な 6D4 ク ラス を 用 いた 方 
が 良い か 6 しれ な い が 、 適 度 な トル ク 感 の 
ある フォ ー カ スリ ング に より ピン ト の 山 は 
D750 で 5 も 比較 的 確認 し や すい 。 レ ンズ そ 
の も の の 存在 感 と し て は 、 ひ と 言 で 言え ば 
芸 品 の よう な 佑 ま いで あり 持つ 喜び は 最 
上 の も の で ある 。50mm、85mm は 実質 的 
に は Otus の 弟分 と いう 位置 づけ だ が 、 重 
量 や 全長 な どの 機動 性 を 考え れ ば 、 よ り 
実用 的 な レンズ で ある と いえ る だ ろう 。 


介 2/100w 


ボケ る 解像力 ぉ 手 に 入る 


Spccification 
希望 小売 価格 
224.640 円 

絞り 値 : F2.8 一 22. 


Kr 


* 


ニコ ン D750."100mm 絞り 人 先 AE(FS.6、 
1/250 秒 、 0.7EV ISO 100・ WB: オ ー ト 


5 ヽ 二 ン 16 枚 
汎用 性 の 高い 中 望 可 マク ロー | 訂 辻 22on 
ee 最大 揚 影 信 率 : 約 0.2 億 
最短 提 底 で 描 昌 し た 場合 の 提 影 人 率 か ーー 


が 0.5 倍 と な る マク ロレ ンズ だ 。 
まで 良く 解 像 する た 
け で な く 、 紋 り 
100mm と いう 中 世 遠 域 に あたる 焦点 距 
な の で 、 近 接 撮影 だ け で な く ポ 

も 使い や すい 


Specification 

希有 小売 価格 231.660 円 

紋 り 値 :F2 一 22 レン ズ 本 記 :8 衝 9 枚 
長手 提 区:44cm 

最大 撮影 僅 款 : 約 0.5 倍 

フィ ルター 笠 : @67mm 

大 きき: 約 @80.7x96.5mm (ZE) 、 
約 @80.7x94mm (ZF.2) 

便 き :766g(ZE) 、725g(ZF.2) 


大 きき : 約 @95.4x87.3mm 
(ZE)、 約 @95.4x84.8mm 


ニコ ン D75021mm 
米 り 便 先 AE(F11、 20 秒 、 0EV) 
ISO 100・ WB オ ー ト 


介 2.8/2 


細い 擦 まで 非常 に 精密 に 描か れ て いる の が 良く 分 か る 広角 レン ズ だ 。 こ の 描写 力 が あれ 
ば 、 趣 高 画素 機 で も 十分 な 画質 を 得る こと が で きる だ ろう 。 自然 や 都市 と いっ た 風景 に 限ら 
ず ボ ー ト レー ト や スナ ッ プ に も 使い た く な る 1 本 だ 


細い 線 ま で 精 審 に 描か れる 
高 画素 時 代 の 広角 レン ズ 


101 


Ze72 SuDe/S/7777 
ガラ ス の 衝撃 


液晶 保護 


Zeta Super Slim は カメ ラ の 液晶 モニ ター: 
従来 0 フィ ルム タイ プ よ り 薄 く て 丈夫 。 クリ ア で 汚れ に も 強く 、 
し か も 貼り や すい 。 その 特徴 や 効果 、 フィ ー ル ド で の 使用 感 を 紹介 し よう 。 


人 @ フィ ルム は も る う 古 い ! 液 曲 保護 は ガラ ス が トレ ンド 


ケン コー・ ト キナ ー か ら 発 売 され た 
Super Slim] 液 デジ タル 

- 限 レフ の 液晶 モニ ター を 傷 や 汚れ か ら 守 
る 画 期 的 な プロ テク ター だ 。 最大 の 特徴 は 
その 素材 に あり 、 最 新 ス マー ト フ ォ ン 用 に 
開発 きれ た 高 % 型 ガ ラス を 薄く 研 麻 
し て 採用 し て いる 。 従 来 の フィ ルム 
テク ター も ハー ドコ ー ト を 施し て 表面 強度 
を 高め て いる が 、 そ も そる も 硬度 に お いて が 


ta 


は プロ 


を 傷 か ら 守る 保護 ガラ ス だ 。 


ラス を 超え る こと は で き な い . か も Zeta 
Super Slim は 表面 鉛筆 硬度 「9H] と いう 
い ス ペッ ク で 作ら れ て いる た め 、 爪 の 先 で 
引っ か く 程度 で は びく と も し な い 。 表 面 鉛 
筆 硬度 と は 塗装 面 な どの 表面 硬度 を 評価 
試験 器 を 使い 9H の 鉛筆 

も 傷 が つか な いこ と を 意味 す 
ちな み に 9H は 、 三 菱 鉛筆 「unil の 最 
生 硬 度 で ある 、0.15mm と いう 


する JIS 規 格 で 、 
で 線 を 描い て 


る 


その 上 


Kenko 
ZgioBuper 5jim 


圧倒 的 な 薄 き を 実現 し て いる こと か ら 、 
リア テン グル 液晶 の 収納 に も 影響 は な い 。 主 
な 特徴 は 下 の 解説 の と な り だ が 、 カ メラ 用 


と し て は 色 味 へ の 影響 が 気 に な る と ころ 
し か し 、 本 製品 は 一 般 和 的 な ソー ダ ガ ラ ス ( 住 
宅 ・ 自 動車 用 ) の よう な 青 か ぶ ぷり が な く 〈、 ニ 


ュー トラ ル な 発色 で 安心 し て 使用 で きる 
材 か ら 強 化 ガ ラス へ の 進化 は 、 
然 の 成り 行き と 言え る 


Z67ga Supey S/7777 の ちら つ の 特徴 


目立た な い 薄 さ 0.15mm 


製品 の 厚み は 0.15mm と きわ め て 薄く 、 貼 り 付け て いる 
こと が 分 か ら な い ほ ど だ 。 また 、 エ ッ ジ 部 は ラウ ンド エッ ジ 
加工 を 施し 、 安 全 性 と 耐久 性 に つい て の 対策 が 行わ れ 
て いる 。 各 機種 に 合わ せ て 採寸 され て いる こと か ら 、 当 
初 か ら 装着 され て いる か の よう な 一 体感 が ある 


PO/A7」 


2o/A7 二 フィ ルム より 強い ガラ ス 製 
Zeta Super Slim は 、 ス マー ト フ ォ ン の ディ スプ レイ な ど 
に 使わ れ て いる 最新 ガラ ス 素 材 を 採用 。 硬度 が 高い こと 
に 加え て 曲げ に も 強く 、 液 晶 モニ ター に 軍 設 や 圧 カ が 加 
わっ て も 本 体 そ の も の を 保護 する 。 表面 を 保護 する だ け 
の フィ ルム 製 と は コン セプト が 異な る 


PO/7 


気泡 が 入り に くい 
パブ ルレ ス 加 工 


液晶 モニ ター と の 接 角 面 は 、 伸 締 性 と 弾力 性 に 優れ た 
特殊 な シリ コン 刻 を 形成 。 貼り 付け 時 | 


散 し て 見 えな く な る 。 コ 
工 で き 、 か つ 仕 上 が り が 美しい こ 


ro が 7 二 介 反射 を 抑え る AR コー ト 


反射 防止 用 の AR コー ト に は 、 撮 影 用 レン ズ や 光学 フィ 
ルター に も 採用 され て いる 真空 着 技術 が 使わ れ て い 
る 。 表面 反射 を 防止 する こと で 、 画 面 の ギラ ツキ を 抑え 
る 効果 が ある と と も に 、 
語 性 も 高め て くれ る 」 


画面 へ の 映り 込み を 低減 し て 視 


co が 7 二 島 指紋 が 付き に くい 防 汚 コー ト 
最上 届 に 採用 され て いる 
防 汚 コー ト は 指紋 や 汚れ 
ヶ 人 し に くく 。 誠に 


脂 汚 れ な どの ほか 、 1 
の ファ ン デー ショ ン や マジ 
ッ ク イン キ の 差 料 で すら 弾 
く ほ ど 強 力 。 ハー ド な 環境 
で の 耐久 性 が 高い 。 


必要 に 応じ て ブロ ワー を 吹く 
ホコ リ 取 り シ ー ル を 使 


クリ ー ニ ング クロ ス で ゆっ くり 貼る 


も 容易 だ 


る の で 貼り 付け は と て 


《 Zeza Supey S//7 の 上 手 な 貼り 方 


アル コー ル 清 掃 紙 で 液晶 の 汚れ を 取る 
アル コー ル 清 掃 紙 を 


クリ ー ニ ング クロ ス で 拭き ムラ を な くす 


アル コー ル で の 清掃 


。 取り 出し て 液晶 モニ が 終了 し た ら ク リー ニ 
ター の 汚れ を 拭き 取 ング クロ ス を 使っ て 、 
る 。 使用 すれ て いる たく 表面 の ムラ を 拭き 取 
アル コー ル の 成分 は - る 。 指 の 腹 で な で る よ 
光学 ドラ イブ 用 クリ ー 1 良 うに する と 作業 が 行 

上 ナー 液 と 同 欄 いや すい 


保護 ガラ ス の シー ル 1 を は が す 


赤い タブ を 引き 上 げ 
て 保護 シー ル を は が 
し 、 貼 り 付け の 準備 
を 行う 。 赤い タブ で 
の 面 が 、 液 晶 モニ タ 


の N 
| 2 1 ー と 貼り 合わ せら れる 


hy 還 証 | mcss 


話 クリ ー ニ ング クロ ス で 気泡 を 押し 出す 


| 手 で 製品 を つま む 貼り 終え た ら 気泡 の 
よう に 持ち 上 げ て 、 有無 を チェ ッ ク す る 
端 の 部 分 か ら 順に 貼 気泡 が 入っ て いた な 

こ り 付け て いく 。 ガ ラス ら ば 、 ク リ グ ク 
ー 素材 だ が 適度 に し な | ロス を 使い 表面 に 圧 


力 を か け て 画面 外 へ 
追い 出す 


ホコ リ 取 り シ ー ル で ホコ リ を 取り 除く 


ホコ リ 取 り シ ー ル を 台 
抵 か ら は が し 、 粘 落 
面 を 使っ て し っ か り 液 
晶 モ ニタ ー に 貼り 付 
ける 。 ゆっ くり は が し 
な が ら 表面 の ゴミ を 取 
り 除 いて いく 


回 シー ル 仙 を 下 に し て 貼る 位置 を 決め る 
に 保護 シー ル を は が し 


LS た 面 を カメ ラ 側 に 向け 
て 、 正 確 に 位置 決め 


を 行う 。 製品 の 緑 を 
挟む 


に 持ち 裏面 
紋 が 付か な いよ 
うに する 


記 】 人 聞 ガ ラス の シー ル 2 を は が す 


② と 書か れ た 黒い タ 
プ を 持ち 上 げ て 表面 
の 保護 シー ル を は が 
す 。 も し 、 細か い 気 
泡 が 入っ て いて も バ 
ブル レス 加工 で 自動 
的 に 消 減 する 


上 記 の 手順 で Zeta Super Slim を カメ 
ラ に 貼り 付け 、 さ きっ そく 屋外 で の 撮影 に 
持ち 出し て みた 。 第 一 印象 で 感 
* 違 和 感 の な る" で あり 、 フ ィ ル スム 素材 に 見 
65 れる “うねり " が な いこ と か ら 、 斜 めか ら 
の ぞい て も 画質 に 変化 は な く 快 適 だ 。 爺 過 
率 に 関し て も 問題 は 感じ られ ず 、 露 出 の 
判断 に 対し て な ん ら 影響 は な い 。 き ら に 人 色 
味 へ の 影響 に つい て も 、 撮 影 : 再 生 時 を 通 
じ て 問 題 を 感じ な か っ た 。 特 に 、 近 年 は ラ 
ィ プ ビ ピュー 機能 を 使う 機会 が 増え て きた が 、 
屋外 で 使用 し て も 反射 が 少な い の で 、 フ 
レー ミン グ や ビ ピント 合 わせ が 正確 に 
こと も あり が た い 。 ま た 、 華 者 所 有 の キヤ 


OS 70D で タッ チ 機 能 へ の 影響 も 試 
、 指 の 動き に 問題 な く 対応 。 防 
汚 コ ー ト の お か げ で 液晶 モニ ター 上 に ほ と 
ん ど 指 紋 が 残ら な いこ と か ら 、 ラ イプ ビュ 
ー 撮 影 時 の 視認 性 が 未 装 着 状態 
上 する よう だ 。 価格 の 高き を 気 
も いる だ ろう が 、 こ れ ま で の プロ テク ター 
と は まる で 別物 .「Zeta」 の 製品 名 が 示す 
高 機能 な レン ズ フ ィ ル ター が : 
に 装着 され て いる 感覚 に 近い 
ょ ポイ ント を クリ ア し た 製品 で あり 、 
これ を 取り 付け な い 理由 を 探す こと は 難 
し い 。 筆 者 も 所 有する すべ て の カメ ラ に 装 
着 し た い ほ ど で あ る 


ライ ブ ビ ュー の 
視認 性 が 向上 


Zeta Super Slim を 貼っ た カメ ラ で 揚 影 
し た が 、 空 の 
確 に 分 か り 、 ホ ワイ トバ パラ ンス の 決定 に 
も 支障 は な い 。 学 製品 と 呼べ 
る 高い 性 能 を 備え て お り 、 プ ロ テ ク ター 
の 域 を 超え た クオ リティ が ある 


誰 で も きれ い に 貼 れる ! 

お 助け グッ ズ が 充実 

ガラ ス 本 体 、 表 示 パ 
ネル 用 保護 フィ ルム 
(機種 に よる )、 ア ル | 
コー ル 清掃 婚 、 クリ ー 
ニン ダグ クロス 、 ホ コリ 
取り シー ル が 付属 
上 手 に 貼る た め の 配 
上 が 感じ られ る 至れ り 
尽く せり の 内 容 だ 


現在 ) 


* OM-D E-M1 * 0M-DE-M10 
*PEN E-PL7 


* E0S-1D X *E0S 5Ds/5Ds R 
* E0S 5D Mark 相 wE0SBD 
*E0S7DMarkI sE0S70D 
* E0S Kiss X8i * E0S Kiss X7i 


*q7R wo7S wo7 
*RX100W 


*D4S *D4 *D810 wD75D 
* D7200 wD7100 eD5500 
*D5300 *D3300 *D3200 
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[ 新型 の F2.0 レ ンズ 


F2.0 の 円 形 魚 眠 レ ンズ を 前 後 
載 。 パ ン フ ォ ー カ ス で 最短 
撮影 区 は 約 10cm。 前 モデ ル 
より も レン ズ は 明る く な っ た 。 これ 
を 前 後に 2 つ 搭 載 し て 360 度 の 


情報 は イル ミネ ー タ ー で 表示 


接続 し よう と する と 、 Wi-Fi イ ンジ ケー タ 


ー ボ タン は 単体 で 手 久 


画像 を 作り 出す が 上 し 接続 完了 する と 点 打 する | 生 と モ ー ト ボタ ンー 

内 三脚 穴 の 両側 に microUSB 端 
12.3 型 の 裏面 セン サー 寺 源 ボタ ン :Wi-Fi・ 競 子 と HDMI 敵 子 が つく 。 
新しく 1.200 万 画素 で 1/2.3 型 の CMOS イ 上 画 動画 切り 替 microUSB は 本 体 の 充電 と パソ 


メー ジ セ ン サ ー を 採用 。 感 度 も 解像度 も 上 
レン ズ に 対し て プリ ズム で 90 度 曲 
げた 状態 で 内 蔵 さ れる た め 、 小 さ な ボ 


| 2 つの セン サー を 搭載 で き て いる 


リコ ー イ メー ジン グ 


RICOH 


ざ 1 解像度 が 上 が っ て 
級 密 な 描写 が 可能 に 
解像度 が 上 が っ た こと に より 、 細 か い 者 写 が 可能 に な っ た 。 ダイ ナミ ッ ク 


レン ジ も 上 が っ て お り 、 階 調 性 も 豊か に な っ た 。 全体 的 に m15 に 比べ て 
ワン クラ ス 上 の 画質 に な っ た 


THETA S THETA m15 


“の スマ ー ト フォ ン 上 で 
ライ ブ ビ ュー が 可能 に 
新しく ライ プ ビ ュー 機能 を 搭載 。 Wi-Fi 経 由 な の で や や タイ ムラ グ は ある が 


直 出 や 構図 の 確認 が 可能 に な っ た 。 パノラマ は 全体 を 見 て 替 出 な ど を チ 
ェ ッ ク し た いと き 、 全 画面 は 提 影 後 の イ メー ジ を 見 な が ら 撮る の に 良い 


画面 表示 


パノラマ 表示 
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新型 の 裏面 セン サー 搭載 で 画質 が 進化 し た 360 度 カメ ラ 


iTHERTAS 


タン が 縦 に 並ぶ 。 衣 止 
画 と 動画 の 切り 替え が 
ワン タッ チ で 可能 に な っ 
た の が うれ し いと ころ 


コン と の 接続 充電 用 。 HDMI を 
使え ば 全 天 球 映像 を スルー 画 で 
出せ る の で 、 全 天球 ライ ブ 中 継 
に も 使え る 


・ 予 直実 勢 価格 
42.800 円 章 後 
* 発 売 予定 日 10 朋 23 日 


xe 贅 窪 圭 


マニ ュ ア ルモード 追加 で 
夜景 も を キレイ に 撮影 で きる 


シャ ッ タ ー 速 度 と IS0 感 度 、 ホ ワイ トバ パラ ンス を 自分 で 選べ る マニ ュ ア ル 
赴 出 モー ド が 追加 され た 。 この モー ド 時 だ け シ ャ ッ タ ー 速 度 が 1/8 秒 より 
遅く で き 、 最大 で 60 秒 まで 設定 で きる 

シャ ッ タ ー 速 度 

絞り は F2.0 固 定 だ が 、 シ ャ ッ ター 速 度 
は 1/6.400 一 60 秒 まで セッ ト 可 能 
ISO 

1S0 感 度 は オー ト の ほか 、 
1600 ま で 湿 ぶ こと が で きる 
-WB 


WB は オー ト の ほか 、 各 種 プリ セッ ト が 
用 意 さ れ て いる 。 日 険 が 追加 され た 


100 か ら 


提 人 素子 
172.3 吾 画 負 虹 CMOS メ 2 
ISO 悪 度 : 0 一 1600 
シャ ッ タ ー 達 度 60 一 176,400 秒 

ニュ アル 時 の み | 
内 華 メ モリ ー: 的 8GB 
胡 止 画 : 5.376x2.688. 
動画 1.920x1.080 


サイ ズ 
44(Wx130(H) x22.9(D)mm 
重 : 約 125g 


画像 編集 アプ 


THETA 専 用 の アプ リ 「 THETA+] が 登場 。 撮っ た 
全 天 球 パノラマ を 静止 画 と し て シェ ア す る こと が で きる 。 
フィ ルター を か け て 色 を つけ た り 、 リ トル プラ ネッ ト や ミラ 
ー ル な ど さ ま ざ ま な 手法 で 360 度 画像 を 平面 に 展 
開 す る こと で きる 。 任意 の エリ ア を トリ ミン グ し 、 趣 広角 
写真 と し て 利用 する こと も 可能 に な っ た 。 特に リト ルプ 
ラ ネ ッ ト は 近年 注目 され て いる 表現 手法 で 小さ く 胡 締 し 
た 惑星 の よう な 写真 に し て くれ て 面白 い 。 


リ THETA+ も 登場 


フィ ルター 画面 


リト ルプ ラ ネ ッ ト 


HETA は 画 期 的 な パノラマ カメ ラ 
で ある 。 語 ほれ る ステ ィ ッ ク 状 
の 小さ な ポ デ ィ な が ら 全 天球 パノラマ を ワ 
ン シ ョ ッ ト で 撮れ る 。 片手 で 持ち 、 上 に か 
か げ て シャ ッ タ ー ボ タン を 押せ ば ピュ ッ と 
いう 音 が し て も うそ れ で OK。 史上 も っ と 
も 手軽 な パノラマ カメ ラ と いっ て いい 
液晶 モニ ター な ど ボ ディ が 大 きく な る パ 
ー ツ を すべ て 捨て 、 そ こ を スマ ー ト フォ ン 
に 任せ る こと で 、 ス リム 化 と 低 価格 化 を 
実現 、 ス マー ト フ ォ ン 上 で 360 度 くる 〈 る 
回 し て 再生 を 楽し め る と いう アイ デア は 素 
晴らし い 


T 


機 の THETA m15 で 難 
が あっ た の は 画質 。 出力 画像 サイ ズ が 約 
600 万 画素 相当 と 全 天 球 を 1 枚 で 表現 する 
に は いさ さか 粗 か っ た の で ある 。 新型 の 
THETA S の も っ と 6 大 きか な 改善 点 は この 
画質 で ある 。 細 く て スリ ム な ボディ に 1/23 
型 1.200 万 画素 の モン サー と 円 形 魚 眼 レ ン 
ズ の モッ ト を 2 つ 入 れる こと に 成功 。 撮影 
画素 数 1.400 万 画素 相当 ( 具 
体 的 に は 2 枚 の 魚 眼 画 像 か ら 「 正 距 円 筒 法 」 
に よっ て 5.376 x 2.688 ビク モル の 静止 画 に 
変換 し て 記録 する 。 モ キン サ ー も 裏面 照射 型 
に な り 、 解 像 感 も 格段 に 良く な っ た の みな 
ら 5 ず 、 暗 所 で の 撮影 性 能 も 改善 きれ た 。 さ 
す タ 景 が 多い の 
か る が 得 ら れる クオ リティ ー は 段違い 。 デ 
ィ テ ー ル は し っ か り し て いる し ノイ ズ も 少 
な い 。「THETA PRO] と 呼ん で いい レベ 
ル に 達し て いる 

内 部 の ジャ イロ モン サー で 水平 を 検知 す 


天地 を 反転 させ る 
空 を 基準 に 360 度 見 を 


こと が で きる 


る の で カメ ラ を 斜め に 持っ て 撮影 し て も 構 
わな い の も 良い ボディ カラ ー を マッ 
ト 調 の プラ ッ ク に 変更 し た の も 良い 。 全 方 
向 を 撮影 する 関係 上 、 ど うし て も 本 体 の 
- 部 が 写っ て いた マッ ト 調 の 黒 な ら 
それ が 目立た ず 気 ら な い . 

全 天 球 パノラマ 動画 へ の ニー ズ に 8 管 え 
る べく 、 静 止 画 と 動画 の 切り 替 
が 付き 、 フ ル HD 動 画 で の 撮影 
分 に 延び 、HDMI を 人 
ルー 画 機能 も 搭載 し て いる 。TH 
は ユー ザー の 声 に 応え て 、 正 統 進化 し た 
Pl 入 と いえ よう 


視点 を 下 に 

移動 させ る 

自 撮 り 棒 に THETA を 付 

全 けり 、 手すり の 隙間 か ら 差 
し 出す 


真下 だ っ て 撮れ る 。 THETA は 垂直 に 持た な く て も OK だ 


前 側 180 度 


後 側 180 度 


招き 猫 の 中 心 
に THETA を 置 
いて 。 振り 返る 
と 猫 が こち ら を 、 
正面 は 猫 の 後 
ろ 姿 が 。 こ ん な 
写真 も 撮れ る 
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カラ ー も モノ クロ も 強い A3 コ ン バ パク ト プ リ ンタ ー 


還 エプソン 


* 発 静 也 定 日 2015 年 10 月 22 日 * 也 問 勢 価格 49,000 由 前 


SPEC 
印 抽 記 像 度 : 5.760X1,440dpi 最大 対応 用 紙 :A3. 最大 了 み :0.6mm 大き さ :479 (W) x168(H) X395(D) mm (収納 時 人 

:.5kg( イ ンク カー トリ ッ ツ 、 電王 ケー ブル 全 ま す sm 佐々木 啓 太 
精 憶 で 引き 締まっ た 印象 の この 黒い コ ダレ ー イ ンク の 採用 で ダグ レー ッ チ する と いう の が 基本 だ っ た が 、 近 年 の 
ン パ クト プリ ンタ ー が EP-10VA だ 。 ポ イ 上 し 、 染 料 イ ンク タプ リン ター カメ ラ で 撮影 し た デー タ な ら ダ イレ クト 印 


ント は 「 新 高 画質 」、 コ ピー や スキ ャ ン な ど が 苦手 と し て いた モノ クロ 印刷 に も 強く な 刷 で 十分 な クオ リティ ー の プリ ント 作品 が 


日 常 使い か ら 写 真 作品 印刷 まで こなす カラ ドイ ンク は 、 広 い 色 域 で 鮮やか 作れ る 。 特 に モノ クロ プリ ント が 気 に な る 
リオ の 最上 級 モ デル で 、 印 刷 ク タオ リティ ー 現 を 可能 に し て くれ る 人 に は マス ト ア プイ テ ム だ 。 グ レー バラ ンス 
は プロ モレ クシ ョ ン に より 近づい た 印象 だ プリ ンタ ー 単 体 で 行え を る ダイ レク ト プ リ に 優れ た 染料 イン クタ プリ ンタ ー と いう 新 し 
画質 を 支 を る の が 、 グ レー と レッ ドイ ング ント も 使い や すい 。 こ れ ま で の プリ ント 作 。 い ジ ャ ン ル で 、 写 真 プ リン ト に 対す る イメ 
が 追加 され た 新 6 son ClearChrome 品 作り は モニ ター も そろ えて し っ か り レ タ 一 ジ が 大 きく 変わ る か も し れ な いと 感じ た 


有 モノ クロ | 
グレ ー イ ンク が * 
グラ デー ショ ン を 描き 切る 


緑 や ピン ク の 色 の 浮き を 感じ な が い ニ ュー トラ ル な 
モノ クロ プリ ント が 可能 。 敷居 の 高き を 感じ る モノ 
、PC レ ス で も 簡単 に 仙 調 整 で きる 
今回 は プリ ンタ ー で [明る る +1 コン トラ スト +1] 
四 し て プリ ント 。 光 の 反射 や 金属 部 分 の 光沢 
感 る 強く 染料 イン ク を 使っ た 光沢 モノ クロ と いう ち 
ょ っ と 新しい 表現 の 可能 性 を 感じ ろ 2 こ と が で きた 


グレ ー イ ンク が 、 ハ イラ イト 部 分 の 階 
調 表現 を より 向上 させ て いる 。 和 妙 
な グレ ー ト ー ン の つなが り も 見 事 だ , 
モノ クロ プリ ント で は 県 の 締まり を 意 
議 す る こと が 多い が 、 この トー ン の 再 


クロ プリ ント だ : 


淡い グラ デー ショ ン に 強く な っ た 
マ 


オリ ン パ ス OM-D E-M1 M.ZUIKO DIGITALED 。 街 で 見 か けた バイ ク 。 交 の 反射 や 少し 角張っ た 造形 が 交 沢 モノ クロ 現 カ が あっ て は じ め て 引き 締まっ た 
75mm Fi.8/75mm(150mm 相 当 ) 放り 優先 AE 最適 だ と 感じ て 選ん だ 。 光沢 モノ クロ で は 、 そ の 特徴 が 生き る 被 時 の 印象 も 強く な る 
(F2.5、 4640 秒 、 0.7EV) 15O 200- WB: オ ー ト 。 写 価 選び も 大 切 た こ 


写真 用 紙 クリ スピ ア < 高 光沢 > 


較 PC に レス で ハイ クオ リティ ー の モノ クロ 作品 プリ ント が 可 


作品 の 印刷 ] [モノ クロ 作品 印 電 SD、CF カ ー ド か ら 読 み 込 み 。 @ 設 定 の 比較 シー ト を 作成 ⑥ 好 み の 設 定 を 入力 
刷 ] を 選択 し て プリ ント する デー タ を 


遂 ぶ と カラ ー デ ー タ も 自動 で モノ ク SD カー ド や USBx ーー コン トラ スト や 明る さ 
口 に 変換 し て プリ ント で きる 。 プ リ モリ ー か ら の ダイ レ を 増減 し た 一 覧 シー 
ンタ ー 内 で 、 明 る さと コン トラ スト の クト 印刷 は 、 メ ディ ト を プリ ント し て 、 仁 
調整 が 可能 な の で 好み に 合わ せ ア を プリ ンタ ー に 逢 上 が り を 一 覧 で 確認 
て 敵 束 し や すい 。 フ チビ は 黒白 を し 込む と 対応 し で きる 。 本 番 プリ ント 
トー と 同じ 用 紙 で プリ ント 比較 プリ ント を も と に 明る さと コン 


選べ て 、 フ チ の サイ ズ や 画像 の 周 
り に フチ と 送 の 色 の 枠 を つけ る こと 
も で きる の で 、 作品 プリ ント と し て 
の クオ リティ ー が 上 が る 


する と その 培い が 分 トラ スト を 変更 する の と 失敗 が 少 
か りや すく 簡単 に 好 な < 用紙 や イン ク の 消費 も 抑え 
の 設定 が 選べ る られ て プリ ント が 楽し く な る 


モノ クロ 変換 も プリ 
ンタ ー が し て くれ る 
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上 作品 プリ ント に 強い 新 染料 6 色 イ ンク ル A3 対 応 な が ら コ ン バ ク ト な 床 面 策 


新 6 色 イン ク の ポイ ント は 印刷 品質 は プロ セレ ク 前 面 上 面 
グレ ー イ ンク 。 モノ クロ ブ ショ ン に 匹 凍 する 高 画 
質 で A3 ま で 印刷 で きる 479mm 
が 、 サイ ズ は A4 機 六 み EP- レーーー「! 395 


で 上 か ら 見 る と A3 用 紙 10VA 国対 呈 | 記 mm 
と ほぼ 同じ サイ ズ で スキ 

ャ ナー ユニ ッ ト が ある と 
は 思え な い 薄 型 だ 。 新 
いく な っ た 7VH と 比較 し 
て も その コン パクト さ が 
よく 分 か る 


り 色 転 び を 防げ る ほか . 
ハイ ライ ト の 階 調 表 現に 
優れ て いる 。 さら に 、 グレ 
ー バ ラン ス の 向上 は カラ 


エプソン の 独自 技術 の LCCS( 論 理 的 色 変 換 シス テム ) に よっ て 、 イ 
ンク 配分 (LUT) が 論理 的 に 算出 され 、 最適 な 階 調 性 が 選ば れる 


上 複数 の 中 支え で 着弾 精度 を 向上 


A3 も 背面 か の ら の 紙 送 り 部 分 の 中 支え を 複数 紙 送 り ロー ラー 中 到 和 要 化 
ト ー 化す る こと で 、 イン ク の 着弾 

連続 給 紙 に 対応 精度 を 上 きせ て いる 。 あま | W 雪 | 
A3 サ イズ まで 対応 の 背面 トレ イ は 、 写 真 り リビン と こない か も し れ な い 

用 紙 5 枚 、 普通 底 10 枚 の 連続 給 紙 が が 、 中 支え が 増え る こと で 中 支え 擬 数 だ と 中 支え 1 つ だ と 
可能 に な っ た 。 連続 し て プリ ント する 際 | 紙 送り が 安定 し 、 微 妙 な イ 着弾 本 度 が 高い 着弾 本 度 が 低い 
に 、 スト レス な く 使 用 で きる 。 また 、 背面 ト ] ンク 落 弾 位置 の ズレ を 防い 


で いる わけ だ 。 より 織 細 な 
表現 を 実現 し 、 妥 協 の な い 
1 作品 プリ ント が 可能 だ 


レイ は 収納 時 は コン パク ト に 収まっ て フタ 
も つい て いる の で ホコ リ 等 の 心配 も 少な 
い 。 トレ イ は 引き 出し や すか っ た 


| や em 上 
レッ ドイ ンク の 追加 で 
色 再 現 性 が 大 きく 向上 


レッ ドイ ンク の 効果 を 試す た め に 赤 系 の 多い 写真 
を 選ん だ 。 妙 な 色 の 誇張 を 感じ な い プ リン ト 結 果 で . 
撮影 時 の イメ ー ジ どおり の 鮮やか な 印象 に な っ た 
外 の 色 の 発色 も 良く 、 黒 の 締まり も ある の 
沢 用 紙 の クリ スピ ア を 使う 光沢 感 が より 強く 


レッ ドイ ンク の 追加 で 、 カ ラー プリ ント 
の 色 再 現 性 が 向上 し て いる 。 役 
な 色 の つなが り も よく 色 の 鮮やか さ に 
も 無理 が な い 。 グレ ー イ ンク に より グ 
て ピン ト を 合わ せ た も の と ピン ト を 外し た も の を 重ね の シロ 
F1.8/ 17mm(34mm 相 当 ) ご 紋 り 優先 AE(F2.5、 た 夜景 。 色 の に じみ が や わら か い 印 象 に な る が 、 そ の グラ デー ショ が は っ きり と し た 印象 を 受け た 


オリ ン パス OM-D E-M10 MZUIKO DIGITAL 17mm 多重 加 光 を 合 


1/50 秒 、0EV) ISO 4000・ WB: オ ー ト 


浴用 ク リ スピ ア こ 光沢 ン ン は プリ ンタ ー 泣 か せ の 微妙 さ が ある 


光沢 系 顔料 イン ク 採 用 の エフ ン 
A3/ ビ フリン ター6 新 モデ ル が 登場 SO-PX7 VI 


オリ ン パス OM-D 
ELM10 Mark mM 
2UIKO DIGITAL ED 


系 顔料 イン ク プ リン ター の 最上 位 


| 12mm(G4mm 相 ) 
ー ト フォ ト ファ イン ! EX の 衝 外人 先 AE(F2 5、 

を プラ ッ ク に 統一 し て 引き 締 っ た 印 旬 を 強し | ず 10 1710.000 移 、 上 0EV 
くし た こと が 主 な 変更 。 大 き な 変更 “実勢 価 格 ISO 200- WB : オ ー ト . 


は な い が 、 あ る 科 度 完成 され た パッ ケ 64.000 由 前 人 IS 

と も いえ る 。 プロ セレ クシ ョ ン の 安定 今回 は モノ クロ 作品 を プリ ント 。 グレ ー 系 イン ク を 搭載 し て いな い が ト ー 
ーッ 印刷 解像度 : 5.760x1.440dpi _ 量 大 対応 用 紙 : A3 ノ ビ 

大 も ある の で 、 光沢 一 を 求め る レタ ッ チ 最大 斉 み :1.3mam 大 きき >422(W) X219(H)324(D) mm ン の 再現 は な め ら か 。 顔料 イン ク ら し い 結 直感 の ある プリ ント で 、 

派 ユ ー ザ ー に は マス ト アイ テム だ 。 納 時 ) 重き :12.3kg( イ ンク カー トリ ッ ジ 、 電源 ケー ブル 含ま す ) 。 感 が 生み 出す キレ も あっ て 好 印 象 


107 


美しき 大 自然 の 撮り 方 を 学ぶ 
四季 の 風景 ビレ ッ ス ン 


北海 道 の 景 色 は 、 雄大 か つ 繊 細 。 ここ で し か 撮れ な い 世 界 が ある 。 


この 連載 で は 、 富良野 在住 の 写真 家 ・ 


高橋 真澄 に 


四季 折々 の 美しい 風景 写真 の 撮り 方 を 教え て も 5 う 。 


sms 高橋 真澄 


朝日 に 照 6 き れ て 輝く 新雪 の 大 地 


ひ 月 下旬 に は 山 に 初雪 が 降る の だ が 、 
平地 に 雪が 降り は じ め る の は 10 月 
中 旬 以 降 に な る 。 そ の まま 根 雪 に な る の で 
は な く 、 積 も っ て 溶け て を 繰り 返し 、11 
月 中 旬 ご ろか ら 雪 の 季節 へ と 変わ っ て いく 
新雪 に よっ て 見 え 隠 れ す る 大 地 の 色 合い 
や 文様 な ど 、 移 り 変わ る 季節 の 変化 が 美 
し き を 引き 立て る 。 真っ 白 な 静寂 さ の 中 、 
白い 雪 に よっ て 明暗 差 が 生ま れ 、 コ ント ラ 
スト が 高く な る と 、 な どの 凹凸 が 強調 き 
れ て 、 メ リハ リ の 効い た 景色 へ と 姿 を 変 
える 。 ま た 、 平 ら な と ころ や 木々 な ど は ば 雪 
で ぼかし 効果 が か か り 、 階 調 豊か な 景色 が 
楽し め る よう に な る 。 光 が ある と き は 明暗 
差 を 利用 し た 造形 的 な 景色 、 そ し て 光 が 
な いと き は 階 調 を 生か し た 景色 と 、 現 場 
の 状況 に 応じ て 、 頭 の 中 を 切り 替え る こ 
と が 重要 に な る 。 

新雪 の 景色 は 気温 の 上 昇 と と も に 急速 
に 溶け て 変化 する た め 、 撮 影 ス ピー ド が 何 
より も 大 切 に な っ て くる 。 ま た 、 同 じ 場 所 
で も 少し の 時 間 差 に よっ て 、 ま っ た く 悦 う 
表情 に な る 。 撮 影 の 目 星 を 付け た 場所 は 、 
何 度 で も 様子 を 見 る べき だ ろう 。 撮影 前 日 


の 夜 に し ぐれ て 気温 が 下がる 予報 の と き が 
狙い 目 だ 。 雪が 多く 残っ て いる 午前 中 に 
撮影 を 集中 し て 、 雪 が 溶け は じ め て 汚れ 
て くる 午後 か ら は 、 影 の 部 分 な ど 、 ユ ニー 
し て 撮影 する の が オス ススメ で 
白い 景色 が 多い た め 、 そ の ま 
ま 撮影 する と 露出 は アン ダ る 。 プ ラ 
ス 補 正 を 活用 し て 、 色 が 濁 ら な いよ うに す 
つき り と きせ よう 

光 が あ る 場合 は 、 日 陰 の 青色 を 利用 す 
る こと で 作品 の 幅 が 広がる 。 当 然 ホ ワイ ト 
バラ ンス が 大 事 な 要素 に な っ て くる 。 雪 の 
質感 を 意識 する 場合 、 太 陽光 で 青み を 強 
くし て すっ きり さる を 生 か すか 、 鞭 りな ど で 
階 調 を 生か すか は 好み な の だ が 、 変化 が 大 
きい の で 、 常 に ホワ イト パラ ンス を 意識 し 
て お きた い 。 雪 の 反射 を 制御 する た め の 
PL フィ ルター ぁ 準 備 し た い 。 好 み の 反 射 
を 見 つけ て 撮影 する こと で 表現 の 幅 が 広 
が る だ ろう 。 ま た 、 こ の 時 期 は 雪が 降っ て 
も る 道路 上 の 雪 は 浴 け て いる こと が 多い が 、 
朝夕 に 気温 が 下がる と 遠 結 す る 。 早 め に 
スタ ッ ド レス タイ ヤ に 交換 し て 、 安 全 運転 
を 心がけ た い . 


北海 道上 川 郡 美 環 町 
10 月 下旬 、7 時 00 分 
望遠 レン ズ 


カメ ラ ェ ソニ ー go7R 
レン ズ : 70-200mm F2.8 G SSMH 

集 点 四 離 : 135mm 

相 出 モー ド : 太り 優先 AE 

鐘 り 値 :F16 

シャ ッ ター 達 度 : 1/15 秒 

條 出 補正 :1.0EV 

ISO 悪 度 : 400 

ホワ イト パラ ンス : 大 陽光 

畑 の 認 の 曲線 と 雄大 な 景色 が 交差 する 構図 で 広がり を 意識 
し た 。 雪が 積もり 畑 の 文様 が 分 か り に く か っ た の で 、 ほ ど よ く 
溶け る タイ ミン グ ま で 待っ た 。 カラ マツ の 黄金 色 と 白い 雪 、 そ 
し て 秋 ま き 小麦 の 緑色 の 対比 が 美しい 
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直線 と 曲線 で 
構図 を 作る 
初 細 は ほど よく 平地 の 景色 を 消 

し て くれ 、 形 と 色 の 階 調 を 表現 し 
や すい 。 そ れ は 日 本 画 の よう な 和 柔 ら 
か な 印象 を も ち 、 鑑 賞 者 の 視線 を 
容易 に 導く こと が で きる 。 提 影 時 の 
ポイ ント は 、 で きる だ け 不 要 な も の 
を カッ ト し て シン プル な 構図 に する 
こと で ある 。 


2 め あぁ, 


と て も 心地 良かっ 
これ は 意図 的 
た も の で は 
な く 、 曲 が っ て い 
る 土地 を 効率 良く 
耕し て いく と 、 必 
に 現れ て くる 


色 を 利用 し て 
メリ ハリ を つけ る 


雪 は 被写体 の 平ら な 部 分 に 積もり 、 
垂直 面 に は 積 も ら な い 。 そ の 作用 を 
うま く 利 用 する こと で 、 被写体 本 来 
が も つ 色 合い と 雪 の 白色 を 対比 さ 
せる こと が で きる 。 画面 内 の 濃淡 が 
明 陰 に な る と 、 縦 横 な どの 形 が は っ 
きり し て 、 メ リハ リ を 付け る こと が 
可能 に な る 。 


md テー 1W 職 | 
gz 1 1 萌 
6 培 し | 


に ーー 


道 の 先 に 消失 点 を 作り 、 三 角形 の 構図 で 
様子 か ら 
何 が ある ん だ ろう と いう 


この 先 に は いっ 
期待 感 を も : 
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所 京 の Wa 


の 。 
の 貼 | オリ オン 座 
周 巡 2 


川面 の 描 


第 幼 欄 回 [昇る オリ オン 座 を と ら え る ] に 586 の で カリン 


東 の 空 に 昇っ て くる オリ オン 座 は 数 ある 星座 の 中 で も 別格 の 存在 感 を 誇る 。 
月 光 の 下 で も 人 工 光 の 中 で も 、 さま ざま な 手法 で その 美 し さ を 表現 し て みよ う 。 


zmx* 沼 湿 茂 美 
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撮影 DATA 


Point ( ) 


オリ オン 座 の 強 さ を 生か し て 


ラン ド マ ー ク と 一 緒 に 撮る 


クン ン ンク ング タン ンク ク ンク ク クン ンク ググ ンク ク ンク クン ンク ン クン ンク クン ンク クン ンク クシ クン クシ ンク ンク シン シン ン ン 


オリ オン 座 は 冬 を 代表 する 星座 だ 。1 等 星 
を 2 つ 含み 、 均 整 の と れ た 形 と 相まって どの よ 
うな シチュ エー ショ ン で も 絵 に な る 。 今 の 季節 
な ら 夜 半 前 に ほぼ 東南 東 の 空 に 昇っ て 見 える 。 

日 本 は 縦 に 長い 国 な の で 、 紳 度 に よっ て 若 
寺 昇 る 位置 と 星座 の 傾き が 変わ っ て くる 。 ち 


な み に 南 半球 で は オリ オン 座 は 逆さ に 昇っ て く 
る 。 こ の 画像 は 、 こ の 土地 で は よく 知ら れる 川 
と 、 遠 方 に ツウ イン ピー クス を 形作る 地元 の ラン 
ド マ ー ク を 月 光 の 下 に 配置 し た 。 オ リオ ン 座 は 
存在 感 が 大 きい の で 、 さ ま ざ ま な シチュ エー シ 
ョ ン の 中 で も 「 星 空 ] の イメ ー ジ を 保っ て くれ る 。 


月 明か り で 照ら され た 地上 と 
オリ オン 座 の バラ ンス を 考え る 


クン クシ ンク ンク グン クンクン ク ンク クン ンク クン ンク ク ンク クン ンク クン ンク クック クン ンク クン ンク シンシン ンク ン シン ング 


Point ( 】 


CAMERA 


FOCUSLENGTH 26mm 


キヤ ノン EOS-1D X 


この 時 は オリ オン 座 の 20 一 30 度 上 に 下弦 
の 月 (半月 ) が あり 、 空 全体 を 絹 雲 が 種 い 、 月 
傘 も 見 える 状況 だ っ た 。 そ の た め 、 さ ま ざ ま な 
要素 が 入り 乱れ 、 全 く 異な る テー マ を いく つか 
構築 で きる 条件 だ っ た 。 そ ん な 中 で 、 絶 妙 な 
位置 に 輝く オリ オン 座 が 、 幻 想 的 な 地上 景色 
の 中 に と て も 美しく 輝い て 見 えた た め 、 そ の 雰 
囲 気 を いか に 再現 する か に 集中 し た 。 提 影 場所 
を 少し ずつ 移動 し た り 、 画 角 、 縦 横 の 構図 な 
ど を 試し 、 試 写 を 繰り 返し て 気に入っ た 描写 
へ 追い込ん で いっ た 。 川面 の 描写 は 1 枚 ご と に 
変化 する た め 、 構 図 を 決定 し た あと も 多数 撮影 
し て 良い 状態 を 見 つけ 出す 必要 が ある 。 


月 を 入れ る と オリ オン 座 の 存在 が 盟 まる 


だ 。 この 状態 で は 、 
オリ オン 座 の 存在 
感 が 薄れ 、 主 題 は 
完全 に 月 に 変わ っ 
て し まう 


Pont W) 全体 の トー ン を 調整 し て 幻想 的 に 仕上 げ る 


22222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222723 


複数 の 要素 を まとめ て 明確 に 主題 を 持っ た 
作品 に 仕上 げ る た め に は 、 各 要素 の 明る さや コ 
ント ラス ト な どの 調整 が と て も 重要 に な っ て く 
る 。 今回 の 作品 で は 、 星 空 、 月 明か り の 階 調 
処理 、 遠 景 の 山 、 川 面 の 描写 な ど を 調整 する 
た め 、 そ れ ぞ れ の 要素 を マス ク に よっ て 切り 分 
け て 別 レ イヤ ー で 処理 し て いる 。 も ちろ ん 、 加 


工 は RAW デー タ か ら 展 開 し た 16bit デ ー タ で 
行う の が 良い だ ろう 。 明 る さや コン トラ スト な 
どの 調整 幅 が 広く 、 階 調 破綻 が し に くく 、 ノ イ 
ズ の 処理 も 格段 に 効果 的 に 行う こと が で きる 。 

最終 的 に は 各 レ イヤ ー を 統合 し て 、 全 体 的 な 
コン トラ スト や 明る さ 、 周 辺 光量 な ど を 調整 し 
て 仕上 げ る 。 


で EXP0SURE MODE マニ ュ ア ル 


* WHITE BALANCE 撮影 時 : オ ー ト 
現像 時 : 3.900K 


* SETTING 高 感度 ノイ ズ 軽 減 : ON[ 弦 ] 


で ACCESSORY 


ケン コー トキ ナー 
プロ ソフ トン [A] 
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魚住 誠一 
高田 秋 


Vol. ーーー ニ ーー デー 


は し ゃ ぐ 令 女 


秋めい て きた 今月 号 の ロケ ーション に 秋 
ちゃ ん が 選ん だ の は 都内 の 公園 。 な ん で も 
オー ディ ショ ン の 帰り に 見 つけ た 場所 な の 
だ と か 。 閑静 な 住宅 街 の 中 に ある この 公園 
に は 、 ブ ラン コ 、 滑り 台 が 設置 され て いる 。 
そし て 中 央 に は 、 お そら く こ の 公園 の メイ 
ン で あろ う 水 が あま り 出 て いな い 噴 水 が 
…o 秋 ち ゃ ん が 惹か れ た と いう この へ ビ 
型 の 噴水 を 使っ て 、 楽 し 雰囲気 で 撮り 
た い の だ そう だ 。 な ん の 変哲 も な い 公 園 で 
楽し い シ ー ン は 撮影 で きる の か 、 心 配 そう 
に 「 人 魚住 さ ん 、 な ん と か し て くだ さい ] と お 
願 いす る 秋 ち ゃ ん 。 

ロケ 当日 は 平日 と いう こと も あり 、 子 ど 
も の 姿 は な く 、 近 く の 学生 や サ ラリ ー マ ン 
が ベン チ で 人 弁当 を 広げ て いた 。 人 魚住 さ ん は 
公園 を 見 渡し て 「 公 園 だ っ た ら 遊具 を 使っ 
て 動き を 作る こと が で きる し 、 今 月 は 小物 
を 積極 的 に 利用 し て みよ う よ 」 と の こと 。 
は し ゃ い だ よ うな 楽し い 動き の 表現 に は 、 
連 写 機能 と カメ ラ の アン グル が ポイ ント に 
な る 。 元気 に ブラ ンコ で 遊ぶ 姿 を ロー アン 
グル で 狙い 、 水 際 で お どけ な が ら は し ゃ ぐ 
決定 的 肢 間 を 収め あたい 。 そ の ほか 、 秋 っ ぽ 
い 1 枚 を 撮る た め に 、 秋 ちゃ ん が 用 意 し た 
メガ ネ の 小物 を 使っ て みる 。 


http://Www.zomic.j 


高田 秋 ( た か だ し ゅ う ) : 1991 征 北海 道生 まれ 。 レプ ロエン タ 
テイ ン メ ント 所 属 。 雑誌 Imingl の モデ ル を つと め な が ら 、CM や 
で 活 忠 。 TBS 「 ビ ジネス クリ ッ ク ] 水曜 日 レギ ュ ラー。 ソニ 
ー g7 HI で 写真 を 勉強 中 http://yaplogp/Ip-shu_takada」 
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ソニ ー g7R エー Distagon T* FE 35mm F1.4 ZA ご 35mm ご マニ ュ アル 吉 出 (F2.2、 17500 秒 ) ISO 400-WB: オ ー ト 
久しぶり に ブラ ンコ を 清 ぐ 彼女 、 と いっ た イメ ー ジ 。 前 後 の 動き は ピン ト 合わ せがむ ず か し い の で 、 コ ン テ ィ ニ ュ ア ス AF で 追い 
か ける 。 連 写し た 数 枚 の 中 か ら 閣 と 足 の バラ ンス が 良い 1 枚 を チョ イス し た 

ニー ク な 公園 。 秋 


o 
は し ゃ ぐ イ メー ジ を 撮り 


水 が あ まり 目立た な い 噴水 の 
華 が な 


ゆ 
四 


最近 の 秋 ち ゃ ん は 
AF ロッ ク を 習得 ! 
前 ボケ を 入れ た 写 
に 入り な 


本 | 


に 


"ーー 


ュ 


4 


55mm "マニ ュ アル 遇 (F2.8、 1/800 秒 ) 
ISO 400・ WB: オ ー ト 


g7R Distagon T* FE 35mm F1.4 2A 
35mm マニ ュ アル 細 出 (F3.2、 1/400 秒 ) 
ISO 200・ WB: オ ー ト 


動き で 楽し き を 
伝 5 える た め に 
ど 展 能 を 利用 


ブラ ンコ を 汗 ぐ シー ン を 撮影 する 。 立 っ た まま 
、 動 き が 強調 され ず に 面白 味 に 
ンコ の 下 か ら ラ イブ ビュ ー を 使い 、 
ロー アン グル で 構え る こと で 、 勢い が 強調 で きる 。 
フォ ー カ スエ リア を 「 ワ イド ] に し て 、AF モ ー ド 
は 「AF-C」 に 。 ピ ント は 顔 に 合わ せ で 連 写 する 。 


er 


足 より も 下 の 位 置か ら カ メラ を 構え る 。 手 ブレ を 防止 
する た め に 、 机 に 手 を 固定 し て いる 


G7R TL Sonnar T* FE 55mm F1.8 ZA 。 水際 で は し ゃ ぐ 秋 ちゃ ん 。 自由 に 動い て も ら っ て 連 写 & コ ン 
ティ ニュ アス AF で ピン ト を 合わ せ 続け た 。 動き を 止め な いこ 
と で 、 自 然 な 表情 が 提 影 で きる 


持参 し た メガ ネ に 手 を か け て 目線 を 外し て も ら っ た. 
に よっ て 知 的 な 印象 が 強まっ て 、 い つも と は 店 う 一 面 が 
表現 で きた 


ング @* 


7R SonnarT* FE 55mm F1.8 2A 55mm 
アル 乾 出 (F1.8、 1/800 秒 ) ご ISO 400 WB : オ ー ト 


目 チカ ラ の 強い 1 枚 。 片目 だ 


ピン ト を 合わ せ て ほか は 大 きく ぽか し て いる た 


め 、 よ り 贈 の 印象 が 強まる 


読書 の 秋 。 と いう こと で 、 ち ょ っ と 知 的 な イメ ー ジ を 
作る の に 最適 な の が メガ ネ 。 昨今 の メガ ネ 男 子 & 女 子 ブ 
ー ム の お か げ で メガ ネ を か け トレ ー ト は 人 気 だ 
ピン ト は 必ず 目 に 合わ せる 。 メ ガ ネ に ピン ト が 合っ て し 
まう と 、 表 情 の 印象 が ぼや け て し まう か ら だ 。AF で 合 
わせ た の ち 、MF に し て 後 調整 する 。 


前 ボケ と な 甲 の フレ メガ ネ の フレ ー ム に ピン ト が 
ー ム が 目 チ カラ を 強調 し て 、 合っ て し まう と 表情 の 印象 が 


視線 が は っ きり し て いる 職 く な っ て し まう 


「 今 日 も あり が と う ご ざ いま 
ん で す が 、 うま く 写 真 


3 


笑 )。 あま り 特 徴 の な い 場 所 
に し て くだ さっ て ( 笑 ) 」 

は 早く て 、 季 節 柄 、 色 味 の バ リエ ーション を 出 
た けれ ど 、 小 物 を うま く 使う と と で パリ エー ショ 


ン は 作れ る よね ]」 

「 メ ガ ネ 姿 も 初め て 披露 し て み ま し た 」 

「 秋 の 季節 を 表現 する ポー トレ ー ト の 小物 アイ テム と し て は 、 
メガ ネ と か ハッ ト と か は 良い よね 。 お し ゃ れ だ | 
けれ ども 、 遇 7G2OKTC か ら ね ー]」 


セン ス が 間 わ れる 


1 人 へ OB 生 Ye な <、 前 後 へ の 動き が 多く て 、 ピ ン 
ト 合わ せがむ ず か し か っ た の だ けれ ど 、 顔 認識 AF や 連 写 機能 を 
騙 使 し て 乗り 切り まし た 。 
これ か ら お し ゃ れ の 季節 が 
や っ て きま すか ら ね 、 ポ ボー 
トレ ー ト 撮影 が いち ば ん 楽 
し い 季節 じゃ な いで すか ]」 
「 モデ ル も 自分 で 小 
物 を 用 意 す る と 、 写真 に バ 
小物 リエ ーション が で ます ね ] 


情 の 撮影 に は 
具 を 柔軟 に 
利用 する 


顔 の アッ プ で 表情 を 切り 取り た い 。 公園 な ら で 
は の 遊具 、 ベ ンチ に 寝 て も ら う 。 女の子 は 横 に な 
る と 、 腹 式 呼 吸 に な る こと が 多い た め 、 い つも と 
は 違う 表情 が 狙え る の だ 。 絞り は F1.8 の 開放 に 
し て 、 上 に な っ た 片目 (ここ で は 右目 ) に ビン ト を 
合わ せ て 、 大 きく ぽか し た い 。 


上 か ら 狙 うと 、 上 目 づ か い の 表 
体勢 が 不安 定 に な る の で 、 ブレ に | 
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。 写真 カ が アッ プ 9 る 


Photosho 
し ナチ 


お 気に入り の 写真 を レタ ッ チ し て も 、 な ぜ う まく いか な い 
の ? も し プロ が 自分 の 作品 に 手 を 入れ た ら ど う 仕 上 が る 
の だ ろう か ? フォ トグラフ ァ ー・ 大 和田 良 が そん な 疑問 を 
スッ キリ 解決 する 。 読 者 の 皆さん か ら 募 集 し た 作品 を 、 
実際 に 大 和田 先生 が RAW 現 像 & レ タッ チ ! どん な 仕上 
が り に な る の か 、 ライ ブ 感 満点 で お 届け する 。 


P 


smxs 大 和田 良 
と 影 ] と いう 7 馬 を 撮影 され 
回 は 多く の 作品 タッ チ で も 5 強い コン オリ ジ ナ ル 作 品 


6 多かっ た よう ( 
ル エ ッ ト を 用 いた も の や 幣 


で ぞ れ の 表現 
取り 上 げ る か に つい て は ずい ぷん 
『、 今 回 は 逆 
『 象 的 で あっ た 悠々 さん の | 
に 注目 し て みた い 


|\ 人 2 
レタ ッ チ の 方 向 性 を 
検討 する 


基本 的 な 絵 作 り は 悠々 さん の 作品 
の コン セプト を 引き 継ぐ が 、 階 調 の 保 
持 を より 意識 し て グラ ョ ン の 再 
現 と 画面 の 立体 感 を 強調 し て いく 。 
夕暮 れ の 光 の 色 再 現 や 土 の 色 、 馬 の 
質感 再現 な ど を 見 な が ら 細 か く 選 択 
範囲 を 分 け 、 そ れ ぞ れ 必 要 な コン トラ 
スト を つけ な が ら 調 整 し た い 。 


た の 


E に よる 雄大 な 


貞本 県 同 菊 の 草 千 


作者 の レ 
日 カラ 
キャ ン ン EOS-1D X 


作者 : 悠々 さん 


空 の 色 の 
バラ ンス を 
整え る 


ハイ ライ ト と 
シャ ドウ の 
階 調 を 保持 する 


馬 の 立体 感 と 
質感 を 整え る 夕暮 れ の 
逆光 の イメ ー ジ を 


強調 する 


全体 に 適度 な 
明瞭 感 を 与え る 


党 本 連載 は Adobe 
Photoshop CC を 
例 に 手順 を 

缶 介し て いま す 


STEP 


訓 全体 の 階 調 を 整え る ト 


トリ ミン グ は 2 対 3 で オリ ジ 
ナル 作品 と ほぼ 同じ に し な が ら 、 
光 の 伸び て 行く 様子 を 出す た 
め 画 面 右 下 の 土 の 部 分 な ど を 
少し 足し て いる 。 細部 の コン ト 
ラス ト は Photoshop 上 で 行う 
た め 現 像 時 の パラ メー ター 調整 
で は 全体 的 に 柔らか め に 階 調 


画面 全体 が 暗め で 人 硬い 印象 
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を 残す よう に 意識 し た 。 ま た 、 
暖色 が 強まり 明る く な っ た カラ ー バ ラン ス を 整え て 左 カラ ー バ ラン ス を 細か く 調 整 し 
上 の 空 の 青 と 地平 線 近く の トーーーーーーー! て 左上 の 青 と 地平 線 近く の オ 
オレ ンジ の 色 の 差 を ある 程 WB は 旦 天 を 選択 し て 情 色 eS 
度 出し て お く 系 を 強調 階 調 は 柔らか め に レン ジ を 強調 する 。 
りょう ): 1978 生ま れ 。 東京 工 到 大 学術 学 部 写真 学科 座 、 同 大 学 馬 メ ディ アア ー ト 専攻 修了 。 2005 年 スイ 


スエ リセ 美術 
真 全 新人 芝 


「ReGeneraion. 50 Photographers of Tomorrow 
著書 に 「prisml ノー ツ オン フォ トグラフ ィ ー] FORM 


選出 され 、 以 降 国内 外 で 作品 を 参 数 発表 する 。 2011 征 日本 写 
ど が あ る 


sTEI 


き 


回 地軸 の 明 


暗 を 強調 する 


Photo 
shop 


STEI 


ゃ 


回 馬 の コン トラ スト を 整え る (3④ 


画面 の 斜め 下 半 分 の コン トラ ス 下 半 分 を 多 衣 形 焼き 込み ご 和 覆い 焼き ツー ル を 焼き 込み ウー ル で 
内 くし た い 部 . 
ト を 整え る 。 選択 範囲 は 山 の 稼 。 間 パ メール で 用 いて 馬 の 再 現 を 整え 、 細 か い 部 Ce 
線 を 目安 に 作り 、 境 界 線 を 150 果 が か か りす ぎ な コン トラ スト 調整 を 行う 。 暗 い 一 ル で 明る くし た 
いよ うに 部 分 
pixel ぽ かす 。 光 と 影 の コン トラ いと 2 に 間 は 部 分 は 範囲 を シャ ドウ に 設定 し て 28 間 
スト を 生か す た め ト ー ン カー ブ で 吉光 量 は 3 一 59% で 行い 、 あ る 程 。 光量 と 純 財 、 ブ 
ラ シ の 大 き さ を 調 
シャ ドウ 部 分 に コン トラ スト を つ トス お 誠 度 明る い 部 分 は 範囲 を 中 間 調 に 、 整 し て 細部 まで 組 
ラ に ] 0 訟 定 調整 し て いく こ 
上 ハイ ライ ト は 明る く な りす ぎ つっ 、 の 始 人 が | | 夫 光 量 は 7ー10% に 設定 する と が < 間 半 し て いく と 
な いよ うに 元 の カー ブ に 近い ポイ より 濃く な る よう に Nes、 ご 良い 。 拡大 し て 小さ な ブラ シ で 細 仕上 が り に な る 
最小 限 の トー ンカ 寺 CE 
ー プ を 作っ て u く 還 か く 調 整 し て いく と 細部 まで 整え 
る こと が で きる 。 
| が 
| 地面 に メリ ハリ が な い 地面 に コン トラ スト が つい た 馬 の 顔 に メリ ハリ が な い コン トラ スト が つい た 


| rm 話 | 理 と 赤 を 強調 し て 鮮やか に 


画面 左上 を 選択 し 、 ト ー ン カー 


ブ で 興味 を 強く する 。 ま た 、 地 平 5 


線 に 近い 部 分 と 逆光 部 分 に は 逆 
に 赤 と 黄 色 を 強く し て 空 の 色 合 
い を 整え 夕暮 れ の イメ ー ジ を 強調 | 


左上 の 空 の 青 を 整え る た め ト ー ン カー ブ の ブル 
ー チ ャ ン ネ ル を 使い 整え る 


させ た 。 雲 の 明 瞭 感 を 高め る た め 
に は 部 分 的 に 選択 し て コン トラ ス 
ト を 強く する と 良い 。 そ の 後 全体 
の 明る さと コン トラ スト を 微 調整 
し 、 画 面 周辺 部 分 は 少し 暗く し た 。 


オレ ンジ を 強調 し た い 部 分 に は トー ンカ ー ブ の レ 
ッ ド チャ ン ネ ル を 用 い 、 ブ ルー チャ ン ネ ル は 下げ 
て 黄色 を 足し て いく 


| 全休 9 に 色 味 が くす ん で いる 


青 と 赤 が 強調 され て 鮮やか に | 」 


つつ 、 階 調 を 残し た こと で 画面 ( 
立体 感 が か 生ま れ た 。 ま た 、: 
の イメ ー ジ も ハイ ライ ト に | 


全体 の 色 や コン トラ スト は 悠々 『 
さん の 作品 に 近い 印象 に 仕上 げ | 


調 を 
め 光 共 の 再現 が 柔 ら 上 


か く 、 光 が 長く 伸び て くる よう に 
感じ られ る 。 構 図 と し て は トリ ミ 
ング の 違い に より 右 下 に 明る く 
反射 し た 土 の 輝 き が 見 え 、 光 の 
強 さ や 夕暮 れ の 影 の 長 さ を 強調 
する こと が で きた 


還っ さん の 人 ト h を めし まり! 


この 連載 で は 、 読 者 の 皆さん の 作品 を 実際 に 大 和田 先生 が RAW 現 
像 と レタ ッ チ を 行い 、 その 手順 を 誌面 で 再現 し ます 。 毎月 テー マ を 変え て 
作品 を 募集 し 、1 一 2 作品 を 誌面 で ご 紹介 する 予定 で す 。 ご 自身 の 作品 
が どの よう に 変わ る の か 試し て みた いと いう 方 の ご 応募 を 心 よ りお 待ち し 
て いま す ! 


応募 締切 : 2015 年 11 月 1 


応募 方 法 
⑩ GANREF に ログ イン し 、 応 募 受付 中 の コン テス ト に アク セス 
http://ganref。jp/photo_contests 


@「 デ ジタル カメ ラマ ガ ジ ン Photoshop レ タッ チ 事 
2016 年 1 月 号 選考 (お 難 :「 私 の 幸せ ]) を クリ ッ ク 


@ 応募 要項 を ご 確認 の 上 ご 応募 くだ さい 


@ 大 和田 先生 に よる 選定 後 、 編集 部 より メー ル に て 
RAW デ ー タ ご 提供 の ご 相談 を させ て いた だ きま す 
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OLYMIPUS PRESEN 


写真 で 


伝え を に こ し * Ne し Seasom 


S 


http://wwwolympusicojp/jP/interview-photographers, 3 


写真 家 は な ぜ 写 真 を 撮る の か ? 


まだ 見 ぬ 誰 か に 、 自分 が 感じ た こと を 知っ て ほし いか ら 


写真 だ か ら こそ 伝わる 思い が ある 


wr⑳ 一 海野 和男 


昆虫 の 造形 や 色彩 は と て も 美しい 。 小 きい 頃 、 
や っ と 捕まえ た クワ ガタ や カミ キリ に じっと 見 
入っ た り 、 鮮 や か な チョ ウ を じっくり 見 た 〈 て 
東 捕 り 網 を 振り 回 し た 思い 出 が ある 大 人 は 多 
い だ ろ うぅ 
は 、 そ ん な 忌 虫 を じっくり と 見 せ て くれ 
る あり が た い 手 段 だ 。 と ころ が 、 頭 か ら お 尻 の 
先 ま で し っ か り ピ ント を 合わ せ て 紫 虫 の 形態 を 


れ は 、 被 写 体 で ある 選 虫 が 小さき いか ら 
トウ ムシ ほど の 大 きき の 昆虫 を マク ロレ ンズ で 
近接 し て 画面 いっ ぱい に 撮 ろ うと 思っ た ら 
て も 全体 に ピン ト を 合わ せる こと な 
で は 、 ど うす る か 。 ま ず 考 えら れる の が 、 生 
き て いる 虫 で は な く 、 標 本 を 撮影 すみ と いう や 
り 方 だ 。 標本 な ら 動 か な い の で 、 拉 写 界 深度 
を コン トロ ー ル し や すい 。 実 際 に 、 チ ョ ウ や 甲 


シロ スジ カミ キリ (Batocera lineolata) 


(FS、1/100 移 、0EV 


ーー 
オリ ン パ ス OM-D E-M10 Mark エー MZUIKO DIGITAL ED 60mm F2.8 Macro 60mm (120mm 相 当 ) 絞り 人 先 AE 


15O 400・ WB : オ ー ト フォー カス プラ ケト 所 果 後 に 度 合成 
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虫 を 図鑑 に 収め る と き は 、 こ の 方 法 が よく 使 
われ る と いう 。 

し か し 、 そ の 手法 に 海野 は まっ た く 多 力 を 感 
じ な い 。「 僕 は 地球 上 に 生き て いる 昌 の 、 生 命 
体 と し て の 魅力 を 伝え た い の で す 。 死 表 を 撮っ 
た っ て 、 そ の 租 力 は 伝え られ な いで す よ 」 と 語る 。 

海野 は 、 生 きた 昆虫 を 写し 撮る た め に 、2 つ 
の 手法 を 駆使 する 。1 つ め は スト ロ ポ の 使用 
被 写 界 深度 を 深く する た め に 、 絞 り を F16 か 
F22 ま で 絞り 込み 、 ス トロ ボ で 昆虫 の 動き を 
止め て 撮影 する 。 1 年 ほぼ は 、LED ラ イ 
ト で の ライ ティ ング を 試み る な ど 手 法 を 進化 き 
し か し 、 絞り込む こと で 画質 が 落ち 
る の だ け は どう し よう も な い 。 

そこ で 、 こ こ に 取り 組ん で いる の 
が 深度 合成 だ 。 こ れ は 、 ピ ント が 合う 場所 を 
少し ずつ ずら し た 写真 を 何 枚 か 撮り 、 ビ ピン ト が 
合っ た 部 分 を 合成 し て 1 枚 の 写真 に 仕上 げ る 
と いう テク ニッ ク だ 。 

実は 、 コ ン パ クト カメ ラ の 分 野 で は 、 こ の 揚 
能 を 措 載 し た 製品 が 昨年 登場 し て いる |。 海 
野 自 身 も 、 と り わけ 野外 の 撮影 で は この 和 機能 
を 楽し みな が ら 使 っ て きた 。 し か し 、 画 質 の 点 


で は 物足りな さる が 残る 。 だ か ら 、 特 に 昆虫 の 
造形 を 精 李 に 写し た いと き は 、 一 眼 レ フ や ミラ 
ー レ ス 一眼 で フォ ー カ ス を 変え て 撮影 し 、 そ れ 
を パソ コン で 合成 する と いう 。 近 著 「 世 界 の カ 
マキ リ 観 察 図鑑 ] で は 、 こ の 手法 で 撮っ た 写真 
が 多い 。 

と ころ が 、 こ の 作業 が か な 
り 厄 介 な の だ と いう 。 そ の 撮 
影 の 手順 を 聞い て 驚い た . 
まず は 、 白 パッ ク の 撮影 装置 
に カマ キリ を 入れ る 。 そし 
て 、 カ マキ リ に ボー ズ を 取ら せる 。 指 を 使っ て 
カマ キリ と 対話 し な が ら 、 向 き を 変え た り 、 カ 
で を 持ち 上 げ さ せ た り する の だ 。 カ マキ リ は 
りや すく 、 そ ん な 挑発 に よく 乗っ て くれ る 

そし て 、 撮影 。 マニ ュ ア ル で 少し ずつ フォ ー 
カス を 動か し な が ら 、 シ ャ ッ タ ー を 切る 。 し か 
し 、 熱 練 の 腕 を 持っ て し て も 、1 枚 の 写真 に 2 
秒 は か か る 。10 枚 な ら 20 秒 だ 。 そ の 間 、 カ マ 
キリ が じっと ポ ボーズ を 保っ て くれ る と は 限ら な 
い 。 少 し で も カマ キリ が 動け ば や り 直 し だ , 首 
尾 よく 撮影 で き て も 、 パ ソコ ン で の 合成 作業 に 
また 時 間 が か か る 。 こ ん な ふう に 撮影 する の で 、 


1 枚 の 作品 を 仕上 げ る の に 、1 日 か 2 日 か か る 
の だ と いう 。 

そん な 海野 に と っ て 、 強 い 味方 が 登場 し た 。 
フォ ー カ スプ ラケット 機能 を 搭載 し た 
スー 眼 機 だ き *。 こ の カメ ラ を 使う と 、 一 ) 


昆虫 が 持つ 形態 の 妙 を 
精 級 な 映像 で 見 て ほし い 。。 


ッ タ ー ボ タン を 押す だ け で 、 フ ォ ー カ ス 位 置 を 
変 真 が 連 写 され る 。 普 段 使っ て いる カメ 
ラ も 、 新 し い フ ァ ー ム ウェ アプ で この 機能 を 措 載 
する 9。 

海野 は 、 試 作 擬 の 段階 で テス ト し た 。 あ まり 
の 楽し き に 、 ほ ぼ 1 カ 月 、 ほ か の 仕事 が 手 に 着 
か な か っ た ほど だ と いう 。「 こ ん な に 人 簡単 に 撮 
れる の に 、 画 質 は 素晴らし い 。 こ れ な ら 、1 メ 
ー ト ル ぐ で らい に 引き 延ばし て も 問題 あり ませ ん . 
そう いう 写真 で 構成 し た 写真 展 を や っ て みた い 
と 思い ます ね 」、 そ う 語 る 海野 の 表情 は 熱意 に 
満ち て いた 文 * 剛 時 幸治 


カス テル ナウ ディ ツヤ クワ ガタ 
(Odontolabis castelnaudi) 
オリ ン パス OM-D E-M10 Mark 
MZUIKO DIGITAL ED 90mm F2.8 Macro 
60mm(120mm 相 当 ) 絞り 全 先 AE 

(F13、 1780 秒 、 +1.3EV) 15O 200 WB : オ ー ト 
フォ ー カ スプ ラケル 提 後に 深度 合成 


PitOFILE 


海野 和男 


還 


多 数 


ミ 


mmo 


※1 オリ ン パス STYLUS TG-3 Tough。 現行 機 は STYLUS TG-4 Tough 


※2 オリ ン パ ス OM-D E-M10 Mark 


※3 オリ ン パス OMLD E-M1 Ver. 4.0 と OMLD E-M5 Mark T Ver.2.0。 


IM1 は カメ ラ 内 で の 深度 合成 が 可能 


うん の か ず お : 1947 征 東京 都 生ま 
れ 。 昆 中 中心 と する 自 拓 写 真衣 。 東 
京 農工 大 学 で 尾行 動 学 を 学び 、 舞 
た 写真 が 術 誌 に 掲載 され た の を 機 
に フリ ー の 写真 家 の 道 を 歩む 。 アジ ア 
や アメ リカ の 希 雨林 地域 で 昆虫 の 
擬 態 を 長年 所 影 。 著書 、 テ レビ 出演 


マメ コガ ネ 


60mm F2.8 Macro 
60mm(120mm 相 当 ) 


ISO 200- WB: オ ー ト 


(Popillia japonics) 


オリ ン パ ス OM-D E-M10 Mark 
MZUIKO DIGITALED 


シロ コブ ゾウ ムシ (Episomus turritus) 
オリ ン パス OM.D E.M10 Mark 

IMZUIKO DIGTAL ED 60mm F2.8 Macro 
60mm(120mm 細 当 ) 

玉 り 侍 先 AE(F5. 17200 移 、 1.3EV) 

ISO 200- WB: オ ー ト 

フォ ー カ スプ ラケット 撮影 後に 深度 合成 


へ 


絞り 優先 AE(F8、 180 秒 。 1.7EV) を 
フォ ー カ スプ ラケット 撮影 後に 度合 成 


被写体 全体 を シャ ー プ に 写せ る 深度 合成 機能 


マク ロレ ンズ に よる 近接 撮影 や 
望遠 レン ズ で の 撮影 で は 、 ビ ント 
が 合っ て みえ る 範囲 で ある 被 写 界 
深度 が 極端 に 浅く な る 。 そ こ で 、 
フォ ー カ ス 位 置 を 少し ずつ ずら し 
て 撮影 し 合成 する 手法 が 深度 合 
成 だ 。 オ リン バス OM-D E-M1 
に は 11 月 公開 予定 の ファ ー ム ウ 
ェ ア 4.0 へ の アッ プ デ ー ト で 深度 
合成 機能 が あら た に 搭載 され る 。 


http://www-gpornejp/green/life/ 


深度 合成 な し 深度 合成 あり 


2 ュ 


近接 撮影 で は 極端 に 披 少し ずつ フォ ー カ ス を ずら 


写 界 深度 が 浅く な る た し 撮影 し た 写真 を 合成 す 
め 、 昆虫 全体 に ビン ト を る こと で 、 昆 虫 全体 を シャ 
合わ せ に くい ー プ に 写せ る 
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E ア 


HAKUKI 
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頂い 記 
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三 
/ じ いい O 


Canon EOS 5D Mark エン 

時 70-300mm F4-5.6L IS USM 
300mmFB、 172.000sec 
15O 400WB:Auto 


Canon EOS 5Ds R 

EF100-400mm 
F4.5-5.6LIS TUSM 
400m 
FB8、1/1.000sec 

ISO 400・ WB :Auto 


EOS 5D Mark 
EF70-300mm 

F4-5.6LIS USM 

300mm 

F6.3、 17640sec 
ISO 400” WB :Aut 


Canon EOS 5Ds 
EF16-35mm 
F4LIS USM 
16mm 
F7.1、 171.250se 
IsO 400/WB :Am 


120 


Auto 


EOS 5D Mark 
EF70.300mm 
F4-5.6LIS USM 
300mm FB 
16.400sec、 0.7EV 
ISO 400・ WB :Auto 


それ が 例え 日 常 と 変わ ら ぬ ほん の 基 宮 な 行 交 で あっ て も 、 旅 に 出る と を 
常 へ と 化学 変化 を 起こ し て し まい ます 。 自 ら の 肉眼 で 直接 
見 る と いう 行 施 は と て 6 真 明 で それ が 現実 で も ある 訳 な の で す が 、 フ ァ イ 
ンダ ー を 通し て 見 る 行 交 は 時 と し て 曖昧 か つ 不 確か な 映像 を 脳 在 へ 侯 
ある の で す 。 も ちろ ん 実際 に は カメ ラ と いう 装置 を 使っ て で き あ 
と いう 6 の も リア ル 以 外 の 何 も の で も あり ませ ん . 
見 た 光 時 は 現実 に あっ た 光景 だ っ た の だ ろう か 
存在 し た 人 た ち だ っ た の だ ろう か ? と 記憶 の 系 
を 手 株 り 寄せ な が ら 自分 自身 の 記憶 に 翻 昼 され る こと が よく あり ます 。 

果たし て どちら が 本 当 な の か 、 そ れ は わか ら な いけ れ ど ボク の 記憶 の 扉 。 = 
の 身 の 方 で は 、 目 覚め た ば か り の 時 の 夢 の 名 残り みた い に ボ ポン ヤリ と し て 
は いる の だ けれ や 地 良き を 感じ で て し まう フィ クシ ョ ン と リア ル の 境界 
の よう な 骨 間 が ある の で す 。 に ーー 


577777J/ 


2 


SPEC// 4//F7 」 
アゴ 万 記 き 戸 gm 
S0Z//-9.242・25・26.27 mosgaphers 筆 田 護 
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6 キャン ン EOS-1D X ご シダ マ 50mm F1.4 DG HSM IA 50mm 
アキ ヤン ン EOS-1D X  EF70.200 F2.8LIS TUSM 200mm 一 六 り 人 先 


8 キヤ ノン EOS-1D X … EF400mm F2.8L IS T USM 400mm 数 り 優先 AE(F2.8、 171.250 秒 、 0.7EV) ISO 500/ WB : 大 陽光 


の キャ ン ン EOS-1D X EF11.24mm 


LUSM 11mm マニュアル 船出 (F6.4、 175.000 秒 ) 15O 500 WB : 大 陽光 


ォ 
日 本 GP 際 今年 も 鈴鹿 サー キッ ト で F1 日 本 グラ ンプ リ が USM な ど 憧 れ の 超 望 遠 レ ン 与 体験 する こ 


開催 計れ た 。F1 日 本 GP で は 通常 の 観客 席 と は と が で きた 。- ま た EOS 7D Mark II と EF100- 
別に カメ ラ 記 シン エリア チ ケッ ト が 販売 きれ 、 コ ー 400mmF45.5.6L IS I USM の 貸し 出し も 実施 

剛 ーー 生生 NM され た 
て 74 メラ マン が 数 多く 集まり 、F1 マシ きら に 原 富 治 礁 氏 、 熱田 護 氏 に よる スペ シャ 
馬 ン を 旭 記 の 撮影 ポイン ト 人 と が で ル セ モミ ナー、 夜 は カメ ラマ ン ミ ー テ ィング と F1 を 
た 。 F1 員 本 GP で カメ 
は 撮影 ポイ ント だ ( 
コー ナー で は キヤ ノン の 


、 sa 奥川 


ャ ン 向 け ( され た の 撮影 し に っ きた アマ チュ アカ メラ マン に は 盛り だ く 
な い 。 超 望遠 レン ズ 体験 "る ん の 内 容 。 私 る 体験 し 参加 し て きた の で 、 そ の 
EF600mm F4LIS II 様子 を レボ ー ト し よう ぅ 


1 を ァ ン ン ン ン /。 


ーーー の 


カメ ラ 
| 直 明 
TE 
 EOS 7D Merkt 
任 し 


0 ツ @⑯》 @%》 @⑩* 
EF400mm F28L  EF500mmF4L  EF600mmF4L EF200-400mmF4L 
TUSM BTUSM USM USM エク ステ ンダ ー 14X 


超 望 中 レン ズ 体験 コー ナー に 用 意 され た レ 
ンズ は キヤ ノン の EF400mm F2.8L IS TL 
USM、 EF500mm F4LIS T USM、 
EF600mm F4L IS T USM、EF200- 
400mm F4L IS USM エク ステ ンダ ー 1.4 
メ の 4 本 。 こ の 憧れ の 超 望 棚 レン ズ と EOS 
7D Mark T、 さ ら に マン フロ ッ ト ま た は ジ 
ッ ツ オ の 一 脚 を セッ ト で 試写 を 体験 する こと 
が で きた 。 

撮影 場所 は 逆 バ ンク コー ナー の 立ち 上 が り 
側 と な る 三 -2 席 の 最上 段 。 こ こ は 逆 パ ンク の 
クリ ッ ピ ング ポイ ント を マシ ン 正 面 か ら 撮 る 
こと や 、 ダ ン ロ ッ プ コ ー ナ ー へ 加速 する マシ 
ン を 流し 撮り する こと が で きる 。 

E-2 席 の 最上 段 は コー ス か ら 少 し 離れ た 撮 
影 ボ ポイ ント だ が 、 用 意 され た 超 望 可 レ ンズ を 
使用 し た の 
撮る こと が で きた 。 (640mm 相 当 ) ご シャ ッ ター 優先 AE(F16、 1/160 移 


シン を フレ ー ム いっ ぱい に 約 15 分 と いう 短い 時 間 な が ら 、 皆 さ 
1 マシ ン を フレ ー ム いっ ぱい に エン Eos 7D Mark m EF400mm F2.8LIS USM /400mm 内 山川 族 ん 韻 由 体験 で き な い 超 望 癌 レン ズ で 


SO 100- WB: オ ー ト の 撮影 を 増 能 し て いた 
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カメ ラ を 借り て 好き な 場所 か ら 撮影 で きる 


ググ 


EOS 7D MarkI 貸し 出し コー ナー 


サー キッ ト 撮影 だ け で な く 、 鉄 道 | 
や 航空 機 を 撮る カメ ラマ ン も 注目 し 
て いる の が E0S 7D Mark T と | 
EF100-400mm F4.5-5.6L IS T 
USM だ 。 F1 日 本 GP で は 、 こ の 注 | ヘア ピ : 
目 の ボ ディ と レン ズ を セッ ト で 貸し 
出し を 実施 。 貸し 出し 時 間 は な ん | 
と 1 セッ ショ ン 。1 時 間 か ら 1 時 間 


半 の セッ ショ ン を ずっ と 注目 の 機材 | 


キャ 


EOS 7D Mark 


9 月 25 日 の フリ ー 走 行 後 、S-PLAZ/ 
て 原 富 治 雄 さ ん を お 迎え し て カメ ラマ 」 
ティ ング が 行わ れ た 。 こ れ は 6 年 前 か ら 行 わ | 
れ て いる ファ ン と 原 さ ん が 交流 する 会 で 、 毎 
回 スペ シャ ル な ゲス ト が 飛び 入り 参加 する こ 
と で 有名 。 以前 は 元 F1 ドラ イ バ ー の 佐藤 球 
磨 さ ん が ゲス ト で 招 か れ た こと も ある ミー テ | 


写真 ゃ 原 評 治 


マン エリ ア で 撮影 を 行っ た 。160- 
640mm 相 当 の 焦点 距 難 は サー キッ 
ト 撮影 に 最適 で 、 こ の セッ ト で ほ と 
ん どの 撮影 ポイ ント は カバ 


EF100-400mm F4.5-5.6LIS USM 400mm 
(640mm 相 当 ) ご シャ ッ ター 人 完 AE(F5.6、 17400 秒 、 0.3EV) 


で 撮影 可能 な の だ 。 カ メラ マン エリ 
ア で あれ ば 撮影 場所 の 制約 は な く S 
字 、 杉 パン ク な ど 自 分 の 撮り た い 場 
所 で 撮影 する こと が で きる 。 今回 は 


、 逆 バン ク 、S 字 の カメ ラ 


きた 。 
写真 * 和 川 活 導 


ISO 100-WB: オ ー ト 


ィング で ある 。 今回 は スペ シャ ル ゲ スト と し 
て F1 の 解説 で 有名 な 今宮 純 さ ん が 登場 
今年 の F1 の 見 所 、 ど うな る ホン ダ ? な ど 皆 
さん が 知り た い 話 題 に 触れ て いた 。 後半 バー 
ト で は 熱田 謀 さ ん が 登場 。 昔 か ら の お 知り 
合い と あっ て 、 レ ー ス 写真 に まつ わる 濃い 内 
容 で 、 始 楽し い 会 で あっ た 


キヤ ノン 一 環 レ フカ メラ 折 出 愛人 


EF100-400mm は 少し 広め も 
アッ プ も 所 れる と いう サー キッ ト 
で 使い や すい 焦点 距離 の レン ズ 


| 


今宮 さん ( 左 ) と 原 さん ( 右 ) 


レー ス 写 真 家 の リ アル な 使い 方 が 学べ る 
原 富 治 雄 氏 、 熱田 護 氏 に よる 
スペ シャ ルミ ー テ ィング 
ーー ンー ンー ンー ンー ンー ンー ニー テー 

キヤ ノン ブー ス で は レー ス 終 了 後に 9 月 25 日 は 原 
富 治 雄 さ ん 、26 日 は 熱田 護 さ ん に よる セミ ナー が 行 
われ た 。 こ の セミ ナー は 誰 で も 参加 で き 、 ブ ー ス が い 
つば ぱい に な る ほど の 人 数 で 埋め 尽く され て いた 。 原 さ 
ん は デジ タル 化 され る 前 の 撮影 環境 に つい て 。 熟 田 さ 
ん は 作品 ご と に 使用 し た 機材 を 紹介 し つつ 、 細 か く 
撮り 方 や 狙い な ど を 解説 。 お 2 人 と も 最後 に 質問 コ 
ー ナ ー が あり 、 参 加 者 の 皆さん は | 鈴鹿 で の 狙い 所 |「 一 
脚 の 使い 方 ] な どこ こ ぞ と ば か り に 沢山 の 質問 し て いた 。 


原 き ん は 過去 の 経 
験 を 交え て 鈴鹿 サ 
ー キ ッ ト の 撮り や す 
い 場 所 な ど を 説明 
され て いた 


名 田 さん の 質問 コ 
ー ナ ー は 大 盛り あ 
が り 。 終了 時 間 を 
大 幅 に オー バー| 


[ 原 韻 半 PHOTO〉 


写真 を 撮る こと で 分 か る 
見 る だ け で は な い F1 の 楽し み 方 


で ある F1 を 思う 存 分 撮影 し て も ら お う 、 
そん な 思い か ら 始 まっ た カメ ラマ ン エ リア の 企画 。 今回 で 6 年 目 を 迎え 、 
新しい 試み と し て 、 短 い 時 間 で し た が キヤ ノン さん の ご 協力 を 得 て 、 
写真 講座 と 撮影 機材 の 貸出 な ど を 開催 し まし た 。 ま た 、 今 年 の レー ス 
ウィ ー ク は 、 雨 の 走行 か ら 始ま り 秋晴れ の 決勝 日 、 さ ま ざ ま な 多 力 的 
な シー ン の 撮影 が で きた の で は な いか と 思っ て いま す 。 今回 参加 いた 
た 皆さん が カメ ラ を 通し て 、 モ ー タ ー ス ポー ツ を より 楽し ん で い 
けれ ば と 思い ます 。 ( 原 富 治雄 ) 


キヤ ン ン EOS-1D X - EF500mm F4LIS TUSM 500mm 
絞り 像 完 AE(FS、 1/40 秒 、 土 OEV) ISO 1000 WB : オ ー ト 
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「inmp」 


者 富久 浩二 
作者 富久 洗 


16mm F4.5-5.6 DCHSM 
ラ の ミニ チュ アモ ー ド で 提 フ 


上 昌 市 半田 


し て きた か の よう 
テリ ア リ 、 感 情 を あお り ます 。 手前 は た た 
リー ト の 駐車 場 で 、 こ こ に 水 を まい て 反射 させ 
5 た と いう こと で 
の 強 さ は 出 な か っ た 
い の で 、 画 像 ぼかす こと 
で す 。 か な り 綿 宙 に 計算 


【 

アイ テ 
に 仮想 空 | 
立派 な 作品 
どれ だ け ド ラマ 化 


これ だ け の 演出 写真 が で 
の 中 か ら 作 り 出 す 作業 を し た ら 、 お 
る の で は な いか と 根 像 し ます 


か の 遊び で す 


| 5GGANREF み 5! | 
「@ 戸 ANRE ビ 


フォ トコ ン テ スト の 結果 は 、 
下記 URL で も 

ご 覧 いた だ く こ と が で きま す 
http://ganrefjp/ 
Photo_contests 


フォ トコ ン テ ス ト は 
すべ て の 部 門 が 


Web か ら の 投稿 と な り ます 
詳し く は 上 記 URL を ご 覧 くだ さい 
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ビ 


選者 * ノ フ \ 


- 山 


* 2015 年 度 DCM 
フォ トコ ン テ ス ト 応 募 要項 P.168 
* 2015 年 度 DCM 
フォ トコ ン テ ス ト 累 計 ポ イント P.169 SDHC カ ー ド 16GB 


提供 : サン デ 


「 き み は ば ぼく で ぽく は きみ 」 


作者 


Akira( 


恋人 同士 か な と 思い まし た が 、 娘 さん と 息子 さ 


ん だ と いう こと 本 当 に 仲 が 良い の で す 
ね 。 大 陽 の 光 葵 が 印象 的 で す 。 楽 しげ な 心 
模様 が スト レー| わっ て きま す . 


太陽 を 使っ た 似 た カッ ト が 何 種類 か あり まし た 
が 、 こ の カッ ト が 一 番 強 いで すね 。 思 い 切 - 
て 、 耳 が ギリ ギリ 見 える 位 まで 横顔 の アッ プ に 
する と 、 さら に イン パク ト あ る 写真 に な り ます . 
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Pzp 


「 暮 れ @ く 」 


作者 * tanDODO( 愛 知 


カメ ラ : ソ ニー g7 レン ズ : カ ー ル 
レタ ッ チ : Photoshop Lightroo 


女性 の 表情 が 判別 で きる ギリ ギリ まで アン ダー に し た ひと 
冒険 が 功 を 奏し まし た 。 背景 の 暮れ な ず む ブル ー の 空 や 浮か 
雲 の 表 情 と 相まって 、1 日 の 終わ り の 切な き を 感じ させ ます 。 快 
表情 を 撮る の も ポー トレ ー ト の 面白 で す が で 、 こ の 
も の 思い に ふけ る 心 模様 を 撮る の も また 味わい 深い 作品 
に つなが り ま す 。 彼女 は 目線 の 先 に 何 を 見 つめ て いる の か 、 も の 
5 げ な 表情 が 全体 の トー ン に 溶け 込ん で いま す 。 間 に 浮い て る ブ 
ラウ ス の 白 も 効果 的 で す 


【 ] 

タレ ント さん を 撮影 する 時 に 、 ペ ン ラ イト の 光 を 顔 に 軽く 当て る な ど 
の テク ニッ ク を 使っ た こと が あり ます が 、 こ うし た 思い 切っ た アン ダ 
一 覧 出 も ドラ マ を 生み ます 。 写真 の 狙い に も より ます が 、 被写体 で 
ある 人 物 の 良さ を 引き 出す の は 、 笑 顔 な の か 寂し げ な 表情 な の か 
を 観察 する こと が 大 切 だ と わか る 作品 で す 


「 待 ち 切れ な い 思 い ] 


作者 相 岡山 県 
カメラ : ニ コン DBOOE 
レン ズ : タ ムロ ン 28-300mm 3.5-63Di VC PZD 
所 影 地 : 較 山県 玉野 


自転 車 の ライ ト が 点灯 し た まま 
を モチ ー フ に する セン ス が ユ 

る こと 
理解 で 


倒れ て いる の で す が 、 こ れ 
ク で す 。 し か も タイ トル を 見 
自転 車 の 持ち 主 が 抱い て いる 夏 祭 り へ の 興奮 が 
この 写真 が さら に 楽し く な り まし た 


タイ トル を 見 れ ば 、 作 者 の 文学 的 セン ス や 人 柄 が 想像 
で きま す 。 自転 車 の テイ ト を 消し 忘れ る ほど 、 早 祭り に 参加 
し た い 子 ども の 心 を うま く 読ん で いて 、 人 情 の ある 方 だ と 推計 


「Billy the kid 1 衝 2 を 26mm 284 DC WACRO 
ーーーーーーーーーー の PCG 


3 (用 上) ニレ ンチ Phosheb Lahioom 5 に て 才 を 
に 人 宮 半 生 夫 (0 撮影 地 神奈 川上 横浜 市 


mm 【 泊 評 】 

夏休み に お 子 さん と 水鉄砲 で 遊ん だ と き の カッ 
ト だ そう で す 。 ご 自身 も お 子 さん も 、 時 間 を 忘 
れ て 水 を か け 合 っ た 興奮 が 、 こ の フレ ー ミ ング 
か ら 感 じ ら れ ます 。 太陽 の ゴー スト が 良い 意味 
で 破綻 し て ます し 、 ぶ ぷれ た 水 の 電 跡 が 非常 
きれ いで 、 心 中 を 表し て いま す 。 


1 


【 ア ! 1 

逆光 に より 浮き 上 が っ た 水 の 描 写 が 大 き な 将 
力 で す 。 は じ けた り ぶ れ た り 、 ある い は くね くね と 
変化 する 水 の 動き を さら に 強調 する た め に は 、 
も っ と 羽目 を 外し て も 良い か も 知れ ませ ん 。 例え 
ば 撮影 レン ズ に も 水 演 が 付い て いる な ど で す 。 


カラ : キ ャ ノン EOS 40D 
レン ズ : ト キナ ー AT-X 535 PRO DX 

レタ ッ チ : Photoshop Elements 6.0 に て ライ テン グ を 調 加 
電影 地 広島 上 安寺 部 


【 調 評 】 

5 人 の 登場 人 物 が 無駄 な く 画面 に 配置 され 、 引 き 締まっ た 気 
持ち を 抱か せ 、 か つ 真 剣 さ が 画面 か ら あふ れ 出 て きそう で す 。 
垂直 な 線 も 効果 的 で す 。 宙 に 浮い た 中 央 の 女性 が 極め て シ 
ヤー プ に と ら え られ で いて 、 画面 を 一 層 引 き 締 めで いま す 。 


【 1 

カポエイラ と は ブラ ジル に 伝わる スポ ー ツ で 、 舞 叶 に 見 せ か 
けた 格闘 技 だ そう で す 。 流 朋 な 動き の 中 に 相手 を 倒し た り 、 
自分 を 防御 し た りす る 動き も ある そう で す 。 叔 力 的 な 動き を 
写真 作品 に 仕上 げ る の も お も し ろ い も の で す 。 皆さん も トラ 
イ し て みて くだ さい 。 


「 君 と 赤い 
落下 傘 に 乗っ て 」 


作者 * 03( 東 京都) 


カメ ラ ェ ニコ ン Nikon 1 V3 
レン ズ : 1 NIKKOR VR 10-100mm 4.5.6 
レタ ッ チ : View NX 2 に て RAW 現 像 押 時 地 : 東 京都 京 区 


人 志 』| 

作 園 地 と いう と 、 良 い 天 気 と 人 混み 、 そ こ に 子ども の 歓声 と 衝 具 
の 音 が 入り 交 じ る と いう 印象 が あり ます 。 し か し 、 夕 方 に 差し 掛か 
り 、 人 の 波 が 一 段落 し た 後に また 店 っ た 光景 が 広がり ます 。 タ 景 
ッ プル 。 その 姿 の 美 し さ に 驚き まし 
寂し さ の 中 に カッ プル の 将来 を も 感じ させ ます 。 撮影 地 は 東京 
ドー ムシ ティ だ と いう こと で す が 、 都 会 の 中 の 青春 像 が 浮き 彫り に 
な っ て いて 、 テ レビ ドラ マ の よう な 半 那 の 美しき が 漂っ て いま す 。 シ 
ンプ ブル な 構図 に 切り 取っ た フレ ー ミ ング が 良い で すね 。 


【 ア ドバイ ス 】 

墓 れ な ずる 部 会 の 青春 像 素晴らし いじ ゃ な いで すか 。 ふと 気づく 
と 目 の 前 に 美しい ドラ マ が 見 えた 。 そ れ を 発見 し た 時 の 音 び は 写 
真 に 携 わる 者 に と っ て は 格別 で す 。 と っ さ の こと で も 冷静 に 作画 さ 
れ まし た ね 。 小さ な ドラ マ を これ か ら も 探し て くだ さい 。 
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カメ ラ : ニ コン D700. 


レン ズ : フ ォ クト レン ダー NOKTON 58mm F1.4 SL 


レタ ッ チ : Photoshop Lightroom 3 に て 


グ 、 
SilerEfex に て モノ クロ 化 提 影 地 : 神 奈川 県 川 市 


【 講 評 

後ろ 次 で す が 、 定年 を 迎え た 従 
の 男性 ふた り で す 。 ポート に 乗っ 
た し ぐ き が か わい いと いう の か 、 少 
年 心 が 表 れ て いる と ころ が 決め 
手 に な り まし た 。 夕 方 か ら 夜 に か 
り て の 間 迫 る 状況 と 、 遠 方 の 光 
の に じみ が ドラ マチ ッ ク で す 。 人 ポ ] 


【 ア 1 


/ 便 誌 )「 銅山 の 涙 」 


inin (埼玉 県 


カラ: キヤ ノン EOS 5D MarkHl 
レン ズ :EF50mm F1.4 USM 提 虹 地 株 光 市 


被写体 の し ぐさ は 、 その 写真 
の 決定 的 な 要素 に な り ます 。 
ボー ト に 乗っ て いる こと で この 
写真 の 魅力 の 7 割 が 作ら れ て 
いま す 。 残 り の 3 割 は すてき な 
光 で す 。 子ども で も 刻 人 た ち が 


の で 挑戦 し て くだ さい . 


】 


っ て いて も 絵 に な る 


雨 が 降り し きる 足尾 銅山 で 
す 。 提 影 は 大 変 だ っ た と 思 
いま す 。 雨 の 中 に 寂し そう 
に た た ず も 住宅 が 、 必死 に 
何かと 戦っ て いる よう で す . 
時 の 流れ や 風雨 に 耐え 技 
き な が ら 、 われ われ に 多く の 
こと を 物語 っ て いま す . 


【 | 
木村 伊 丘 笑 さ ん を 撮影 の た 
め に 実 内 し た 方 が 、「 木村 
さん は 新しい も の は 見 向き 
も せ ず 、 消 え ゆ くも の に レン ea 
ズ を 向け て いた 」 と お っ し ゃ ロ 4 

ユニ ー ク な フレ ー ミ ング が 目 を 引き まし た 。 人 
物 写真 は 顔 を 所 ら な けれ ば な ら な いと いう 還 
定 観 金 を 持 っ て いる と 、 な か な か 思い つか な 
い 醒 成 で す 。 ふた り の 関係 を 表現 する の で 
あれ ば 、 こ うし た カッ ト で も 成立 する わけ で す 。 


た だ きた いで す 


車 の シュ ー ル ー ム で 発見 し た ユニ ー ク な 
アン グル で す 。 ウイ ンド ー の 反射 を 利用 
し て 車 の フロ ント 周り を 顔 に 見 立て た 
ー モ ア あ る 写真 に 好感 を 持ち まし : 
色 の : ラ 


黄 


に 良い アク セン ト に な っ て いま す 。 


[ 佳作 ) 


(し ( ま f / 


カメ 


提 影 地 : イ ンド デリ ー 


ーー 各部 | 


カメ ラ : キ ャ ノン EOS 7D 
レン ズ :EF_S10-22mm F3.5-4. 
レタ ッ チ : Photoshop 7.0 に て トリ ミン グ . 色調 を 調整 
提 影 地 : 東 京都 港 区 


【 】 
良い モチ ー フ を 発見 し まし た 。 物 に 対し 、 既成 の 解釈 と 違う 一 面 
を 発見 する こと は と て も 楽し く 、 ま た 意義 ある こと で す 。 この 場合 
は 反射 に よる 形 を 利用 し て 、 車 を ユニ ー ク な 評 と し て 提示 し た わ 
け で す が 、 画面 の 左 交 の ウイ ンド ー を 多少 トリ 
物 の 視線 を 画面 中 心 に 導 け 、 さ ら に 


11-2015 


作者 杜 田 雄 


デリ ー の 理 机 店 。 日 本 と は 全 
く 違 う 街 の 人 間 模様 で す 。 退 
届 そ うな 子ども の 表情 と 、 楽 し 


「 音 と 春の 間 ] 


作者 和田 全 美 
(大 販 府 ) 


カメ ラ : パ ナ ソ ニッ ク 
DMC-TZ55 

提 叉 地 : 兵 庫 県 
明石 市 大 和央 


コメ ント に ふた り の 瞳 に は 青空 が 映っ て い 
る と あり ます が 、 と て も ロマ ンチ ッ ク で す 。 
こう し た フレ ー ミ ング の 写真 に ふた り の 会 
話 を 想像 させ る 要素 を 足す と 、 良い ポー ト 
フォ リオ が で きる の で は な いで し ょ うか 。 


「borin8 ni8ht」 


郎 (イン 


1 


ン D700 レン ズ :AFS NIKKOR 18-35mm 73.5.4.5G ED 
レタ ッ チ Photoshop Lightroom 5 に て コン トラ スト 、 WB を 主 


【 ア ト | 

オー プン な 人 た ち を 見 る と 、 何 
か 懐か し いよ うな 、 う ら やま し い 
よう な 気持 ち に な り ます 。 粗末 


の 表情 が 好 対 な 建物 が 伺え ます が 、 精 神 は 
。 こう し た 人 の 良い 大 豊か な の で は な いで し ょ よう か 。 
囲ま れ た 子ども は 幸 そう し た 精神 性 まで 表現 で き て 

せ だ と 思い ます 。 いま す 。 


「 激 走 !」 


作者 竹原 艇 修 (長野 県) 


カラ: ソニ ーg77 レン ズ :Vano-SonnarT* 24.70mm F28 2A 
SSM レタ ッ チ :Photoshop Elements 13 に て Topaz Adjust を 使用 
ディ テー ル 、 色調 、 須 度 、 コン トラ スト 、 レベ ル 神 正 等 を 誤 束 

撮影 地 : 長野 県 塩尻 市 高 ボッ チ 高原 


| 【 ア ドバイ ス 】 

多少 の ぶれ も 手伝っ た 、 と て も 迫 の ある 後ろ に ビ ピント が 来 て いる の が 気 に な り ま 
草 鼓 馬 の 1 シ ー ン で す 。 モノ ク | 換 し し た 。 動 き が 激しい も の を と ら え る に は 、 
た の も 大 正解 で す 。 縦 位置 の 構図 も 、 遠 いか に フォ ー カ ス が 追い つく か が 問わ れ 
近 感 と 走り 迫っ て くる 状況 を 表す の に 的 確 ~ ま す 。 あら か じ め 特定 の 距離 に 合わ せ て 
で し た 。 女性 騎手 も いら っ し ゃ る の で すか ? お き 、 被 写 体 を 待つ 「 置 き ピ ン ] を 使う の 
良い 題材 で すね 。 も お すす めで す 


「\ 真 4 中 


作者 * momo-taro( 埼 


カメ ラ g700 
レン ズ :DT 16-105mm F3.5-5.8 
レタ ッ チ : Photoshop hghtroom 
張 度 を 請 加 

押 虹 地 北海道 広 市 


【 】 【 】 

飛行 機 が 藩 陸 す る 時 の 光 の 軌 外 を 写し まし 作者 は 合成 な し を 徹底 し て いる と いう こと で 、 
た 。 一 直線 に 近づい て くる 飛行 機 の シン プ すばらし いと 思い まし た 。 地方 空港 で は 便数 
ル な ライ ン と 、 う っ すら と 夜空 に 浮か ぶ 星 の = が 少な い の で 撮影 の チャ ンス は ご く 限 られ 
軌跡 の 重なり が 美しい で す 。 シ ン メ トリ ー な る 。 その 上 で の 一 発 揚 り で すか ら 、 ま さ に 千 
構図 が 単 刀 直入 で 気持 ち 良い 写真 で す 。 載 一 過 、 気合 の 1 枚 で す 。 


カメ ラ キャ ノン EOS 5D Mark 
レン ズ : EF24-105mm F4L IS USM 
提 昌 地 広島 人 神社 


【 ] 
床 の 木目 を 緑 の 流れ に 見 立て た 解釈 
コ 一 面 に 広がる ーー ・ 
この 緑色 は 、 座 の 目 に も 美しく 映え ま と 「Sunrise」 
す 。 ふた り の 後ろ 姿 と 手前 の シル エッ ト 本 
を うま く 取 り 入れ て いま す .。 【 朋 全 * 池 田 耕一 郎 く IKEIKECYAN> (福岡 県 ) 
N wewe 
[ | いさ シン 4 カメ ラ : ニ コン D810 レン ズ :AF-S NIKKOR 16-35mm 74G ED VR 
に g 2 に レタ ッ チ : Photoshop Liqhtroom 6 に て 彩 度 、 コン トラ スト を 誤 加 | 
床 の 中 内 部 分 に 浅い フォ ー カ ス が ビタ 措 地 了 本 上 市 
ッ と 来 て いて 爽やか な 写真 で す 。 ぶら さ 


ず に 、 か つ フ ォ ー カ ス を 合わ せる の が 【 導 評 】 【 


< は あり す が 、 思 に ぶら 
人 ご 家族 で 朝日 を 見 に 行っ た と の こと で す 。 その ご 家 朝日 に 集中 する あま り に 、 手 前 に は 
て くだ きい 族 を 画面 手前 に 配 し な が ら 朝 日 を と ら 何 も 入 れず に 風景 だ け を 撮っ て し ま 

デ 晴らし いと 思い まし た 。 帽子 を い が ち で す が 、 常 に ご 家族 を 登場 


変 や 、 カ メラ を 持つ 既 さ ん の し ぐさ も 最高 で すね 。 こ せる セン ス が 素晴らし いで すね 。 将 
の テー マ の 場合 、 画面 全体 に 適正 替 出 な の が 爽 や 、 来 この カッ ト を 見 返し た と き 、 きっ と 幸 
か で す 。 せな 感動 が よみ が える は ず で す 。 
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全 和 ァ 「 展 示 模様 」 
証人 「 き 大野 彰久 (埼玉 県 ) 


カメ ラ : ェ パナソニック 
LUMX DMC-LX100 

提 影 地 東京 千代 田 区 
東京 国 限 フ ォ ー ラ ム 


【 請 評 

アン グル を 変え て みる と 、 まっ た く 培 
う も の が 見 えて くる こと が あり ます 。 
色 も 鮮やか で 、 展示 用 の 造作 が 作 
る 造形 を よく と ら えて いま す 。 ふか ん 
する こと で 、 照明 の 未 味 や 人 物 の 
位置 の 面白 さ が 秀 途 で す 。 


【 ア 1 

われ われ は 、 常に 同じ 目線 で し か 
物 を 見 て いな いこ と を 気づか せ で て く 
れ ま し た 。 自分 特有 の 視点 を 提示 
する こと は 意味 ある こと で す 。 何 
気 な い 物 の 別 の 顔 を 発見 する 好 
奇 心 を 持ち た いも の で す 。 


構図 に 優れ た 街 ス ナッ プ だ か ら 6 こそ 、 
横 位 置 で 街 の 状況 を 広く と ら えて は ? 


作者 * ま か だ み 庵 交 堂 ( 宰 奈川 県 ) 


カメ ラ : ペ ンタ ックス K-S レン ズ :DA35mmF2.8 Macro Limited 
レタ ッ チ : Paintnet に て 彩 度 、 コン トラ スト を 調整 提 虹 地 : 神 奈川 市 


[講評 】 【 ア ドバイ ス 』 
街 の ふと し た 朋 間 を と ら 少女 が も っ と 近く だ と 良い な と 思い まし た が 、 コ メン 


えて いま す 。 スケ ボー の ト を 見 る と 、 テ ー マ は 少女 で は な く 、「 若 い 世代 は こ 
少女 の 窒 を 遠 片 が ち に の 場所 が 以前 は 寺 だ っ た こと を 知ら な い だ ろ う 」 と 
写し 込ん で いる 点 が 、 いう こと で し た 。 依 い テー マ で す 。 それ で 少女 が 小 
現代 の 光景 と し て す て きく 写っ て いる の で すね 。 この 作品 で 言え ば 、 横 位 


き な 1 枚 で す 。 遠く に 道 、 置 に する と 状況 が 写り 、 綻 位置 に する と 少女 の 本 
路 の 奥行 きま で も が 写 質 に 迫る 構 | りり ます 。 この 場合 は 、 模 位置 で 
っ て いる の も 構図 と し て この 街 の 状況 を 広く と ら え た 方 が 、 作 者 の 意図 に 
優れ て いま す 。 近づけ る の で は な いで し ょ うか 。 
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まま [in my world.…」 


に 作者 e 太田 聖 児 (イン ド ) 


が ラ : ニ コン D7000 
レン ズ :AFS DX 
NIKKOR 16-85mm 
13.556GEDVR 

提 影 地 : イ グル ガー オン 


を バッ ク に し て 、 少 年 を ば つん と 配置 
し た 構図 が 新鮮 で す 。 それ に 増し て 、 な ん て 
すてき な 表情 を 見 せ て くれ て いる の で し ょ う 
か 。 ひ と り で 遊ん で いる と ころ だ そう で す が 、 
良い 局 間 を と ら えま し た 。 


日 本 の 子ども か ら は 、 こう し た 表情 を な か な か 
引き 出せ ませ ん 。 イ ンド に お 住ま いで すか ! 
ぜひ 、 多 く の 表情 を 撮っ て いた だ きた いで す 
ね 。 望 吉 側 の ポケ 味 に は 好き 嫌い が あり ま 
す 。 標準 相当 で も 撮っ て くだ さい 。 


「Endroit de lamour]」 


作者 小 向 朋 電 (東京 部 ) 


カメ ラ : キ ヤッ ン PowerShot G7 X 
レタ ッ チ : Photoshop CS6 に て 色彩 、 コン トラ スト を 誤 
提 影 地 : 神 奈川 上 川崎 市 


【 生 評 】 【 ア ドバイ ス 】 

歩道 橋 の 上 か ら 、 文 字 や 矢印 な どの 道 表 示 と ご タイ トル は 「 愛 の 行方 ] と いう 意味 に な 
自分 の 影 を 使い 作画 し まし た 。 そ の 道路 上 の 線 と り ま すか 。 和 愛 の 物語 を ご 自身 の 中 で 
人 物 の 影 を 組み 合わ せ た グ ラフ ィ ッ ク な 要素 が と て 十分 作り 上 げ て 撮影 する と 、 大き な 
も すてき で す 。 そ れ に 加え て 、 画 面 の 中 に 現在 と 意味 が 生ま れ ま すね 。 ご 自分 の 姿 そ 
未来 の 思い が 詰まっ て いて 、 そ の 思い が 十分 に 伝 の も の を 常に 画面 に あし ら う の も 一 手 
わっ て きま し た 。 で す 。 


ーー ンス 


カラ : オ リンパ ス OM-D E-M1 
レン ズ : M.ZUIKO DIGITAL ED 12-40mm F2.8 PRO 
レタ ッ チ : Photoshop Lightroom 5 に て モノ クロ 化 

コン トラ スト を 調 可 

提 虹 地 : べ ト ナム 社会 主義 共和 国 ハノイ 


【 訓 評 

ハノイ で の 1 枚 。 テーマ と し て は 「 海外 の 交通 事情 
へ の 敬 き ] な の で す が 、 バ イク の ライ ト の に じみ が 乗 
晴らし いで す 。 モノ クロ 表現 に より 、 こ の に じみ が な 
お の こと 美しく 、 また 列 を な す 無数 の バイ ク に 騒音 ま 
で も が 迫っ て きま す . 


【 ア ト ] 

それ ぞ れ の 国 に は それ ぞ れ の ルー ル と 慣習 が あり ま 
す 。 それ を 楽し む の も 海外 旅行 の 艇 力 で す 。 道路 の 
消失 点 が か な た に 見 えま す が 、 こ うし た 構図 は 写真 
の 風 通 り を 良く し ます 。 


カメ ラキ ャ ノン EOS SD Mark 皿 

レン ズ : EF24-105mm F4L IS USM 

レタ ッ チ : Photoshop Lightroom 6 に て 彩 度 、 コン トラ スト を 斉 束 
揚 影 地 : 計 良 曲 原 市 本業 師 寺跡 


アド バイ ス 】 
ッ ト が 何 枚 か あり まし 
この カッ ト が 一 番 ま と 


押さ が な ん と 美しい こと で し ょ 
うか 。 こ の みず みず し い 光 景 まっ て いま し た 。 人 物 の 有 
の 中 に 、 散歩 を する 人 物 を 取 る 無し 、 ま た は 人 物 の 位置 
り 入 れ て いま す 。 絞り を 開け 、 や 人 数 で 写真 の 紛 団 気 は 
望遠 側 の 焦点 下 離 で 、 さら に ガラ ッ と 変わ り ます 。 どん な 


構成 が 最適 か を 膨 時 に 判 
断 で きる よう に な る と 、 さ ら 
に 自信 が つく で し ょ う 。 


さら に 美しく 強調 され まし た 


カメ ラ : キ ャ ノン EOS 7D Mark 
レン ズ :EF100-400mm F4.5-5.6LIS USM 
提 影 地 : 宰 奈 川上 


アオ バス ク の 幼鳥 が 、 近 くに 飛ん で きた オオ アゲ 
ハ を 夢中 で 見 て いる と ころ で す 。 な ん と か わい い 表 
情 で し ょ うか 。 動物 の 赤ちゃん も 人 間 と 同じ で 、 動 
くも の に は 上 興味 を 示し ます 。 素晴らし い 一 胴 で す 。 


【 】 

こう し て 人 間 と の 共通 点 を 見 つけ る と 、 人 間 も 動物 
も 心 は 同じ だ な と 思い ます 。 知り 合い の 昆虫 写真 
家 は 、「 地 球 は 人 間 だ け の も の じゃ な いん だ | と お 
っ し ゃ っ て いま し た 。 今後 も こん な 自然 に 心 ひ か れ 
る 一 瞬 を 撮り 続け て くだ さい 。 


ハー ビー 山口 先生 の 今月 の ひと こと 


今月 も た くさ ん の ご 応募 を いた だ き 、 あ り が と う 
ご ざい まし た 。 人 それ ぞ れ の 好奇 心 、 美 意識 に 従い 、 
多種 多様 な 作品 が 寄せ られ まし た 。 優秀 賞 の [jump] 
は 演劇 性 を 発揮 し 、 独 特 の 世界 観 を 見 せ て くれ ま 
し た 。 逆 に 準 優秀 賞 の 「 君 と 赤い 落下 傘 に 乗っ て ] は 、 
演出 する こと な し に 、 都 会 の 素敵 な ドラ マ を 発見 し 
まし た 。 対照 的 な 写真 の 撮り 方 で す 。 

人 に は それ ぞ れ 向 き 不向き が あり 、 自 分 に 向い た 
撮り 方 を 見 つけ る と 、 気 持ち 的 に は 楽に な り ます 。 
写真 を 長く 続け る 原 動 カ は 、 や は り 「 撮 り た いも の 
を 撮る ] こと で は な いで し ょ うか 。 自身 の 心 に 忠 実 
で ある こと が 一 番 で す 。 し か し 、 さ ま ざ ま な 理由 で 、 
忠実 で ある こと が 難し い の も 事実 で す 。 そ こ で 、 時 
間 が か か っ て も 良い の で す 。 一 歩 一歩 自 分 の 理想 に 
近付く 努力 を 惜しま ず 続 け て くだ さい 。 や は り 人 生 
も 写真 も 、 続 ける 限り は 挑戦 の 連続 で す 。 そ の 中 


で 自分 に 向い た 、 あ る い は 得意 な 方 法 を 探っ て い 
く の で す が 、「 ち ゃ っ か り 楽 を し ちゃ っ た ]、 より 「 少 
し 汗 を か いた ] 方 が 良い よう で す 。 

季節 は 秋 に 向かい 、 爽 快 で 美しい 日 差し が あり 
ます 。 来 月 の 選考 も 楽し み に し て お り ます 。 


予選 人 骨 作 品 を EPUB マ ガ ジ ン 「Weekly GANREF」 (http://ganref jp/weekly/) に て 公開 ! ぜひ ご 確認 くだ さい 
作者 名 の < > 内 は GANREF ネ ー ム を 表し ます . 
応募 に 関す る 詳し い 説明 は http://ganrefjp/photo_contests を ご 覧 くだ さい 
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| 2015 年 11 月 号 選考 | 


組 王 真 部 門 見 人 魚 


トラ イグ リッ プ LL 
LR3628 


居 才 * 小 林 紀 晴 提供 : マン フロ > ト 株 式 全 守 


IShyness」 


作者 * 中 本 則 昭 ( 攻 庫 県) 


カメ ラ : ニ コン D300S 
レン ズ AF-S NIKKOR 28-300mm 73.5-5.6G ED VR 
電影 地 兵庫 県 神戸 市 


【 講 評 】 

コモ リン ザル と いう 種類 の 猿 の よう で す 。 3 匹 が 寄り 添っ 
て いま す 。 全体 の 動き が ほとん ど な い の に 、 顔 だ けが 入れ 
替わり 立ち 代わ り 、 カ メラ を 向い て いる こと に 人 驚き ます 。 コ 
メン ト に も あり まし た が 、 確か に 「 見 ざる 、 聞 か ざる 、 言 わざ 
る ]」 を 連想 させ る か ら 不 思 議 で す 。 手持 ち 撮影 な の か 、 三 
肌 を 使用 し て の 撮影 な た の か は わか り ませ ん が 、 構図 が ほ 
一 定 な の が 見 事 で す 。 きっ と 、 か な り 意識 され た は ず で 
す 。 その こと に より 、 よ り 組 写真 と し て の 完成 度 が 上 が り 


まし た 。 変化 し て いる 箇所 、 し て いな い 科 所 が くっ きり わか 
る か ら で す 。 欲 を 言え ば 、 左 端 の 猿 に ち ぜ ひと も こち ら を 
向い て も らい た か っ た も の で す ( 笑 ) 


【 ア ドバイ ス 】 

完成 度 を 高め た 要素 と し て 、 背景 の 処理 が 挙げ られ ま 
す 。 実際 は 背景 な っ て いる 地面 の 調子 が も っ と 出 て い 
た は ず で す 。 それ を 白く 飛ば すこ と に より 、 主 題 が 強調 さ 
れ ま し た 。 ぜひ 、 みな さん も 参考 に な さっ て くだ さい 。 
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カメ ラ : キ ヤノ ン EOS 6D レン ズ : シ グマ 15mm 
F2.8 EX DG DIAGONAL ISHEYE 
控 虹 地 東京 者 洪 区 六本木 


【 請 還 】 【 ス 】 
こん な 種類 の 写真 、 な か な か あり ませ ん 。 実 に 積極 的 、 この 行動 力 、 発想 力 、 演 出力 で さら な 
活動 的 な 写真 で す 。 この コミ ッ ト し て いく 感じ 、 気持 ちい る 作品 を 期待 し て いま す 。 見 る 者 が あ 
いで す 。 誰 も が 汗 を か き な が ら 作 っ て いま す . 演出 "っ と 敬 く よう な 、 誰 も 見 た こと の な い 作 
型 体育 会 系 写真 と で も 名 付け た く な り ます 。 極 葉 な 加工 。 品 を 、 ぜ ひ 見 せ て くだ さい 。 期待 し て 
も この 場合 違和感 が あり ませ ん 。 いま す . 


べく ina-bou> 
(千葉 県 ) 


オリ ン パス OM-D E.M1 
ンズ :M.ZUIKO DIGITALED 
12.40mm F2.8 PRO 
提 昧 地 !14 枚 上 千葉 上 市川 市 
2 衝 目 : 千 葉 上 市 
3 覆 目 : 千 葉 県 津 市 


評 】 
事 で す が 、 つ い 先 日 まで カ 
ア の 遺跡 笑 を 選 っ て いま し た 。 そこ 
で 木々 が 遺跡 を 締め 付け て いく 様 を 
ら 、 こ の 作品 
ア ? な ど 
と 想像 し 
は 地元 千葉 で と あり 
で も こん な に 濃 寺 
撮れ る も の 
口 コ で す 。 長 辺 が 短く トリ 
グ さ れ て いる と ころ も 


ろ で 
いま す 


14.24mm 72.8G ED 
2 枚 目 : AF_S NIKKOR 
全体 に 独 科 24-120mm 74G ED VR 


地 
な る と 思う の で す が 、 い か が で し ょ うか 。 二 放 と カー 
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カラ: パナ ソニ ッ ク LUM s1 レン ズ :LUMXG 
VARIO 14-45mm/F3.5-5.6 ASPH./MEGA OS 
手 影 地 岡山 県 岡山 市 北 区 津 人 町 


路上 の 工事 の た め の 書 き 込み で す 。 それ が アー ト の 
よう に 見 えて くる か ら 不思議 で す 。 書き 入れ た 方 は ま 
た く て いな い は ず な の に 模 能 美 に 
似 た 美しき が あり ます 。 本 来 の 美しき と は 、 時 に こん な 
と ころ に 潜ん で いる こと に 気付 か され ます 。 地 中 深 く 
埋まっ た も の も 連想 させ ます . 


て いそ う で いて 、 意外 と 撮ら れ て いな 


続け て くだ さい 。 画像 処理 も 程よく 、 効果 的 で す 


中 | 


pe 


「 そ れ ぞ れ の 坂道 」 の た <zeam 


作者 e Girard Inoue( 愛 知 県) 


「 夏 の 果て 」 2 


rt か な り の 急坂 で す 。 よ く 見 モノ クロ で の 処理 が いい で す 。 無機 的 な アス 
人 石川 四 一 る と 、2 枚 と も 同じ 場所 で ファ ルト 、 コ ンク リー ト の 質 世 が より 強調 され ま 
撮 いる こと が わか り ま し : 2 枚 目 の 自転 車 の 立ち こぎ 、 そ の 姿 か 
す 。 定点 失 測 の 一 種 と 考 。 ら 坂 の 名 さ が わか り ます 。 若者 に は 登れ て も 、 
えて 良い で し ょ う 。 な に よ 私 に は と て も 無理 で し ょ う ( 笑 )。 た だ 、 


ぞ れ の 人 の 次 が 効 いな いな と 思う の は 、2 枚 目 に 坂 の 上 が 
いる こと で す 。 車 の 下 あ た り で 切る 


する と 延々 と 坂 が 続い て いる よう 


濃厚 な 組 写真 で す 。 さっ と この 夏 に 握ら れ た の で 注意 深く 拝見 する と 、1 枚 の 写真 の 中 


し ょ う 。 1 枚 目 と 2 栓 目 が バラ バラ な よう で いて 、 全 と が わか り の の 

本 生ん 叶 に 妙 な 押 一 邊 と 取 物 カ が あり まれ の な いも の だ 記 各 レン ズ で と ら え て いる 画面 も シン プル に 整理 され ます 

誰 に で も まね で きる も の で は あり ませ ん 。 遍 性 が 伝 バラ バラ で す 。 きっ の で 圧 交 計時 が 田 て 、 折 つく 起 写 中 の 松村 
に つなが っ て いま す て みる こと を お 勧め し ます 


わり ます 。 す べ て 座位 置 な の で 、 安 定 感 が 消え 
いい 意味 で 人 を 不安 を さ 


スナ ッ プ を 撮る 上 
ます ヒン ト が ここ に 隠さ れ て いま す . 
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人 鹿 N、| 優し い 時 間 」 

TP な 小屋 と は 違い ます 
作者 本 田 勝彦 (北海 人 抜け 感 が あり ます 。 何気なく 所 
ーーーーー 一 一 算 さ れ て いる の が わか り ます 


道人 戸部 


容易 に 和 を 感じ させ な い 
て いる よう 
建物 ( 
カメ ラ を 憶え 、 水平 、 垂直 が キレ イ に 出 て いま す 


6 枚 と も 見 事 で す さら に 枚数 を 増やし 
独特 の て . 例 えば 個 属 を 目標 と し た 場合 、 こ の まま で 
か な は どう し て も 単調 に な り が ち で す 。 次 の ステ ー 
面 に 対し て ジ と し て 、 時 間 帯 、 季 節 の 変化 を 取り 入れ る 
こと な ど を 考え る と 、 世界 が 広がり ます 」 


] の 付け 所 が いい 作品 。 名 作 を 参考 に る ら に 質 を 高め よう 
間 


1 


ドルメン ] と は 


で 作ら れ た 巨大 な テー ブル 型 の 
古墳 の 意味 だ そ 
この 被写体 は 現在 忘れ 去ら れ 
に な りつ つ ある 寺 物 
目 の 付 け 所 が いい で 


2 
し 侍 作 ) 
に 、 
信 「 旧 時 代 の ドル メン ] 

作石 電 大 地 ( 
カメ ラ : リ コー イメ ー ジ ング GR 
撮影 地 : 長崎 県 

石 器 時 代 に 石 拝見 し て 豆 に まず 浮か ん だ の は 、 ド イツ の ペッ 


夫妻 の 給水 増 ]」 の シリ ー ズ で す 。 タイ 
写真 の 元祖 的 作品 で も あり ます 。 そ 
れ ら の 写真 が すべ て 曇り の 日 だ け に 撮ら れ た 
こと は 有名 な 話 で す 。 空 の 表情 、 明 る さ を で 
きる だ け 均 一 に する こと で 、 給 水 塔 が 音質 に 


E 
ー 方 、 』 


見 える こと を 狙っ て の こと で す 。 この 作品 に も 

SS 別 な も の 、 同じ こと が 言え ます 。 ぜひ 、 ペ ッ ヒ ャ ー 夫 妻 の 

4 、 種類 の 違う も の が 共通 項 を も っ 「 給水 堪 ] を 見 て みて くだ さい 。 最高 の 教科 
て 見 えて きま す 害 で す 。 そし て 、 さら に 質 を 高め て で ください, 


小林 紀 晴 先生 の 今月 の ひと こと 


10 日 間 ほ ど カ ン ボ ジア に 撮影 放 
= 古い 遺跡 を 有名 、 無 
まだ まだ 密林 の 
て いる こと を 知っ 
て 、 人 類 の 営み の 長 さや 伝承 、 断 絶 と いっ 
た も の を 考え させ られ る 旅 と な り まし た 。 発 
表 の 場 は 未定 で す が 、 来年 あたり 、 ど こ か で 
展示 が で きれ ば と 考え て いま す 。 


表情 、 し ぐさ が 目 を 引き まし た 。 
時 間 | 


窟 予選 通過 作品 を EPUB マ ガ ジ ン 「Weekly GANREF] (http://ganrefjp/weekly/) に て 公開 ! ぜひ ご 確認 
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今月 、 優 秀 賞 に 選ば せ て いた だ いた の は 、 
中 本 則 昭 さん の 「Shyness] と いう 作品 で す 。 
動物 園 の 猿 を 被写体 に し た 作品 で す が 、 イ 
ン パ クト が あり ます 。 若 段 か ら 動物 園 の 動物 
を 撮っ た 作品 は よく 投稿 され ます が 、 
品 は それ ら と は か な り 趣 が 違い ます 。 連続 


次 々 と 撮っ て いっ た の で し ょ う 。 そ の 


“の ひら めき 、 反 射 神経 の よう な も の が 働 
うに も 感じ られ ます 。 相手 が 動物 だ け 
コン トロ ー ル し た りす る の 


町 
な 


は 無理 な は ず で す 。 背景 を 消し て 影 だ け を 
可 す る と いっ た 
見 事 、 


この 作 残し 、 全 体 的 に ハイ キー( 
思い 切っ た 後 処理 の 効果 も 加わ り 、 
優秀 賞 に 輝き まし た 。 こ ご の 作品 か ら 学 


こと は た くさ ん あり ます 。 


きっ と 短い 


明 は 、http://ganrefjp/photo_contests/ を ご 覧 くだ さい 


- 今 


シャ ッ タ ー 速 度 を 変え た 
生還 真 な ら で は の 表現 レ 


これ か ら 写 真 を 始め る 人 も 、 初心 に 帰り た い 人 も 、 知っ て お いた 方 が 
良い こと が ある ! 本 連載 で は 、 写真 家 の 斎藤 巧 一 郎 さ ん を 先生 に 迎え 、 
基本 的 な 写真 の 撮り 方 と 自分 だ け の 写真 表現 を 楽し むための 

と っ て お き の 秘 訣 を 編集 部 員 が 伝授 し て も ら う 模様 を お 届け し ます 。 
今回 は 、 シャ ッ ター 速度 を 生か し て 表現 の 幅 を 広げ ます 。 


/ 


シャ ッ タ ー 速 度 で 
1 枚 の 写真 に 

閉じ 込め る 時 間 を 
変え て み ま し ょ よう! 


斉藤 巧 一 郎 M ae 
オリ ン パス (さい と うこ うい ちろ う ) 
MD 人 は 1 1968 年 児島 県 生ま れ 。 日 本 大 
STA 学 革 和 学部 真 学科 卒業 。 広和 


ED 12.0mm TP 
28.4.0SWD 写真 家 と し て カタ い 撮 影 を し て いる も 


21mm(42mm 相 当 ) の の 、 本 当 は ほ に ゃ は に ゃ 。 口 靖 は ンコ 

抽 り 人 先 AE(F4 「 明日 も う 少 し 与 真 が 上 手 に な れれ < 
178.000 秒 、 +0.3EV) ば !。 好物 は ちく わ 。 

ISO 1600- WB: オ ー ト http://momojiro.S1.bindsite.jp/ 


ぶれ る の は 必ず し も NG で は な い ③ に 開 じ 込め る 時 間 の 長き を 
写真 と いう と 一 脱 を 切り 取る よ 写 ャ ッ タ ー 速 度 で 決め る 


うな 印象 が 強い の で 、 ぶ ぷれ て | 5 1 
し うに 「 あ あぁ 失敗 だ ] と な り 先生 シャ ッ タ ー 速 度 が 速い シャ ッ タ ー 速 度 が 遅い 
ます よね 。 』 


の 決定 的 瞬間 だ ! と シャ ッ タ ー を 
' 切っ た ら ブ レブ レ で が っ か り し 
編集 部 ” た 経験 が 何 度 も あり ます 。 


で も 、 ぶ ぷら すこ と で 生ま れる 効 信 
果 も あり ます 。 シャ ッ ター 速度 
を 遅く すれ ば 、 写真 に 閉じ 込 
め ら れる 時 間 も 長 く な る の で 。 


ぬ a そう いえ ば は 、 絞り は 意識 し ます シャ ッ ター 速度 が 速い と 、 歩 いて いる 間 の 一 脱 の 次 が 完全 に 止ま シャッター 速度 が 遅い と 、 歩 いて いる 人 物 が 少し 
3 が 、 シ ャ ッ タ ー 速 度 は あま り 意 っ て 写る 。 その 衣 間 の 体勢 は よく 分 か る が 、 時 が 止ま っ て し まっ た ぶれ て 写る 。 シ ル エッ ト の ディ テー ル は 失わ れる 
識 を し て いま せん で し た 。 か の よう に 、 動き が 感じ られ な い 写 真 に な る が 、 歩く と いう 動作 その も の の 印象 は 強く な る 


145 


(③ カメ ラ と 肉眼 で は 見 えて いる 光景 


そこ に ある も の が 写ら な く な る !?. 


ちょ っ と し た 実験 を し まし ょ う 。 祝 


人 通り の 多い 商店 街 で 、ND 
フィ ルター を 使っ て 、 シャ ッ ター 
速度 を 極端 に 遅く し て み ま す 。 


衣 あれ だ けい た 通行 人 が 全然 
ト 写真 に 写っ て いま せん ね 。 不 
思 議 な 感じ で す 。 


シャ ッ タ ー 速 度 を 遅く する と き 、 浸 


カメ ラ は じっくり 光 を と ら える 設 
定 に な り ま す 。 動い て いる も 
の は 写真 に 残ら な いん で す 。 


人 な に 折っ て いる 友 じ で す 
ね 。 内 限 と カメ ラ で 見 て いる 
光景 が 違う の が 分 か り ま す 。 


シャ ッ ター 吉 度 を 意識 する こと 例 


で 、 写真 に し か で き な い 表現 
が 生ま れる わけ で す 。 


ーー ーー 
が た か た ち 


違う こと を 知 ろう 


) | シャ ッ タ ー 速 度 と 光 の 関係 性 を 知る 販 ( 


シャ ッ タ ー を 開け て いる 時 間 が どれ だ け 長 く 
て も 、 で き あ が る の は 1 枚 の 写真 で す 。 そ の 間 、 
肉眼 で は 連続 し て 変化 し て いく 光景 が 見 えて 
いる わけ で すか ら 、 シ ャ ッ タ ー 速 度 を 極端 に 変 
化 させ る と 、 カ メラ に し か 撮れ な い 世 界 が 表れ 


ター 宣 度 を 机 に 


化す る の だ ろう か 


通常 の シャ ッ ター 速度 で 撮影 
の 人 で あふれ る 商店 街 の 様子 が その 


て 撮影 し て みる 。 抽 


ッ ター 連 度 を 遅く し て 撮 
き 交 う 人 た ち が 残像 の よ 
る 。 人 の 目 で と ら えた 光景 と 流れ て 写っ て いる 。 長 時 間 が 1 枚 


る わけ で す 。 シ ャ ッ タ ー は 単に 集め る 光量 を 調 
と どまり ませ ん 。 シャッター 
、 カ メラ の 前 に 存在 する 光 
景 と 時 間 を どう 1 枚 の 写真 と し て 凝縮 する の か 
を 考え て シャ ッ タ ー 速 度 を 意識 し まし ょ う 。 


IND フ ィ ル ター で 光 の 強 さ を 調節 
長い シャ ッ ター 連 度 に し た いと き は 、 
カメ ラ が 光 を と ら え る 力 を 8 くす る 必 
要 が ある 。 そこ で 、ND フ ィ ル ター の 
出番 。 光 を と ら える 力 が 弱まり 、 シ ャ 
ッ ター 速度 を 長く 設定 で きる 


強力 な ND フ ィ ル ター で 柚 
ャ ッ タ ー 速 度 に 設定 。 じっくり と 光 を と 
ら え る 状態 な の で 、 動 いて いる 視 写 


明る い 条件 で シャ ッ ター を 切 凝縮 され た よう な 人 の 目 で と ら え られ 体 は 写真 に 写ら な い 。 止 まっ た 被 写 


同 
る と 基本 的 に は 見 た 目 通 り に 写る 


る 光景 と は 違う 表現 と な っ た 


体 だ けが 写真 に 写っ て いる 


③ 一 瞬 の 徐 虹 を あぶ り だ す / \ イ スピ ー ド シャ ッ タ ー 
) | 一瞬 の 姿 と 形 を 写真 に 残せ る IE/ 


見 える よう で 見 えな い 一 瞬 の 姿 ! 


。 で は 、 具体 的 に 
シャ ッ 度 を 変え た 撮影 
アイ デア を 考え まし ょ う 。 ま ず 
は 、 速い シャ ッ ター 速度 を 生か 
し た 写真 で す 。 


[ 肉眼 で は 見 えな い 一 瞬 の 形 
や 姿 も 、 写 真 な ら と ら え られ そ 
う で すね 。 光 を 一 財 で 集め る 

の で 明る く な いと ダメ で す が 。 


代表 的 で す 。 水 し ぶ き の 粒 は 
速い シャ ッ ター 速度 で 撮ら な い 
と 認識 で きま せん 。 絞り を 開け 
た り 、 感 度 を 上 げ て 、 シ ャ ッ タ 
一 速度 を 上 げ て み ま し ょ う 。 


えて いな いも の が カメ ラ を 通し 
て あぶ ぷり だ され て いる みた いで 
面白 いで すね 。 


仙 肉眼 で は 見 えて いる よう で 見 


TTYTSSSST で SYSSSYSSSY で SS で SSS1 
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シャ ッ ター 速度 の 重要 性 は 分 侍 


刻々 と 形 を 変え る 水流 な ど は 浸 


シャ ッ タ ー 速 度 を 上 げ て いく と 、 カ メラ が 切 
り 取 る 時 間 が 極端 に 短く な る の で 、 よ り 一 瞬 
の 姿 や 形 が ピタッ と 写る よう に な り ま す 。 例え 
ば 、1/4.000 秒 で 噴水 を 撮影 する と 、 水 し ぶ 
き が 粒 と し て 写り ます 。 科学 の 本 で 見 る よう な 、 


噴水 の 水しぶき を 止め る 


シャ ッ タ ー 速 度 が 遅 
いと 、 噴水 は 水 は 
流れ て 写る 。 水 し ぶ 
き は 認識 で きず 、 か 
た まり と な っ て 写る 


シャ ッ タ ー 速 度 を 上 げ る と 、 水 し ぶ き の - 
止ま っ て 写り 、 迫力 ある 表現 と な る 


動き の 詳細 が は っ きり と し た 写真 が 撮れ る わけ 
で す 。 ス ポー ツ な ど 動 き の あ る も の の 撮影 に 有 
効 で すす が 、 そ れ だ け で な く 、 普 段 見 て いる 何 か 
動き が ある も の に 目 を 向け る こと で 、 面 白い 写 
真 表現 が 見 い だ せ る こと で し ょ う 。 


鳥 の 羽ばたく 姿 を と ら える 


羽ばたく 明 問 の 汐 の 形 が ビシ ッ と 写る 。 見 償 れ 
た 埼 も 羽ばたく 良 間 は 意外 な 迫力 が ある も の だ 


③ スロ ー シ ャ ッ タ ー で 
カメ ラ だ けが 知っ て いる 幻想 的 な 世界 


倒 


光 を 操っ て いる よう な 感覚 に 
な れる の が スロ ー シ ャ ッ タ ー に 
よる 表現 で す 。 画面 内 で 強い 
光 を 放ち な が ら 動 くも の を 遅い 
シャ ッ タ ー 速 度 で と ら え る と どう 
な る で し ょ う ? 


人 


そこ だ けが 光 跡 と な っ て 写り ま 
す よ ね 。 ペン ライ ト で 空中 に 
文字 を 描い た りす る 写真 も 人 


気 が あ り ま すね 。 
息 


長い シャ ッ ター 速度 で 撮る こと 
で 、 光 が 時 間 を か け て 描く 光 
景 を 1 枚 の 写真 に 収め られ る 
わけ で す 。 画面 内 の 光 の 強 
表 と 動き を 計算 し て 撮り ます 。 


スロ ー と いっ て も 、 さま ざま な シ 
表 ャ ッ タ ー 速 度 が 考え られ ます 
し 、 奥 が 深 そう で すね 。 


光 の 動き を 写真 に 描 
Ml 光 の 動き を 光 跡 と し て 写す | 


左 ペー ジ の 商店 街 の 例 と は 逆 に 、 シ ャ ッ タ ー 
速度 が 遅い と き に 、 動 いて いる も の が 強い 光 を 
放っ て いる と どう な る の で し ょ うか ? 例え ば 、 
夜 に 走る 車 を 長い シャ ッ タ ー 速 度 で 撮る と 、 
テー ル ラ イト が 光 跡 と し て 残り ます 。 当然 、 シ 
ャ ヤッター を 開け て いる 時 間 が 長い ほど 、 光 跡 も 


車 の テー ル ラ イト を 光 跡 と する 


夜間 に スロ ー シ 
ず 、 明 る い ラ イト だ けが 交 跡 と 
き を 予測 し て 、 光 跡 の 長 さ を 決め よう 


ッ タ ー で 車 を と ら える と 、 暗い 車体 は 写ら 
浮か び 上 が る 。 車 の 動 


SiepUp 写 真 


さて 、 こ こま で は カメ ラ を 固定 し た 状態 を 想 
定 し て 話 を 進め て きま し た が 、 シ ャ ッ タ ー 速 度 
が 遅い と 、 撮 影 中 に カメ ラ を 動か すこ と も で き 
る わけ で す 。 それ を 生か し た テク ニッ ク の 1 つ 
が 流し 撮り 。 動く 被写体 に 躍動 感 を 足す 表現 
手法 で す 。 例 えば 、 走 行 中 の 電車 。 速い シャ 
ッ ター 速度 で は 電車 が ビタ ッ と 止ま っ て し まい 、 
躍動 感 は 表現 で きま せん 。 か と いっ て 、 シ ャ ッ 
ター 速度 を 遅く し すぎ る と 、 ぶ ぷれ て し まっ て 電 


普通 に 撮影 する と 
躍動 感 が 出 な い 


速度 を 遅く する と 、 電車 が ぶれ て 認 譲 で き な い 


速い シャ ッ タ ー 速 度 で 普通 に 撮影 する と 、 電 車 は 止ま る 
が 走行 する 四 動 感 は 出 な い 。 と は いえ 、 単 純 に シャ ッ ター 


シャ ッ タ ー を 開け な が ら カ メラ を 動か す 流 し 撮り 


車 の 様子 が 伝わり ませ ん 。 そ こ で 、 動 く 電 車 
の スピ ー ド に シン クロ させ る よう に カメ ラ を 振 
つて み ま し ょ う 。 す る と 、 電 車 は ぶれ ず に 、 背 
景 だ けが 流れ て 写り ます 。 シ ャ ッ タ ー 速 度 を 遅 
くす れ ば 、 も っ と 背景 を 流す こと も 可能 で す 。 
この テク ニッ ク も 、 シ ャ ッ タ ー が 開い て いる 時 
間 を すべ て 1 枚 の 写真 と し て 残せ る 写真 な ら で 
は の 表現 。 シ ャ ッ タ ー 速 度 ひ と つ で 、 提 影 の ア 
イデ ア は どん どん 広がっ て いく の で す 。 


流し 撮り する こと で 
スピ ー ド 感 が 出る 
シャ ッ ター 速度 を 遅く し て 、 電 車 の 連 度 に 合わ せ て カメ ラ 
を 振る よう に 撮る と 、 電 車 は し っ か り 写し つつ 、 青 景 は 
れ て 写り 、 スピ ー ド 感 ある 和 写真 と な る 


長く な る わけ で す 。 こ の よう に 、 暗 い 中 で 、 明 
る いも の が 動く と 、 写 真 に 光 跡 が 描き 出さ れ 
ます 。 ス ロー シャ ッ タ ー に よる 写真 は 、 肉 眼 で 
は 見 えな い 光 景 を 写す こと に な る の で 、 想 像 力 
を ふく ら ま せな が ら 、 撮 影 現場 を よく 観察 し て 
みる こと が コツ で すね 。 


蛍 が 飛ぶ 軌跡 を 写真 に と ら える 


シャ ッ ター を 開け て いる 間 に 飛 び 回 る 蛍 の 動き が 、 そ の 
まま 光 の 筋 と な っ て 写真 に 現れ る 。 不 規則 に : 
描き 出す 、 幻想 的 な 表現 だ 


光 と 時 間 が 作り あげ る の が 写真 


み 


シャ ッ ター 速度 だ け で 、 
こん な に も 写せ る 光景 


が 変わ る ん で すね 。 


まさ に 、 光 と 時 間 が 描 
き 出 す 光 景 を 探す の が 
シャ ッ タ ー 速 度 を 意識 し 
た 撮影 の 醍醐 味 な ん 
で す 。 
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請け の ダウ ト PC 

「ー」 丘 暫 オ ラノ ファー 四 ツ 
琶 1 」 3) ( VAIO 
VAIO Z Canvas 


選 か ) た モノ 発 2015 生 8 ソニ ー ス ト ア 価格 399.800 由 人 


第 5 回 | 山崎 友 也 さん 


一 年 中 、 鉄道 求め て ロケ を 

し て いる 山崎 さん 。 ロケ が 多い 
ゆえ の 必需 品 、 一 瞬 の 出合 い を 
逃さ な い ア イ テ ム 、 鉄道 カメ ラマ ン 
な ら で は の グッ ズ を 紹介 する 。 


多い 鉄道 カメ ラマ > OS:Windows 81 Pro 64 ビッ トン CPU:Core 

が ま い 負 道 カメ ラマ ン に と っ て の 4770HQ 2 20GHz ノ メモリー 16GB ディ スプ 
は 、 ノ ー ト PC は 必需 品 だ 。 撮影 し た レイ :12.3 型 解像度 : 2.560x1.704 プ SSD : 1TB 
デー タ を すぐ さま 車 の 中 で 加工 し て ク た セミ ナー な ど で 発表 する と き に は 今 ま で 重い ノー ト PC を 持参 し て いた が 、 。 BASETx1、HOMx1、MniDsphyPonX1、SD 


ノー ト PC で Adobe RGB の 色 域 を 再現 で きる と いう の が 一 番 の 理由 。 ま イン ター フェ イス :USB3.0x2、1000 
スロ ッ ト X1 無線 LAN IEEE 802.11a/b/9/n/ac 準 


ライ アン ト に 納品 する こと も 多々 ある 。 VAIO は 軽量 コン パク ト な 上 に ハイ スペ ッ ク な の で 、 移 動 も 苦 に な ら な い 。 換 プ サイ ズ :301(W)X13.6(H)X213(D) mm( 本 
と ころ が ノー ト PC は ディ スプ レイ の 体 ) ご 重き : 約 1.21kg( 本 体 )、 約 0.34kg( キ ー ボ ー ド ) 


キャ リブ レー ショ ン が 取れ て いな いも 

6 の ロケ 先 で も ハイ スベ ッ ク な の で 自由 な 角度 に 
に 安心 し て EOS 5Ds の 画像 も 調整 で きる 
不安 が あっ た 。 そ ん な と き に 注目 し た 画像 処理 が で きる 楽々 処理 ディ スプ レイ スタ ンド 
の が VAIO Z Canvas。Adobe RGB 高 画素 の カメ ラ が フリ ー ス タイ ル の ス 
の 色 域 を 95% カ バー する ディ スプ レ 増え て いる な か 、 の タン ド も 特集 す べ 


イ を 採用 し て いる の で 、 安 心して ロケ 2 人 / 人 の 


先 で も 画像 負 昌 を する こと が で きる 。 業 に スト レス を 感じ し 角度 を し っ か り と 


= の て し まう 。 VAIO は 保てる の で 、 ペ ン 
キー ボー ド と ディ スプ レイ が 分 割 し 放 二 世代 の SSD いい で 強く 持 い て も ず 


て いる た め 、 キ ー ボ ー ド を ディ スプ レ = を 搭載 し メモ リー も リ れる こと が な い 

場所 に お 給 め 切り ギリ ギリ まで 粘っ て 、 揚 れ た デ 16GB あ る の で 、 角度 を 片手 で 起こ 
イ の 横 朋 の 上 な ど 自 由 な 場所 に お 導い うこ と も 負 あ い 。 そん EOS 5Ds の せる の は 荻 きだ 
いて タイ ピン グ で きる の も あり が た い 。 な と き に 車 中 な ど 、 自 宅 以外 で も 適正 タ で も サク サク 動く 


レ A パネ ル な の で な 色 再 現 が で きる ディ スプ レイ で デー 
に 2 な の で 2 科 認 で きる と いう の は 大 変 助かる 
ブレ ッ ト の よう な 使い 方 も で きる うえ 、 


タッ チ ペ ン も 付属 し て お り ペ ンタ ブレ 写真 の マス ク 処 理 も 軽い の で 電車 や 

ッ ト と し て も 利用 で きる 。 ス ペッ ク 的 ペン で 直感 的 に 行え る 飛行 機 の 移動 で も つら く な い 

に に は 第 一 世代 の SSD を 措 載 し て お り 、 タブ レッ ト 型 端末 で は な く 重量 は わずか 1.550g。 

容量 の 重い デー タ で も サク サク 動く と れっきとした パソ コン な の 謗 。。 サ イズ も A4 で 、 カ メラ バ 
ころ も 良い で 、 さ ま ざ ま な ソフ ト を 使 記 レグ に 入れ て も 重 さ を 

了 の 較 詳 記 有 し て 作業 が で きる 。 特 じ な い 。 ま た アル ミニ ウ 
VAIO Z Canvas は 行動 派 ク リエ イ 3 * に Photoshop を 使っ て ム 合金 の 切削 ボディ と モ 
きら だ こ か 画像 処理 を する と き に ペ ニタ ー は 6 面 強化 ガラ ス 
ター に と っ て 、 も っ と も 信頼 で きる バ ンタ ブ と し て 使え る と いう な の で 衝撃 に も 強く 、 液 

ー ト ナー と いえ る だ ろう 。 の は 非常 に 便利 だ 晶 を 傷つけ る 心配 も な い 


同じ 電車 を 複数 枚 撮影 で きる - ! 1 移動 し な く て も 

一 くく く プ y ィ wi d 還 
エク ステ ン ン ヨ と で uk エク ステ ンション コー ド を 2 本 つなげ 
発売 日 1998 年 1 1 月 実勢 価格 8.200 幅 前後 い ye e アシ グル で 人 で 
ケー ブル 長 : 10m 下 op 


手前 の カメ ラ で 撮影 奥 の カメ ラ で 撮影 


どう し て 、 買っ た の ? 


鉄道 写真 は ワン チャ ンス な の で 、 カ メラ 2 台 を 異な る 構図 で 撮影 する の が 常 で ある 。 ワ イヤ 
レス の コン トロ ー ラ ー が 主流 の な か 、 確 実 性 を 求め る の で あれ ば や っ ぱり 有線 。 混 線 し た り 
電池 切れ の 心配 も 不要 で 安心 し て 撮影 で きる 。 
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メー カー 開発 者 直撃 イン タビ ュー 


な ぜ LUMIX GX8 は 
フラ ッ グ シッ プ 機 へ と 
進化 を 遂げ た 


* LUMIX GH4 に 並ぶ スト リー ト フ ォ ト の フラ ッ グ シッ プ モ デル と し て 性 能 全般 を 強化 … 
* 使い や すい 可動 式 を キー プ し な が ら 劇 的 に 大 きく 見 や すく な っ た 電子 ビュ ー フ ァ イ ン ダー の 見 え 具合 … 
* 新た に 搭載 され た 手 ブ レ 補 正 機構 「Dual 1.5.」 の “6 コン トロ ー ル " と は いつ た い 何 な の か ? … 
* 像 面 位 相差 AF で は な く コ ント ラス ト AF に こだわ る 理由 と 空間 認識 AF の 技術 的 な 進化 ポイ ント … 


の が か? 


機能 や 操作 系 を ブラ ッシュ アッ プ 
GH4 と 並ぶ ツー 


ー ト ッ プ 体制 に 


一 LUMIX GX8 の コン セプト に つい て お 伺い し 


た いと 思い ます 。 


は 、 
あり ます 


ー テ ィ 


還 税 し た シリ 


リー ズ は 、 


サイ ズ 


ほや デザ イン 、 


ー の チル トト 機構 な ど 高い 評価 を いた だ きま し 


他社 の フラ ッ グ シッ プ と 比較 する と 、 操 作 感 
リッ プ 感 に も の 足 


操作 性 を 


ーー マイ クロ フォ ー サ ー ズ 規格 の LUMIX で 、 
間 認 識 AF や 4K 動 画 


今 有 』 の ブロ タク ト パナソニック LUMIX GX8 


レン ジフ ァ イ ン ダー カメ ラ 的 な フラ ッ ト デ ザイ ン 採 用 の スト リー ト フ ォ ト の フラ 
ッ グ シッ プ モ デル 。 マ イク ロフ ォ ー サ ー ズ 機 と し て は 初 と な る 2.030 万 画素 の 
IAF や 、4K 動 画 /4K フォ ト に も 対応 。 レ 
ンズ 内 手 ブレ 補正 と ボディ 内 手 ブレ 補正 を 協調 動作 させ る 世界 初 の [6 コン トロ 
ー ル の DUAL 1.S.」 も 搭載 し 、 手 ブレ 補正 非 搭載 の レン ズ で も 手 ブ レ 補 正 が 効く 
より 大 き な ブ レ も 補正 で きる の が 特徴 だ 。 ま た 、 
EVF や パリ アン グル 液晶 モニ ター、 


LiveMOS セン サー を 採用 し 、 空 間 


ほか 、 


りな さる を 


し た の が GX8 で 


いや すさ に と こと ん こだわ っ た モデ ル だ 。 


デジ カメ Watch で イン タビ ュー の 全文 が 読め る ! 誌面 の 都合 で 本 連載 に 掲載 で き な か 


http:/dc.watchimpress.cojp/ 


ダイ ヤル に よ . 


これ まで の GX シ リー ズ よ り も 、 
か な り 上 を 狙っ て きた よう に 見 えま す が - 
角 LUMIX ( 
タイ ル の GH4*! や G7 
イプ リッ ド フ ォ ト グラ フィ "とい 
と 動画 の 上 本 f 
ラッ ト タ イ ブ の 
トリ ー ト フォ ト 的 な 
従来 の GX7 も 、 


グ ス 


、 そ ちら は " ハ 
と で 、 静 止 画 
す 方 、 
静止 画 、 特 に ス 
『 い 方 を 想定 し た モデ ル で 
ファ イン ダ 


や グ 


じ る 方 も いら っ し ゃ 
で 、 ス トリ ー ト フォ ト の フラ ッ グ 
来 の GX7 よ り も 1 段 上 の 風格 や 


空 


フォ ト に 対応 し て いる の は 、 


る 直感 操作 な ど 、 見 や すさ と 使 


GH4、G7 に 続き 、 今 回 の GX8 を 加え て 3 揚 種 
あり ます 。 動 体 も る 追え る 速い AF と 、4K フ ォ ト 
に 魅力 を 感じ て 、 従 来 機種 か ら 買い 替え 、 買 い 
足し を 考え て いる ユー ザー に と っ て は 、 選 択 に 迷 
つて し まい ます 。 ま さ に 、 今 の 僕 が その 状況 に 陥 
つて いる の で す が ( 笑 ) 、 ど の 揚 種 が どう 優れ て い 
て 、 ど の 部 分 は 同等 な の で し ょ うか ? 

角 GH4 は 動画 の プロ に も る 使 っ て いた だ ける 機能 
を 備え て いま す 。 例 えば 、 カ メラ で 動 ! 


DSE じ て フレ ー ム レー ト を 可変 する こ 
きる の も GH4 だ け の 機能 で て す 。 ま 
ショ ン と な り ま す が 、 よ り 消 ら か 
現 を 可能 に する Log 撮 影 機 Log L*2 引 に も 
対応 し て いま す 。 一 方 、 静止 画 は 、20 メ ガ ピ クモ 
ル CMOS モ ン サ ー を 搭載 する GX8 が 有利 で す 
ー 空間 認識 AF*3 の 性 能 は 同等 で すか ?. 


と が で 
有償 オプ 
の 映像 表 


能 「V 


福川 空間 認識 AF の 速 さ は 3 機種 と も 同等 の 性 
能 で G7 と GX8 に は 、 新 た に 星空 AF 
が 搭載 され 、 追 尾 AF に つい て も る 、 被 写 体 判別 の 


大 きく 見 や すい チル ト 式 


発売 2015 征 820 昌 
実勢 価格 144.000 由 前後 ( ま デ ィ 単 体 ) 


技術 進化 と 被写体 の 動き を 予測 する 機能 を 追加 し 、 
比較 的 動き の 速い 被写体 で あっ て も 被写体 を ロス 
ト し に くく 、 タ イミ ング が ずれ る こと な く 、 被 写 
体 を 追 怖 で きる よう に な り ま し た 。 ま た 、GX8 は 、 
画素 数 が 20 メ ガ ピ クモ ル に 増え た こと で 、 よ り 高 
い AF 精度 が 求め られ ます が 、 専 用 の チュ ー ニ ン 
グ を 行う こと で 20 メ ガ ビ ピク モル に 耐え る 精度 を 
確保 し て いま す 

ます ます G7 も 選択 肢 と し て 捨て が た く な っ 
て きま し た ( 笑 ) 。 フ ラッ グ シ ッ プ の GH4 と GX8 
は 予算 的 に 厳し い が 、G7 だ っ た ら な ん と か 手 が 
届く の に 、 と 思っ て いる 人 は 僕 を 含め 多い と 思 
いま す が 、 フ ラッ グ シ ッ プ の 2 機種 と 比べ 、 機 能 
的 に G7 が 及ば な い の は どの よう な 部 分 で すか ? 
角 まず 、 防府 - 防 滴 は GH4 と GX8 だ け で す 
次 に 、 フ ァ イ ン ダー の 倍率 は 、GX8 
G7 は 07 倍 、GH4 は 0.67 倍 と 、GX8 が ファ イン 
ダー 像 が も っ と も 大 きく 見 や すく な っ て いま す 
きら 6 に GX8 は 、 レ ンズ 内 手 プレ 補正 (OLS) と ポ 
ディ 内 手 プレ 補正 (BLS.) を 同時 に 動か みす 6 コン 
トロ ー ル の 「Dual TS.」 を 搭載 し て いま す の で 、 手 


上 Di イメ ー ジ セン サー: 473 型 Live 
MOS セン サー 有効 2.030 
万 画素 。 EVF : 約 236 万 ドッ ト 
有 EL "常用 SO 破 2 


ー: 約 104 万 ドッ ト 有 機 EL 
WiHFi: 対 応 / 大 きき : 約 133.2 
( 信 ) X 約 77.9mm ( 高 さ ) X 約 
63.1 (奥行 ) mm 重 : 約 
487g (バッ テリ ー、 メ モリ ー 
カー ド 含 む ) 


事 を 含め た イン タビ ュー の 全文 を イン プレ ス の ニュ ー 


ス サ イト 「 デ ジ カ メ Watch] で 公開 し て いま す 。 ちょ っ と マニ アッ ク な ネタ や こぼれ 話 も 要 チ ェ ッ ク ! 
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(写真 か ら ) 


岡本 晃 宏 氏 
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ング 開発 セン ター 

カメ ラ 開 発 部 制御 設計 1 課 主任 技 秘 


パナ ソニ ッ ク 株 式 会 社 
AVC 


宮崎 隆治 氏 


ング プロ ダク ツ ビ ジネス ユニ ッ ト 
商品 設計 総括 電気 設計 部 
電気 設計 3 課 課長 


パナ ソニ ッ ク 株 式 会 社 


天野 康生 氏 パ 


光学 シス テム 開発 部 開発 相 課 
主任 技師 


パナ ソニ ッ ク 株 式 会 社 

AVC ネ ットワーク ス 社 

グ ネ ットワーク 事業 部 
グ プ ロ ダク ツ ビ ジネス ユニ ッ ト 
外 凌 部 外 緒 設 計 2 課 主任 技師 


パナ ソニ ッ ク 株 式 会 社 
AVC ネ ットワーク ス 社 


山本 修作 氏 


福川 浩平 氏 


カメ ラ 開 発 部 要素 開発 3 課 
主任 技師 


パナ ソニ ッ ク 株 式 会 社 

AVC ネ ットワーク ス 社 

グ ネ ットワーク 事業 部 

グ プ ロ ダク ツ ビジ ネス ユニ ッ ト 
商品 企画 部 第 1 商品 企画 課 主務 


角 息 氏 


プレ 補正 を 搭載 し て いな い レ ンズ で も 、 手 プレ 補 
く の が 大 き な 特 徴 で す 

一 静止 画 重 視 の 人 に と っ て は 、 ボ ディ 内 手 ブ レ 
補正 の 有無 は 大 き な 違 いで す よ ね 。 と ころ で 、“6 
コン トロ ー ル " と いう の は どう いう 意味 で すか ? 
他社 で 採用 され て いる 5 軸 の ボディ 内 手 ブレ 捕 正 


と どこ が 違う の で し ょ う ? 
天野 GX7 の ボディ 内 手 プ レ 補 正 は 、 レ ンズ 内 
手 プ レ 補 正 搭載 の レン ズ を 装着 し た と き は 、 ポ デ 


ィ 内 手 プ レ 補 正 は 一 切 動 か な い 仕 様 に な っ て いま 
す 。 こ れ に 対し て 、GX8 で は 、 せ っ か く 2 つも 手 
プレ 補正 が ある な ら 片 方 し か 使わ な が い の は も っ た 
いな いよ ね 、 と いう こと で 、 レ ンズ 内 と ポ デ ィ 内 
の 手 プ レ 補 正 を 両方 活用 する こと は で き な い か と 


1 
LUMIX GH4 


GX8 や G7 の 登場 で その 佑 位 性 が 揺 る ぎ 始め た GH4 だ が 、 動 画 提 
わり の 仕様 で 、 動 画 に 関す る さま 
グ を 変え られ る の が 特徴 。 セン サー や ボディ メ 


影 機能 は プロ ユー. 
ざま な 設定 、 チ ュ - 
カ も 、 より 過酷 な 環境 で の 使用 も 考 庵 され た 設計 だ 


に も 耐え る こ 
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35mm 判 換算 の ファ イン ダー 倍率 は 、 従 来 の GX7( 写 真 右 ) は 約 0.7 倍 な の に 
対し 、GX8 (写真 左 ) は 約 0.77 倍 に 向上 数値 で は 約 1 割 大 きく な っ て いる だ 
け だ が 、 実際 に ファ イン ダー を の ぞ く と 、 GX8 の 方 が か な り 像 が 大 きく 見 や すい 


考え その 技術 を 開発 し まし た 。 レ ンズ 内 手 プ レ 補 
正 2 軸 、 ボ ディ 内 手 プ レ 補 正 4 軸 を 、 協 調 動作 さ 
せ て 、 よ り 大 き な プ レ に る 対 る よう に し た 
の が 、GX8 の Dual ILS. で す 。 以 前 は カメ ラ を し 
っ か り 構 えて 撮影 する の が 当たり 前 で し た が 、 デ 
ジタル に な っ て 写真 撮影 を 楽し む 人 が 増え 、 ラ フ 
な スタ イル で 撮影 し た り 、 チ ルト 式 や パリ アン グ 
ル 液晶 モニ ター の 普及 で ハイ アン グル や ロー アン 
グル な ど や や 不安 定 な 構え で 撮影 する こと も 多く 
な っ て きま し た 。 ま た 、 長 時 間 替 出 の よう に 手 プ 
レ そ の も の が 大 きく な る よう な 撮影 シー ン で は 、 
より 大 き な 補 正 能力 が 必要 で す 。 それ ら を 解決 
する た め に 開発 し た の が Dual LS. で 、 レ ンズ 内 手 
プレ 補正 搭載 レン ズ を 装着 し た 際 に は 、 レ ンズ 側 
で 角度 プ レ 、 ポ ディ 側 で 角度 プレ と シフ ト プ レ の 
補正 を 行い 、 手 プレ 補正 を 搭載 し て いな い レ ンズ 
を 装着 し た 場合 は 、 ボ ディ 側 の み で 角度 プレ と シ 
フト プレ の 補正 を 行う 仕様 で す 


Dual 1.5. は ボディ 側 と レン ズ 側 の 
補正 度合 い を 高速 処理 し て 実現 


ーー レン ズ 内 と ボディ 内 を 両方 動か せる な ん て 、 
これ まで 考え た こと は あっ て も と て も 実現 で きる 
と は 思わ な か っ た の で 薦 き まし た 。 

天野 ボディ 側 と レン ズ 側 の 制御 を どう や っ て 同 
期す る の か が 召し か っ た の で す が 、 ポ ディ 
と レン ズ の 通信 の 高速 化 を 図り 、 ポ ディ と レン ズ 
の 情報 の や り 取 り を 速く する で きま し 
た 。 現在 は Dual IS. で 制御 を 行う の は 撮影 時 の 
みろ で す が 、 撮 影 時 に ボディ と レン ズ で 手 プレ 情報 
の や り 取り を 行い 、 レ ンズ 側 と ポ ディ 側 の 手 プレ 
補正 も 両方 動か みす こと で 、 よ り 大 き な 手 プ レ ま で 
補正 で きる よう に な り ま し た 。 

ーー ボディ 側 と レン ズ 側 に それ ぞ れ 手 ブレ を 検知 
する セン サー が 搭載 され て いる わけ で す が 、 こ れ 
だ け セ ン サ ー の 位置 が 違っ て いて 、 正 し く ブ レ を 


GX8 と GX7 の ファ イン ター 像 の 比較 


ファ イン ダー 部 の 構造 | 


収納 時 の 見 映え を 考 應 し 、 チル ト ・ ス ライ 
ドロ ッ ク 式 機構 を 採用 。 EVF パ ネル も アア 
イ ビ ー ス 光学 系 も より 大 きく な っ て いる 


検知 で きる の で すか ? 
天野 シフ ト プ レ は ボディ の モン サー で 検出 し た 
情報 を 使い 、 角 度 プ レ に つい て は 、 レ ンズ 側 の も 
ン サ ー で 検出 し た 情報 を 使い ます 。 レ ンズ と ボ デ 
ィ で それ ぞ れ どれ だ け 補 正 を 行う の か を 計算 し 、 
その 結果 を ボディ 側 と 高速 で や り 取 り し 、 ポ ディ 
側 の 手 プレ 補正 も 同時 に 動か し て いま す 。 ち な 
みろ み に 、 手 プレ 補正 を 搭載 し て いな い レ ンズ は 、 角 
度 プ レ し も シフ ト プ レ も ボディ 側 の モン サー で 検出 
し た 情報 を 使い 、 ボ ディ 内 手 プ レ 補正 で 、 角 度 
プレ 、 シ フト プレ を 補正 し ます 。 ポ ディ 内 手 プ レ 
補正 の 効果 も GX7 よ り 向 上 し て お り 、 焦 点 距離 
の 短い レン ズ で あれ ば 、 レ ンズ 内 手 プ レ 補 正 の 
POWER OLTS.*! に 近い 補正 効果 が 得 られ ます 
ーーDual 1.S. 対 応 レ ンズ 装着 時 は 、 常 に レン ズ 
と ボディ の 両方 で 手 ブレ 補正 を 行う の で すか ? 
天野 レン ズ だ け で な く ポ ディ 側 の 手 プ レ 補 正 も 
動か みき な けれ ば 有効 に プレ を 補正 で き な い と 判断 
し た と きだ ひけ 両方 動か し 、 レ ンズ 内 手 プレ 補 正 だ 
け で も 十分 と 判断 し た と き は レン ズ 内 手 プレ 補正 
の み を 行っ て いま す 。 ま た 、 シ フト プレ に 関し て 
は 、 レ ンズ 側 に シフ ト プ レ を 検出 する モン サー が 
な い の で 、 ボ ディ 側 で シフ ト プ ブレ 補正 を 行い ます 
ド デ ィ で シフ トブ レ を 検出 で きる の で あれ ば 、 
それ を レン ズ 側 に 伝え て 、 レ ンズ 内 手 ブレ 補正 で 
シフ トブ プレ も 補正 で き な い の で し ょ うか ?. 
天野 原理 的 に は 可能 で す が 、 現 状 は ボディ で シ 
フト ブレ を 検出 し 、 ポ ディ 内 手 プ レ 補 正 で シフ ト 
プレ を 補正 し て いま す 
一 回転 ブ レ に 対応 し て いな い の は な ぜ で すか ? 
天野 GX8 の ボディ 内 手 プレ 補正 ユニ ッ ト は 、 
X-Y 軸 に 動く ガイ ドレ ー ル 方 式 を 採用 し て いる の 
で 、 モ キン サ ー を 回 転 き せる こと が で きま せん 。 回 
転 プ レ に 対応 で きる 手 プレ 補 正 も 検討 は し た の で 
す が 、 今 より も 6 ユニット が 大 きく な っ て し まう た め 、 
今回 は 回 転 プレ の 補正 は 見 送り まし た 。 


2 
V-LogL 

動画 編集 用 の 素材 と し て 適し た 較 調 な 隊 調 再現 で 動画 を 記録 で きる 
機能 で 、 V-Log [は 、 フィ ルム 素材 を デジ タル 化す る 隊 に 規格 化 され た 
"10-bit Cineon* と 同じ 思想 で 開発 され た V-Log を 、 マイ クロ フォ ー サ 
ー ズ セン サー 用 と し て 最適 化し た も の 


6 コン トロ ー ル 手 ブ レ 補 正 機構 


ーー 三脚 撮影 や 流し 撮り に は 対応 し て いま すか ? 
天野 対応 し て いま す 。 た だ 、 三 脚 撮影 時 に は 、 
念 の た め 手 プレ 補 正 オ フ を 推 遂 し て いま す . 

ーー カ メラ を 縦 位置 に 構え て 横 方 向 に 流し 撮り 
し た り 、 斜 め 方 向 に 流し 撮り し て も 、 有 効 に 制 
御 さ れ ま すか ? 
天野 横 方 向 ( 長 辺 方 向 ) の 流し 撮り 時 に 短 辺 方 
向 の プレ を 抑え る 制御 の み の 対応 で す 

一 と ころ で 、 ボ ディ 内 手 ブレ 補正 を 採用 する と 、 
熱 を 逃がす 導線 が 限ら れ て くる の で 、4K 動 画 や 
4K フ ォ ト を 実現 する の が 難し か っ た と 思う の で 
す が 、4K 動 画 の 連続 撮影 時 間 は 短く な っ て いな 
い の で し ょ うか ? 
天野 GX8 の ボディ 内 手 プレ 補正 は 、 動 画 や 4K 
フォ ト 提 影 中 に は 動か き な い 仕組 み に し て いま す 
の で 、 ポ ディ 内 手 プレ 補正 が 4K に 対し て 悪影響 
を 及ぼ すこ と は あり ませ ん 

一 具体 的 に は 、 ど の くら い 4K 動 画 を 連続 記録 
で きる の で し ょ うか ?. 
宮崎 外気 温 や 使用 条件 に ちよ り ま す が 、SD カ 
ー ド 容量 が な く な る まで も し く は 内 蔵 パ ッ テ リ ー 
が な て な る まで 4K 動 画 を 連続 撮影 で きま す 
ーーGX1 か ら GX7、GX7 か ら GX8 と 、 同 じ シ 
リー ズ と は 思え な い ほ ど 、』 が 肥大 化し て き 
まし た ね 。 今回 、GXB で ボディ が 大 きく な っ た 要 
因 は どこ に ある で し ょ うか ?. 
山本 大 きく 3 つの 要因 が あり ます 。1 点 目 は 、 
GX8 の ファ イン ダー で す 。 の ぞい て みる と お 分 か 
り い た だ ける と 思い ます が 、 フ ァ イ ン ダー を 見 や 
すく す る に は 、 デ バイ ス (有機 EL パネル) を 大 き 
くし 、 ア イ ビ ピー ス も 大 きく し て 、 高 
が ら 、 周 辺 ま で ケラ レ な く タ ッ キ リ 見 える よう に 、 
非 ファ イン ダー に は こだわ っ て いま す 。 そ の 
ぶん 、 横 幅 が 大 きく な っ て いま す 。2 点 目 は 、 液 
晶 モニ ター を 横 開 き の 2 軸 パリ テン グル に し て い 
ます の で 、 ヒ ンジ を 取り 付け る スペ ー ス が 増え て 


3 
空間 認識 AF 


ピン ト 位 置 の 異な る 2 枚 の ライ ブ ビュ ー 画 像 か ら 被写体 ま 
で の 距離 を 演算 し 、 ム ダ な 動き を 極限 まで 排除 。 動体 に 
も 高速 に ビ ピント を 合わ せら れる 。 レ ンズ ご と に ボケ 特性 を 
把握 する 必要 が ある の で 、 純正 レン ズ の み の 対 応 だ 


レー ル 式 の 手 ブレ 補 正 ユ ニッ ト 


DUAL 1S. 対 応 小型 化 を 佑 先 し て 
レン ズ 装 着 時 に 今回 は 回 転 ブレ へ 
は 、 レ ンズ 内 IS の 対応 は 見 送り 、 
で 角度 ブレ を 、 弱 棋 の ガイ ドレ ー ル 
ボディ 内 IS で 角 に 沿っ て セン サー を 
度 ブ レ (レン ズ 内 動か す 、GX7 と 同 
1S と 比 調 動作 ) タイ プ の 手 ブ レ 補 
と シフ トブ プレ を 補 正 ユ ニッ ト を 採用 
正す る 


いま す 。 3, 


は 、 撮影 時 間 を 長く する た め に 、 
GX7 よ り 大 容量 の バッ テリ ー バ パック を 採用 し た こ 
と も ボディ が 大 きく な っ た 要因 で す 。 結 】 
ボディ が 大 きく な っ た 理由 の 大 半 は 外 
り ま す が 、 サ イズ が 大 きく な っ た ぶん 、f 
さも 大 きく な っ た と 思い ます ( 笑 ) 

一 一 これ まで 発売 し た マイ クロ フォ ー サ ー ズ 規格 
の LUMIX G O.|.S. 搭 載 レ ンズ は 、 す べ て Dual 
1.5. に 対応 させ て いく 予定 な の で し ょ うか ? 

天野 基本 的 に は 、 優 先 順位 を 考え 、 順 次 ファ 
ー ム ウェ ア の アッ プ デ ー ト を 行っ て Dual IS. に 対 
応 さ きせ て いく 計画 を し て いま す 。 た だ 、 一 番 最 初 
に 発売 し た LUMIX G VARIO 14-45mm/F 
GVARIO 
は シス テム の 
で きま せ 
あと 、LUMIX G VARIO 100- 
MEGA OIS. 6 な ん と か Dual 
LS. に 対応 させ る 方 法 は な い の か 、 社 内 で も さま 
ざま な 検討 を 行っ た の で す が 、 現 時 点 で Dual 
TS. に は 対応 で き な い と いう 判断 で す 
ーー100-300mm が 非 対 応 と いう の は 、 正 直 シ 
ョ ッ ク で すね 。Dual 1.S. の 効果 を 一 番 感じ られ 
る の で は な いか と 、 フ ァ ー ム ウェ ア の 更新 を 期待 
し て いた の で す が ……。 

角 開発 発表 段階 で す が 、 LEICA DG 100- 
400mm F463 を 楽し み に し て いて くだ さい. 
ーー で も 、 お 高い ん で し ょ う ? ( 笑 ) 最近 発売 し 
た レン ズ で は 、LUMIX G 42.5mm/F1.7 ASP 
H./POWER O.1.S. より も 先 に 、LUMIX G 
MACRO 30mm/F2.8 ASPH./MEGA O.I.5. 
の 方 が Dual 1.S. に 対応 し まし た が 、 こ れ は どう 
いう 判断 か ら で す か ? 

天野 近接 撮影 時 ほど 、 ポ ディ 内 手 プレ 補正 に よ 
る シフ ト プ レ 補正 が 有効 に た る か ら で す 
ーーLUMIX G7 は UHS- I 5 対応 で す が 、GX8 


5- 


POWER O.1S. 


パナ ソニ ッ ク の レン ズ 内 手 ブレ 補正 に は 、MEGA O 
1.S. と POWER 0.1.S. の 2 タイ プ が ある が 、POWER 
0..S. の 方 が より 高 性 能 な ジャ イロ セン サー と 制御 アル ゴ 
リズ ム を 採用 し 、 約 1 一 2 段 分 補正 能力 が 強化 され て いる 


は UHS- に 対応 し て いま すか ? 
宮崎 対応 し て いま せん 。 た UHS_I 対 
応 の SDXC カ ー ド を 使っ た 際 の 優位 性 は 、RAW 
録 で バッ ファ フル に な っ た と き に リサ 
イク リン グ タ イム が 加 い こと で す が 、GX8 は パッ 
ファ メモ リ の 容量 も 増やし て いま す の で 、RAW 
+JPEG の 連続 撮影 枚数 も G7 よ り も 多く な っ て 
いま す 。 そ うい う 意 味 で は 、GX8 で の 機能 向上 
の 側面 か ら 言 えば 、 高 価 な UHS- II カー ド を 使っ 
た だ け の 効果 が 望め る の は 、 ご くわ ず か な シー ン 
に 限ら れる 、 と 言え る と 考え て お り ま す 
ーーLUMIX GH2 以降 、 画素 数 を 16 メ ガ ピ クセ 
ル に 抑え て きま し た が 、GX8 で 20 メ ガ ピ クセ ル 
に 増やし た の は な ぜ で すか ?. 
岡本 画素 数 が 増え れ ば 、 そ れ だ け 写 真 は 高 精 
細 な 仕上 が り に な る の で 、 撤 写 体 の ディ テー ル で 
ある と か 質感 を 表現 し や すく な り ま す 。 進化 の ガ 
向 性 と し て は 自然 な 流れ だ と 考え て いま す 。 そ の 
で 、 画素 数 が 増え を と いう こと は 、 モ ル サ イ 
が 小さ く な る と いう こと で も ある の で 、 一 番 
念 され る の は 高 感度 撮影 時 の ノイ ズ で す 。 し か し 、 
モン サー の 特性 も 向上 し 、GX8 の 画像 処理 エン 
ジン は 、GH4 に ぁ 搭 載 し て いる 最新 の も の で 、 ノ 
イズ の 特性 に 応じ と て ノイ ズリ ダク ショ ン の コン ト 
ロー ル が で きま す の で 、20 メ ガ ビ ピク キル の 新 キ ン 
サー と 新 エン ジン の 組み 合わ せ で あれ ば 、 従 来 の 
16 メ ガ ピ クモ ル 機 と 同等 以上 の 高 感度 画質 を 達 
成 で きる と 判断 し まし た 

ーー ロー パス フィ ルター レス 仕様 で すか ? 
岡本 ロー パス フィ ルター は 搭載 し て いま す 
一 同じ マイ クロ フォ ー サ ー ス 規格 の オリ ン パ ス 
は 、16 メ ガ ピ クセ ル で ロー パス フィ ルター レス 仕 
様 を 採用 し 、 よ り 高 い 解 像 感 を 追求 し て いま す 。 
画素 数 が 20 メガ ピク セル に な っ て 、 よ り 画 素 ビ 
ッ チ が 狭く な っ て いて も 、 ま だ ロー パス フィ ル タ 
ー は 必要 で すか ? 
岡本 ロー パス フィ ルター を 外せ ば 解 像 感 を 高め 
る こと は 可能 で す が 、 当 然 、 偽 色 や モテ レ の リス 
ク は 高まり ます 。 開 発 段階 で も ロー パス フィ ル タ 
ー の 有無 に つい て 検討 を 重ね まし た が 、 現時点 で 
は 、 ロ ー パ ス フ ィ ル ター を 外し て し まう 副作用 の 
が 大 きい と いう 結論 に 至り まし た 。 画 素数 を 
"6 20 メ ガ ビ ピク モル に 増やし た こと で 、 自 
まり ます し 、 エ ンジ ン も 高い 解 像 描 
写 性 能 を 持っ て いま す の で 、 ロ ー パ ス フ ィ ル ター 
を 搭載 し て いて も 高い 解像力 を 実現 し て いま す 。 
ーー 画素 数 が 16 メガ か ら 20 メ ガ ビ ク セル に な っ 


ss 
UHS-I 

SDHC/SDXC メ モリ ー カ ー ド の 規格 で 、 従 来 の SD カー 
ド よ り も 接続 端子 が 1 列 多く 、 転送 速度 (理論 値 ) も UHS- 
104MB/s な の に 対し 、 UHS-T は 312MB/s と 3 倍 近 
く 高速 な の が 特徴 
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| GX8 と GX7 の ボディ サイ ズ 比較 」 


133.2mm 


EVF 内 蔵 で GX1 よ り も 肥大 化し た GX7 だ が . 
化 、 パリ アン グル モニ ター 採用 で 、 さら 〔 


て 、4K フ ォ ト の 画質 は 向上 し て いま すか ? 

岡本 G7 は 16 メ ガ ピ クモ ル 、GX8 は 20 メ ガ ビ ピク 
エル で す が 、4K フォ ト や 4K 動 画 を 生成 する た め 
に 使っ て いる 画素 数 は 同じ で す 。20 メ ガ ビ ピク モル 
の GX8 の 方 が 、G7 よ り 6 モ ン サ ー の 狂い 細 囲 を 
読み 出し て いま す の で 、 距離 で 撮影 し 
て も GX8 の 4K フ ォ ト の 方 が 少し 撮像 管 囲 ( 画 角 ) 
は 狭く な り ま す 。 厳密 に 言い ます と 、 レ ンズ の 解 
像 性 能 的 に は 、 撮 像 範 陸 が 狂 く な る GX8 の 方 が 
厳し いと は 言え ます が 、 十 分 な 解 像 性 能 が あり ま 
す の で 問題 あり ませ ん 。 な お 、FHD、HD 撮 影 時 


は 、GX7 が 829%、 
ーー4K フ ォ ト で 撮影 し た MP4 と 4K 動 画 を 切り 
出し た 静止 画 と で は 、 画 質 に 差 は あり ます か ? 

岡本 4K フ ォ ト の 基本 技術 は 4K 動 画 で す の で 、 


GX8 が 73% に な り ま す 」 


ペー ス の 部 分 で の 画質 は 同じ で す 動画 モ 
ー ド で は 輝度 レベ ル 設 定 を 6 一 2 イフ 定 で 
きま す が 、4K フ ォ ト は 静止 画 で す の で 、 輝 度 レ 
ベル は 0 に 固定 され 、 プ ログ ラム オー ト や 
絞り 優先 オー ト 時 に は 、 シ ャ ッ タ ー 加 度 を より 高 


122.6mm 1 


今回 の GXB は 、EVF の 高 倍率 化 、 グリ ッ プ の 大 型 化 、 バ ッ テ リー の 大 容量 
と 回 り 大 きく な り 、 特に 厚み が 増し て いる 


速 に し て 被写体 の 動き を 止め る よう な 制御 に し て 
いま す 。 そ の 2 点 が 大 きく 違っ て いま す . 

ーー 圧縮 率 に 違い は な い の で すか ? 4K 動 画 よ り 
も 4K フ ォ ト の 方 が MP4 の 圧縮 率 を 低く し て 、 
画質 の 劣化 を 抑え て いる と か 、 キ ー フ レー ム の 間 


隔 を 短め に し て いる と か ? 
岡本 基本 的 に 4K 動 画 も 4K フ ォ ト も 共通 で す 
ょ っ て いま す が 、 エ 


HL264 の 規格 


性 能 が 高く 、 静 止 画 と し て も 十分 
な 画質 を 確保 し て いま す 


今後 の 高 解像度 化 を 考慮 する と 
空間 認識 AF+ コ ント ラス ト AF が 最良 


一 と ころ で 、 今 回 、GX8 を お 借り し て 、 空 間 
認識 AF*? な る も の を よう や く 体 験 する こと が で 
きた の で す が 、 確か に 動く 被写体 を 連 写 し て も し 
つかり ピン ト が 合い 続け る こと に 薦 き まし た 。 レ 
ンズ が 14-140mm な の で 、 駅 の ホー ム か ら 通 過 
する 電車 を 連 写 する 、 と いう 単純 な 動体 テス ト 
し か で きま せん で し た が 、 そ れ で も 電車 の 運転 手 
が アッ プ に な る まで 、 ほ ぼ ピ ント を 外さ な い の は 
見 事 だ と 思い ます 。 高速 連 写 に 強い 一 眼 レフ で も 、 
これ ほど 至近 に 被写体 が 迫っ て くる と 、 フ ォ ー カ 


スレ ンズ の 動き が 追い つか ず 、 ピ ン ボ ケ に な っ て 
し まう の が 当たり 前 の シー ン で も 、 し っ か り フ ォ 
ーー カス が 追い つい て くれ まし た 。 た だ 、 ト や 
マク ロ 撮 影 な ど 比較 的 動き が 少な を い シ ー ン を 
AF-C で 狙っ て いる と 、 や は り ウ ォ ブ リン グ に よ 
る ピン ト の 微動 が 気 に た り ます 。 像 面 位 相差 画素 
を 搭載 し た ミラ ー レ スカ メラ で あれ ば 、AF-C で 
も 被写体 の 動き が な けれ ば フォ ー カ ス も ピタ リ と 
止ま っ て くれ ます 。 な ぜ 、 パ ナ ソ ニッ ク は 像 面 位 
相差 AF の 採用 に 否定 的 な の で し ょ うか ? 

福川 弊社 が 像 面 位相 差 AF で は な く 、2 
AF+ コ ント ラス ト AF を 採用 する の は 、 コ ント 
ラス ト AF の 方 が ピン ト の 精度 が 高い と 考え て い 
る か ら で す 。 そ れ と 、 像 面 位相 基 AF は 像 面 位 相 
差 画素 の 画素 補間 が 必要 に な り ま す の で 、 補 開 処 
理 を 行っ て いる と は いえ ぇ 、 画 質 へ の 影響 は 皆無 で 
は あり ませ ん 。 さ きら に 、 像 面 位相 差 画素 の 補間 処 
理 も 6、 こ れ か ら 先 の 高 解像度 化 、 
ト 化 を 考え ます と 、 時 間 的 に 処理 が 厳し く な っ 
て くる 可能 性 が ある の で 、 次 の 世代 を 見 据え る と 、 
AF の 空間 認識 AF で 補う 形 
が ベス ト だ と 考え て いま す 。 ま た 、 空 間 認識 AF 
の 利点 と し て 、 キ モン サー を 選ば な い の で 、 フ ル サ 
イズ の モン サー で も より 小 サ イズ の モン サー に も 、 
空間 認識 AF の 技術 を 適用 で きま す . 

ーー た だ し 、 レ ンズ の 特性 が 分 か っ て いな いと 空 
間 認 識 AF は 使え ませ ん よね ? 

福川 そう で すね 。 弊社 の 空間 認識 AF も 、 レ ン 
“ご と に ボケ の 特性 の 膨大 な デー タ が ポ デ ィ や レ 
ンズ に 格納 され て いて 、 そ の デー タ を 用 いて 、 空 
間 認 識 AF の 制御 を 行っ て いま す 。 マ イク ロフ ォ 
ー サ ー ズ 規格 の LUMIX レン ズ で あれ ば 、 空 間 認 
識 AF に ほとん どの レン ズ が 対応 し て いま す 。 ま 
た 、G7 か ら で す が 空間 認識 AF の 技術 を 応用 し て 、 


レー ムレ ー 


コン トラ スト 


則 
他社 製 の マイ クロ フォ ー サ ー ズ レン ズ 使 用 時 で も 、 


より スム ー ズ で 高 


まな AF を 実現 し て いま す 


G 天 ミニ レビ ュー 高 精度 に 測 距 し て くれ る 空間 認識 AF と 4K フ ォ ト の 性 能 に 驚く 


お 恥ず か し い 話 だ が 、 パ ナ ソニ ッ ク の 空間 認識 AF 
や 4K フ ォ ト を 体験 する の は 、 実 は 今回 が 初め て だ 。 
と いう の も 、GH1/GH2 の 売り だ っ た マル チア スペ ク 
ト (ひと 回 り 大 き な セ ン サー を 搭載 する こと で アス ペ 
クト 比 を 変え て も 対角線 画 角 が 変わ ら な い 機 能 ) が 好 
きだ っ た の で 、GH3 以 降 の GH シ リー ズ に 買い 替え 
る こと が で きず に いた 。 し か し 、LUMIX G7 や GX8 
に も 、 空 間 上 織 AF や 4K フ ォ ト が 搭載 され 、GM1 以 
来 、 久 々 に 物欲 を 揺 き 立 て られ る LUMIX の 登場 で 、 
遅れ ば せな が ら よ う や く 空 間 放 識 AF や 4K フ ォ ト を 試 
し て みる こと に し た 。 

通過 する 特急 電車 を 高速 連 写 する と いう 、 動 体 と し 
て は 動き が 単純 で 難易 度 が 低い シー ン で は ある が 、 運 
転 手 が アッ プ に な る まで 、 大 きく ピン ト を 外す こと な 


く 追 征 し て くれ た 。 一 眼 レフ と 望 速 ズ ー ム の 組み 合わ 
せ で も 、 至 近 ま で 近づい て くる と 、 ピ ント の 追従 が 追 
いつ か な く な っ て ビン ボケ に な る こと が 多い だ け に 、 
想像 以上 の 性 能 だ 。 

4K フ ォ ト は 、4K 動 画 の 1 コマ を 切り 出す こと で 、 
約 800 万 画素 で 30 コマ ノ 秒 の 超 高速 連 写 を 実現 す 
る 機能 だ 。 そ の た め 、 写 真 と いう より ビデ オキ ャ プチ 
ャ ー と いう 意識 が 働い て し まう が 、 使 っ て みる と な か 
な か 楽し い 。 惜 し むら く は 、 通 常 は 240fps で コン ト 
ラス ト AF を 行う の に 対し 、4K フ ォ ト 時 は 30fps に 
な る の で 、 そ の ぶん AF の 動き は 通常 より も や や 緩慢 
に な る 。 そ の た め 、 向 か っ て くる 被写体 を 趣 高速 連 写 
する の に は 適さ な い が 、 横 方 向 に 動く 被写体 や 位置 
が 決ま っ て いる 被写体 を 狙う に は 非常 に 重宝 する 。 


伊 層 淳一 (だ て じゅ ん いち) : 1962 年 広島 県 生ま れ 。 千 茎 大 学 工学 部 画 人 工学 科 座 。 写真 誌 な ど で カ メラ マン と し て 活動 する 
一 方 専門 知識 を 生か し て ライ ター と し て も 活 忠和 明 期 か ら デジ カメ に 強く 、 カメ ラマ ン よ り ライ ター 業 が 多く な る 
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意図 的 に 高速 シャ ッ ター 
を 選択 する こと で 被写体 
プレ を 軽 波 。 こ うし た 撮 
影 者 の 意思 が 反映 され る 
こと で 、 単なる 動画 か ら 
の 切り 出し で は な く な る 。 
ロー リン グ シ ャ ッ ター 歪み 
も 少な め だ 


0.1.S.。 1 カッ ト 目 と 16 コ マ 目 と 27 コ マ 目 を 抜粋 。 わずか な ビン 
甘 は 2 一 3 カッ ト あ る も の の 、 大 ボケ は な くす べ て 実用 に な る 


万 四季 折々 の 動物 便り 富 


2015 年 10 月 20H 発 行 


ふく だ くん 通信 


ーー+ 
トーー ム 
ーー 
ーー 


動物 写真 家 の 福田 幸広 は 、 国内 外 を 問わ ず 、 さま ざま な 動物 た ちの 愛くるしい 姿 を 撮影 し て いる 。 
この 連載 で は 、 今 取り 組ん で いる 動物 撮影 の 舞台 衰 を 紹介 。 撮影 機材 や 日 々 の 苦労 、 楽し し に つい て 語っ て も ら う 。 
swxx 福 田 幸広 
Wanted ン ザ ル ' ぶ /g7z ニホン ザル は 森 の 恵み を 利用 し て 生 響く の で サル の 存在 が 分 か り ます 。 


サル 目 オ ナガ ザル 科 マ カク 属 


き て いま す 。 今回 提 影 し た 8 月 上 旬 
は 山 で オニ グル ミ が 実 を つけ る 季節 


お な か が 満た され れ ば 、 あ と は 日 陰 
で ご ろり と 横 に な っ て 昼寝 の 時 間 。 


月 下旬 で し た 。 爺 内 で 初め て 見 た 白い 赤 
ちゃ ん は 「 超 ] が つく ほど か わ 
いい だ け で な く 、 る その 毛色 は 
光 の 角度 や 時 間 帯 に よっ て 
金色 や 銀色 に 見 えて 、 神 々 
し ささ きえ 感 じ ま し た 。 夕 方 、 
母 ザル に 連れ られ 苑 を 出 て 
山 へ 帰る 姿 を 見 た ら 、 思 わ 
ず 追 いか け て 行き た く な っ て 
し まい まし た 。 

日 に 日 に 思い は 強く な り 、 
白い 赤ちゃん の 暮らし を 撮 
影 す る 計画 を 立て た の で す 。 
計画 は 1 カ月 後 の 7 月 下旬 か 
6。 今 度 は 知人 宅 を 借り て 、 早 朝 か ら じ 
っ くり と 山 へ 入る こと に し まし た 。 ベ ー ス 
基地 と な る 家 は 、 毎 日 山中 を 歩い て 出る 
洗濯 物 の 処理 や 弁当 の 準備 、 を そし て 早朝 
や 深夜 で も 時 間 を 気 に せ ず 出 発 で きる な ど 、 
大 き な ア ド バ ン テ ー ジ が ある 場所 で す 。 最 


真っ 白 な 毛 で 習わ れ た サル の 赤 


上 
上 


| みる と 都心 と 変わ ら ぬ 暑 き 


べ れ ば 涼し い は ず で す 。 し か し 、 到 着 し て 


る 前 の 早朝 で すら まとわりつく よう な 湿気 


を 感じ ます 。 意 を 決し て サル が いる 山 へ 入 
る と 、 案 の 定 少し 終 面 を 登っ た だ け で 汗 


き 声 や クル ミ を 割る 音 が 聞こ えな いか 集 


山 へ 出発 す | 


が 噴き 出 て きま す 。 サ ル た ちの か すか な 鳴 


に 放 で す 。 サ ル た ち は 目 覚め る と クル ミ | 大 人 の サル は ほとん ど 動 こう と し ま 
9 オス 54 ご 61cm、 メス 47 ご 60CT の へ と 珠 生 し 、 木 に 登っ て 食べ | せん 。 枯 に 生ま れ た 赤ちゃん た ち が 
回 呈 和 人 、 群れ で 導 動 生活 は じ め ます 。 深 い 緑 に 種 われ た 礎 | 集まっ て 遊び は じ め る の は この ころ 
図 時 北 当 道 、 琉 球 列島 を 除く 日 本 列島 で も [カキ ッ 、 カ キッ 」 と いう 音 が | か ら で す 
往 谷 野 六 公 苑 51 年 の 歴史 で 初め て 上 谷 は 標高 800m 付 近 に 位置 し 、 都 心 と 比 # 中 する の で す が 、 滝 の よう な 汗 に プ ョ が ま 


と わり つい て な か な か 集中 で きま せん 。 葉 
の 生い茂っ た 森 で す サル の 群れ を 探す の は 
大 変 な の で す 。 や っ と 発見 し て も 群れ の サ 
ル た ち は 、 か た まっ て いる わ 
け で は あり ませ ん 。 お 互い の 
存在 が 分 か る 距離 で 広く 散 
ら ば っ て いま す 。 少 し 離れ た 
だ け で ヤ プ に 隠れ て 姿 が 見 え 
な く な り 、 和 白い 赤ちゃん は 思 
う よ う に は 見 つけ られ ませ ん 。 

結局 、 こ の と き 山 中 で 自 
い 赤 ちゃ ん を 撮影 する こと は 
で きま せん で し た 。 し か し 、 
苑 内 で 過ごし て いる 姿 を 見 
る と ……。 頭 の 真ん中 に 茶 
色 の 毛 が 生 えて いる [| 産毛 
が 抜け は じ め た 赤ちゃん か ら 生 えて きた の 
は 普通 の サル の 毛 で し た 。 こ の まま 全身 に 
広がっ て し まう の か 、 伝 説 の 白い サル に な 
る の か は る もう少し 先 の お 話 で す 。 


近 は 1 カ所 で 長期 滞在 する 撮影 が 中 心 に 
な っ て いる の で 現場 で の 家探し の 成 呑 が ポ 
イン ト と な り ま す 。 準備 万 端 、 地 獄 谷 取材 
へ 出発 し た の は [日 本 列島 衝 暑 続く ] の ニ 
ュー ス が 飛び 交 っ て いる と き で し た 。 地 狼 


明る い 単 焦点 レン ズ が 私 の 秘密 兵器 
提 影 四 交 の 調整 が し や すい 地 狼 谷 の サル 。 私 が よく 使う の が キヤ ノン 
EF50mm F1.4 USM。 最近 の ズー ムレ ンズ に は な い 柔 ら か な ボケ 味 
が あり 、 絞 り を 開け て 揚 影 する と 一 味 遺 っ た 雰囲気 の 作品 が 握れ ます 


福田 幸広 (ふく だ ゆき ひろ ) : 1965 年 東京 都 生ま れ 。 日 本 大 学 度 医学 部 卒 。 タン チョウ に 借 れ 北海 道 の 地 を 訪れ た こと が きっ か け で 動物 写真 家 の 道志 す 。 現在 は 革 生 動物 、 水 中 、 風景 の 3 本 柱 で 
取材 を 進め て いる 。「 山 も いい けど 、 海 も いい 」 が モッ トー。 http://Www.fukudayukihiro.com/ 
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死 
気 に な る ポイ ント を ユー ザー 目線 で チェ ッ ク 回 


デジ カメ NNVVS 


デジ タル カメ ラ 関 連 の 新 製品 情報 や 編集 部 員 に よる 試用 レポ ー ト 、 そし て お 得 な キャ ン ペ ー ン や イベ ント 情報 な ど 。 11 月 
今月 も 新 レ ンズ の 発表 な ど 旬 の トピ ッ ク が 満載 。 内 容 盛り だ くさ ん で お 届け し ます ! 写真: 文 信康 、 細 人 部 0 


銘 玉 は 開け て も 絞っ て も 楽し い 。 G7 で KISTAR 55mm F1.2 の 描写 を 味わう 
TOMINON 55mm F1.2 復 序 モ デル STA semm Fi 2 の 語 大 の 侍 科 G 曽 時 の ボケ 。 ソ フト フ ォ ー カ ス の よ 
ビ 


うな 幻想 的 な 描写 を 楽し め た 。 逆光 時 の フレ ア も 面白 い 
と き の シ ャ ー プ 感 も 秀作 で 、 紋 り 操作 で さま ざま な 表現 


木下 光学 研究 所 は 、 富 岡 光 学 が 1970 年 代 に 発売 し た 「TOMINON 55mm F1.2] を 


回 an た た 。 オリ ジ に 2 
西 有 を 用 いて 復刻 し た 「KISTAR 55mm F1.2] を 発売 し た 。 オ リ ジ ナ ル は M42 マウ ント アダ プター 1 
マウ ント だ っ た が 、KISTAR 55mm F1.2 は ヤシ カコ ンタ ックス マウ ント を 採用 し て い muk YC-NEX RJ ョ 
る 。 価格 は 134.000 円 前 後 。 木下 交 学 の 創業 者 で ある 木下 三郎 氏 が 光学 設計 を 担当 ヤシ カコ ンタ ックス マウ ント 
し た レン ズ の 復刻 モデ ル だ け あ っ て 、 単 純 に 光学 機構 面 を な そる だ け で な く 、 開発 思想 の レン ズ を ソニ ー E マ ウン ト 
も 含め た 当時 の 描写 の 再現 を こそ 主眼 に し た と いう 。 レ ンズ も 当時 と 同じ ラッ プ 研 礎 に 装 状 で きる マウ ント アダ プ 


を 採用 。 ヘ リコ イド の 作動 感 も ピッ チ 仕上 げに より 再現 し て いる 。 DE 


『 木下 光学 研究 所 浜 関内 045-228-7744) の 導 
KISTAR 55mm F1.2 5685 


発売 日: 2015 年 30H 実勢 価格 : 134.000 円 前 後 


* マ ウン ト タ イプ : ヤシカ コン タッ クス マウ ント 
ペレ ンズ 構成 67 柱 @ 画 角 :43" 最小 絞り :F16 
! り 羽根 数 : 6 枚 最 提 影 下 区 0.5m 

イル ター 径 :@55mm 

大 径 X 全 長 : 約 @64.556mm @ 重 き : 約 310g 


ソ 97 と muk 
YC-NEX RJ に 装 
着 。 全 属 製 の 便 筒 
記 レン ズ キ ャ ッ プ は は と て も 味わい 深い 
金属 製 で か じ 込 6 
用 開放 時 の 独特 の ポケ は 
F1.2 一 1.4。 F4 ぐ らい 
か ら シ ャ ー プ 感 が 出 て く 
る 印象 


EE 人 木下 光学 研究 所 http://www.kinoshita-optical.com/ 


水中 写真 を より 美しく 撮れ る 
防水 々 フネ スコ ン パ クト カメ ラ 新 モデ ル 
レ 


リコ ー イ メー ジン グ は 、 ア ウト ドア 向け の コン パク トカ メラ 「WG-40] と 


フル サイ スズ 対応 の 標準 ズー ム が 登場 
デジ タル 対応 FA レ ンズ の 開発 が 進む 
ビ 


リコ ー イ メー ジン グ は 、K マウント の 標準 ズー ムレ ンズ 「HD PENTAX-D 


FA 24-70mmF2.8ED SDM WRI を 発売 し た 。35mm 判 フル サイ ズ デ ジ 由 WiFi 対 応 モ デル 「WG-40W] を 発売 する 。 従来 機 と の 差異 は ホワ イト パラ 
隊 タルー 眼 レフ カメ ラ (現在 開発 中 ) に 対応 し た 大 口径 標準 メー ム で 、 新 型 の 半 】 ンス の 最適 化 、 マ ー メ ー ド モー ド 専 用 の フラ ッシュ 撮影 モー ド の 追加 な ど 。 
超 音 波 モー ター (SDM) を 挫 載 する こと で 高速 か つ 静 講 な AF 駆動 が 可能 。 14m 防 水 、 耐 落下 衝撃 1.6m の 性 能 を 備え る 。 
と リコ ー イ メー ジン グ と リコ ー イ メー ジン グ 
HD PENTAX-D FA RICOH WG-40 
24-70mm F2.8ED RICOH WG-40W 
SDM WR 先日 :2015 征 023 日 


予想 実 価 格 :35.000 円 (WG-40) 、 
37.000 円 (WG-40W) 


発売 日 :2015 年 10 月 16 昌 
実勢 価格 : 181.000 幅 前後 


府 写 真 は WG-40W 


= 焦点 了 有 :24 一 70mm(APS-C は 37 一 107mm 相 当 ) レン ズ 構 成 :12 格 17 和 
= 画 角 84 一 34.5 最小 絞り :F22 絞り 根 柳 :9( 円 形 絞 り ) 

“最短 撮影 下 区 : 0.38m 最大 揚 影 倍率 :0.2 谷 @ フ ィ ルター 径 : の 82mm 

* 最 大 往 x 全 長 : 約 @88.5x109.5mm @ 還 さ : 約 787g 


リコ ー イ メ 


イメ ー ジ セン サー : 約 1.600 万 画素 172.3 型 CMOS レン ズ 構成 19 衝 11 枚 

で 人 点 下 区 :5ー25mm ( 約 28 一 140mm 相 当 ) 最小 絞り :F3.5 液晶 モニ ター:2.7 型 ワイ ド 
“記録 メデ ィ ア : SD/SDHC7SDXC 大き: 約 122.5(W)x61.5(H) x29.5(D)mm 

で 王 さ : 約 192g(WG-40)、 約 194g(WG-40W) 


3 正 主 リコ ー イ メー ジン グ http://wwwrricoh-imaging.cojp/ 


ング http://wwwricoh-imaging.coJjp/ 


デジ カメ NEWS 調 査 蘭 で 気 に な る 情報 を 見 つけ た ら 「 デ ジ カ メ Watch] (http://dc.watch.impress.co.jp/) の トッ プペ ー ジ 「 デ ジタル 
154 デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 11-2015 カメ ラマ ガ ジ ン 1 1 月 号 デジ カメ NEWS 語 査 了 連動 企画 ] を クリ ッ ク ! 本 記事 で 掲載 し た 情報 を デジ カメ Watch で さら に 詳し く 読め ます 。 


マッ プ カ メ ラ は 中 古 製 品 1 年 保証 
の で 9 ト も リニュ ー ア ル 


シュ ッ ピ ン 株 式 会 社 は 、 同 社 が 運営 する カメ ラ 専 門 店 [Map Cameral で 
取り 扱う 中 古 商品 の 保証 期間 を 従来 の 6 カ月 か ら 1 年 に 延長 する こと を 
発表 。 対象 は 7 月 11 日 以降 に 店 頭 ある い は Web サ イト に て 購入 し た 2 万 

円 95A) 以上 の 中 古 カメ ラボ ディ 、 交 換 レ ンズ 、 ア クセ サリ ー な ど と な る 。 
自然 境 の 場合 に 限る が 、 販売 価格 (税込 ) の 3% の 掛金 で 加入 で きる 「 安 
心 サー ビス ] を 併用 すれ は 、 落 下 や 水 濡れ な ど に よる 才 障 に 対し て も 1 年 
間 の 補償 が 受け られ る 。 ま た 、 同 社 ス マー ト フ ォ ン サイ ト も リニュ ー ア ル 
され 、PC サ イト と 同じ 使い 勝手 で の 製 購 入 が 可能 と な っ て いる 。 


[ 保証 期間 ] 
3 = = 2 
人 
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4 
中 古 製 品 1 年 保証 の 注目 ポイ ント 
男役 底 し た 品質 管理 
専門 スタ ッ フ に よる 徹底 し た 製品 の 
京 検 と 清掃 で 、 中 古 製品 の 品質 を 
管理 し て いる 。 高 次 元 の 品質 管理 
が 1 年 保証 を 実現 で きた 理由 だ 


オン ライ ン 販 売 で も 変わ ら ず 1 年 保証 


実 店 舗 を 訪問 で き な く て も 、Web サ イト か ら の 通信 
販売 も 可能 だ 。 商品 ペー ジ に は 保証 期間 や 製品 の 


状態 が 明記 され て いる の で 、 不安 な く 購 入 で きる 


リニュ ー ア ル 


2 倍 の 保証 期間 で 安心 し て 購入 可能 ! 


マッ プ カ メ ラ 


1 年 保証 に 変更 し た 評判 は ? 


5 客 さ ま に は 、 他 店 で は 真 恨 で き な い 「 中 
丁 保 証 1 年 ] を 最後 の 決め 手 と し て 当店 
を お 選び いた だ いて お り 、 対 象 商 品 で あ 
れ ば メー カー で の 生産 終了 品 で も 保証 1 


スマ ー ト フォ ン サイ ト も 大 幅 に リ 
ニュ ー ア ル さ れ 、PC サ イト と 変 
わら な い 使 い 勝手 を 実現 。 特 
に 検索 機能 が 強化 され 、 詳 細 
な スペ ッ ク を 選ん で 、 欲 し い 製 | と 


https://wwwimapcamera.com/htm/ 
used/1yearhtml 


年 と いう 点 が 、 特に 好評 の よう で す 


品 を 絞り 込め る 


PL フィ ルター の 効果 が 分 か り に くい スマ ー ト フォ ン の 補助 光 に な る 
EVF や ライ ブ ビ ュー で 便利 な 撮影 グッ ケズ | | 超 コ ン パク ト な LED ラ イト 
ビ 


ケン コー・ ト キナ ー は 、PL 効 果 を 確認 する [PL ファ イン ダー [R] M ミ ラー レ 
スパ ッ ケ ー ジ ] を 発売 する 。 PL 効果 が 把握 し に くい と き で も 、PL ファインダ 
ー で 効果 を 確認 し 、 フ ァ イ ン ダー と フィ ルター の マー ク を 一 致 さ せる こと で 
同じ 効果 が 得 ら れる 。 サ ー キ ュ ラ ーPL(W) バ ー ニ ア に 対応 し た 目盛 り も 装備 。 


ょ ケン コー トキ ナー 
PL ファ イン ダー [R] M ミ ラー レス パッ ケー ジ 

発売 耳 日 2015 年 10 朋 23 の 予想 実勢 価格 :4.000 円 前 後 

大 きき : 約 34(W)X39.8(H) X15(D)mm 重量 : 約 16g 
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ソニ ー g77 に 装 落 


PL ファ イン ダー を カメ 
ホ : 


s 
語 


護 上 に くる よう に 設 
する 。 PL フィ ルター も 
同様 に マー ク を 合わ せ 
る 。 PL ファ イン ダー で 
効果 を 確認 し た ら 、 同 
角度 だ け フ ィ ル ター 
も 回 し て 設定 する と い 
う 要 領 だ 


EE 琶 周 ケン コー トキ ナー http://www.kenko-tokina.coJjp/ 


LPL は スマ ー ト フォ ン な ど 携 帯 端末 用 の 小型 LED ライ ト 「VL-210M] を 発 
売 する 。 パ バッ テリ ー を 内 蔵 し て いる た め 、 ホ スト 機器 の 電力 を 消費 する こと 
な く 使用 で きる 。 機器 へ の 取り 付け は カメ ラ シ ュ ー ま た は ヘッ ド ホ ン 敵 子 用 
の 3.5mm アダプタ ー を 用 いる 。 充電 は 付属 の USB アダ プター で 行う 。 


ヶ LPL VL-210M 


KEEP) 


側面 の ダイ ヤル で 
明る さ を 調 整 


発売 予定 日 : 2015 年 11 月 中 旬 〇 標準 価格 : 4.644 円 
* 輝 : 白 色 LED21 個 

氷 度 : 約 600b/50cm 

* 人 温度 :6500K 

* 点 打 時 間 : 約 60 分 

充電 時 間 
約 60 分 (Mini-USB) 

ゃ 大 き さ 
46(Wx46(H)x18(D)mm 

垂 さ : 約 20g 

ヘッ ド ホ ン 端 子 に 


| を さ URL | 装着 し て 使う 
LPL http://wwwlpLweb.co.jp/ 


Summilux 35mm F1.4 の 思想 を 元 に 
マッ プ カ メ ラ が オリ ジ ナ ルレ ンズ を 開発 


マッ プ カ メ ラ を 運営 する シュ ッ ピン は 、MS-Optics 社 と 共同 制 人 の オリ ジ ナ 
ルレ ンズ 「 玲 閣 35/1.4] を 100 本 限定 で 発売 。 Leica Summilux 35mm 
思想 を 基 に し つつ 、 メ ー カ ー 製 の レン ズ に は な い 味わい を 目指 
し た と いう 。 開放 で の 存在 感 と 絞り で 大 きく 変わ る 描写 が 特徴 と の こと 。 


と シュ ッ ピ ン 玲 瑞 35/1.4 
天馬 日 2015 年 1 月 
附属 : 160.000 円 前後 

ャ マウ ント : ラ イカ M パ ヨネ ッ ト レン ズ 林 4 本 6 枚 
< 寺 月 62 e 号 光 :0.85m 

フィ ルター 径 939mm 

こり 有 人 12 枚 (円 形 流 り ) @ 下 的 90g 
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本 店 マッ プ カ メ ラ https://www.mapcamera.com/ 
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マン フロ ッ ト か ら 街 で 使い た い 
スト リー トコ レク ショ ン が 登場 


発売 日 : 2015 年 10 有 1 日 


と Street バッ ク バ パッ ク 


マン フロ ッ ト の トラ ベル バッ ク 
パッ ク に 新 カ ラー が 追加 


実勢 価格 

ビ 18.000 円 前 後 ビ 
防 罰 マンフロット の カメ ラバ ッ グ に 新 シ リー ズ 「 ス トリ ー ト ユ * 外 十 際 放 マン フロ ッ ト の アド バン スコ レク ショ ン トラ ベル バッ ク 
E 議 レク ショ ン ]| が 加わ っ た 。 カ ー キ の ナイ ロン を 基調 | 280(W)x460(H) E 詳 バッ ク に 従来 の ブラ ッ ク に 加え て 、 ネ イ ビ ー、 ブ ラウ ン 、 
関 * あ し らい 、 イ ン ナ ー は 深 彩 柄 、 ジ ッ パ ー は オレ ンジ OO グレ ー の 新 カラ ー が 加わ っ た 。 伸 細 収納 部 を 持ち 、 同社 

と いう デザ イン で アー バン スタ イル が 意識 され て いる 。 450(H)X の befree 三脚 を 収納 で きる の が 特徴 だ 。 

と マンフロット FROM と マンフロット 

Street メッ セン ジャ ー MA トラ ベル 
OB:2015 和 01 合 語 な 収納 力 が 魅力 バッ ク バ パック 
実勢 価格 : 13.000 円 前後 下部 の 気 室 が カメ ラ の 収納 ス 発売 日 2015 年 10 月 15 日 
* 外 二 :370(W)x280(H)x180(D)mm ペー ス と な っ て いる 。 レン ズ 付 き 守勢 価格 : 20.000 円 前 後 


内 二 :360(W)x260(H)x160(D)mm 


レス 機 に 望 吉 デ ー ム 、 


e 外 二 :300(W)x480(H)x230(D)mm 


重き:0.8kg さら に レン ズ 2 一 3 本 が 収納 可 * 内 寸 : 280(W)x450(H)x160(D)mm 
4 能 。 見 た 目 以上 に 収納 で きる ゃ 重き: 1.42kg 
カメ ラ も 日 用 品 も 収納 で きる と 
半分 は 提 影 機材 、 半 分 は 日 撮影 機材 も 旅行 アイ テム も 欲 張 れ る 収納 


用 品 を 入れ られ る 構成 。 着 妥 
可能 な イン ナー ケー ス 
ンズ 付き の ミラ ー レ ス 機 


C2t 


ズー ムレ ンズ 付き の デジ タル 一 眼 レ フ に 
望 癌 ゲー ムレ ンズ 1 本 を 収納 で きる 。 カメ 


上 部 気 室 に ラ 以 外 の スペ ー ス に は 着替え な ども 入れ 

ズ 1ー2 本 程度 を 収納 可能 。 ee 6 
15G の 阪和 ニス k 1 日 用 品 を 収納 られ る 。 ノー ト PC の 収納 スペ ー ス も ある 

ら 上 部 気 室 に は 日 用 ラベ ル 三 | 6 
天 面 か ら の クイ ッ ク アク セス が 可能 計上 人 あ 。 0 8 和 り 
天 面 を ジッ パー で 開け られ る の で 、 N 下部 気 室 と の 敷居 * 
いち いち フラ ッ プ を 開閉 する こと な は 外せ る の で 、 撮 同社 トラ ベル 三脚 の befree を 休 縮 収納 部 に 
く 、 ス ムー ズ に カメ ラ を 取り 出せ る 。 影 時 以外 は イン ナ すっ ぽ り と 収め られ る 。 外 に 取り 付け る タイ プ 
等 の スナ ッ プ 掲 影 な ど に 便 和 2 と は 貴 い 、 安心 し て 持ち 運べ る の が うれ し い 

バッ ク バッ 
し て も 利用 可能 だ 


Ei 酸 恒 マン フロ ッ ト http://www.manfrotto.jp/ 


耐久 性 を 重視 し た GW-PRO シ リー ズ に 
ショ ル ダ ー バ ッ グ と バッ ク パ ッ ク の 新 モ デル 


マン フロ ッ ト http://www.manfrotto.jp/ 


フラ ッ プ と ショ ル ダ ー パ ッ ド に 本 革 を 採用 
スタ イリ ッシュ な ショ ル ダ ー カ メラ バッ グ 


ハク パ は 、GW-PRO の 新 モ デル と し て 「GW-PRO SHOULDER BAG M 
G2] と 「 同 BACKPACK M G2] を 発売 し た 。GW-PRO の 耐久 性 を 継承 
し つつ 機動 性 ・ 速 写 性 を 重視 し て お り 、 望 各 レ ンズ を 付け た 状態 の 一 眼 レフ 
カメ ラ が 収納 可能 。 今回 は SHOULDER BAG M G2 を 紹介 する , 


ょ ハクバ 写真 産業 
GW-PRO 
SHOULDER BAG M G2 


発売 日 2015 年 10 有 9 

実勢 価格 25,000 幅 前後 
e 外 二 :480(W)x210(H)x260(D)mm 
* 内 寸 :360(W)x140(H)x210(D)mm 


2 つ ヨ H つ 


で : 約 2.1kg 
1 し 4 
堅 呈 性 の 高い 素材 に よる 信頼 感 収納 量 に 比べ て 
四 中 な 素材 で 作ら れ た コン パク ト 
内 部 に は 、 レ ンズ を 導 基 


収納 量 に 比べ て か 半 


ジタル ー 眼 レフ 機 さば ら な い 。 昌 放 開 
に 4 一 5 本 程度 の レン ズ 性 の 高き と 相 ま っ 市 
を 収納 可能 だ て 、 ギュ ッ と 朱 縮 さ 証人 
ュ れ た よう な ! 「 
内 部 ボケ ッ ト は 6 
上 下 ど ちら か ら 収納 で きる 
で も 開け られ る ペット ボトル 用 ボケ ッ ト 
サイ ド ポ ケット の 内 
S 部 に は ペッ ト ボ トル 
を 下げ て いる と き と 上 げ な ど を 入れ られ る サ mn 
て いる と き 両 方 で 中 の も ブ ポ ケッ ト も 収納 さ 
の を 取り 出し や すい れ て いる 


四国 ハク バ 写 真 産業 http://wwwrhakubaphoto.jp/news/487 
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ビ 

銀 一 は 、 シン クタ ンク フォ ト の カメ ラバ ッ グ 「 レ トロ スペ クティ ブレ ザー5] [ 同 
7 [ 同 30] を 発売 し た 。 デ ザイ ン は パイ ンス トー ン を 基調 と し 、 フ ラッ プ と 
ショ ル ダ ー バ パッド に 本 革 の 茶 を あし ら っ た 落ち 着い た 風合い 。 バ ッ グ 前 面 に 
は パッ クル を 装備 し セキ ュ リ ティ 性 を 高め て いる 。 
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ょ ヶ シ ンク タン ク フ ォ ト レト ロス ペク ティ ブレ ザー 


実勢 価格 : 38.000 円 前 後 (し トロ スペ クティ ブレ ザー30) 


発売 日 : 2015 年 9 月 20 日 
* 條 二 : 約 406(WDx267(H)x1.900(D)mm 
“内 十 : 約 380(W)x240(H) x1.520(D)mm 重き: 約 1.7kg 


シン クタ ンク フォ ト 
http://wwwthinktankphoto.jp/ 


丈夫 で デザ イン 性 に も 優れ た 帆布 製 
お し ゃ れ な イン ナー ケー ス が 新 発 売 
レ 


山田 屋 写 真 用 品 は カメ ラ 用 イン ナー ケー ス を 16 モ デル 発売 する 。 強度 に 優れ 、 
使い 続け る ほど 味 が 出山 布 (11 号 ) を 表面 素材 に 使用 し て いる の が 特徴 。 
サイ ズ と 中 仕切 り が 異な る 4 種 そ れ ぞ れ に 、 カ ラー は ダー ク ネ イ ビ ー、 チ ョ コ 、 
キャ メル 、 オ リー ブ の パリ エー ショ ン を 用 意 する 。 


ヶ 山田 屋 写真 用 品 帆布 イン ナー ケー ス 


発売 予定 日:2015 年 1 月 20 昌 A タ イプ (中 仕切 り 1 枚 ) @ 重 さ : 約 95g 
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価格 2.000 一 3.000 円 。 ※ 写 真 は 内 寸 : 約 1200Wx110(H)x110(D)mm 
B タ イプ (中 仕切 り 2 衝 ) @ 画 き : 約 120 
igToonWzt1000yTOtDmn 
山田 屋 写真 用 品 て タイプ ( 中 仕切 り 2 枚 ) 重き : 約 155g 
http://www. * 内 二 : 約 170(W)x140(H)x140(D)mm 
yamadaya- D タ イプ (中 仕切 り 2 枚 ) 重き: 約 215g 
daishi.com/ 内 十 : 約 270(W)x140(H)x140(D)mm 


フォ トグラフ ァ ー ズ セッ ショ ン に 先立ち 
フォ トレ ビュ ー と トー クイ ベン ト を 開催 
レ 


来年 開催 の 第 5 回 キヤ ノン フォ トグラフ ァ ー ズ セッ ショ ン に 先立ち 、 講 師 を 


【e】 
担当 する ハー ビー・ 山 口 氏 と 瀬戸 正人 氏 に よる フォ トレ ビュ ー と トー クイ ベン 
関 | が 10 月 3 日 に 開催 され た 。 総勢 18 名 、4 ぶ フ ォ ト レビ ュー と そ 
の 後 の ト ー ク イベ ント は 、 セ ッ シ ョ ン の 盛り 上 が り を 予感 させ る 内 容 だ っ た 
し 2 こつ 
両 講師 に 分 か れ 
2 写真 の セレ クト な ど 、 作 品 と 
フォ トレ ビュ ー し て 完成 させ て いく 過程 に 
1 対 1 の フォ トレ ビュ つい て アド バイ ス す る 瀬 
参加 者 は 作品 の 正人 氏 
SM 自分 だ けが 見 つけ た 交 、 自 
| 分 らし さ が 伝 わる 写真 が 撮 
写真 の セレ クト まで 幅 
広く アド バイ ス を 受け れ て いる か 、 揚 昌 者 の 変 夫 
る 。 見 学者 も 的 心 に た つい て あっ < い を 大 
5 選 い ー ビ ー* 
耳 を 傾け て いた WW 


還 写真 は 撮っ た 人 の も の じゃ な い 。 
洛 戸 男 写真 を 見 て 何 か を 感じ と っ た 記 間 
正人 民 ダダ に 写真 を 見 た 人 の も の に な る 


10 人 いた ら 510 人 の 視点 が ある 。 
それ が 自分 らし さ で あっ て 、 自 分 ら 
し さ が 写る の が 写真 の 面白 さだ 


写真 家 へ の 道 を 志 し た 理由 が 語ら れ た トー クイ ベン ト 
フォ トレ ビュ ー 後 は 対 恋 形 式 の トー クイ ベン ト が 語 催 。 ハ ー ビ ー* 山 口 氏 は 
初め て 謗 っ た ロン ドン で の 出来 事 、 瀬 戸 正 人 氏 は 半 山 大 道 氏 と の 出 会 
いな ど 、 それ ぞ れ が 写真 家 を 志 し た 頃 の エピ ソー ド に つい て 語ら れ た 


医 一 まだ ギリ ギリ 間に合う ! 第 5 回 の 参加 者 募集 中 


第 5 回 の フォ トグラフ ァ ー ズ セッ ショ ン 参 加 第 4 回 フォ トグラフ ァ 
者 の 募集 締め 切り は 10 月 31 日 まで 。 40 ー ズ セッ ショ ン の 最 


歳 以下 な ら 誰 で も 応募 可能 だ 。 全 3 回 の 終 セッ ショ ン の 
ワー クシ ョ ッ プ の 中 で 、 写 真 と 向き 合え る 様 。 作り 上 げた 作品 
募集 〆 切 :2015 年 10 月 31 日 し を プレ ゼン する 


キヤ ノン フォ トグラフ ァ ー ズ セッ ショ ン http://canon.jp/event/photo/pg-session/ 


専用 トラ ンク ケー ス に 純正 グッ ズ が 満載 
GR ファ ン 垂 洪 の 1,200 台 限定 セッ ト 


スリ ッ ク の 軽量 三脚 ヒシ リー ズ に 


ビ 


リコ ー イ メー ジン グ は 、 同 社 の ハイ エン ドコ ン パ クト カメ ラ 「GR シリ ー ズ ] の 


の 

請 下 10 年 を 記念 し た プレ ミア ムキ ッ ト を 限定 1.200 セッ ト 発 売 する 。 専用 

本 4 の アル ミト ラン ク ケ ー ス に GR 芽 本 体 、 各種 純正 アク セ サ リー、 特 別 仕 様 の 
記念 ビン バッ ジ と リン グ キ ャ ッ プ を 同 杜 し て いる 

ょ リコ ー GR I Premium Kit 


発 予 日 : 2015 年 10 有 23 昌 
キッ 内容 

*GRI 本 体 @ ア 』 
“外部 ファ イン ダー GV.1 

"ワイ ドコ ン バ ー ジ ョ ン レン ズ GW-3 

& ア ダ プター GH3 

グ キャ ッ プ 3 竹 (グリーン 、 ゴ ー ル ド 、 ガン メタ ル ) 


也 栓 実勢 価格 165.000 幅 前後 


ウケ ー ス O-AT146 


リコ ー イ メー ジン グ http://wwwricoh-imaging.cojp/ 


超 望 遠 レ ンズ を 装着 し た まま 


価格 を 抑え た 新 製品 が 登場 
レ 


ケン コー・ ト キナ ー は 価格 を 抑え た ライ トカ ー ボ ン シ リー スズ の 新 製品 と し て ラ 


mn 

加 イト カ ・ ン E83、E84、E73、E74 の 4 モデ ル を 発売 する 。 E83 と E84 

Fm] は 中 級 デ ジタル 一 眼 レ フ 用 (エイ ブル 300DX 雲 台 )、E73 と E74 は 軽量 
デジ タル 一 眼 レ フ 用 (SH-705E 雲 台 ) と な る 。 こ こ で は E83 を 紹介 する , 

ょ ケン コー トキナー スリック ライ トカ ー ボ ン E83 

発売 予定 日 2015 年 10 月 23 日 〇 予 相 実勢 価格 : 45.000 円 前 後 

全高 :1.795mm 

エレベータ 下 げ 全高 ロー アン グル 対応 の 

nn カー ボン 三 婦 が 

地上 最高 330mm 価格 を 押え て 登場 共に > 

最大 パイ プ 径 : 28mm 

段数 :3 股 

で 最大 搭 重 量 :5ko 

PS EEmmm 


ケン キナ ー 
http://www.kenko-tokina.co.jp/ 


ベル ボン の ハイ エン ドカ ー ボ ン 三 脚 に 


カメ ラ を 収納 で きる aosta トレ ジャ ー ズ 
レ 


ケン コー・ ト キナ ー は 600mm F4 クラ ス の 趣 望遠 レ ンズ を 装 秒 し た まま カメ 


1e】 

較 ラ を 収納 で きる カメ ラバ ッ グ 「aosta トレ ジャ ー ズ ] を 発売 する 。 役 ・ 麻 控 

失 に 強い 1680 デ ニー ルナ イロ ン を メイ ン 材 と し 、 底 部 に は EVA で クッ ショ ン 
性 を 確保 。 天 面 に も 2 重 の フラ ッ プ を 装備 し 、 機 材 を し っ か り 保 護 する 。 

ょ ヶ ケン コー トキ ナー aosta トレ ジャ ー ズ 


発売 予 定 日 : 2015 年 10 朋 27 所 息 実勢 価格 31.000 幅 前後 


中:2500Wx540(HDx280(D)mm e 重 を :12kg 計 00 志 
* 内 す :195(W)x500(H)x220(D)mm 2 


カメ ラ に 付け た まま 
入れ られ る 
| お URL | 
ケン コー トキ ナー 
http:/www. 
kenko-tokina.co.jp/ 


石 突 を 交換 で きる 後継 モデ ル 
1 


ペル ボン は ハイ エン ド 向 け 三 脚 [Geo Carmagne M] シリ ー ズ を 布 新 。 新た 
に 「Geo Carmagne M TI」 と し て 発売 し た 。 カー ボン パイ プ と マグ ネ シ ウ ム 
ボディ に よる 軽量 ・ 高 剛性 は その まま に 、 に 応じ て ゴム 、 ス パイ ク 、 可 
変 石 突 に 交換 で きる 。 こ こ で は 、Geo Carmagne N635M TI を 紹介 する 。 


と ベル ボン Geo Carmagne N635M HL 


発売 日 2015 年 9 月 1 日 
実勢 価 格 : 60.000 幅 前後 


し PEILP】 


” 石 突 を 交換 で きる 新 機 構 


別売 の スパ イク 石 

/ 突 、 可変 石 突 に 
交換 で きる の で 、 
使用 する フィ ー ル 
ド を 問わ な い | 


http://wwwvelbon.com/jp/ 


全高 :1.870mm 
“エレ ベー ター スラ イド 
424mm 

e 失 長 :686mm 

e 導 邊 28mm 
本 に 3 

< 推 描 重量 4kg 
* 王 さ :2.300g 


下請 ベル ボン 
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デジ カメ 関連 の 新 情報 は この ほか に も まだ まだ 紹介 し きれ な い ほ ど 発 表 さ れ て いる 。 


ここ で は その 中 か ら 、 特に 耳より な 情報 を ビッ クア 


ッ プ し て お 届け し よう 。 


キヤ ノン の さま さま な 製品 が 対象 と な る 
All Canon プ ラチ ナ ・ キ ャ ン ベ ペー ン 


* キ ャ ン ペー ン 期 間 : 2015 年 10 月 10 日 一 2016 年 1 月 12 日 


キヤ ノン は 各 製 品 を 購入 し 応募 する こと で 、 抽 選 で 300 名 
に 豪華 プレ ゼン ト が 当選 する キャ ン ペ ー ン を 開始 し た 。 EOS 
泊 ズ 、EF レ ンズ 、PowerShot シ リー ズ 、 IXY: S 
PIXUS シ リー ズ な どの 購入 金額 が 税込 4.000 円 以上 の 製 
品 が 対象 だ 。 目玉 プレ ゼン ト は 国内 有数 の 絶景 地 の ホ テ 

各 製 品 ど と の キャ ッシュ バッ ク や プレ ラル SL の 
ゼン トキ ャ ン ペ ー ン も 行わ れる の で 、 キ ヤノ ン 製 品 の 購入 を ロゴ 
検討 し て いる な ら 絶 対 に 見 逃 せ な い キャ ン ペ ー ン と な る 。 対 
象 製品 や 応募 の 詳細 は 下記 URL を 参照 し て ほし い 。 


All Canon プラ チ ナ ・ キ ャ ン ペ ー ン 
http://cweb.canon.jp/platinum/ 


OM-D E-M1 と E-M5 Mark II に 
新 フ ァ ー ム ウェ ア が 配布 予定 


* 公 開 予定 日 :2015 年 11 月 下旬 


オリ ン パス は 、OM-D EE.M1 と OM-D E-M5 
Mark の 穫 能 拡張 ファ ー ム ウェ ア を 1 1 月 下 
旬 に 公開 する 。 今回 の アッ プ デ ー ト で は フォ 
ー カ ス ブ ラ ケッ ト な ど 最 新 モ デル の OM-D 
M10 Mark TI に 搭載 され た 機能 の 一 部 を 
追加 する も の 。 合わ せ て E-M1 に は 「 深 度合 
成 」、E-M5 Mark II に は 動画 撮影 時 に ピク 
チャ ー モ ー ド 「 Flat」 の 追加 も お こ な う 。 同時 
期 に OLYMPUS Capture と 一 郎 レン ズ の フ 
アー ムウ ェ ア も アッ プ デ ー ト され る 予定 だ 。 


本 主 オリ ン バ ス http://olympus-imaging.jp/ 


創立 100 周 年 を 記念 し て 品川 に 
ニコ ン ミ ュー ジア ム が オー プン 
* オ ー プ ン 日 : 2015 年 10 月 17 日 


ニコ ン は 創立 100 周 年 を 記念 し て 、 同 社 の 事 
来 の 歴史 、 製 品 、 技 術 を 一 党 


コン | 型 ] か ら 最新 機 まで 約 450 点 の 歴代 カメ ラ 
や 、 顕 徴 錯 、 測 定 機 、 拉 小 投 影 型 露光 装置 
「NSR-1505G2A」 な ど 叶 重 な 製品 も 展示 され 
る 。 館内 ショ ッ プ で は 、 お 叉 染み ニコ ン よ うか ん 
を は じ め と する さま ざま な アイ テム も 用 意 さ れる 。 


E 三 定 慌 崩 ニ コン ミュ ー ジ アム 


http://wwwnikon.co.jp/profile/museum/ 


= ニコ ン ミュ ー ジ アム 内 部 イメ ー ジ 


販売 一 時 休止 中 の OM-D E-M10 Mark IL 
販売 再開 時 期 と 購入 者 へ の 無償 修理 を 決定 


* 販 売 再開 時 期 :2015 年 11 月 中 


カメ ラ に プラ スチ ッ ク マ ウン ト の 交換 レン ズ を 
取り 付け た 際 に 、 ロ ッ ク が 外れ や すい も の が 
あっ た た め 販 売 を 一 時 休止 し て いた OM-D 
E-M10 Mark だ が 、1 1 月 中 の 販売 再開 
を 発表 し た 。 レン ズ ロ ッ ク 部 の バラ ツキ に より 
レン ズ が し っ か り 固 定 で き な い こと が 原因 だ 
っ た た め 、 人 部 品 の 加工 方 法 の 見 直し た と の 
こと 。 すでに 購入 され た E-M10 Mark に 
対し て は 、10 月 下旬 か ら 無 償 で の 修理 を 予 
定 し て いる 。 


ょ OM.D E.M10 Mark 


話 正 主 オリ ン バ ス http://olympus-imaging.jp/ 


GR の 10 周 年 記念 イベ ント が 
ラフ ォ ー レ ミュ ー ジ アム 原宿 に て 開催 


= イベ ント 開催 日 : 2015 年 10 月 24 日 


リコ ー イ メー ジン グ か ら 発 売 され た ハイ エン ドコ 
ン バ ク ト デ ジタル カメ ラ GR シ リー で 10thi 


生生 か ら 10 周 年 を 名 える 。 この 節 | eetind 


ォ ー レ ミュ ー ジ アム 原宿 イベ ント 開催 
れる 。 会 場 で は 、 写 真 家 に よる トー クシ ョ ー や 
ワー クシ ョ ッ プ が 開催 され る ほか 、 オ リ ジ ナル 
グッ ズ の 販売 や 、10 周 年 限定 ファ ー ム ウェ ア 
の 配布 な ども 行わ れる 。 イ ベン ト の 詳細 は 下 
記 URL を チェ ッ ク し て ほしい 。 


ょ GR 10" Anniversary 
"10th GReeting" の ロゴ 


GR スペ シャ ル サ イ ト http://wwwrricoh-imaging. 
co.jp/japan/Products/gr_special/ 


第 11 回 名 取 洋之 助 写真 賞 の 受賞 者 が 決定 ! 
受賞 作品 の 写真 展 も 開催 予定 


公益 社団 法人 「 日 本 写真 家 協 会 ]」 が 、 ド キュ 
メン タリ ー 分 野 で 活躍 し て いる 35 歳 まで の 写 
真 家 を 対象 と し て 開催 する 2015 年 第 11 回 
名 取 洋 之 助 写真 賞 の 選考 が 終了 し た 。 プロ 
か ら 学 生ま で の 応募 作品 の 中 か ら 選 ば れ た 
の は 鳥 祥 恵 氏 が アン プティ サッ カー に 打ち 
込む 少年 の 姿 と 彼 を 支え る 人 た ち を 提 影 し た 


作品 「amputee boy - け ん ちゃ ん -」 だ 。 在 生 

沿 と し て 増田 下 大 氏 の 「 終 わり の 気配 ] も 選 

ば れ て いる 。 受賞 作品 展 は 富士 フイ ルム フォ 人 受賞 作 

ト サ ロン で 開催 。 東京 で は 2016 年 1 月 29 日 「amputee boy 一 けん ちゃ ん ー」 
2 月 4 日 、 大 阪 で は 2 月 19 日 一 25 日 予定 。 烏 記 祥 彦 さ ん 


JPS 名 取 洋之 助 賞 http://wwwjps-grjp/natori/ 
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シグ マ dp2 Quattro の dp3 Quattro に 
AF 精度 を 向上 させ る 新 フ ァ ー ム ウェ ア 


* 公 開 日 : 2015 年 9 月 18 日 


シグ マ は dp2 Quattro お よび dp3 Quattro 
用 ファ ー ム ウェ ア の 新 バ ー ジ ョ ン を 発表 。 ダ 
ウン ロー ドサ ービス を 開始 し た 。 本 バー ジョ ン 
で は 、AF 合 焦 精 度 を 向上 させ る と と も に 、 
AF 補助 光 発光 時 の 不具 合 を 修正 し て い 
る 。 また 、dp3 で は MF 時 の フォ ー カ スリ ング 
制御 を 改善 し て 、 ピ ント を 調整 し や すく し た と 
の こと 。 フ ァ ー ム ウェ ア の アッ プ デ ー ト 後 は 
RAW 現 像 ソフ ト SIGMA Photo Pro も ぁ シ グマ 

Ver.6.3.0 に 更新 する 必要 が ある 。 dp3 Quato 


マシ グマ dp2 Quatto 


EE 下請 シク マ https://wwwrsigma-photo.co.jp/ 


マッ プ カ メ ラフ ォ ト コン テス ト 
2015 夏 「 ナ ツモ ノ 」 結果 発表 


マッ プ カ メ ラ が 今夏 開催 し た 「 マ ッ プ カメ ラフ 
ォ ト コン テス ト 2015 夏 」 の 入賞 作品 が 決定 
し た 。「 ナ ツモ ノ ] を テー マ と し た 本 コン テス ト 
に は 1.544 点 の 作品 が 応募 され た 。 この 中 
か ら ハ ー ビ ・ー 山 口 氏 と マッ プ カ メラ スタ ッ フ 
が 大 賞 と し て 選出 し た の は 、 ひがし さん の 
「 大 人 の 夏休み ] 。 タタ 景 の 中 、 水 分 祖 給 す 
る 男性 の シル エッ ト で 下 動 感 を 表現 し た 印 
依 深 い 作品 だ 。 その 他 、 マ ッ プ カメ ラ 賞 と し 
て 2 作品 、 入 賞 作品 10 点 が 選出 され た 。 い 
ずれ の 作品 も 下記 URL で 閲覧 で きる 。 


マッ プ カ メ ラフ ォ ト コン テス ト https://www.mapcamera. 
com/html/20150711_21th/natsumono/results.html 


大 賞 受 賞 作 
「 大 人 の 夏休み 」 ひ が し さん 


今 売れ て いる カメ ラ や 交換 レン ズ は これ だ ! 


叶 売 位 カメ ラ ・ レ ンズ 通信 


今 人 気 の カ メラ や レン ズ は 何だ ろう ? 毎月 ヨド バシ カメ ラ と フジ ヤ カ メ ラ に 突撃 取材 を 敢行 ! 気 に な る 売れ 筋 情 報 を ラン キン グ 形 式 で 紹介 する 。 
現在 人 気 の 製 品 が ひと めで 分 か る の で 、 カメ ラ や レン ズ を 購入 する 際 の 参考 に し て いた だ きた い 。 
文 * 部 


ヨド ビバ シカ メラ 


取材 協力 新宿 西口 本 店 カメ ラ 綴 合 本 東京 者 本 新村 1-16-13 務 原 ビル 1F 
担当 : 同 導 津 一 ん 


カメ ララ ン キ ング 


確か な スペ ッ ク が 人 気 


コラ シ 44X コ 


取材 才 力 : フ ジャ カ メラ 東京 中 野 区 中 野 5-61-1 
担当 楠田 善男 さん 


カメ ララ ン キ ング 


安定 の EOS 5D、 
EOS 7D を 強力 な 
人 気 モ デル が 追随 


sy 38】 ソニ ー g7R I 4oe4om | 人 率 キャ ン ン EOS 7D 62.640 ロ 
② る ご ロス 624020 307.800 @ 『g] ニュ ン D5300 39.960n 
7 ーー ム ォ ッ ト 。 !82508 | @ 畜 置 呈 ヤン EOS 5D Markn 120.960m 

4 誠 キ ャ ノン EOS Kiss X8i ダブ ルズ ー ム キッ ト 109.770 ロ 4 キャ ン ン EOS 5D 48.600 ロ 
5 = コン pa10 86 証 5 四 宣 士 フイ ルム X-T1 97.200 ロ 
6 融 キャ ノン EOS 5D Mark 327.240 に 販 ニン p759 164.160 ロ 
7 。 庄 。 キヤ ノン EOS 7D Mark H 183.380m M パナ ソニ ッ ク LUMIX GX7 36.720 ロ 
8 。 沿 。 キヤ ノン EOS Kiss X7 ダブ ルズ ー ム キッ ト 60.880R は の キヤ フン EOS 5D Mark 時 240.840 
9 衣 ソニ ーg7I 187.930m 9 さ ag EOS M3 35.640 ロ 


上 月 に 絶 き 7R が 首位 を キー プ 。 「 高 価格 で す が よく 売れ て いま す 。 高い 解像力 は 圧倒 的 で 、 市 販 
の 大 容量 パッ テリ ー で USB 給 電 し な が ら 撮影 で きる 点 も 良く 、5 年 後 を 見 握 え た 未来 の カメ 
ます 」。 2 位 以降 は 僅差 の 勝負 と な っ た が 、 注 目 な の は ダブ ルズ ー ム キッ ト が 多い こと 。「 拉 動 人 1 
手頃 な キッ ト が よく 売れ まし た ね 」。5 位 の D810 は 、40 万 円 超え の 製品 と 比べ た 相対 的 な 天安 感 が あ 
る よう だ 。「7 位 の EOS 7D Mark は メー カー の キャ ッシュ バック の 追い 込み 人 要 で 、 レン ズ や グリ ッ プ 
な ど と セッ ト で 買わ れ で いま す 」 


レン ズラ ン キ ング 


超 望遠 ズーム の 
真打 ち が 予 想 通 り の 
新 登場 第 1 位 ! 


EOS 7D が 6 カ月 連続 普 位 を 会 得 。 相 変わ ら ず 好 調 で 今月 も ダン ト ツ の 1 位 だ 。「 EOS 7D Mark 
の 値下がり や キャ ッシュ バッ ク で 、 買い 替え が 進ん で いま すね 」。 2 位 の D5300 も 先月 に 引き 続き ラン ク 
イン 。 注 通 在庫 が 一 時 的 に 多く な っ た た め と 思わ れる 。 そし て EOS 5D シ リー ズ は 全 桶 類 ラ ンク イン 。 
シリ ー ズ の 人 気 を 裏付け で いる 。「 フ ル サ イズ へ の 買い 震え が 進む 中 、 予算 と 相 訪 の 上 、 EOS 5D シ リ 
ー ズ の いずれ か を 選ん で いる よう で す 」。 D750 の ラン タイ ン も 見 輝 せ な い 。「 市 場 在庫 が 少し ずつ 増え 
て 、 カメ ラ と し て の 完成 度 の 高き か ら 今後 も 人 気 が 続 きそう で す 」 


レン ズラ ン キ ング 


( 玉 キャ ノン EF50mm F1.8 L 


ニコ ン AF-S NIKKOR 200- ァ 
⑯ soomm seEEpvR "0m | W る 24580 
キャ ノン EF100-400mm F4.5-5.6L 8 
? 0 は 0 2tc00m | @ | ) キャ ン ン EF17-40mm F4L USM 56.160 
W キヤ ノン EF70-200mm F2.8L ア ニコ ン AF-S NIKKOR 24-70mm 
@ %. 0 IS USM sa09 | @? 全 較 了 28eEp 1242998 
4 。 缶 。 キ ヤン ン EF24-70mm F2.8L USM 215.520m 4 衣 キ ヤン EF24-105mm F4L IS USM 63.720n 
5 NEW キヤ ノン EF35mm F1.4L IL USM 268,680 円 5 65908 キヤ ノン EF50mm F1.4 USM 28,080 円 
今年 は 超 望 違 レンズ の 大 プレ イク の 年 だ 。「 首位 の 200-500mm は 象徴 的 な 製品 で すね 。 価格 以上 EF50mm F1.8 が 初 の 普 位 。 生産 完了 で 新品 の 流通 在庫 が 減っ て きた た め 、 中 古 購入 に 流れ て 


の 高い 性 能 が 評価 され 、 予約 待ち の 状態 が 続い て いま す 」。 2 位 の 100-400mm は 依 語 抜群 の 安定 
避 を 誇る 。 [今年 の ペスト オプ レン ズ で は な いで し ょ うか 。 入 荷 すれ ば すぐ に 売れ る 人 気 レン ズ で す ] 
以下 、 大 三 元 レ ンズ が 安定 し た 売れ 行き を 示す 一 方 、 5 位 に 35mm F1.4 の II 各 が 初 登場 。[BR レ ン 
ズ に 注目 で すね 。 長らく 待っ て いた 方 が 発売 と 同時 に 買わ れ た 結果 だ と 思い ます 」 


今月 の 注目 は これ ! 逝け る か が 案 し み 

コシ ナ ZEISS Mivus シ リー ズ が 6 

同時 発表 され 、Otus を 拉 矯 と させ 

る 未来 指向 の デザ イン が 採用 され まし 

た 。 特 に 50mm と 85mm は 、 レ ンズ 

醒 成 が 従来 の プラ ナー か ら ディ スタ ゴ 
コシ ナ ZEISS ン に リニュ ー ア ル さ れ た こと で 、 画 質 
Milvus 1.4/50 面 で も 注目 で す 。Otus の クリ ア な 描 
暫 売 価格 未定 写 に どこ まで 近づけ る の か 、 と て も 楽 

Mco ヨド バシ カメ ラ 
欠点 離 : 50mm 諸 り 値 F2ー22 ご レン ズ 村 成 :6 群 枚 - 最 新 二 西口 本 店 
短 提 影 下 離 24cm 最大 撮影 倍率 : 約 0.5 倍 フィ ルター 年 カメラ 専 門 チー ム 
ゅ 67mm 大 きき : 約 ゅ 80.8X66.7mm (ZE) 、 約 ぁ 80.8X64.2mm 『ー ケ ッ ト イノ ペー ター 
(ZF.2) 重き : 640g(ZE)、570g(ZF.2) 阿部 淳一 ん 

ロ ゃ 


掲載 し て いる 販売 価格 は 9 月 30 晶 現在 の 価格 (税込 ) で す 。 店 融 販 売価 格 は 変動 する 
販売 価格 は 條 う 場合 が あり ます 。 


超 ク リア な Otus の 
[に どこ まで 


き て いる と 思わ れ ま す ]。 2 位 の EF17-40mm F4L USM は EF16-35mm F4L IS USM と の 買い 符 
え が 進 ん で いる 印 依 だ 。 AF-S 24-70mm (/2.8G ED も ラン クア ッ プ 。 [ 新型 へ の 買い 替え で 、 中 古 
の 在庫 も 増え で き で いま す 。 新型 の 約 半 寅 で すか ら 、VR が 必要 で は な い 方 に は お 買い 得 で す 」。 そし て 
EF24-105mm F4L IS USM が 反り 咲き の 4 位 。 相変わらず 標準 し ズー ム の 定 矯 と し て 人 気 が 高い 


ン の ユー ザー に 
今月 の 注目 は これ ! モカ ル 
7S の 正 共和 上 有効 画数 ヤ イメ ー ジ セ 


ン サ ー な どの 仕様 は 変わ り ま せん が 、AF や 操 
作 性 、4K の メデ ィ ア 記録 を ど 、g7S の 不満 点 


ソーー 975 本 が し っ か り 改 委 され て いま す 。 45 万 円 と いう 価 

大 売価 必 (新品) 。 格 が ネッ ク で す が 、 動 画 メイ ン の ユー ザー に は 

407.160B すばらしい カメ ラ に な る と 思い ます 

イメ ー ジ セン サー : 約 1.220 万 画 棄 フル サイ ズ CMOS 5 輸 ボ ディ 内 

手 プレ 拉 正 村 構 ^ 1SO 計 度 : 100 一 102400 ( 抜 錠 で ISO 50 一 有 
409600 に 対応 ) 。 AF : 169 点 コン トラ スト 検出 方 式 AF 検出 交 フジ ヤ カ メ ラ 
度 還 :EV4…20。 ファイン ダー: 0.5 型 約 236 万 ドッ ト 流量 モ 餅 部 


ニタ ー :3 型 TFT 約 123 万 ドッ ト 動画 :4K 記 録 対応 Wi-Fi: 措 商品 企画 補 課長 
大 きき ( 引 メ 高き < 良行 き ) : 的 126.9x95.7x60.3mm 重 さ 
約 27g( 記 録 メ ディ ア 、 バッテリー を 含む) 


掲載 価格 と 実際 の 
ジ ヤ カメ ラ の 中 古 カ メラ < レン ズ は すべ て A (最高 ) ラ ンク の 了 売 価格 で す 。 
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気 に な る 


アイ テム を 
チェ ッ ク ! 


REPORT 


気 に な る 製品 を ビッ クア ッ プ 。 実際 に フィ ー ル ド で 使用 し た 感想 を レポ ー ト し て いく 。 


EVA 選民 ⑨ ゆ (GS 


カメ ラ や レン ズ 以 外 に も 撮影 時 に 役立つ 製品 は た くさ ん ある 。 この 連載 で は 、 街角 写真 家 の 佐々 木 啓太 氏 が 


*② 


/ 
同 橋 品 は 上 段 を か ら 人 本体 、@ 三 


脚 、@ 取 扱 説明 書 。 下 段 左 か ら @ 


⑳ オ ー デ ィ オ 出力 敵 子 / ペ ッ ド ホ ン | 
IDMI/MHL 端 子 、 旬 初 期 化 
ボタ ン 、 電源 入力 端子 、 充電 表示 打 


Da 


で = 
光 光 (RG/B) LED イン チ 数 : 10 一 90 イ ンチ ゾー バッテリ ー 傘 量 :12.58Wh 
(⑰7.4V、 1.700mAh) 大 きき :71(W)x124(D)x20(H) mm 重き : 169g 


ロジ ェ ク ターC-5) 実勢 価 格 : 29.000 円 前 後 解像度 :640x480 (VGA) 


キャ ノン 
ーーー ⑩ 胸 ボ ケッ ト に 入る 小型: 軽量 ボディ 
ミニ プロ ジェ クタ ー C-5 @ 電源 不要 の バッ テリ ー 駆 動 を 実現 
@ HDMIIMHL ケ ー ブ ル で 簡単 接続 
ア  _ 
き 0 oe @ 
と // 


AC ア ダ プ ター、 人 変換 コネ クタ 
( 5to1 1pin) 、 伯 HDMI ケ ー ブ ル 、 内 
 】 @MHL ケ ー ブ ル 


投影 し た 映像 を 叩く ほど 興奮 し て いた 。 大 画面 の 液 
晶 テ レビ や プリ ント も いい が 、 映像 に 向かっ て 何 を し て 
も 許さ れる の は 子ども に と っ て は 最高 の 埋 び だ ろう 


スタ ジオ 内 の 避 面 に 投影 。 台 ま で は 
約 1m で A4 程 度 の 大 き さ に な る 。 コ 
ント ラス ト が 高く 鮮やか な 印象 だ っ た 


ピン ト 調 整 は 本 体側 面 の レバ ー で 行 
う 。 本 体 の 電源 を 入れ た と き に 出る 
「mini projector C-5」 の 文字 を 使 
っ て ピン ト を 合わ せる と いい 


Profile 
問い 合わ せ 先 佐々 木 啓太 
キャ ノン さき きけ いた ) : 1969 年 兵庫 見 生ま れ 。 日 配 真 芸 軸 門 学校 評 後 、 貸 スタ ジオ 勤務 、 写 真 
お 客 様相 談 ヤ ンタ ー 家 の ア シス タン ト 生 活 を 経て 立 。 写真 は モノ クロ に 限る 」 が 口 次 で 、 写真 学校 卒業 以来 の 日 
050.555-90071 オタ ク も 、 デ ジタル で カラ ー に シフ ト 。 フィ ルム で も 、 デ ジタル で も 、 写 真 で 楽し < 遊 る 世界 を 上 


指す 。 「 和 角 与 真 家 」 と し て 活動 中 。 http://wwwfgcebook.com/KeitaPage2 


今回 紹介 する の は 、 キヤ ノン か ら 発 売 さ れ た 「 ミ 
ニプロ ジェ クタ ー C-5 (以下 、C-5)」。 プ ロジ ェ 
クタ ー と いえ は ば 会 議 や プレ ゼン 会 場 で 使う と いう 
イメ ー ジ が 強く 、 家 庭 で は ホー ムシ アタ ー な ど を 
楽し む 趣 味 性 の 高い 製品 と いう イメ ー ジ が ある 。 
確か に 、 最 近 は 小型 化 を うた う 製 品 も 増え て い 
る が 、 大 型 液晶 テレ ビ ほ ど は 普及 し て いな い 。 個 
人 的 に は 設置 な ど に 手間 が か か る 印象 が あっ た 。 
し か し 、 今 回 の C-5 は 、 そ ん な イメ ー ジ を 払拭 す 
る ほど の 超 小型 サイ ズ 。 し か も 簡単 に 映像 を 楽 
し め る 製品 に な っ て いる 。 

サイ ズ は 4.7 イ ンチ の スマ ー ト フォ ン を 2 台 重 
ね た 程度 の 大 き さ だ 。 バッテリー は 内 蔵 式 (充電 ・ 
約 3 時 間 駆 動 時 間 ・ 約 2.5 時 間 ) で 、 本 体 の 電 


漂 ス イッ チ を 入れ て 、HDMI/MHL に 対応 し た 機 
器 に 接続 すれ ば 、 ど こ で も 映像 を 鑑賞 で きる 。 ス 
ピー カー (モノ ラル ) も 内 蔵 式 で 、 オ ー デ ィ オ 出 力 
(3.5mm ジャ ッ ク ) に も 対応 し て いる 。 暗 い 場所 
の ほう が 映像 が より 鮮やか に な る が 、 明 る い 場所 
で も 十分 に 楽し め る LED 光 源 が 使わ れ て いる 。 
アス ペク ト 比 は 4:3、 解 像 度 は 640 x 480(VGA) 
約 2m 難 れる と 62 イ ンチ の サイ ズ で 楽し め る 。 
焦点 調整 は 手動 で 行い 、 傾 き 補 正 な どの 機能 は 
搭載 し て いな い 。C-5 を 固定 する と き は 、 本 体 底 
面 に ある 三脚 取り 付け 穴 に 付属 の 小型 三脚 を 装 
着 す る 。 傾 き が 気 に な る 場合 は 投影 する 面 と 
C-5 を 平行 に する 必要 が ある が 、 電 源 ケ ー ブ ル も 
必要 な いた め 、 イ ス や テー ブル の 上 に 置く だ け で 


すぐ に 使え る 。 少 し の 時 間 な ら 手 に 持っ て 使う 
の も あり だ と 感じ た 。 

実際 、 我 が 家 で も 撮影 前 の テス ト で iPod 
touch (別途 アダ プター が 必要 ) と 接続 し て 、 ふ す 
ま に 写 真 や 動画 を 投影 する と 、 子 ども た ち が す ぐ 
に 反応 し て いた 。 ふ すま に 映し 出さ れる 自分 た ち 
の 映像 を 叩い た り し な が ら 、 ま る で 画面 の 中 の 
自分 た ちと 一 緒 に 遊ん で て いる よう だ っ た 。 そ の ま 
ま 天 井 に 投影 する と 寝転がっ て 鑑賞 。 こ の 鑑賞 
スタ イル が 最も 気に入っ た よう で 、 毎 日 の よう に 
リク エス ト さ れ た 。 趣 小 型 な が ら 明る さも 十分 に 
ある の で 、 和 気軽 に 見 られ る 新しい 視聴 アイ テム だ 
と 感じ た 。 な お 、C-5 は 家電 量販 店 や アマ ゾン な 
ど で 購 入 で きる 。 
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写真 : 文 佐々 木 放 太 


デジ タル カメ ラ 
マガ ジン 


温泉 地 に 出向 き 、 その 地 の 隠 れ た 撮影 スポ ッ ト や 、 絶景 ポイ ント を 撮る 人 を 「 温 泉 カメ ラマ ン 」 と 
呼ぶ (らし い ) 。 そん な 温泉 カメ ラマ ン を 目指 し て ゆき びゅ ー が 毎回 各地 の 温泉 地 に 出没 し ます ! 


今月 は 立 県 犯し ペン ルー ト の て いっ て も 定番 の 
長野 見 人 の 名 聞 ロ で 知ら れる 黒 宮 % ム も 撮り に 
町 当 生 て いま 9 | の で は あり ませ ん の 


ここ か ら 10km ほ Y 行 > た 、 地 元 な ら (か し 中 中 高原 :+ | | 目地 に 着い た ゆき び \- は 
今 ちょ う Y" が ょ の っ た な だ: 
トッ が 教え て く 信 < の Ra その 昧 色 を 見 さ の あま り 
l 陣 = で す 4。 あ り が : 


Drnm 


縁側 に 腰 を 下ろ 
し て 楽し む 足 湯 


” 今回 めき びゅ ー が お 世話 に な っ た お 宿 
今回 めき びゅ ー が お 世話 に な っ た お 宿 


北ア ルプ ス 山 を 育 景 に 十 
数 軒 立ち 並ぶ 大 町 温泉 郷 の 
宿 の 中 で も ひと きわ 大 きく 品 た の は 1 階 に ある 足湯 『 楽 座 の 
レー! そば の 花 を 氏 賞 し た 観光 客 し コ 格 の ある 宿 。 立山 黒部 アル 温 」。 落 ち 状 ける 和 モ ダン な 雰 囲 
が 続々 と 来店 し て いま し た 。 ベン ルー ト は も ちろ ん 、 安曇 。 気 で な ん と も 替 沢 な 空間 ! 

野 や 善光寺 方 面 へ の 観光 


| sk * お 緑 避 景 水 
と * 長野 県 大 町 市 平 288413 
電話 0261-22-5501 ら 
で ン htp://wwwkeisuijp/ 若 玄 宿 で す 


「 黒 部 ダム カレ ー] は 扇沢 レス ト 
ハウ ス で 販売 され て きた “アーチ 
カレ ー" が 元祖 。 モチ ー フ は も ち 
ろ ん 黒 部 ダム ! ライ ス を "えん 坦 * 
に 、 ル ー を "ダム 湖 " に 見 立て た 
カレ ー、 市 内 約 20 店 舗 の 加盟 
店 で 食べ る こと が で きま す 


確 井 道 乃 さん 
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ぜひ 立ち 寄っ て 
し い お す すめ の カ 
農 国 


至 
大 
用 町 中 山高 原 メモ 
泉 * 例 年 そば の 花 の 見 頃 は 8 月 末 一 9 月 中 旬 。 花 の 色 が だ ん だ _ 
ん 茶色 っ ぽく な っ て くる の で 9 月 5 日 前 後 が ベス ト か じ て 前 ポケ に 朱 


・ 晴 れ て いれ ば 北ア ルプ ス を 背景 に 感動 モノ の 風景 が 広がる 戦 の 良い アク セン ト 

*NHK 連 続 テレ ビ 小 説 「 お ひさ ま 」 の ロケ 地 。 そば 畑 の 向こう F 
二井 に 合計 二 本 人 
ん だ と か 

*GW 明 け は 葉 の 花 が 一 面 に 咲い て これ また キレ イ らし い 

*・ 人 工 物 が ほとん ど 写 り 込 まな い 素 晴らし い ロ ケー ショ ン 

クン りー 人 全 を 52 く オ スス 2 る 旧 ス 
ポッ ト ! 


温泉 カメ ラマ ン ミ ッ シ ョ ン 5 「 中 山高 原 で そば の 花 」 を 撮っ て みた ! 9 | 


横 の ライ ン を 意識 し て 撮る 


ee eo oe eo eeeooe 


メリ ハリ の ある 背景 を チョ イス 


期待 し て 行っ た 撮影 場所 が 思っ て 
いた ほど で も な か っ た と き の シ ョ ッ ク 
つた ら あ り ま せん よね 。 その 逆 ! 
正直 ここ まで 素敵 な と ころ だ と は 思っ 
て いま せん で し た 。 一面 に 真っ 白 な そ 
ば の 花 、 白 欄 の 木 、 そ し て ダイ ナミ ッ 
ク な 北ア ルプ ス の 山並 み 。 こ れ ら を 貸 
し 切り 状態 で 、 幸 せ を 感じ な が ら シ 
ャ ッ タ ー を 切っ て いた の で し た 。 


知生 し て いる そば 
の 花 の 横 の ライ ン 
に 気 を 使っ て 撮っ 
て いた この 日 。 こ 
の カッ ト は 直線 が 
微妙 に ゆがん で い 
て ペスト で は な い 


ニュ ン 05500, 


手前 の 倖 め の ライ AF-S DX NIKKOR 


ン と 、 背 景 に も ステ ッ プ 2 と 同じ よう を 構図 で 、 | 553oomm 

向き の ライ ン を 持 次 は 濃い 育 景 が 来る 場所 を 選 | 745-56GEDVR 

っ て き て リズ ム を 。 ん で み ま し た 。 メ リハ リ が つい て | 240mm 

ほん わか し た 究 囲 "見 湾 す 限り 一 面 の そば の 花 "を Pr 

は AA だ けど 表現 で きた か な 。 暗く な りす ぎ な | 1/125 移 、+17EW 県 31 号線 を 1km 北 上 し た と ころ に あ 
イマ イチ 奥行 き 感 いよ うに この 日 の 赴 出 は 常に プ | j5O1o0。 WB: オ ト る 「 黄 大 の 思 」 で 有名 な 新生 地区 。 と 


が 伝わら な い 


ラス 気味 で 提 影 し て いま し た この 水車 小屋 前 も オス ス メ で す 
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右脳 を 刺激 され る 360 度 写真 の 奥深 さ を 堪 能 


制限 きれ た 画 角 で 何 を 表現 する か は 写 6 ず 見 切れ て し まっ た り と いっ た 心配 は 皆 魚眼レンズ は 強烈 な パー ス が つく の で 、 ち 
真 の 醍醐 味 の 1 つ だ が 、 そ ん な 画 角 と いう 無 だ 。 拳 式 で は 風船 を 飛ば し て 新郎 新婦 ょ っ と 離れ る と 被写体 が 思い の ほか 小さ 
概念 を 取っ 払っ て し まっ た カメ ラ が を 視 福 。 空 一 面 に 舞う 色とりどり の 風 還 と 、 〈 写 る 。 奈 良 の 街 を 一 望 で きる 開け た 場 
RICOH THETA だ 。 前 後に 2 つ 搭載 きれ それ を 見 上 げ る 新郎 新婦 と 出席 者 た ち 、 所 だ っ た の で 、 最 初 は THETA を 高く 掲 
た 魚眼レンズ で 、1 度 シャ ッ タ ー を 切る だ その すべ て を 1 枚 に 写せ た げ て 撮影 し て みた が 、 結 果 的 に 、 鹿 も f 
け で 、360 度 周囲 の すべ て を 写せ る 翌日 は 、 奈 良 で 鹿 の 撮影 に 挑戦 。 東 大 みる 小さ く 〈 写 り 味気 な い 。 そこで 、 

友人 の 結婚 式 に 出席 する た め 、 THETA 寺 周 辺 の 鹿 は 、 昔 烈 な 鹿 せ ん べ い 争奪 戦 ミニ 三脚 に THETA を すえ て 、 そ っ と し 亡 
を 持参 し 大 阪 に 向かっ た 。THETA が 何 に る ら さ れ て いる せい か 、THETA す ら 6 鯛 "の 隣 に お いて リモ ー ト 撮影 し て みた 。 鹿 と 
より 実用 的 に 役立つ の は パー ティ ー 会 場 と 勘違い し て 突撃 し て くる の で 、 若 草山 の 自分 と の 間 に ほ ど よ い つい て 、 今 

緒 に 記念 撮影 する に る ぁ 、 手 を 伸 山頂 に 移動 。 山頂 の 鹿 は の ん き に 草 を 食 度 は 臨場 巧 の ある 360 度 写真 に な っ た 
ば し て シャ ッ タ ー を 切れ ば すべ て が 写る ん で いて 実に 穏やか だ 。THETA の 使い 右脳 を 刺激 きれ る 感覚 で いろ いろ 試し た 
誰か に 撮影 を お 願い し た り 、 画 角 に 収 ま こなし で 意識 し た い の が 披 写 体 と の 距離 感 《 な る THETA は 、 ほし い カ メラ だ , 


写真 : 立 。 
牧 清 裕介 (編集 部 ) 


リコ ー THETA m15 THETA S 今回 持参 し た の は THETA m15。 この アイ デ 
| PP 品 で 画質 を 語る の は ナン セン ス 

THETA モデ ル モデ ル X た 写真 は スマ ー ト フォ ン で 見 る の 
実勢 人 必 守 価 格 が 基本 スタ イル な の で 、 タ ッ チ パネ ル で 容易 に 

THETA S の 詳細 や 拓 大 縮小 で きる ぶん 、 意外 と 画質 が 気 に な る 。 
AO00030 人 43.000 和 前後 そこ で 注目 な の が 、 セ ン サ ー が 大 きく な り 画質 


スペ ッ ク は 
104 ペ ー ジ を チェ ッ ク 


が 大 幅 に 向上 し た THETA S だ 。 この 秋 に 買 
いた いも の が また 1 つ 増 えて し まっ た 


大 阪 の 名 物 看 板 に 
逆光 を 添え て 
道頓堀 の か に 道 楽 本 店 の 
巨大 看板 の 下 で 撮影 。 通り 
は 差し 込む 逆 光 が 印象 的 
2 つの 要素 を 丸ごと 写せ る の 
も THETA の 魅力 だ 。 360 
度 中 に 見 どこ ろ が 複数 ある 
と 見 て 楽し い 写真 に な る 


舞い 上 が る 風船 の 下 
幸福 感 に 包ま れ た 空間 


空 を 埋め 尽く す 色 と り ど り の 風船 、 た く 
さん の 友人 ・ 知 人 に 祝福 され る 新郎 新 
婦 。360 度 すべ て が 見 どこ ろ で 臨場 
感 あ る 写真 が 撮れ た 。 挙式 の 記念 写 
真 と し て 本 人 た ち に も 喜ん で も ら え た 


ミニ 三脚 を 使っ て 6 看板 が そびえ た つ 
鹿 の 隣 で そっ と 近影 リト ルプ ラ ネ ッ ト 表 現 


慶 に 逃げ られ な いよ うに ミニ Sm THETA 写 真 で 人 気 な の が リ 
三脚 に 取り 付け た THETA を トル プラ ネッ ト と 呼ば れる 写 
そっ と 置い て リモ ー ト 撮影 。 天 真 。 天空 か の ら 見 下ろ す よう な 
を 見 上 げ る よう な アン グル で アン グル に し て 切り 出す と 、 
切り 出し て 、 慶 と 自分 だ け の 小さ な 星 の よう に な る 。 グ リ 

コ 看 板 が 有名 な 葉 橋 の 真 ん 

中 で 撮影 し て 、 さ ま ざ ま な 看 
世界 が 広がる 板 を 立ち 上 げた 


マン フロ ッ ト 


Street メッ セン ジャ ー 


カー キ と デニ ム が 個性 的 ! 
スタ イリ ッシュ な カメ ラバ ッ グ 
外 : 約 280X370x180mm 


内 二 : 約 260x360x160mm 
重き : 約 0.8kg 


提供 : マン フロ 小 柏 式 会 社 httP://wwemanfrotto」jp/ 
製品 の 詳細 は P.156 を チェ ッ ク ! 


ケン コー トキ ナ 

Cokin PURE 
EXCELLENCE UVMC 
(@77mm) 


高 精 度 な 真 鏡 枠 を 使用 し た 
紫外 線 カ ッ ト フィ ルター 
フィ ルター 邊 977mm 


提供: 株式 会 社 ケ ンコ ー ト キナ ー 
http://Wwwkenko-tokinacoJp/ 


3 名 様 


応募 締切 


2015 年 上 月 9 日 ( 木 ) 


雑誌 公正 取引 競争 規約 の 定め に より 、 この 朱 賞 に 当選 され 
た 方 は この 号 の は か の 馬 賞 に 入選 で き な い 場合 が あり ます 


アン ケー ト 内 容 
バッ 
別 企画 ] キャ ノン EOS M10. 
[特集 2] ワン ラン ク 上 の 写 真 表現 [連載 ] N Ra 
[NEW PRODUCT REVIEW] キャ ノン PowerShot G5X 
PRODUCT REVIEW] リ コー イメ ー ジ ング RICOH THETA S 
[ 叶 載 ] Photoshop レ タッ チ 事 新 載 写真 
テス ト 11 月 号 選考 残し た いも の 」 フォ トコ ン テ ス ト 
デジ カメ 新 製品 情報 ] デジ カメ NEWS 誤 査 


[ 紅 石井 室 子 の 今月 の お 気に入り 
ルカ メラ の 機種 名 


[ 載 ) 吉 光 


PR 


NEW PRODUCT REVIEW] コシ ナ ZEISS Mivus 
【NEW PRODUCT REVIEW] エ プッ ン EP-10VA 
えた いこ と Season03.- [SPECIAL GALLERY] 培い 

[ 田 ] 斎藤 先生 に < 写真 
| デジ カメ 新 品 情報 最新 売れ 筋 カメ ラメ レン ズ 通 信 
載 ] Editor's Choice 読者 プレ ゼン ト 集まれ ! DCM 写 真 部 写真 最新 情報 [連載] 江戸 め る ! 
一 万 年 前 に 夢見 
これ か 5 欲し い レ ンズ の 製品 名 好き な 写真 家 好き な 守 写 体操 影 し た 写真 の お も な 使用 拓本 誌 を 知っ た 理由 今月 号 を 講和 し た 理由 本誌 馬 入 の 導 度 本 誌 へ の ご 】 


==m 2015.1| = 
IM 


LPL 
LED ラ イト 
モバ イル 
VL-210M 


スマ ホ 撮 影 で 
超 小型 [ED ライ ト 


発光 面 : 約 18x33mm 
双 温 度 : 約 6.000K 
時 度 : 約 600b/50cm 
調 光 生 囲 : 10035% 
大 まき: 約 46x46x18mm 
重き: 約 20g 


提供 : 株式 会 社 LPL 


製品 の 詳細 は 
P155 を チェ ッ ク ! 


サン ディ スク 
クル ー ザ ー フ ィ ッ ト 
USB フ ラッ シュ メモ リー 16GB 
超 小 型 で じゃ ま に な ら な い 
USB フ ラッ シュ ドラ イブ 
大 きき : 的 21.6(WX14.7(HD x6.7(D) mm( キ ャ ッ プ 付き 
重き: 約 2.5g( キ ャ ッ プ 付き ) ご シス テム 条件 : Windows 7/8/10、 


Mac OS 10.5 降 互換 性 :USB 2.0 同 柚 ソフ トウ ェ ア 
SanDisk SecureAccess Software 製品 保証 : 5 年間 


提供 : サン ディ スク 株 式 会 社 hp2/wwwwsandiskco jp/ 


紀 2 株 


応募 要項 


デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン で は 下記 の 内 
容 で Web ア ン ケー ト を 実施 し て いま 


選者 は 
年 1 月 号 


ルカ メラ マガ 
発表 いた し ます 。 


気軽 に 使え る 明る い 


http2/wwwwlpLwebcojp/ 


オリ ン バ ス 
MOLESKINE 

カス タム エディ ショ ン ・ ハ ー ド 
カバ パー ノー トブ ッ ク 


3 名 様 


グロ ー バ ルオ ー プ ン フ ォ ト コン テス ト の 
賞品 に な っ て いる オリ ジ ナ ルノー ト 

大 まき :94X144x16mm( 実 ) 

提供 オリ ン パス 株 華 社 

htp:/7olympusmagingjp/ 

鹿 グ ロー バル オー プン フォ トコ ン テ ス ト の 応募 期間 
は 2015 年 1 月 20 日 ( 金 ) まで 。 プロ 、 ア マ 問わ ず 
ご 応募 いた だ け ます 


Lexqr 
Professional 

1066x 
16cg 


CompactFlash 


UDMA 7 


の 


の 
に 


レキ サ 
プロ フェ ッ シ ョ ナル 1066 
倍速 CF カ ー ド (16GB) 


最大 1.066 倍 速 (160MB/ 秒 ) の 
読み 込み 速度 で 高 品質 な 写真 や 動画 を 
素早 く 記録 


読み 込み 速度 最大 1.066 倍 加 (160MB/ 秒 ) UDMA 7 対応 


特典 データ 作 旧 ソ フト [image Rescue] 付 必 
提供 : マ イク ロン ジャ バン 株 式 会 社 http:/jplexarcom/ 


応募 の 流れ ※ こ 恋 基 に は [CLUB IMPRESSJ へ の 登録 が 必要 で す 
GANREF に アク セス と http://ganrefjp/dcm/ 
@「 読者 プレ ゼン ト 申 込 」 を クリ ッ ク 

@「 プ ブレ ゼン ト 応募 ペー 


ジ へ 」 を クリ ッ ク 


Web アン ケー ト に 回 答 


[表紙 ] 11 月 号 表紙 
特集 1] 早 井深 夜 に 
ショ ナル の た め の プ ログ ラム AUTO 


[特別 企画 ] ソ ニー o7S 
[ 還 載 ] プロ 


[ 天 載 ] 四季 の 風 業 レッ スン 
憶 。 一 memories- 
0 は [連載] 写真 家 に 賠 き ま | 


最近 買っ て 恨 


モノ 


歩 ご 奥付 [特集 3] 絶 対 に 
京 一 [ 吉 載 ] Overiew Exhibition of Photography 


失 攻 し な い 1 
押入 後 記 | 


[ 央 百 列 企画] 写真 家 7 人 の SEVEN SENSES 


メ 新 製品 情報 ] New Product Report (佐々 木 誠 大 ) 


ご 希望 の プレ ゼン ト 住所 年齢 者 道府県 役 台 矢 竹 ご 革 種 ご メイ ン で 使っ て いる デジ タル カメ ラ の 根 種 名 お 使い の フォ トレ タッ チン フト や 画像 管理 ソフ ト 購 入 し た い カメ ラ 用 品 お 持ち の 
OS お 持ち の プリ ンタ ー の メー カー 名 と 機種 名 ・ カメ ラ 歴 メー ル に よる お 知ら せ の 可否 "本誌 の 記事 内 容 
[ 基 頭 特 別 全 画 ] タム ロン 新 SP シ リー ズ 開発 者 イン タビ ュー 
[時 載 ] 風 と 木 と 水 が 教 えて くれ た こと 


[ 和 頭 特 


る 写真 [SPECIAL GALLERY] ROAD TO ALASKA 


[NEW PRODUCT REVIEW] キヤ ノン PowerShot G9X 
[NEW PRODUCT REVIEW] Zeta Super Slim 液晶 保護 ガラ ス の 撃 
連載 ] 絶景 の 星空 風景 [ 吉 載 ] ポー トレ ー ト コラ : 
【F1 日 本 GP SPECIAL] Formula 1&F1 日 本 GP SPECIAL レ : 


NEW 


載 ] 便 遅 津 一 の 扶 術 の フカ ボリ |! [ 吉 載 ] ふく 
半 載 ] の きび ゅ ー の めざせ 温 朱 カメ 
1 まし か く 写 真 の 撮り 方 [連載] 私 の 写真 を 変え 
今月 号 の 誌面 で いち ば ん よかっ た 写真 現在 気 に な 


2015 年 度 


2015 年 度 の デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン フォ ト 
コン テス ト で は 、 3 つの 常設 部 門 と 、 特集 ・ 


フォ トコ ン テ ス ト 応募 要項 プン で に 人 ます 


2016 年 1 月 号 選考 2015 年 10 月 11 日 こ 2015 年 11 月 10 昌 
2016 年 2 月 号 選考 2015 年 11 月 11 日 ご 2015 年 12 月 10 日 
間 

前 2016 征 1 月 選考 2015 年 9 月 1 日 =2015 年 11 月 1 日 
2016 年 3 月 号 選考 2015 年 11 月 11 日 こ 2016 年 1 月 10 日 


2015 年 10 月 11 日 こ 2015 年 12 月 10 晶 e 


由 2016 年 2 月 号 選考 2015 年 10 月 20 日 -2015 年 11 月 20 日 
部 
門 


2016 年 1 月 号 選 考 2015 年 10 月 20 日 こ 2015 年 11 月 10 日 ゴ 


』 に ml 
EEE7ED 2 
選者 : 岡 鳴 和幸 氏 


半 考 | 毎号 掲載 

選者 : ハー ビー* 山 口 氏 

デジ タル カメ ラ で 撮影 され た 画像 デー タ 。 デジ タル カメ ラ で 撮影 され た 、 A3 ノ ビ サ イズ 
まで の プリ ント 作品 。 カラ ー、 モノ クロ 、 出 
力 機 、 用 紙 は 問い ませ ん . 


カラ ー、 モ ノ ク ロ は 問い ませ ん 。 
※GANREF 応 募 ペ ー ジ 机 載 の 「 応 募 東 ] を プリ ン 


ー ト 作品 の 裏面 に 貼り 付け て 務 送 し て くだ さい 
選考 | 奇数 月 掲載 作品 は 1 枚 ずつ 避 明 袋 (スリ ー ブ ) に 入れ て くだ 
退 者 : 小林 紀 晴 氏 し 


デジ タル カメ ラ で 撮影 され た 画像 デー タ 。 複数 
枚 の 組 写真 。 カラ ー、 モ ノ ク ロ は 問い ませ ん 


し ie 


賞金 缶 品 に つい て 
常設 如 門 (デジ タル フォ ト 部 門 、 組 写真 部 門 、 プリ ント 部 門 ) 


* 作 秀 折 3 万 円 9 準 人 秀 損 : 1 万 円 
"入選 : Amazon ギ フト 半 5 千 円 分 @ 佳作: Amazon ギ フト 状 千 円 分 


個性 派 写真 展 * 採 用 作品 : Amazon ギ フト 圭 1 千 円 分 
癌 入賞 者 に は GANREF 経 由 で 振込 先 ・ 送 信 先 を 確認 する メー ル を お 送り いた し ます 


3 月間 ご 連絡 を いた だ け な い 場合 、 金 半 品 を お 渡し で き な い 場 合 が あり ます 
賞金 の 所 込 お よび 送信 は 抽 載 号 の 発売 日 か ら 約 40 昌 以内 を めど に 処理 し て お り ます 


副賞 に つい て 
毎月 下記 の 分 門 の 優秀 商 受 賞 者 に は メー カー 協 替 の も と 量 品 を 里 星 いた し ます 


特集 連動 


タル フォ ト 部 門 ロ 組 写真 部 門 D プ リン ト 部 門 
ラス トラ イト My Passport Ultra 
トラ イク リッ プ LL IMetal Edition 
LR3628 
エク スト リー ム プロ 提供 : マンフロット 提供 : ウエ スタ ン デジ タル 


SDHC カ ー ド 株 式 全社 6 ジャ パン 株 式 会 社 
1GB 


2 シル バー 回 
ン デ ィ スク 株 共 シル バー 1TB モ デル 
人 使用 機種 に よっ て どちら か を 話 呈 | の 再 面 人 


提供 : サン ディ スク 株 式 会 社 


常設 部 門 の ボイン ト 制 お よび 年 間 賞 

う デ ジタル フォ ト 部 門 組 写真 部 門 プ リン ト 部 門 

計 さ れ 、 各 入賞 者 (同一 の 投稿 ネー ム に 限る ) に 加算 
、 準 優秀 抽 3、 入 選 二 2、 住 作 一)。 各部 門 の 年 
ント の 多い 方 を 、 年 間 最 人 秀 賞 と し て 2016 年 3 月 号 で 発表 
に て 作品 を 掲載 いた し ます 。 企画 部 門 の ポイ ント は あり ませ ん 


則 で も っ と も フォ トコ > 
その 後 、 特 別 ギャ ラリ ー 
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応募 規定 (共通) 


* デジ タル フォ ト 部 門 は デジ タル カメ ラ (スマ ー ト フォ ン な どの モバ イル 機器 を 含む お) で 
撮影 し た 写真 に 限り ます 。 組 写真 部 門 と プリ ント 部 門 は 銀 塩 カメ ラ に よる 作品 も 投 
稿 可能 で す 。 

* 応募 作品 は 応募 者 本 人 が 撮影 し 、 著作 権 を 持っ て いる 写真 に 限り ます 。 

= 一般 に 公募 され て いる 雑誌 、Web、 企 業 や 団体 主催 の コン テス ト と の 二 重 投稿 や 
類似 作品 の 応募 は ご 遠 下 く だ さい - 他 コン テス ト で の 落選 が 確定 し た 作品 、 応 募 才 
本 人 の Web ま た は SNS の My ペー ジ な ど で 公 表し た 作品 の 投稿 は 可能 で す 。 


* 同一 作品 は 1 部 門 の み へ の 投稿 に 限り ます 。 また 、 同じ 号 の 同じ 部 門 で の 入賞 は ひ 
と り 1 賞 まで に な り ま す 。 

* 審査 は 選者 と 編集 部 が 行い ます 。 

* 応募 点数 は 、 GANREF の シス テム 上 の 制限 に 沿い ます 。 

* 優秀 買 の 場合 、 誌 面 に 大 きく 掲載 され る こと に な り ま す 。 その 際 、 リ サイ ズ 前 の 大 


き な デ ー タ の 発送 を 編集 部 か ら メ ー ル に て お 願い する こと が あり ます 。 作品 の オリ 
ジ ナ ル デ ー タ は な る べく 保存 し て お いて くだ さい 。 


* ブリ ント 部 門 に お いて 、 ブリ ント 作品 の 取り 扱い に は 十分 注意 し ます が 、 万 一 の 事故 
(紛失 、 破損 な ど ) に つい て 主催 者 は いっ さい 責任 を 負い ませ ん 。 

* プリ ント 部 門 に お いて 応募 され た プリ ント 作品 の 返却 は 行っ て お り ま せん 。 

* 応募 作品 の 著作 権 は 、 応募 者 (撮影 者 ) に 帰属 し ます 。 


* 被写体 の 肖像 権 、 著 作 権 な ど に は 十分 に 注意 し て くだ さい 。 応募 者 の 責任 で すべ て 
の 問題 を 解決 し た うえ で 応募 し て くだ さい -。 


* 入賞 作品 に つい て 、 応募 者 は 、 当 社 の デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 記事 等 出版 物 、 ホ ー ム 
広告 、 宣 伝 な ど で 使用 する 著作 権 法 上 の 権利 に つい て 、 国 内 外 を 問わ ず 、 非 
独占 的 に 使用 を 当社 に 許諾 する も の と し 、 著 作者 人 格 権 を 行使 し な いも の と し ます 。 


* 応募 規定 に 違反 し た 場合 は 入賞 を 取り 消す こと が あり ます 。 
* 談 結果 に つい て の 問い 合わ せ に は お 答え で きま せん 。 

* 応募 され た 作品 は 添 削 の 対象 と な る 場合 が あり ます 。 

* 掲載 する 際 は 、 名 前 、 都 道府県 名 な どの 情報 を 掲載 し ます 。 


* 誌面 掲載 時 の 名 前 は GANREF の 表示 名 と は 別に 設定 で きま す 。 た だ し 、 年 度 内 で 
投稿 ネー ム を 変更 し た 場合 は 合算 され ませ ん 。 


* 投稿 ネー ム は 、 商 標 や 特定 の 個人 の 権利 を 侵害 し な いも の に し て くだ さい 。 

* 人 (実在 の 人 物 で ある か 否 か を 問わ ず 、 マ ン ガ 、 ア ニ メ 等 の キャ ラク ター を 含む ) の 
裸体 (性器: アン ダー ヘア ・ 女 性 の バス トト ッ プ な ど ) を 撮影 、 描 写し た 写真 や 、 暴 力 
的 な シー ン を 提 影 、 描 写し た 写真 は 応募 で きま せん , 

* 本 応募 要項 は 、 デ ジタル カメ ラマ ガ ジ ン 誌上 で 行わ れ た 過去 の フォ トコ ン テ スト す 
べ て に 適用 いた し ます 。 不明 な 点 は 、GANREF(http://ganref.jp/) の 「 お 問い 
合わ せ 」 フォー ム か ら お 問い 合わ せく だ さい 。 


応募 は すべ て 本 誌 連動 Web サ イト 


正 AN RE ビビ 「GANREF」 か ら 行 いま す 
http://ganrefjp/ 


AA 応募 規定 違反 の 作品 は 審査 の 対象 に な り ま せん 。 
応募 前 に し つか り 確 認 を し て 、 ど し ど し ご 応募 くだ さい 。 


作者 氏名 は 本 名 で の 記載 を 推奨 し ます 


誌面 に 掲載 する 作者 の 氏名 は 本 名 を 推 凌 し ます 。 GANREF に ニッ ク ネ ー ム で 登 
録 され て いる 方 は 、[My ペ ー ジ ] 一 [設定 ] 一 [プロ フィ ー ル の 編集 ] の [誌面 掲載 時 
の 名 前 ] に 掲載 時 の 氏名 を ご 指定 くだ さい 。 た だ し 本 名 の 記載 は 強制 で は な く 、 ニ ッ 
ク ネ ー ム で の 掲載 や 本 名 と の 併記 も 可能 で す 。 


プリ ント 郵送 に つい て 


プリ ント 部 門 の 作品 の 郵送 締め 切り は 偶数 月 の 10 日 (必着 ) と な り ます 。 その 日 が 
土日 補 日 の 場合 は 、 そ の 前 に 編集 部 に 到着 する よう に 郵送 し て くだ さい 。 GANREF 
上 で 応募 が 完了 し て いて も 、 プ リン ト 作 品 が 到着 し な い 場合 や 、 プ リン ト 作 品 に 応募 
票 が な い 場合 は 選考 外 と な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 また 、GANREF 上 で の 応募 
手続 き が な いま ま 応募 本 の 添付 され た プリ ント 作品 が 郵送 され た 場合 も 選考 対象 に 
な り ます が 、GANREF ボ イン ト の 付与 は 行わ れ ま せん 。 応募 球 の 入手 方 法 や 郵送 
先 な ど は 次 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


先月 号 か ら 新年 度 が 開始 され た 、 2015 年 度 の 
オ コン テ プ デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン フォ トコ ン テ ス ト 。 
ここ で は 各部 門 の 累計 ポイ ント を 発表 し ます 。 
の 応募 要項 を 参照 いた だ き 、 


2015 年 度 昧 計 ボ イン ト 


2015 年 度 フ ォ ト コン テス ト 累 計 ポ イン ト 結 果 (2015 年 11 月 号 ) 
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2015 年 度 フォ トコ ン テ ス ト プリ ント 部 門 に つい て 


プリ ント 部 門 投稿 の 手順 郵送 先 


GANREF (http://ganrefjp/) の 「 コ ン テ スト ] か ら コン テス ト 名 を 選び 、 応募 規定 を ご 確認 後 、 〒101-0051 東京 都 千 代田 区 神田 神保 町 1-105 
応募 手続 き を 行い ます 。 GANREF 登 録 が な い 場合 、 こ の 作業 は 不要 で す 神保 町 三井 ピル ディ ング 

株 式 会 社 イン プレ ス デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 編 集 部 
応募 規定 に 登録 され て いる 「 応 募 表 を ダウ ン ロ ー ド し て プリ ント し 、 必 要 事 項 を 記入 し ます . 「 フ ォ ト コン テス ト 応 募 係 プリ ント 部 門 ] 


GANREF を 介さ な い 場 合 は 右記 の URL を 直接 入力 し 、 応募 標 を ダウ ン ロ ー ド し て くだ さい 
応募 票 ダ ウン ロー ド 


(③) ント し た 作品 の 理 面 に 記入 し た 応募 下り 付け 、 郵送 に て お 送り くだ さい 入 77 あ 806 人 876M5G 


GANREF 登 録 が な く て も 応募 で きま す 。 上 記 URL か ら ま ず は 応募 票 ダウ ン ロ ー ド ! 1y 


sm DCIM 写真 部 


迫り 来る 名 に 向かっ て ダイ ナミ ッ ク に 季節 が 変化 する の が 秋 で すね 。 
移ろい ゆく 季節 の 中 で 自分 だ け の 光景 を カメ ラ で 切り 取っ て いく の は 楽し いも の で す 。 
目 の 前 の 光景 に 振り 回 され ず 、 ちょ っ と 個性 を 出し て みて は いか が で すか が か? 


お 惹 を 決め て みん な で 提 る 
個性 派 写真 展 
今月 号 の お 願 は 
「 映 り 込 み 」 


映り 込み が 作り 出す ちょ っ と 不 
思 詩 で 美しい 写真 。 今 回 は 過去 
最多 900 枚 以上 の 応募 が あり ま 
し た 。 な か で も 優れ た アイ デア の 
写真 を ご 紹介 し ます 。 


IIK 面 」 


tuyosim 
(広島 県 ) 

シグ マ dp2 Ouatro 
/ 30mm(45mm 相 当 | 
マニ ュ ア 
F3.5. 1/125 秒 

ISO 100 

WB: オ ー ト 

アム の 床 面 
の 映り 込み で す が 
無機 質 な も の に 映し 
込ま れる こと で 、 人 々 
の 個性 が 失わ れ て い 
く よ う で 、 タ イト ル 通り 
の 印象 に な っ て いま 
す 。 天 地 を 逆転 させ 
た 意図 が よく 伝わる 
写真 で す 


由 


「 つ いて いき た い …」 
CoCo( 束 者 府 ) 


ソニー g77 
タム ロン SP AF10.24mm 

F3.5-4.5 Di TLD Asphenial IF 
10mm(15mm 相 当 ) 
絞り 全 先 AE(FS、 17800 秒 、 0.3EV 
ISO 500・WB: オ ー ト 

ショ ー ウ イン ドー の 巨大 な ハイ ヒー 
ル の 看板 に 、 街 を 歩く 女性 を 映り 込 
ませ る こと で 、 ま る で 、 街 中 を 巨大 
な ハイ ヒー ル の 女性 が 歩い て いる よ 
うに 見 せ で いて 、 ファ ンタ ジッ ク な 物 
語 を 感じ させ ます 


オリ ン パ ス E-5. ZUIKO DIGITAL 14-54mm F2.8-3.5 14mm(28mm) 


[天地 創造 2 計 Es 140B、 ER り 5O200 WB: オ ー 


湖面 に 映り 込む 秒 高 連 縫 を と ら えた 写真 で す が 、 水 の 張っ た 湖面 や 落ち 葉 に 降り 
塊 季 半 仙人) た 需 が 良い 効果 と な っ て 、 タイ トル 通り 荘 央 な 印象 に な っ て いま す 


[ 空 を 
見 下ろ し て …」 
boss_Sth 宮崎 県) 


ペン タッ クス K20D タム ロン AF 
28-300mm F3.5.63 XRDiLD 
Aspheical IF] MACRO 
39mm (58mm 相 当 ) "締り 休 先 
AE(F9、 1100 徐 、 0OEV) 

ISO 100WB: オ ー ト 
何気ない 蛋 間 で す が 、 の ぞ き 
込む 犬 の 姿 に より 、 映り 込ん だ 
、 写 真 を 見 た 人 の 思い 
を 投影 で きる 気 が し ます 
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1 月 号 の お 願 は 

「 シ ル エ ッ ト 」 
も と も と は 切り 絵 を 指す 言葉 だ 
っ た シル エッ ト は 、 今 は 影 が 生み 
出す 表現 と し て 使わ れる こと も し 
ば し ば 。 そ ん な シル エッ ト を 生か 
し た 写真 を 募集 し ます 。 
募集 期間 : 
10 月 20 日 て 11 月 10 晶 


っ と ら 間 けなし ま s 
覚え て お きた い 撮 影 キ ー ワ ー ド 4 


撮影 テク ニッ ク を 読む と 出 て くる さま ざさ まな キー ワー ド 。 知っ た か ぶり や 間違っ た 覚え 方 を し な いよ うに 、 お さら いし て お きま し ょ う ! 


| [日 中 シン クロ 」 


半 逆 光 で 普通 に 撮る と 手前 が 暗く 沈む が 、 日 中 シン ク 
日 する と 手前 の 被写体 と 育 景 の 吉 出 パラ ンス が 釣り 合 
う 。 プラ ス 捕 正 だ け で は 背景 が 白 飛び し た だ ろう 


還 スト ロボ の 申 射 角 を 狭め て 光 を 


日 中 屋外 で 逆光 気味 の 撮影 で は 背景 に 比べ スポ ボッ トラ イト の よう に 当て る 


て 被写体 が 暗く な っ て し まう こと が よく ある 。 
この と き 、 カ メラ 側 か ら ス トロ ボ を 発光 し 被 写 
体 を 明る くす る 撮影 方 法 が 日 中 シン クロ だ 。 

うま く 日 中 シン クロ を 使い こなす コツ は マニ 
ユア ル 赴 出 で 背景 の 赴 出 を 先 に 決め る こと だ 
そこ か ら 、 ス トロ ボ を ON に し て 調 光 補正 で 手 
前 の 被写体 の 明る さ を コ ント ロー ル し よう 。 育 
景 と 手前 の 被写体 の 露出 を 別に 考え な が ら 、 
パラ ンス を 釣り 合わ せる こと が 大 事 だ 。 

な お 、 一 部 の 外 付け スト ロボ を 除い て 日 中 シ 
ンク ロ で きる シャ ッ タ ー ス ピー ド は カメ ラ の 同 
調 ス ピー ド (1/200 秒 前 後 ) まで で ある 点 に も 
注意 し よう 。 


本 来 な ら 花 が 暗く 沈む よう な 撮影 条件 だ が 、 日 中 シン クロ する こ 
と で 太陽 の 光 条 を 白く 飛ば し て し まう こと な く 表 現 で きる 。 スト ロボ 
の 賠 射 朋 を 狭め て 中 央 部 の み 光 を 当て て 、 ス ポッ トラ イト の よう 
な 効果 も 狙っ た 


あの フォ トコ ン 受 賞 者 に 0% 穫 (0M 


井上 幾 雄 s ん 


今回 お 話 を うか が っ た の は 、 精 
力 的 な 応募 で ブリ ント 部 門 を 中 
心 に フォ トコ ン テ スト 入選 常連 
者 の 井上 さん 。 何気ない 風景 
の よう で 、 店 構 の 世界 で も ある 
よう な 三 真 日 を 引き ます 。 


写真 を 始め た きっ か け は 何で し ょ うか ? | 
も と も と は 普通 に 家族 や 旅行 の 写真 を 提 っ | 
て いま し た が 、 湖 愛し て いた 猫 の 写真 を ブロ | 
グ に ネコ 通信 と し て 投稿 し は じ め る よう に な | 
り 、 そ れ が 受け た こと が 写真 に の め り 込み は 上 
じ め た きっ か け で す 。 簡単 に フォ トコ ン テ ス 
ト に 応募 で きる GANREF の 存在 も 知り 、 深 | 
く 勉強 す る よう に な り ま し た 。 | 
ーー 好き な 被写体 は あり ます か ? | 
海 や 川辺 で 釣り 人 や 子ども た ち を 撮る こと | 
で す 。 被写体 の 動き が 少な く 、 じ っ くり 構図 
を 取り や すい こと が 理由 の 1 つ で すね 。 ま た 
海 や 川 で の 撮影 は 、 背 景 を 整理 し や すく 、 
か つ 、 抽 写 体 を 強調 し や すい こと も 理由 で す 。 
さら に 、 水 面 の 反射 な ど で 、 光 と 影 を 生か 
し た 表現 も で きま すし 、 空 を 見 上 げ れ ば 浮か 
ぶ 寺 も 利用 で きる の で 、 写 真 の 世界 に 引き 
込む た め の 手段 が 整っ て いる と 思い ます 。 
ーー どん な レン ズ を 好 ん で 使わ れる と と が 多 
いで すか ? 

50mm の 単 焦点 レン ズ が 好き で す 。 以 前 は 


2015 年 10 月 号 
プリ ント 部 門 


ー 優 秀 賞 一 
「Summer」 


遠近 感 が 強調 で きる 広角 レン ズ が 好み で し た 
が 、 レ ンズ を 1 本 も っ て うろ うろ する 場合 は 、 
自分 の 立ち 位置 で 広角 的 に も 使え る た め 
50mm の 万 能 性 を 感じ ます 。 

ーー 受賞 作 も 被写体 と の 程よい 距離 感 が 魅 


| 力 的 で す が 、 ほ か に こだわ り は あり ます が か? 


主 に 置き ビン で タイ ミン グ を 狙い 、 撮 っ て い 
る こと で し ょ うか 。 風景 写真 に は あま り 異 味 
が な く 、 風 景 の 中 に で きる だ け 人 物 な どの 被 


| 写 体 を 配置 し 、 日 常 を 非 現実 的 に 、 哀 区 感 


| や 拠 感 を 出せ た ら と 思っ て いま す 。 
一 写真 や プリ ント の 面白 さと は ずばり 何で 
し ょ うか? 


1 形 と し て 残せ て 、 知 人 や 家族 に 簡単 に 見 せ 


られ る と ころ で す 。 さ ら に 、 自 分 自身 を 写真 
を 通じ て 表現 する こと で 、 自 分 の 感性 を 自 
分 な り に 入魂 し 、 死 後 も 形 と し て 残せ る と 
ころ に 魅力 を 感じ て いま す 。 今後 の 目標 は 、 
人 や 動物 に 対し て 自分 の 感じ る 慈しみ が 、 
写真 を 見 て いた だ く 人 に まで 伝わる ショ ッ ト 
を 撮る こと で す 。 


応募 要項 


お 使 り 

謎 面 へ の 感想 、 カ メラ 、 レン ズ に 関す る 和 問 質問. 意見 、 最近 
の カメ ラ 生活 近況 な ど 、 みな さん か ら の お 便り を 募集 し ます 」 
写真 

個性 汽 真 展 ] で は 、 拍 号 お 匠 を 決め て 写真 を 募集 し ます 。 今 
回 は 「 シルエット] を テー マ に し た 写真 を 大 募集 。 応 募 め 切り 
は 11 月 0 で 、 掲 載 は 1 月 号 で す 。 どしどし 投稿 くだ さい 。 


写真 を 掲載 し た 方 に は …Amazon ギ フト 券 1.000 幅 分 
応募 方 法 


E-mail の 場合 digitalcamera@impress.cojp 


府 Subject タ イト ル ) は 「DCM 写 真 部 〇 〇 〇 」 

・ あ て 先 に は 必ず 「 個 性 泊 写真 属 」 か 「 お 便り ] と 入れ て くだ さい 
すべ て の 投稿 に は 、 住所 ・ 郵 便 番 号 ・ 氏 名 を 青い て くだ さい 
・ ペ ン ネ ー ム が ある 場合 は わか りや すく 書い て くだ さい 


イン ター ネッ ト か ら の 場合 ガレ フ 


投稿 ペー ジ http : //ganref.jp/photo_contests 


デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン か ら の お し ら せ 
* 人 賀 金 、Amazon ギ フト 券 、 読 者 プレ ゼン ト の 発送 時 期 
PHOTO CONTEST や 貸 泊 写真 展 の 賞金 、 お よび Amazon 
ギフ ト 券 、 読 者 プレ ゼン ト な どの 発送 は 掲載 号 の 発売 日 か ら 約 
40 日 後 を めど に 処理 させ て いた だ いて お り ます 
* 編集 部 の Twitter ア カウ ント 
@digicame_mag を レッ ツ フ ォ ロー! 
* 本 誌 Web ペ ー ジ を リニュ ー ア ル ! 

撮影 こぼれ 話 も 掲載 中 ! 
http://ganrefjp/dcm/ を チェ ッ ク ! 


デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 2015 年 9 月 号 
DIGITAL CAMERA MAGAZINE PRESENT 
当選 者 発表 


⑩ ハク バ 人 写真 産 業 「 ロ ー プ ロ 


ファ スト バッ ク BP 150 AW I」 駒木 謙治 (大 暫 府 ) 
@ ベル ポン 「Ultra Stick M52」 小谷 文則 (京都 府 ) 
@ = コン [アクセサ リー シュ ー カ バー 

ASC-02 レザ ー プ ラック 」 佐藤 周遊 ( 交 岡 県) 

タン コー トキ ナー 

「 ス リッ ク スタ ンド ボッ ド 5」 中 川 綱 之 (山口 県) 


⑲ サン ティ スク [エクストリーム SDHC 
UHS-! カ ー ド (16GB) 」 
電導 (岡上 水谷 下 導 ( 知 上 
⑯ レキ サー「 プ ロフ ェ ッ ショ ナル 


1066 位 速 CF カ ー ド (16GB) 」 大 末 基 紋 ( 受 知 県) 
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写真 展 最新 情報 INFORMATION 
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リコ ー イ メー 
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1 キヤ ノン フォ トク ラブ 東京 第 
| 6 2015 和 中 民 


「Tme Thoroughibred」 2015 | 第 12 回 Luna Cosmos 写真 必 


代 ER の 上 | 全日 本 写真 連 還 
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スク エア 新宿 キ HASEO「Predators Of The City 四 ] 東京 者 本部 「 第 42 回 3 
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キヤ ノン ギャ ラリ ー BRABI 直子 了 2015 本 
拓 同 PRpy/canonjp/ 8 5 ーー 
富士 フイ ルム フォ ト サ ロン | oi あの PEOHTTETYP 


放 湾 する セル ゲイ K* 作 品 展 


http://www fujiWIm.coJjp/ 「 写 真 の カ 」 


ビ ピックアップ ギャ ラリ 


東京 Bright Photo Salon 
http:/www jcop.jp/wp/gallery/ 


反日 ZO ガ レ リ ア 銀 座 


http://wwweizo.co-jp/galleria/ginza/ 


| 「 白 い 峰 ] 写 真 展 第 1 部 1 「 自 い 作 ] 真 民 2 部 


11 月 


HARUKI 


TAutomov from CUBA CUBA 


京 ESPACE KUU 人 
玉 際 htgghorhuuutokye/ テラ INTERSECTING VISIONS 東 訓 す る きた り の 本 2725 
束 京 スタ イケ ント ー キ ョ ー 内 攻 明 「in the wind] 


http://wwwsteichentokyo.com/ 


172 デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 11-2015 


根本 タケ シ 写 真 展 
「 能 登 空 と 海 と 」 


オリ ン パ スギ ャ ラリ ー 東 京 10 月 23 日 一 10 月 28 日 


50 年 以上 前 、 能 登 半島 を 徒歩 で 一 周 し た 
経験 は 根本 氏 の 胸 に 深く 刻ま れ て いる 。 そ 
の 後 、 病 気 で 左 半身 に 麻痺 が 残っ た が 、 復 
帰 後 初 の 展 菅 会 の テー マ も 能登 だ っ た 。 重い 
機材 は 持て な く な っ た が 、 背 中 を 押し て くれ 
た の が オリ ン パ ス OM-D。 今回 は 、 能 合作 
品 の 一 里塚 と し て 、 発 病 前 、 発 病後 の 作品 
を 混在 し て 展示 。 病 か ら の 復帰 を 目指 す 人 
た ち へ の 道しるべ と し て 、 ま た 、 能 登 で 胸 に 
刻ま れ た も の を 吐き 出す た め の 発表 だ 。 


2015.10.20-11.19 


HASEO 写 真 展 
「Predators Of The City 想 
^ 世 界 が 変わ っ た その 後に ~」 


リコ ー イ メー ジン グ ス クエ ア 新 宿 10 月 28 日 一 11 月 9 日 


100 や 1000 の 言葉 で 話す こと より も 、1 
枚 の 写真 で 、 世 界 が 変わ る 想い を 伝 
そん な テー マ で 撮影 され た 今回 の 写真 展 は 、 
62 名 の スタ ッ フ と 、34 人 の モデ ル で 作ら れ 
た 個人 の レベ ル を は る か に 湊 和 解す る 驚異 的 に 
豪華 な 大 作 の 作品 群 。 美 し いも の を 自己 の 
感性 で 昇華 し 、 独 特 の 感性 で 作り 上 げ ら れ 
た 世界 観 は 、CG や 合成 を 一 切 使用 せ ず すべ 
て 本 物 で 構成 され て いる , 


@HASEO 


上 田 義彦 写真 展 
「Materia2015」 


キヤ ノン ギャ ラリ ー S 11 月 14 日 12 月 12 日 


「Materia] と いう の は ラテ ン 語 で 「 生 命 
生む 力 ] と いう 意味 。 こ の ラテ ン 語 に 出合 っ 
た こと で 、 上 田 氏 は これ まで 漠然 と し て いた 
写真 の 定義 が は っ きり と 形 を 持つ よう に な っ 
た と いう 。 約 30 年 に わた り 写 真 を 通じ て 地 
球 上 の 生命 の 根源 に つい て 考察 を 続け 巡礼 
の 旅 を 続け て きた 上 田 氏 の 最新 写真 展 と な 
る 本 展 で は 、 イ ンド ネシア と パタ ゴ ニ ア で 撮 
影 し た 新作 を 中 心 に 「 生 命 を 生む 力 ] が テー 
マ の 作品 約 20 点 が 展示 され る 


日 本 版 創刊 20 周 年 記念 | 
ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 「 地 球 の 真実 | < が 


フジ フイ ルム スク エア ノ 10 月 30 日 一 11 月 18 日 


第 一 線 の 写真 家 に よる ダイ ナミ ッ ク な 写真 
と と も に 地球 上 の さま ざま な 事象 を 純 午 に 取 
材 し た 記事 が 届く 写真 雑誌 ナシ ョ ナル ジオ 
グラ フィ ッ ク 。 日 本 版 は 今年 で 信和 20 周年 
を 迎え た 。 本 展 で は ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ 
ッ ク が 所 有する 約 1.100 万 点 に 及ぶ 膨大 な 
写真 コレ クシ ョ ン か ら 、 選 りす ぐり の 傑作 写 
真 100 点 を 展示 。 圧倒 的 スケ ー ル の 大 自 人 2 ニ ンク (1991 北大 
然 や 野生 動物 の 生態 探検 索 の 活動 記 録 な Crestve 
と よ 示 の 真実 に 迫る 写 真 を 増 能 で きる 


HARUKI 写 真 展 「Automoviles 
Americanos from CUBA CUBA CUBA]」 


Briht Photo Salon 10 月 30 日 11 月 12 日 


キュ ー バ で 目 を 引く クラ シッ ク カ ー。 半 世 
紀 以 上 も アメ リカ と 国交 断絶 され た キュ ー バ 
の 人 た ち だ が 、 彼 ら は キュ ー バ 革命 以前 に 輸 
入 され た 1940 一 1960 年 頃 の アメ リカ 製 の 
車 に 今 も 修理 を 繰り 返し な が ら 乗 り 続け て 
いる 。 塗装 を 変え て 新車 の よう に ピカピカ な 
車 、 ボ ロボ ロ に な り 歴 史 を 物語 る 車 と その 模 
今 で も 現役 で 走り 回 る ク 
か に 垣間見 える の は 、 


佐藤 倫子 写真 展 
「SG 50 交 」 


EIZO ガ レ リ ア 銀座 < 10 月 28 日 一 11 月 7 日 


シン ガ ポ ー ル は 今年 で 建国 50 周年 を 迎え 
る 。 SHINGAPORE 50 (SG 50) と いう 
文字 を 掲げ 盛り 上 が り 、 ポ ジテ ィ ブ な パワ ー 
で 包み 込ま れ て いる この 国 で 、 佐 藤 氏 は その 
パワ ー を 感じ 取り な が ら 撮り 歩い た 。 ミ ッ ク 
スカ ルチャ ー な ら で は の 独特 の 中 間 色 で 創 ら 
れ た 街 の 中 を 、 直 感 を 効か せな が ら 、 他 攻 
的 に 楽し みな が ら 、 写 真 で 切り 取っ て いく 。 人 倫 了 チ 
時 間 の 流れ と と も に 微妙 に 視点 の 変化 を 重 


20 選 紀 半 ば の 活気 ある 古き 良き 時 代 だ ね る 自分 自身 を 感じ な が ら 。 
犬 と 網 タイ ツ ニッ ボン の 星 、 月 、 夜 の 絶景 | 
森山 大 道 / 月 曜社 (3.500 円 + 科 ) 山 和 和典 プ パ イイ ンタ ー ナ ショ ナル (1.900 円 + 税 ) の 


森山 大 道 氏 の 完全 撮り お ろ し 写真 集 は 、 
作者 初 の 日 付 入り で 撮影 順に 写真 が 配列 さ 
れ た 構成 と な っ て いる 。 森山 氏 の 日 常 の 視線 
に ふと 止ま っ た 、 都 市 の 片隅 で 人 目 を 引く 
こと な く ひ っ そり と た た ず む 、 見 過ごさ れ て 
も 仕方 の な いよ うな も の た ち が 写 され て いる 。 
掲載 され る 写真 は 、 全 点 が 継 位置 の モノ クロ 


自身 に よっ て レタ リン グ さ れ た も の と な っ て 
いる 。 ち な み に 、 写 真 集 に は 犬 の 写真 も 、 網 


近年 は 夜 の 自然 風景 の 撮影 を ライ フワ ー 
ク と し て いる 山梨 氏 の 最新 写真 集 が 、「 ニ ッ 
ン の 星 、 月 、 夜 の 絶 圭 | だ 。 そ び え 立 つ 山々 、 
海岸 や 湖 、 高 原 、 棚 田 な ど 、 日 本 に は 美 し 
い 自然 風景 が 数 多く ある が 、 そ れ ら の 多様 な 
自然 風景 の 中 に は 、 日 が 落ち た 後 、 静 か な 
夜更け や 夜明け な どの 夜 の 時 間 し か 見 せ て 
くれ な いさ ら な る 絶景 が 潜ん で いる 。 星 や 月 
な ど 夜 だ け の 被写体 と と も に 写 さ れる 、 今 ま 
で 知ら な か っ た ロマ ンチ ッ ク な 自然 風景 の 


写真 292 点 。 な お 、 タ イト ル 題 字 は 森山 氏 四 
社 


タイ ツ の 写真 も 収録 され て いな い 。 数 々 を 堪能 し て ほし い 。 
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6- 日 本 坂道 学会 会 長 
] Ei2 勝 6w る *gx 山 野 勝 下 * 郡 川 正 次 


> 虐 戸 
の 2 時 
東京 都心 部 は 意外 に 坂 が 多い 。 今 も 昔 も そこ に は 同じ 坂 が あり 、 


人 々 の 営み が 脈々 と 受け 継が れ て いる 。 坂 の 名 の 由来 や 歴史 に 触れ な が ら 、 
カメ ラ 片 手 に ぶら ぷら 散歩 。 江戸 の 風情 を 感じ な が ら の スナ ッ プ も また 一 異 。 


田 南 英 と 親交 の あっ た 粋 人 だ っ た 。 坂上 


坂上 の 代 光 環 の を 進み 、 防 衛 省 左 内 門 を 右 に 折れ る と 安 
居 小屋 が 名 前 の 由来 藤坂 の 緩やか な 下り 。 和 有 側 に 旅 本 - 安 藤 氏 
洲 瑠 璃 坂 の 屋敷 が あっ た 。 そ の まま 進む と 中 根 坂 に 
ゴー 田邊 入る 。 左側 に 旗本 - 中 根 氏 が 居 を 構え て い 

た が 今 は 
JR 市 ヶ 谷 駅 か ら 市 ヶ 谷 橋 を 渡っ て 外堀 谷間 に 橋 が 架け られ た の で ) E 化 し た . 
を 横断 する と 外 世 通 り に 出る 。 有 折 し て 中 根 坂 の 入口 の 変則 十字 路 を 右折 し て 


進み 、 1 本 目 を 右折 する と 、 長生 寺坂 の 上 
り 。 坂上 に 長 和 寺 が あっ た 。 坂下 を 直進 
し 、 外地 通 ! ら 左折 、1 本 目 を 左折 


次 の 信号 を 左折 する と 左 内 坂 
る が 、 ひ と まず 左折 し て 市 符 帳 宮 に 
と に する 。1 本 目 を 右折 す 


る と 、 急 峨 な 市 谷 八幡 男坂 が 見 えて くる 。 
左側 の 緩やか な 坂 が 女 坂 だ 

元 の 道 に 引き 返し た り 
坂 名 は 市 谷田 町 一 帯 を 開発 し 


する と 浄瑠璃 坂 の 上 上り に な る 。 坂 名 の 由 
来 は 、 坂上 に 操り 人 形 浄瑠璃 の 芝居 小屋 
が あっ た か ら と か 、 近 く の 光 円 寺 の 本 章 が 
薬師 如来 (仏教 の 浄瑠璃 世界 の 教主 ) だ っ 


の 島田 左 内 の 名 に 内 る 。 一 直線 
上 る 姿 は 美しい 。 8 代目 左 内 は 狂歌 飼 大 


た か ら と か 諸説 ある 。 こ の 坂 は 「 光 瑠璃 坂 


の 人 討 | 39 で 有名 だ 


探り 人 形 浄 下 璃 の 芝居 小屋 が あっ た 
詳 就 まま ざま ある 浄 理 玉 抜 。1672 年 の 1 
@ 市 ヶ 谷 駅 か ら ほど 近い 、 少 し 奥 ま 
段 ある 男坂 の 階段 は 非常 に 急 既 で 迫力 が ある 

@ 宙 氷 期 に 市 谷田 町 一 幕 を 開 発し た 島田 左 内 と いう 名 主 か ら 名 付け られ 
た 左 内 坂 。 島田 家 は 明治 まで 一 幕 の 名 主 で あっ た 
明 暦 の 大 火 (1957 年 ) を 契機 に 、4 代 吾 軍 
れ た 定 火消 (じょう び けし ) の 屋敷 跡 。 ソ 


説 を は じ 』 
有 : 


に な っ た 
る 市 谷 亀 岡 八 幡 宮 。 63 


家綱 に よっ て 設置 さ 
ジッ ク の すぐ 謎 り だ 
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2 いり 


@ 永 井 荷 風 が 日 和 下 駄 」 の 中 で 見 事 な 風 景 を 放 替 し 
て いる 進 坂 。 も と も と は 「 大 坂 」 と 書か れ た 


奈良 時 代 の 悲恋 の 伝承 で 
"大坂" か ら 変わ っ た 


建 坂 


浄 瑠 玉 坂 上り 、 突 き あ た り を 左折 す 
る と 茶 坂 の 下り 。 革 は ゴミ の 捨て 場 が あ 
っ た 。 こ の 辺り の 道 は 複雑 だ 。 葛 坂上 を 
左折 し 、 突き あたり を 左 、 右折 する 。 左側 
の 大 日 本 印刷 松柏 察 の 堀 に [区 環 坂 の 信 
謗 の 説明 板 が ある 。 さ きら に 進み 、 次 を 
左折 する と 投 坂 の 下り 。 細く て 狭い 坂 の 意 。 
この 坂 を 下る と 、 先 の 中 根 坂 の 道筋 に 出る 。 

由 坂 の 坂上 に 戻り 、 有 、 左 折 を 2 度 く 
り 返 す と 、 鍋 坂 の 坂上 に 出る 。 坂 は 牛込 
中 央 通り を 横切っ て きら に 上 っ て いく 。 途 
中 で 左 、 右 折 す る と 坂上 に 出る 。 こ の よ 
うな 形状 が 、 鎧 が だ ら り と 寝そべっ て いる 
姿 に 似 て いる の が 坂 名 の 由来 だ 。 こ の 辺 
り は 江戸 時 代 、 幕 府 の 納戸 方 同心 の 組 屋 


[市谷 亀岡 八幡 宮 

この 神社 は 文明 10 年 (1478 年 )、 太 田 道 港 に よっ 
て 鎌倉 の 鶴岡 八幡 宮 の 分 寺 を 勘 請 し て 創建 され た 
と いう 。「 堆 ] に 対し て 「 介 ] と 称し た も の で 長寿 を 願 
っ て いる 、 銅 鳥居 に は 寄進 者 442 人 の 名 前 が 刻ま 
れ て いて 興味 深い 


@ 抜 の 形状 が 録 が 寝 そ 
べ っ て いる よう に 延び て 
いる こと か ら 名 付け られ 
た 角 坂 


敷 が あっ た と ころ 。 将軍 の 調度 品 を 納入 す 
る 役職 で 、 支 払い の 担当 は 払 方 と いっ た 
現在 る 納 方 町 の 名 が 残っ て いる 。 
録 坂 の 坂上 を 右折 する と 突き あたり に な 
る 。 こ の 左右 の 道 が 油 坂 だ 。 [ウタ] と は 
アイ ヌ 語 の 「 ウ タ 」 や 「 ウ トウ ] か らき て い 
る 説 も ある 。 突 端 と か 出崎 を 意味 する が 、 
この 坂 ぉ 出崎 の よう に 見 えた の だ ろう 。 
喧 坂 を 上 り 、 突 き あ た り を 左 、 右 折 し 
て 進む と 進 坂 の 頂上 に 出る 。 級 や か に 深 
曲 し な が 6 下る 衝 坂 名 坂 は 普 は 「 大 
坂 ] と いっ た が 、 3 
逢坂 に 変わ っ て いる 。 


便 々 館 湖 鯉 魚の 墓 軽 子 坂 周辺 


中 国 の 梅 の 名 所 か ら 
徳川 秀忠 が 命名 し た 


鹿谷 坂 


逢坂 を 下っ て いく 。 再 び 外 堀 通 り に 出 
た ら 左 折 、1 本 目 を 左折 する と 鶴 坂 の 上 
り 。 江 戸 時 代 初期 、 一 帯 は 美しい 梅林 だ 
っ た 。 こ こ を 訪れ た 2 代 将 軍 ・ 値 川 秀忠 が 、 
中 国 の 梅 の 名 所 ・ 大 腐 嶺 に 擬 し て 命名 し た 
と いう 。 石垣 と 緑 が 美 し い 名 坂 だ . 

坂上 の 神楽 坂 若宮 八幡 神社 の 先 を 左 、 
右折 する と 新 坂 の 上 り に な る 。 邸 宅 の 間 


START 市 谷 過 一 1 市 八 由 男 
拓 一 2 人 人 岡 人 同一 3. 語 
性 
mge wm の や ー6. 憲 7. 要 坂 
ーー 毅 8 9 人 10 
環 坂 一 11. 介 坂 一 12. 章 坂 の 
人 箇 13. 上坂 一 14. 弧 一 
15 琶 一 16 一 17. 示 の 井 
一 18. 席 問 坂 一 19. 神 楽 坂 若 宮 八 
人 神社 一 20. 新 撫 21. 地 誠一 
22. 光 時 ( 邊 入城 中 便 々 人 湖 則 
飲 の 毅 還 旅人 人 一 23. 神 
折 一 24. 装 ( 臣 天 像 有 
虚 ) 一 25. 和 (本 多 横丁 ) 一 
26. 弧 一 60AL 販 田 駅 


を 一 直線 に 駆け 上 る 。 但 保 16 年 (1731 年 )、 八幡 の 神楽 の 音 が 聞こ えた か ら と 諸説 ある 
#3③ 石 ) 神楽 坂 を 飯田 橋 方 面 に 下り 、 本 多 楠本 
の 広大 な 屋敷 を 割っ て 、 新 し く 造 られ た の 通り を 左折 する と 三 年 坂 の 下り に な る 
の で 新 坂 と いう 。 坂上 の 突き あたり を 右折 この 坂 で 転ぶ と 3 年 以内 に 死ぬ と いう 俗説 
し 、 3 本目 を 右折 し て 進む と 、 右手 に 光照 が 坂 名 の 由来 。 三 年 坂 の 中 程 の 十字 路 を 
ぎ 細 YT》 が ある 、 こ の 前 の 坂 を 地蔵 坂 右折 し て 進む と 電 子 坂 の 下り 。 軽 角 ( 縄 で Mk の る とし 
と いう 。 坂 名 は 光照 寺 の 子安 地蔵 に 因む 編ん だ モッ コ ) に 荷物 を 入れ て 運ぶ 労務 者 大 廣 准 か ら 2 代 将 
坂 を 下る と 神楽 坂 の 大 通り 。 神楽坂 の ( 埋 子 と いう ) が この 辺り に 住ん で いた の が 99 ザ 9 すい 
坂 名 の 由来 は 、 坂 の 途中 に あっ た 穴 人 幡 坂 名 の 由来 だ 。 坂 を 下っ て いく と 飯田 橋 4 
の 御 旅 所 で 神楽 を 奏し た か ら と か 、 若 宮 駅 に 着く 多く の 別名 を 持つ 
[浄瑠璃 坂 の 信 討 [ 着 坂 の 伝承 口 光 上 寺 
事件 は 定 文 12 年 (1672 年 ) 2 月 2 日 に た 。 そ 奈良 時 代 、 武 蔵 | し て 当地 に 赴任 し た 小 光照 寺 一 帯 に は 、 戦 国 時 代 の 領主 ・ 牛 込 氏 の 居城 


の 4 年 前 、 下 野 (栃木 県) 宇都 宮 藩 
葬 催 で 、2 人 の 家老 が 口論 と な り 丸 
切腹 し た 家老 の 子 が 、 も う 1 人 の 家老 を 潜 佐 先 で 抽 
い 、 本 懐 を 遂げ た 


が さ ね か ずら と いう 名 の 如 
た 。 その 後 、 さ ね か ずら は 、 都 に 委 選 し て 
作 吾 の 雲 と この 坂 で 再会 し 、 入 水 自 殺し た 


が あっ た 。 墓地 に は 出羽 (山形 県 ) 松山 落 主 ・ 酒 井 
家 の 歴代 墓 や 、 旅 冬 ( は た ご ) で 没 し た 旅人 を 吊っ た 
著 国 旅人 供養 碑 、 手 歌 師 ・ 使 々 館 湖 鯉 魚 ( べ ん べ 
ん か ん こり う ) の 碁 が ある 


山野 勝 (や ま の まさ ざる) : 1943 年 広島 県 生ま れ 。 折 導 研究 家 。 早 各 田 大 学 政経 学部 新聞 学科 座 。 講 計 社 和 務 取締 役 の 時 に 、「 タ モリ の TOKYO 坂 道 


美学 入門 の 企画 プロ デュ ー ス を 行う 。 その 後 、 講談 社 コミ 


クリ エイ ト 代表 取締 役 社 長 を 経て 現在 は プリー となり 、 朝日 カル チャ ー セ ンタ ー、NHK 文 化 セ ン 


ター な どの 「 折 道 講座 」 の 議 師 を 務め る 。 日 本 坂道 学 会 会 長 ( 会 大 は タモ リ 氏 )。 著書 に 、『 志 戸 と 東京 の 坂 「 十 地図 で 歩く 江戸 と 東京 の 抜 」 な ど 
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[ 特集 1 ] 


好評 に つき 第 2 弾 ! 50 ペ ー ジ 総力 大 特集 
この 冬 、 一 度 は 訪れ て みた い 


冬 の 絶景 ガイ ド 


絶景 写 真 
一 日 本 ベス ト セ レク ショ ン 100 一 


[ 特集 2 ] 
ボー トレ ー ト 写真 を も っ と 楽し く 撮り た い !! 絶対 に 


コス プレ 写真 の 撮り 方 ぷう 


デジ タル カメ ラマ ガ ジ ン 
MOOK& 書 籍 シリ ー ズ ライ ン ア ッ プ 予定 


SW、 四 
に つの 記 っ 
講じ ゅ て 。 
0。 E 
Li 
キヤ ノン リコ ー イ メ すず ちゃ ん の 
EOS 5Ds& PENTAX は じ め て の 
5Ds R 完 全 ガ イド K-3 完全 ガイ ド カメ ラ と レン ズ 
好評 発売 中 好評 発売 中 10 月 23 日 発売 予定 
2.000 円 + 税 2.000 円 + 税 1.600 円 + 税 
ニコ ン NIKKOR レン ズ FANBOOK 11 月 19 
RICOH THETA S Perfect Guide 11 月 下 包 馬 
3 と 
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・ か わい い 旧 : 旧 写真 の 魅力 


ト 比 の 写真 だ . 

まし か く 写 真 の 魅力 と は 何 
か ? まず 、 そ の 継 長 で も 横長 
で も な い 正 方 形 の アァ スペ クト 比 
の 画面 が か も し 出す 新鮮 き 
そし て 、 フ ィ ル ム で 撮っ た よう 
な レト ロ 感 、 き ま ざ ま な フィ ル 
果 な ど と の 相性 の 良き が 
生み 出す トイ カメ ラ の よう な 描 


 : 則 の 効果 

まし か く の 画 面 は 3:2 と は 縦横 比 
が 異な る 1:1。 3:2 の よう に 、 横 や 
秋 に 長い 画面 を 生か し た 表現 と は 
人 違い 、 縦 や 模 の 意識 か ら 解放 され る 。 
トイ フォ ト な ど フィ ルター 効果 と の 
相性 も 良く 、 ま し か く な ら で は の 表 
現 、 独 特 な 印象 の 写真 に な る 


っ 
写 の か わい らし さや 不 思 議 感 『 加 : 回 の 9 果 

その 独特 な 比率 の お か げ で 同 の 2 
0 ペク ト 比 。 35mm 判 を 元 
じ 写 真 で も 違う 写真 の よう に に し た カメ ラ で 多く 採用 さ 


見 える 特徴 が ある 
rebook に アッ プ さ れる 写真 り 方 や 効果 も 3:2 と は 違う の で 、 
で も よく 知ら れ よ うに な り 、 す 的 に 見 せら れる 
っ か り 人 気 し た アス ペク 方 法 を 解説 し よう 


れ 、 も っ と も 見 慣れ た フォ 
ー マ ッ ト 。 位 置 、 横 位置 
に する こと で さま ざま か 効 
果 を 生み 出す こと が で きる 


ライ プ ビ ュー 画面 が 1:1 で 表示 真 の 作り 方 だ 

影 時 ] と 「 撮 影 後 」 きれ る 。 こ の 方 法 は まし か く な まし か く 写 真 初心 者 は 、、 と り 
方 法 が ある 。 撮 影 時 に 作る 場 画面 や 構図 に 慣れ て いな いと 、 あえ ぇ ず 縦 長 や 横長 の 画面 で 撮 
合 、 カ メラ の アス ペク ト 比 を あ 少し むず か し く 感 じ る だ ろう っ た 写真 を パソ コン や カメ ラ で 
5 か じ め 「1:1」 に 設定 し て 撮影 も う 1 つの 撮影 後に 作る 方 まし か くに トリ ミン グ し て 1:1 
を する 。 最 近 の デジ タル 一 眼 カ 法 は 、 す で に 撮影 し た 写真 を の 感覚 を 磨い て か ら 、 次 に カメ 
メラ の 多く に は 1:1 ア スペ クト まし か くに トリ ミン グ す る 。 こ ラ の 設定 で まし か く 写 真 に 挑戦 
が 搭載 され て いる 。 設 定 する と 。 れ が ちっ と ぁ 簡 単 な ま し か く 写 する の が 良い だ ろう 


* 提 影 後に トリ ミン グ す る eommy 


Photoshop な どの ソフ ト で トリ ミン 
グ す る 。 細か い 調整 が で きる の で 
最初 は この 方 法 で 構図 を 学 ぼう 


光学 ファ イン ダー で 1 : 1 が 確認 で きる 機種 も ある カメ ラ で トリ ミン グ で きる 
テー ー 機種 も ある 

1:1 は ライ ブ ビ ュー と の 相性 は 良 
い が 、 フ ァ イ ン ダー 表示 は と いう 
と 一 部 の 機種 で の み 対応 し て いる 。 
キヤノン の EOS 5Ds が 完全 対応 
し て お り 、 撮 影 外 は マス ク さ れる 
の で 分 か りや すい 。1:1 ガ イド が 


パソ コン を 使わ な く て も カメ ラ で 1: 
1 の トリ ミン グ が で きる 。1:1 で 撮 
影 で き な い カメ ラ で も 、 画 像 編集 モ 
ー ド で は 1:1 トリ ミン グ に 対応 し て 
いる 機種 も ある 。 撮影 後に イメ ー ジ 


すい 本 を つか む の に も 役立つ 機能 だ 
和 2 50 SLP で き 、 1 : 1 に 近い 5:4 ア スペ 
< 2 こっ つこ ン 撮影 され な い 部 分 は マス ク で ある 。 ファ イン ダー 内 に 格子 画面 は DB00 だ が 、 同 じ よ うに 画像 編 
表示 され る 綴 が 表示 され る 集 画面 で トリ ミン グ で きる 機種 も ある 
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まし か く 写 真 を 撮る と き の 庄 引 つ | 幼 | コ 膨 


回 に こだわ る 


まし か く は 特異 な アス ペク ト 比 で ある だ け に 、 被写体 を 画面 中 央 に 大 きく 配置 する 日 の 丸 構図 だ 。 また 、 画 面 を 縦 や 横 に 均等 に 3 つ に 分 割 する 3 
絵 作り で は フレ ー ミ ング が と て も 重要 に な る 。 つ 左右 上 下 の 空間 の バラ ンス が 良く な り 、 安 定 感 ゲ 分割 法 を 利用 し 、 作 例 の よう に 被写体 の 占め る 
まり 、 ま し か く は 構図 の 取り 方 し だ いで 印象 が 出る 。 写 真 を 見 る 人 の 視線 を 自然 に 画面 中 央 に 面積 に よっ て 主題 を より 強く 主張 で きた り 、 広 さ 


大 きく 変わ っ て くる 。 基本 的 な フレ ー ミ ング は 、 誘導 で き 、 主 題 や 撮影 意図 を 伝え や すい 。 や 高 さ な どの 画面 効果 を 演出 する こと も 可能 だ 。 
を | 日 の 丸 構 図 | で 大 きく 写す き 奈 白 を 作る と き は | 3 分 割 本 国 


補 横 の 比率 が 同じ まし 
か く で は 画面 内 に 空間 
を 作る こと が 肉 し い 
た だ 単に 空間 を 開け る 
と 間 が 開い て つま ら な 
い 写真 に な っ て し まう 
そこ で 3 分 割 構図 を 意 
識 し て 被写体 を 配置 し 
よう 。 被写体 が メイ ン 
で 背景 も 見 せ た い と き 
は 273 の と ころ に 、 育 
景 を 見 せ た い と き は 被 
写 体 を 1/3 の と ころ に 
置く と 良い 


- まし か く 写 真 の 王道 と い 
< うべ き 、 日 の 丸 構図 。 こ 
ンマ 用 の 構図 の ポイ ント は 補 写 
体 の 大 き さ 。 な る べく 大 き 
く 見 せる と 、 従 写 体 を 注 
目 させ る こと が で きる 


國 加 画面 効果 は 音 園 で つけ る 


き 水平 線 を 下 に し て | 高き を 出す 


画面 を 横 に 3 分 割 する 地平 線 な どの ライ ン で 高 さ を 表現 で きる 。 例え ば まし か く で は 、 日 の 丸 構 図 で 撮る こと が 多い た め 、 被 写 体 と 正面 か ら 向 
画面 1/3 に 地平 線 を 持っ て くる と 、 そ れ よ り 上 に ある も の の 高 さ が 表現 合う 構図 に な り 奥行 き の 乏 し い 表現 に な り が ち だ 。 画面 を 横切る ライ 


で きる 。 画面 を 中 途 半端 に 分 割 する と 高 さ の 表現 は 難し い 。 ン を 傾け る よう に 撮る だ け で パー ス が つき 、 奥 行き の 表現 が 簡単 に で きる 。 


レン ズ は が 使い や すい 


まし か く で 使い や すい 画 角 は 標準 域 
だ 。 と いう の は 、 広 角 で は ! 『 余 分 
に 写り 込み 被写体 が 小さ く な り が ち 
に な る 。 ア ッ プ に する と 
が つい て スト レー ト に 感じ られ な い 。 
望遠 で は 被写体 が 画面 いっ ぱい に な り 、 
圧縮 感 は ある も の の 、 背 景 が ば け すぎ 
て 周囲 の 様子 が 損なわ れ て し まう こと 
が ある 。 
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世界 を の よ に に まし か く 写 真 は 、 上 下 左右 の 長 さ に 差 が な 
P/ に コ い フ レー ム で 切り 撮る こと で 、 風 景 が 構図 か ら 

広 が ろ うと いう 力 を 抑え 、 まる で 箱庭 の よう に 、 

写っ て いる 世界 に 見 る 人 の 視線 を 集中 させ る 

ゆる さ を 表 現す る 力 が ある 。 だ か ら こそ 僕 は 、 奥 行き 感 が で な い 
よう に 被写体 と 正 対し て 撮影 する こと を 基本 

= に し て いる 。 ま し か く 写真 は 、 完 成 し た 構図 を 
た だ まし か くに トリ ミン グ す れ ば いい と いう も の 
で は な い 。 最初 か ら 正方 形 の 世界 を 意識 し た 
構図 を 作ら な けれ ば 、 完 成 度 の 高い 写真 に は 
な ら な い の 


縦 位置 写真 を 
トリ ミン グ 


一 部 の カメ ラ を 除き 、 ま 

し か く 構 図 の まま 指 影 す 

る こと は で き な い の で 

撮影 に は コツ が 必要 

だ 。 僕 は まず 組 置 の 
構図 を 作る こと で 、* ま し 議 量 

か く 写 真 の 左右 の 幅 を ve 
固定 し 、 上 下 の 不要 な 1 
空間 を 提 影 後に トリ ミン 

グ し て いる に 


正 対し て 必要 な 要素 
だ け を 画面 に 入れ る 


これ が 押下 電柱 
や 鉄橋 な ど 構図 に 入れ 
た く な い 要 素 を カッ ト し 、 議 族 
踏切 と 正 対す る こと で 、 MT 
左右 の 広がり が で な い k 
よう に し て いる 。 ま ず は の 
太 位 置 で 横幅 を 決め て 計 呈 
し まう こと で 、 ま し か く の 上 
構図 を 想像 し ゃ すく な る 
の だ 99 デス 


国 olNT 

子ども た ちの 通学 路 に ある か わい い 路 切 。 こ 
3 の 映画 の セッ ト の よう な 踏切 を 、 箱 許 の よう 
に 表現 し た か っ た 。 列車 より も 子ども た ち が 
目立つ よう な 林 図 に する こと を 心がけ た 


ソニ ー q7R FE 70-200mm F4 G OSS 128mm 絞り 條 先 AE(F4、 1/1.000 秒 、 1.3EV) - ISO 640 WB : 大 陽光 


国 olNT 

まし か く 」 で 「 正 対し て 「 モ ノ ク 
口 」 と いう 要素 を ブ プラス すれ ば 、 
どん な も の も 作品 ぼく 写る 。 この 
写真 も まさ に その テク ニッ ク を 使 
いる 。 モ ノ ク ロ に する こと で 
り 目 が いき や すく な る 


国 olNr 
まし か く 写真 は 、 通 常 で は 視 法 度 
と され て いる 「 日 の 丸橋 図 ] と の 
密 人 邊 導 :」) 時 相性 が 良く な る 。 こ こ で は や は り 
ae 間 レン ガ 倉 庫 と 正 対し 、 キ ー と な る 
骨 窓 を 日 の 丸 位置 に 置く こと で 強 

0 

ーーーーーーーー 調 し て いる 
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室 士 フイ ルム XO1 25.6mm(100mm 相 当 ) 六 り 健 先 AEFS.6、 17110 秒 、 二 1.7EV) 1SO 100 WB : 晴 天 (R-9、B+3) 


OINT 
日 の 丸 構 図 で 左右 を 対称 に な る よう に 撮り 、 
フィ ルター 苑 果 を 加え て トイ カメ ラ 風 に コ 


に 仕上 げた 


青い 空 を バッ ク に ピン ク の 花 の 咲く 木々 の 向 
こう に 見 えた 教会 。 主 題 の 教会 を より 注目 さ 
せる た め 、 カ メラ の アス ペク ト 比 を 1:1 に 設定 
し 、 フ ァ イ ン ダー 内 の 中 央 に 教会 の 塔 を 配置 
左右 の 空間 が パラ ンス 良く シン メト リー に な る 
よう に フレ ー ミ ング し た 。 イ メー ジ を 大 きく 変 
える た め に プラ ス の 露出 補正 を し て 画面 全体 を 
ハイ キー 気味 に 明る くし 、 ホ ワイ トバ ラン ス の 
変更 や フィ ルター 効果 を 加え る 。 美しい リア ル 
な 光景 を 、 ト イカ メラ ぽい 優し く か わい らし さ 
の 溢れ る メル ヘン チッ ク な 世界 に 表現 し た 。 


主題 と な る 被写体 を 
画面 の 中 心 に 置く 


ここ で の 主題 は 教会 で ある 。 ま し か く の 王 道 構 

図 で ある 日 の 丸 憶 図 を 使い 、 上 下 左右 の パラ ン 

ス を 見 な が ら 教 会 を 画面 中 央 に 大 きく 配置 し た . 
左 の 3:2 写 
真 で は 右 に 大 
きく 入っ て い 
る 緑 を カッ ト し 
て 、 教 会 の イ 
メー ジ を 強く し 
て いる 


フィ ルター を 使っ て 
トイ カメ ラ 風 に する 


| より 自分 の 表現 し た い 世 

界 に 近づけ る た め 、 分 

PT 色 補 正 と フィ ルター で 
み を プラ ス し 、 さ ら に フィ 

Ph 1272 で 夢 の 中 の よう な 
gb2225 半 夢 の 中 の よう な 

ノー マル の まま で は 幻想 ーー 
9Ees6 い 幻想 的 な 雰囲気 に 


OINT 
画面 を 横切る 地平 線 な どの ライ ン 
の 傾き に 


フィ ルター で 画面 全体 を 
緑 に する こと で 現実 と は 培う 、 思 
い 出 の 中 の 通り を 表現 で きる 


OINT 
まし か く は 日 の 丸 構 図 が 基本 だ が 、 
面白 み が か ける 場合 に は 画面 を 
傾け て みよ う 。 そ の 場合 の コツ は 際 
。 中 
途 半端 に 傾け て も 効果 は 薄い の で 、 
大 胆 に する の が 良い 


181 


ニコ ン D750 AF-S NIKKOR 58mm 人 1.4G 58mm 数 り 優先 AE(F2、 1/320 移 、 一 0.7EV) ISO 100・WB : オ ー ト 


国 olNT 

周辺 に ビン ト を 合わ せ た 植物 を 配置 し 、 中 
4 則 施 は ボケ に よる 措 写 を 用 いて 抜け を 作る 
こと で 立体 感 を 出す 。 葉 に 対し て 真 上 か ら 
撮影 し 、 グ ラフ ィ カ ル な イメ ー ジ に 仕上 げた 


中 心 に ボケ を 使っ た 抜け を 作り 、 周 辺 に 葉 
が リズ ミカ ル に 表れ る よう な 構図 で 撮影 し た 。 
植物 に 向け て 人 肛 気 味 に 撮影 する こと で 、 グ 
ラフ ィ カ ル な と ら え 方 が で きる 。 絞り 込む と 密 
度 が ある 硬質 的 な 表現 に な る が 、 こ の シー ン で 
は それ ぞ れ の 葉 の 距離 の 差 を 生か し て 浅い 被 
写 界 深度 を 利用 し た 表現 を 行っ た 。 フ レー ミン 
グ は ファ イン ダー 内 に 格子 線 を 表示 する こと で 
1:1 の 比率 を シミ ュ レ ーション し て いる 。 葉 の 
緑 を 深く 表す た め に 赴 出 は 若干 アン ダー に 撮 
影 し 、 現 像 時 に コン トラ スト を 調整 し た 。 


スク エア に 近い 
格子 線 を 表示 する 


後 か ら の トリ ミン グ を 考え る た め に 格子 線 を 表示 
し 、1: 1 の 比率 で 画面 を 本 成す る 。 特に 横 は ど 
れ くら いで 切 
れる の か を 判 
断 する 。 補 写 
体 の 端 を どこ 
まで 入れ る の 
か 、 ど の 位置 
で 切る の か を 
考え る 


角度 を 付け ず 
フラ ッ ト な 構図 で 撮る 
植物 に 対し て 真 上 か ら 科 気味 に 揚 影 を 行う こ 


と で 、 葉 の 広がり や 重なり を と ら え る こと が で き 


大 和 と を 上 手 く 使 い PH 
表現 を する Rm 


し た 


国 olNr 

F11 ま で 絞り 込み 、 パ ン フ ォ ー 
カス で 撮影 し て 硬 帝 な イメ ー ジ の 
再現 を 目指 し た 。 構図 と し て は 
中 心 を 意識 し 、 複 雑 に 絡み 合う 
電線 を 斜め 方 向 に 配置 し て いる 


国 olNT 
斜め の 線 を 使っ て 画面 に リズ ム を 
持た せ 、 色 と 線 を 強調 する た め 
露出 は アン ダー 気味 に 撮影 
構図 は 継 位置 で の 提 影 を イメ ー ジ 
し 、 上 方 向 へ の 画面 の 流れ を 意 
議 し て いる 
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生ま も の に Cm っ て つ リ た よう とり 奥 に 走っ て いく 
て ドカ ー 付 『 た ま に : 二 
Ce。 7 シッ レッ ト e ES あ 5 ゃ ん ケ 主題 に 注目 させ て 
画面 に ヌケ を 作る 


サイ ドカ ー で 疾走 し て いる 写真 が 載っ て いた り 
する が 、 向 か っ て きた お じい ちゃ ん の 横 に は 犬 
が ちょ こん と 乗っ て いた 。 林 と 青空 、 道 を バラ テ 
ンス 良く 配置 。 木々 の 緑 と 青空 、 白 い 道 の 中 、 
赤い サイ ドカ ー が 映え る よう な 色 使 い に 。 あ ま 
り 欲張っ て 要素 を 入れ こま な いこ と 。 主題 は 1 
つ 。 ま し か く 写真 で は 欲張っ て は いけ な い 。 


た くさ ん ある 要素 か ら 
取捨 選択 を する 


道 ば か り で は つま ら な い の で 、 青空 と 林 を 入れ 
る 。 右 斜め に 道 を 入れ て 、 走 り 去っ て 行く 感じ を 
出す 。 アッ プ に する と 世界 が 狭く な り 、 気 持ち 良 
さ が で な い 。 右端 に 自転 車 が 入ら な いよ うに バラ 
ンス 良く トリ ミン グ す る 


画面 を 青く し て 
爽やか さ を 出 す 


主題 以外 の 色 を 入れ ず に 画面 内 の 色 は シン プ 
オー ト WB で は 少し 赤かっ た の で 晴天 
に 変更 し て 、 
木々 や 林 の 色 を 
きれ い に 出 す 。 少 
し 青み が か っ た 感 
じ の 方 が 、 爽 や 
か な 空気 感 を 出 
せる 


OINT 
人 工 の 色 を 赤い サイ ドカ ー の み に し て 、 主題 
に 目 が 行く よう に する 。 ま し か く で は . 


OINT 
村 の 小さ な お 奈 り 。 


'。 こ こ で は 赤 と 黄色 と 花 策 。 
要素 が 多く て も 色 味 が 少な いと 
パラ バラ し た 印象 に な ら な い 


当 OINT の L 有 49Y ド V. 
良い 天気 の 中 、 気 持 良 さそ うに っ 
牧草 を 食 む 牛 た ち 。 

、 手前 
に 花 を 入れ る こと で 穏やか さ 、 の 
ん びり 感 、 か わい さ が 出 る 。 主題 
は どん 、 と 真ん中 に 入れ る 
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kN 


本 の 


LENS 


生還 | 間 


写真 を 撮 ろ うと 5 中 古 の カメ ラ を 買 - 
の が 私 の 写真 生活 の 始ま り で ある 。 こ の カメ ラ 
は 3 回 中 2 回 と も に 撮れ な いと いう 代物 
を 撮り 逃す 悔し は ば か り が 
募っ た 。 し ば らく この カメ ラ を 使っ て いた が 、 
地元 の 大 き な 花 火 を 撮影 し た と き 、 花 火 の タ 
イミ ング を 逃し 、 さ ら れ た カッ ト も 半分 以 
上 見 切れ て いて 「 ち ゃ ん と シャ ッ タ ー が 切れ る 
カメ ラ と な ん で も 収め られ る 広い レン スズ が 欲し 
い ] と 痛切 に 感じ た 。 そ し て 手 に 入れ た の が - 
コン の D800 と AF-S NIKKOR 14-24mm 
f/2.8G ED で ある 。 私 に と っ て AF-S 


別所 隆弘 ( べ っ し ょ た か ひろ ) 
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NIKKOR 14-24mm 172.8G ED と いう レン ズ 
と の 出合 い ( と いえ る 。 広 大 な 画 角 
を カバ ー し つつ 、 細 部 に 至る まで 切れ 味 の 鋭 
い 大 口径 の 広角 レン ズ は これ し か 
な いと 私 は 思 
当時 も 今 も 評価 

ンズ に 対し て 私 が 一 番 気 
て いる 部 分 は 、 常 に フォ トグラフ 

思考 を うな が す 点 だ 。 超 広 
角 レ ンズ は 、 そ の 人 性質 上 、 寄 っ て 撮っ た と き と 
引い て 撮っ た と き の 写真 の 見 え 方 が ほか の レン 
ズ 以 上 に 劇 的 に 変わ る 。 パ ー ス の 効果 が 強く 


14 枚 絞り 羽根 枚数 :9 枚 (円 


取り 付け 不可 


司 放 締り 


写真 に 


ほとん ど 魔 法 の よう に 写真 が 変化 する 。 寄れ ば 

被写体 は 歪み な が ら 大 きく な り 、 引 け ば その 遠 

さ は 思っ た より ずっ と 遠く な る 。 そ の 「 距 離 の 
魔 考え な し に シャ ッ タ ー 
を 切る と つま ら な い 写 真 を 大 量 
に 作り 出す こと に な る が 、 ご くま 
れ に 神さま が 微笑 ん で くれ た と き 
に は 、 驚 く よ うな 魔法 を 写真 の 
中 の 風景 に 与え て くれ る 。 思 考 

の 先 に 待っ て いる 「 魔 法 ] が か か る 骨 間 を 求め て . 

私 は この レン ズ を いつ も 持 

り の 自 撮り も 、 こ の レン ズ な ら 自 分 と 友 


跡 の 魔法 を か け て くれ る レン ズ 


背景 の すべ て を 入れ て くれ る の で 重宝 する 。 
滋賀 と 京都 の 境 の あたり に 住ん で いる 私 に 
と っ て 、 こ の レン ズ を 持っ て いる 意味 合い は と 
て も 大 きい も の だ 。 特 に 京都 の 風景 は 、 古 人 
が 考え た 「 パ ー ス ] で 構成 され た 、 い わ ば 人 工 
的 な 自然 に あふ れ た 世界 だ と いえ る 。 そ の パー 
ス の 効果 を 最大 限 に 引き 出す た め に 、 こ の レ 
っ て くる 。 3 枚 の 写真 は それ ぞ 
ヽ 被 写 体 を 、 強 調 さ れ た 距離 の 中 
に 置く こと で より ドラ マチ ッ ク な 姿 を 見 せ て く 
れ た 。 現実 の よう で 現実 と は ちょ っ と 違う 魔 法 
が か か っ た 写真 だ と 思っ て いる 。 


EOS 5D Mark の リア ル ユ ー ザ ー で も ある 石井 さん 。 
写真 家 魚住 誠一 さん 主宰 の 写真 イベ ント 
「 ポ ー ト レー ト 専 科 」 に 参加 する な ど 、 
ポー トレ ー ト を 撮影 する こと も 多い と か 。 
今月 は ポー トレ ー ト レン ズ と し て 大 人 気 の 1 本 を 試す 。 


小型 * 軽 量 だ か ら 
子ども と いっ し ょ 
で も 携帯 し や すい 


キヤ ノン 


STA 


sPEC 


ャ レン ズ 本 成 :S 早 6 枚 
* 太り 細雪 和 和 7 枚 

* 凍 放 絞 り :F1B 

・ 地 小 絞り :F22 

* 最短 拓 果 下 区 :0.35m 
フィ ルター 笠 : の 49mm 

* 大 きき : 約 @69.2x39.3mm 
* 還 お 160g 

* 夫人 格 : 15.600 幅 前後 


EF50mm F1.8 


EOS 5D 
Mark 皿 と の 
相性 は バッ チリ 
大 口 社 レン ズ は や っ ぱ 
り フ ル サ イズ で 撮影 し 
て こそ | と いう こと で 、 
人 用 の EOS 5D Ma 
TK 困 で 撮影 し て きま し 
た 。 小型 レレ ズ だ と フッ 
トワ ー ク が 軽く な り ます 


キヤ ン ノン EOS SD Mark 
EF50mm F1.8 STM 
50mm マニ ュ アル 徐 出 
(F1.8、 1125 移 ) 

ISO 1250- WB: オ ー ト 


大 き な ボ ポケ と 50mm な ら で … 
は の 距離 感 で 、 か わい らし 
い 表 情 が 引き 立ち ます 朗 


最近 
撮り まく っ て いる の は 
愛娘 の ボー トレ ー ト 


前 モデ ル は 1990 年 の 発売 
25 年 ぶ ぷり の リニュ ー ア ル 


EF50mm F1.8 STM 


実は 私 、 先 代 モ デル の EF50mm F1.8 L を 愛用 し て 
いま し た 。 明 る い 、 コ ン パ クト 、 リ ー ズ ナブ ル …… な 


EF50mm F1.8 H 


7 枚 羽 根 と 円 形 絞 り を 採用 し た 
きれ いな 玉 ボ ケ 


怠 9 


絞り 羽根 は 5 枚 か ら 7 枚 に な り 、 さ ら に 円 形 絞り が 採 
用 され た こと で 、 木 漏れ 日 や イル ミネ ーション な どの 


被写体 に 一 歩 路 み 込む ! 
35cm の 最短 撮影 距離 


揚 影 離 の 短縮 に より 、 お 料理 写真 や テー ブル フォ ト 
で 本 領 を 発揮 ! カフ ェ の テー ブル に 座っ て ちょ うど お 


の に 描写 が きれ い 。 ま さか の 4 拍子 が 揃っ た 、EF 神 光 の 玉 ボ ポケ が より 滑ら か な 円 形 に な り ま し た 。 上 品 な 皿 の 上 に ピン ト が 合う くら い の 絶 紗 な 距離 で 撮影 で き 、 
レン ズ の リニュ ー ア ル は うれ し いで す ! きら めき は 見 て いて 心地 が 良い で すね マク ロレ ンズ に 近い エア リー 感 も 味わえ ます 
りこ ま ポン ク スタ ンス の 差 t アル され た と 聞い て 、 使 える 日 を 楽し み に し で し た 
ー キ ング ディ ピス こ ょ 
は ピ て い た 5 % た 画 角 だ っ た の で 、 い 
前 モデ ル の と の 違い を 実感 て いま し た 50mm は 使い 慣れ た 画 角 だ っ た の で 、 い 
早速 、 新 旧 の 見 た 目 の 違 い に 注目 し て み つも と 違う 景色 を 撮る べく 、 谷 根 千 エリ ア で 
私 が 初め て 手 に し た 単 焦点 レン ズ は 、 前 まし た 。 マ ウン ト 部 分 は 金属 素材 に な り 、 レ お 散歩 スナ ッ プ に 出かけ まし た 。 こ の 日 は 猛 
モデ ル の EF50mm F1.8 TI で し た 。 自 分 の ンズ の 質感 も 私 の カメ ラ 、EOS 5D Mark 暑 で 、 外 を 歩く だ け で 汗だく * 何 度 も 源 


足 で 被写体 へ く 近 づく と 被写体 と の 距離 感 が 
ダイ レク ト に 表れ て 、 写 真 の 楽し き を 教え て 
くれ た レン ズ で す 。 そ ん な レン ズ が リニュ ー 
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皿 と よく 馴染 み 、 お 上 品 な 佐 ま い 。 重 き は 少々 
重く な っ た と の こと で す が 、EOS 5D Mark 
息 に 装着 する と 、 そ の 差 は る ほど 感じ ませ ん 


みみ に カ フェ へ 入っ て 、 ア イス コー ヒー を オー 
ダー。1 枚 撮っ て みる か と カメ ラ を 構え た と 
Oscc え !? 後退 せ ず し て ピン ト が 合う 1! 


1 2 

キャ ノン EO5 5D Mark キャ ノン EOS 5D Mark 
EFS0mm F1.8 STM 50mm 

マニ ュ アル 田 出 (F2、 1/250 秒 ) 

ISO 640- WB: オ ー ト 

自 い カ ー テ ン の そば は 、 優し い 光 
が 差し 込む 絶好 の ポー トレ ー ト スポ 
ッ ト 。 ぐっ と 近づけ ば 赤ちゃん で も 
レン ズ が 気 に な っ て こち ら を 見 つめ 
て くれ ます よ 


ISO 400- WB: オ ー ト 


立た せ て くれ まし た 


従来 モデ ル か ら 約 一 10.2cm と な っ た ワー キン 
グ デ ィ ス タン ス の 変化 を 体感 し た 瞬間 で し た . 
接近 戦 の 撮影 が 大 好き な 私 が よく ぶち 当 た 
っ て いた 、 近 づき た い の に 近づけ な い …… そ 
ん な ジレ ン そ と も 、 も うお さら ば で す ! 単 焦 
点 の 明る い 標 準 レ ンズ と いえ ば 、 背 景 ば け ぼ 
け の ポー トレ ー ト 。 と いう イメ ー ジ で し た が 、 
室内 で の テー プル フォ ト で も る の 威力 は 発揮 


石井 邊 子 (いし いひ ろ と ) : タレ ント 。 1984 年 生ま れ 。 2009 年 か ら 本 格 釣 に デジ タル 一 工 レ フ を は じ め る 。 アプ リン ムリ エ と し て も 活躍 中 http:// 


EFS0mm F1.8 STM 50mm 
マニ ュ アル 緒 出 (F4、 17320 秒 ) 


お し ゃ れ な カフ ェ が 集まる 谷中 は カ 
' お すす め の 英 策 エ リ 
目 し て いる と 、 
トロ な パス が 通過 ! 昭和 ムー| 
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キヤ ノン EOS 5D Mark 
EF50mm F1.8 STM 


キヤ ノン EOS 5D Mark 
EFsOmm F1.8 STM 


5 


キャ ノン EOS 5D Mark 
EF50mm F1.8 STM 


50mm マニ ュ ア ル 吉 出 (F2. 50mm マニ ュ アル 出 (FS、 50mm 。 マ ニュ アル 外出 (FS、 

17200) ISO 400 WB : オ ー ト 17250 移 )- ISO 200- WB: オ ー ト 17200 秒 )ISO 640- WB: オ ー ト 
35cm の 最短 撮影 外事 は テー ブ ガラ ス に 自分 を 写り 込ま せ て "チェ 雑貨 屋 さん の ディ スプ レイ を 提 影 。 
ルフ ォ ト が 快適 骨 し い 夏 の 日 差し ニッ クイ ン ~ し た 感じ を お 届け 。 お 店 全部 を 見 せる と ご ちゃ つい て し まう 
を 、 喫 茶店 の 中 か ら 美しい きら めき の 方 に 「 揚 っ て も いい で すか ?] の 。 の で 、 絞 り 値 の ボケ で 調 束 し まし 
に 表現 。 ロケ 中 の 休憩 は 心 の り セ ひと 声 を か けれ ば 、 落 ち 着い て 撮 た 。 ビ ー 玉 の キラ キラ と 木 の ぬ くも 
ッ ト に も 必要 不可 欠 で す 影 が 楽し め ま す 優し い 印象 で す 


で きま す 。 見 た 目 る 機能 面 で も 、 カ メラ 女子 
が 首 か ら 下 げ る に ぴっ た りな レン ズ ! 仮に 
人 物 の 撮影 で 35cm まで 寄る と 、 モ デル の 呼 
吸 を 感じ 2 ほど ドキ ドキ する 近 さ で 、 撮 影 者 
と の 関係 性 を 表現 する の に る 最適 で す 。 独身 
の 頃 は 友達 や モデ ル を 撮影 する こと が 多かっ 
た 私 で す が 、 こ れ か ら は 被写体 に 主人 や 娘 
も プラ ス し て 、 こ の レン ズ で 家族 の 姿 を 長い 


年 月 で 綴っ て いき た いで す 。 娘 が 反抗 期 に 突 
入 し た 頃 が 楽し みか ( 笑 ) 

写し た い 被 写 体 に これ で も か と か ぷり つき 、 

「 ど や ! 」 と アピール 。 写 真 に イン パク ト を 与 
えら れる の は も ちろ ん 、 浅 い 補 写 界 深度 を 活 
か し て 背景 を きれ い に ぽ か せる の で 、 ど ん な 
被写体 も あな た の 意 の まま に 写し 出し て くれ 
る レン ズ で す 
187 


'ameblojjp/ishiihiroko, 


N= 35' 69' 137 
Eー139* 627 55”. 
Al=42.5m 
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遠 w 


ーー 3 


oco7zo72 0 プ 


わずか が 60 年 前 、 阿佐 ヶ 谷 住宅 は 広大 な 田園 だ っ た 


普 福 寺 池 を 源 と する 立 福 寺川 は 地図 の 上 で 杉並 区 
を 北西 か 南東 へ 斜め に 、 時 々 か な り 大 きく 蓄 行 し 
な が ら 横 切っ て いる 。 

1950 年 発行 の 地図 を 見 れ ば 、 和 驚く こと に 川治 い の 
か な り の 部 分 が 田んぼ だ っ た こと が わか る 。 そ れ が 70 
年 代 の 地図 で は その 形跡 は ほとん ど 見 当たら な く な り 、 
細い 川 と し て 描か れ て いる 。 す で 
クリ ー ト で 固め ら # 成長 期 、 東 京 の 
人 口 増加 と 共に 急激 に 住宅 地 化 が 進ん で いっ た か ら だ 
それ で る 数 箇所 、 明 ら か に 田んぼ の 記号 が 残っ て いる 
か ら 逆 に 稀 き る する 

阿佐 ヶ 谷 住宅 も その 一 角 に 
摩 建 程度 の 低層 の 集合 住宅 か ら な る 住宅 地 で 、 か つ 
て モダ ン な 建築 と し て 有名 だ っ た 。 や が て テラ スハ ウ 
ス が レト ロ と いう 認識 に 変わ り 、 や は り 注 目 を 集め た 
(現在 、 再 開発 の た め 取り 壊し 中 )。50 年 発行 の 地図 
で 阿佐 ヶ 谷 住 り を 注意 深く 見れ ば 、 か な り 大 き 
な 田園 だ っ た こと が わか る 。 つ まり 、 そ っ くり 住宅 地 
に な っ た の だ 

桜の 季節 に 私 は 川岸 に 立ち 、 そ う 大 昔 で は な い 時 


ある 。 テ ラス ハウ ス と 4 


代 に 思い を は せ た 。 で も 、 こ の 辺り が 田んぼ だ っ た こ 
と を 想像 する の は た や すい こと で は な い 。 田 植え や 稲 
刈り を し て いる 人 の 次 など 、 こ こ か ら は ほど 遠い 。 そ 
の 頃 の 風景 を 知っ て いる 人 な どい る の だ ろう か 。 い や 、 
よく よく 考え て みれ ば 60 年 ほど 前 の こと な の だ か ら 、 
実際 に この 辺り で 田植 え を を し て いた お じい さん が ひ ょ 
っ こり 現れ て も 不思議 で は な い 

金属 の 壁 が ずっ と 続い て いる 。 内 側が どう な っ て い 
る か は 見 えな い が 、 向 こう 側 で は 巨大 な 穴 が 掘ら れ 
て いる 。 深 さ は 27m、 直径 60m の まん 丸 の 穴 。 台風 
や 集中 豪雨 で 川 が 池 浴 し た と き 、 川 の 水 を 逃す た め だ 。 
35.000m の 水 が 貯 め ら れる と いう 。 完 成す る と 何ごと 
も な か っ た よう に フタ が され て 、 元 の 野球 場 と な る は 
ず だ : 

水 は 意 思 を 持っ て いる 。 遠 い 記憶 を 忘れ る こと が 
な い 。 か つて 田んぼ が 広がっ て いた 時 代 、 台 風 の た び 
に 田んぼ は 水浸し に な っ て し まっ た だ ろう 。 そ れ で も 、 
その こと に より 高台 の 家々 は 被害 を 免れ た は ず だ 。 い 
ま は 、 そ の 水 が 逃 れる 道 を 失っ た 。 だ か ら 、 桜 の 花 
の 下 で 、 人 知れ ず 深 い 穴 が 掘ら れ て いる 。 


小林 紀 晴 


こばやし きせ い : 1968 征 長野 上 生 まれ 。 東京 工 芸大 学 短期 学部 写真 科 
卒業 後 、 新 聞 社 に カメ ラマ ン と し て 入社 。 1995 年 「 ASIAN JAPANESE 
で デビ ュー。 1997 年 「DAYS ASIAI で 日 本 息 真 拉 会 新人 暫 室 賞 。「 days 
new yorkl「SUWAI 「 父 の 琵 角 1 『 寸 誠 ] など 著書 多数 。 最新 作 に 「 メ モ 
ワー ル 琴 家 ・ 吉 屋 城 一 と の 二 O 年 写真 集 「KEMONOMICHIi」 が ある 
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Exhibition of Photography 


還 還 OVERVIEW 


写真 展 を 振り 返っ て 


8Sx10 で 撮ら 6 れ た 30 年 前 の NY が 
デジ タル プリ ント で 今 に 菊 る 


プ : 
田 中 長 徳 Chotoku Tanaka 


た な か ちょ うと く :1947 年 東京 都 生ま れ 。 日 本 大 学芸 学 部 写真 学科 在学 中 の 1969 
年 銀座 ニ コン サロ ン に て 史上 最 年 少 ( 当 時 ) で 個展 [TODAY TOKYO] を 開催 。 日 デザ 
イン セン ター 勤務 を 経て フリ ー へ 。 1973 年 か 57 年 間 ウィ ー ン に 住み 、 日 本 人 三 真 家 の 刀 環 
展 「NEUE FOTOGRAFIE AUS JAPAN] に 参加 . 欧州 を 運航 。 文化 庁 泊 芸術 家 と し 
て MOMA (ニュ ー ヨ ー ク 近代 美術 明 ) に て アメ リカ の 現代 与 真 を 研究 し た 経歴 を 持つ 。 東京 
ニュ ー ヨ ー ク . ペル リン な ど で 個展 を 開催 する 傍ら カメ ラ 評論 に も 筆 を 
じ め と する 著書 で ライ カブ ー ム 、 ク ラシック カメ ラブ ー ム の 火付け 役 と な る 。 古今 東西 の カメ ラ に 
つい て の コラ ム は 、 現 在 も 多く の 錠 誌 者 を 得 て いる 。 http://chotoku cocologrnifty.com/ 


ISLAND GALLERY 


2015 年 9 月 19 日 ( 土 ) 一 2015 年 10 月 2 日 ( 金 ) 
東京 都 中 央 区 京橋 1-5-5 B1 
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東京 駅 か りら ほど近い ギャ ラリ 
下 へ の 階段 を 下り て いて と 、 
ー ョ ヨー ク で 撮影 され 


示さ れ て いる 。 軽 M 
ど で チ ョ ー ト ク さ ん と し て 広く 知ら れ 
家 の 田 中 長 舘 さん の 8 x10 

| 大 学卒 業 と 同時 に 広 
告 制 作 会 社 で 3 年 間 勤 務 後に オー スト 
リア ・ ウ ィ ー ン で 婦人 と と も に 若き 日 


修 員 ] と いう 長 っ た らし い 名 称 の 招 生 
制度 で 約 1 年 間 潮 在 し た アメ リカ の ニ 
ュー ヨー ク だ っ た 。 長徳 きん は 、 ニ ュ 
ー ヨ ー ク と いう 場所 は 現実 に は 存在 し 
て いな く て 映画 や 小説 世界 の 中 だ け の 
フィ クシ ョ ン の 街 だ と 思い 込ん で いた 
と 笑っ た 。 

ニュ ー ヨ ー ク 滞在 中 の 1 年 間 で 撮影 
し た 8 x 10 フ ィ ル ム は お よそ 450 カ ッ 
ト 。 し か し 帰国 後 、 展 覧 会 な どの 目的 
で 貸し 出し た まま に な っ て し まう な ど 
し て 、 そ の ほとん ど が 行方 不明 と な っ 
て し まっ た と いう 。 だ が 、 そ の 一 部 が 
2 年 前 、 カ メラ 雑誌 の ハト ロ 用 紙 に 包 
まれ た まま で 自宅 の 隅 か ら 出 て きた 。 


その 数 は わずか 30 カ ッ ト 。 だ が 、 ネ ガ 
フィ ルム の コン ディ ショ ン は 良く 、 当 
時 の まま の 姿 で 残っ て いた 。 

今回 の 展示 は 、 こ の 偶然 に も 残っ 
て いた 30 カ ッ ト に よる 展 
ジタル か ら の プリ ント で 、 デ ジタル 化 
の 作業 は Island Galley の ディ レク タ 
一 石島 さん が 担当 し た 。 シ グマ で の dp3 
Quattro で 8x10 ネ ガ を 複写 し て 、 
SPP を 使っ て RAW 現 像 (モノ クロ 化 ) 、 
そこ か らき さら に Photoshop で 調整 を 
行っ た 。 プ リン ト は CANSON の イン 
クジ ェ ッ トペ ー パ ー( パ ライ タ ) に 出力 
され た . 

毎日 の よう に 大 型 カ メラ の ディ アド 
ルフ を 担い で マン ハッ タン の 街 を 歩き 
回 っ た 若き 日 の 長徳 きん の 青春 の 日 々 
が 、 そ こ に は 写し 出 き れ て いた 。 

大 型 カ メラ で 撮影 され た 写真 と いう 
の は 物理 的 機能 性 か らし て 、 そ の ほ と 
ん ど が 精 級 さ を 追 求 し た 建築 物 や 風 
景 写 真 と いっ た 動き が 少な い 写 真 が 
多い 中 、1983 年 の チョ ー ト ク ・ ニ ュー 
ヨー ク は 画面 に 人 物 が 写っ て いな 〈 て 
る 僕 の 目 に は 懐か し き 時 代 に 生き て 
きた ニュ ー ヨ ー カ ー た ちの 上 質 な スナ 
ッ プ ショ ッ ト の よう に 感じ られ た 。 
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Masato Shimamurs 


牧 浦 裕介 


@ 富士 フイ ルム X-T1 


Yusuke Makiura 


玉 田 大 輔 Daisuke Ueda 


@ キヤ ノン EOS 5D Mark 相 


周囲 で は 空前 の 結婚 ラッ シュ 。 そ れ も 、 関西 の 
友人 ば か り が 結婚 する の で 、9 月 か ら 1 1 月 まで ま 
きか の 3 カ月 連続 で 結婚 式 の た め 大 阪 に 行く と い 
う 予 定 に 。 先日 、 その 1 回 目 に 行き まし た 
RICOH THETA を 持参 し て 、 面 白い 結婚 式 写 
真 を 撮れ る よう に 画策 し た の で す が ( その 模様 は 
P.166 で ) 、 結 果 的 に は 友人 夫妻 に か な り 気 に 
入っ て も ら えて 大 満足 。 撮っ て 、 相 手 に 喜ん で も 
5 うと いう の は 、 写 真 の 楽し さ の 根源 的 な も の の 
1 つ だ と あら た め て 感じ まし た 


白石 由佳 


@ キヤ ン ノン EOS 6D 


Yuka Shiroishi 


ス 々 に F1 日 本 GP に 行き まし た 。 高校 生 の と き に 
セナ 、 プ ロス ト で 一 大 F1 ブ ー ム が お き 、 僕 は それ 
か ら F1 に 尋 味 を も っ て 見 て いま し た 。 佐藤 丈 麻 
の 大 ファ ン で 、2002 年 ご ろか ら 鈴鹿 に 通う こと 
に 。 今 まで は 見 る だ け で し た が 、 今回 は 撮る こと も 
し まし た 。 現地 で レー ス を 見 て いる と ぶっ ちゃ け 途 
中 で 飼 き ます が 、 撮る の は 全然 館 き ませ ん ね 。 流 
し 撮り は 下手 な の で 、 成功 する と すご く 増 し か っ た 
で す 。 腕 の な さ を 機材 で カバ ー し た い の で 、 来 年 
は 一 脚 EOS 7D Mark で 挑戦 し た いで す 。 


小谷 輝之 Teruyuki Kotani 


@ ニコ ン AF-S NIKKOR 200-500mm 
5.6E ED VR 


早起き と 夜 更 か し は 三文 の 徳 。 み ん な が 容 て い 
る と き に 撮る か ら こ そ 、 みん な が 「 い いね し て くれ 
る 写真 が 握れ る の か も し れ ま せん 。 今月 号 の 特集 
「 早 朝 と 深夜 に 握る 写真 ] は いか が で し た で し ょ う 
か 。 ドラ マチ ッ ク な 時 間 は 短く 、 資 重 な チ ャ ンス は 
絶対 に モノ に し た いも の で す 。 その た め に は 、 事 
前 準備 が な に より も 大 事 。 今月 の 特集 が お 役 に 
立て た な ら う れ し い で す 。 現在 、 受 け 付け 中 の 
「 早 朝 と 深夜 に 揚 る 写真 ] フォ トコ ン テ スト に も ぜ 
ひご 応募 W 


武 問 俊樹 Toshiki Takema 


⑥ オリ ン バ ス OM-D E-M1 


発売 され た ば か り の AF-S NIKKOR 200-500 
mm 1/5.6E ED VR を 携え て 、 め いっ この 運動 
会 揚 影 に 出かけ まし た 。 想像 し て いた は ど 重 た く 
は な く 、D750 に 装着 し た 成 じ も 銀 好 。 こ れ で 
500mm ま で 狙え る な ら 、 文 句 な し に "買い "だ ろう 
と 思い まし た 。 この 新 レン ズ を 含め て 、 全 44 本 の 
ニッ コー ルレ ンズ を 細 座 し た ムッ ク 「 ニ コン 
NIKKOR レン ズ FANBOOK」 は 、11 月 中 名 に 
発売 予定 で す 。 海外 で 撮影 し た 美しい 作例 を ぜ 
ひご 電 能 くだ さい . 


Akira Fukushima 


福島 喝 


⑥ キヤ ノン EF11-24mm F4L USM 


し ぶり に 昔 い た 会 社 の 近く を 歩き まま し た 。 ま だ 
スマ ー ト フォ ン が な が か っ た 当時 、 お 目当て の お 店 
を 探す の は 雑誌 で 読ん だ 記事 の 記憶 と 、 己 の ハ 
ー ト の み で し た 。 映画 や ドラ マ に も よく 出 て きた お 
店 や 、 路 地 も 了 基 分 と 変わ っ て いま し た 。 あ る ドラ 
マ で 有名 な 「 東 急 波谷 一 号 踏 切 ] も 東横 線 の 地 
下 化 に より た だ の 路地 に な っ て いて 、 ち ょ っ と 穴 | 
し い 気 分 で す ( 涙 ) 。 今 、 思う と その ドラ マ も スマ ー 
ト フ ォ ン が ある 現在 で は 違っ た スト ー リ ー に な る の 
で し ょ う 。 今 で は 約束 の 変更 も 突然 に ( 笑 ) 
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この 間 、 写真 部 の 活動 で 久々 に 先生 を 招い た 講 
卒 を 行い まし た 。 今回 は 佐々 木 舌 太 さん に 教わる 
「 映り 込み 」 。 以前 本 誌 の 特集 で 扱い 、 身 近 な 
場所 で 写真 の 楽し み 方 が 広がる 良い 内 容 だ な と 
感じ て いて 、 や っ と 実現 し まし た ! アー ト フ ィ ル ター 
は ジェ ント ル セ ビ ピア 。 映り 込み は 要素 が ご ちゃ ご ち 
ゃ し や すい の で 、 画面 を 整理 し や すい 中 望 各 レ ン 
ズ が オス ス メ と の こと 。 レ ンズ や 設定 は 極力 変え 
ず 、 し ば らく 我慢 し て 使っ て いる と 新しい 発見 が あ 
る そう で す 。 


誌面 で も お 伝え し た よう に F1 の イベ ント を レポ ー ト 
鹿 サ ー キ ッ ト へ 向かっ た 。 F1 を 見 る 
[か ける の は 実に 5 年 ぷり 。 片 山 
右京 が ティ レル で 活躍 し て いた 1996 年 まで は 、 
友人 と 一 縮 に 車 で 出かけ た こと を 思い 出す 。 今 
回 の イベ ント を 体験 し て 、 あ の 当時 に EOS 7D 
Mark と EF100-400mm (2 型 ) が あっ た ら 、 す 
ご く 楽 し か っ た こと だ ろう と 懐古 し た 。 フィ ルム カメ 
ラ で 撮っ た Tyrrell 022 は ブレ ブレ だ っ た こと だ け 
が 今 で も 優 の 脳裏 に 焼き 付い て いる 。 
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